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――要旨―― 
 
 本研究は、近代日本における盲人福祉の源流の一つとなった好本督・中村京太郎・熊谷
鉄太郎の系譜をたどり、その業績と意義を明らかにしようとするものである。この 3 人に
ついては、いままでにも、個別に取り上げられ、その業績や意義を論ずるものはあったが、
3 人を一つの系譜としてその活動を有機的に取り上げたものはほとんど見られない。それ
は、近代日本における盲人福祉の源流の一つをなす人脈として認識されてこなかったこと
にあるのではないだろうか。研究の目的をさらに進めていうならば、日本近代盲人福祉史
に新しい盲人福祉の源流を書き加えることである。 
 近世以来の盲人の互助組織であった「当道」が明治政府によって廃止されて以後、なお、
伝統的な職業である鍼治按摩や音曲によって盲人はその生活を保持してきた。そうした盲
人社会においては、盲人保護の立場から援助の手として差し伸べられた盲目の子弟への教
育はそれ自体が福祉であった。その教育は、やり方を西洋に学ぶところはあったが、職業
教育を主軸としたものであった。そして、普通教育への要求が次第に進展していった盲教
育史の記述がある。 
 また一方に、按摩専業運動を中心とした盲人の生活史の記述も見られる。そうした記述
が取り上げない新しい盲人福祉の歴史が 1900 年代に登場してくる。その新しい盲人福祉
とは、盲人が文明社会に自立して生きてゆくための助けとなる点字図書の出版や、高等教
育への援助などを目指すもので、好本督によって紹介されたイギリス盲人福祉から生まれ
た歴史であった。その歴史こそ、ここで取り上げる好本督・中村京太郎・熊谷鉄太郎の系
譜なのである。この盲人福祉の歴史は、岩橋武夫が、昭和初期即ち 1920 年代に盲人の保
護を社会問題として捉え、本格的に科学的総合的な盲人福祉事業を目指して立ち上がった
愛盲運動に先立つ、近代盲人福祉の基盤づくりの時代であったということができるであろ
う。さて、研究を進めていく上で、三つの視点を定めた。好本督は、彼のイギリス盲人福
祉の紹介を啓蒙とその受容の問題として取り上げた。中村京太郎は、人権と差別の視点か
ら取り上げた。最後に熊谷鉄太郎は、盲人文化運動、さらには文書伝道に新たな道を開拓
していった面から取り上げた。研究の方法は、歴史研究の方法を取り、主に文献を通して
行うが、社会的総体の進展の中にその歴史的対象をおいて分析、検討することに努めた。
以下、この論文の構成を述べておきたい。 
 第 1 章は、好本督によるイギリスの盲教育と盲人福祉の我が国への紹介とその受容を取
り上げた。キリスト教的精神の遺産と伝統が最もよく培われているオックスフォードで、
真の英国を学んだ好本督は、その隣人愛から、日本の盲人社会にイギリスの最もよく進ん
だ盲人福祉と盲教育を紹介して、その啓蒙と改良を図った。最初は、1902 年に出版した『真
英国』中の「英国の盲人」である。これは、東京盲唖学校に学ぶ盲学生に新しい文化の光
を齎す書として受け入れられたのであった。「英国の盲人」を整頓増補した『日英の盲人』
が 1906 年に点訳本とともに出され、全国の盲学校に配布された。折りしも障害児教育の
改善の機運とともに、この書は、広く我が国の盲人社会の指導層に受け入れられたのであ
る。それとともに、好本は、次代の盲人福祉を担う先覚者となった中村京太郎や熊谷鉄太
郎を育てるのである。 
 第 2 章は、好本督による「日本盲人会」の試みを取り上げた。左近允孝之進の協力を得
て、1906 年に彼は、英国の「内外盲人協会」（British and Foreign Blind Association）を
モデルに、「日本盲人会」を設立した。それまでの職業的自立の援助よりも、主に点字図書
の出版を通して、我が国の盲人社会の改良を試みようとしたのであったが、資金不足のた
めに不成功に終わった。この苦い経験から、盲人福祉のための資金づくりを自ら志した。
そうして、盲人指導者を育成し、経済的な援助を続け、彼が果たし得なかった盲人福祉の
夢を後につづく後輩たちに託したのであった。 
 第 3 章は、中村京太郎による点字投票運動を取り上げた。大正デモクラシーの流れは、
盲人にも人権意識を喚起し、具体的なかたちを取って点字投票公認運動が展開されること
となる。そして、1925 年 5 月の衆議院議員選挙法改正、翌年 1 月の同法施行令の公布に
よって点字投票の公認は実現した。この実現に『点字大阪毎日』の果した役割は大きい。
そこで、主筆であった中村京太郎を取り上げ、『点字大阪毎日』から点字投票に関する記事
を抽出して検討した。点字投票公認の問題は、市民権運動としての側面とともに、別な側
面として点字が文字であるかという問題を抱えていたが、中村は、盲人による正当な選挙
権の行使は、盲人の使用する文字である点字によってなされてこそ実現できるのだという
考えに貫かれていた。そのためには、盲人にも義務教育の実現を含めての盲教育の向上と
点字の普及こそが至上の努めであると考えていた。 
 第 4 章は、中村京太郎を中心として「関西盲婦人ホーム」を取り上げた。明治維新後、
「当道」の廃止によって盲人の生活は困窮におちいる者が多くなったが、とりわけ悲惨な
状態に長く放置されてきた盲女子の救済の問題は、1930 年代に入ってその職業教育と保護
の面から取り組まれるようになった。その一人に中村京太郎がいる。盲女子に安全に働け
る職場と自立して生活できる場を作り、人格を磨いて、社会人としての教養をつけていく
ホームの建設に中村京太郎は取り組んだのである。こうした取り組みの根底には、キリス
ト教的平等観が強く働いていた。 
 第 5 章は、熊谷鉄太郎の盲人文化運動と文書伝道を取り上げた。日本最初の盲人牧師と
して知られる熊谷鉄太郎は、1916 年に関西学院神学部を卒業後、伝道に入った。その頃、
彼は「東亜盲人文化協会」の構想をもって盲人文化運動に着手した。しかし、「東亜盲人文
化協会」の構想は、結果的に挫折して終わるのであるが、熊谷は、自らの苦難の生涯を自
伝にまとめ、三冊の著書を残した。 
 第 6 章は、盲人としての新しい生き方の目標になったジャーナリスト中村京太郎と牧師
熊谷鉄太郎を取り上げた。中村京太郎は、『点字大阪毎日』の主筆としての発言と、それ以
前の「盲人キリスト信仰会」での活動を取り上げた。熊谷鉄太郎は、牧師という新職業を
実現していったことと、『六星の光』での執筆活動に論究した。なお、二人の盲人福祉にお
ける活動を、明治の後半から昭和の初期にかけて展開した盲人福祉の動きの中で、それら
とどう関わったかを二人の活動をたどって跡づけた。特に、熊谷鉄太郎は、「全国盲人文化
大会」におけるその立場について資料を通して検討した。中村京太郎は、「中央盲人福祉協
会」主催「全国盲人保護並びに失明防止事業会議」での、「国際盲人社会事業会議」からの
帰国後の講演について触れている。 
 この研究は、キリスト教的精神の伝統がよく培われているオックスフォードで学んだ好
本督の、その隣人愛から発した我が国の盲人への盲人福祉事業「日本盲人会」の夢が、中
村京太郎や熊谷鉄太郎の中にも生きつづけていたことを論じたものである。その意味で、
好本督・中村京太郎・熊谷鉄太郎の系譜を近代日本における盲人福祉の源流の一つとして
その意義を明確にした。なお、この 3 人が現在の視覚障害者福祉とどう繋がるかにも触れ
ておいた。本研究は、3 人によって盲人社会の近代化の基礎づくりを基盤としてなされた
盲人福祉が、軌道に乗るその後の、岩橋武夫や秋元梅吉の盲人福祉事業の研究へとつづく
ことになる。それは、今後に残された課題である。 
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はじめに 
 
 失明軍人の社会復帰に多大の貢献をした盲人事業で知られるアーサー・ピアソン
（1866-1921）は、その著“Victory over Blindness” （G.H.Doran,1919）の第 5章“Some 
more Hints on Learning to be Blind” で、“Enough has been said, I think, to show 
how the blind person can and does learn to get about alone.  But in most cases when 
any distance has to be covered he is apt to be happier in the company of some one 
with sight, not only because more rapid progress can be made, but because the 
conversation enables him to visualise his surroundings, the most casual references 
helping to create those internal illustrations that take the place of actual scenes” 
（p.82）と、論じている。これは、“Learning to be blind” を St.Dunstan’sで実践し
たその後につづく章におかれた冒頭の文で、訓練された盲人が、ごく自然に晴眼者とパー
トナーを組んで行動することから得た盲人の活動を広げる方法を述べる章である。熊谷鉄
太郎も、「盲人の中には、第六感という以外名づけようのない特別の感覚を持った者がいる。
盲人は、もっともっと触覚その他の残された感覚を訓練することによって、そうした感覚
を得られるのではなかろうかとか、盲人が多くの仕事ができるかどうかは、人の眼をどれ
だけ使わせてもらったかの量に正比例する」などと、日頃よく口にしていたという 1)。熊
谷は、アーサー・ピアソンの盲人事業を模範として東アジアに盲人事業の施設をと考え、
「東亜盲人文化運動」を計画したりもした。二人の、失明者に対する社会復帰への基本的
な考えは、当然なことではあるが、実体験から生まれた単純な、しかし最も複雑な実践綱
領を含む見解として共通するそれを認めることができる。 
 ここで「単純な」と言ったのは、だれが考えても、晴眼者の眼を借りて仕事をすれば、
能率が上がることは目に見えているし、しっかりと環境に応じて行動することは、失明者
にとって最も望まれることだからである。これは、だれしも疑いようのない単純な理解で
あろう。しかし、この単純さが、さまざまな問題を惹起する原因でもある。失明者を援助
する側に立てば、それは単なる憐憫、同情の類から盲人心理を弁えた適切な指導、援助に
まで高められたものなど、さまざまな関わり方を示すであろう。また一方、援助を受ける
側からすると、一方的な依頼心から過剰な援助を求めようとしたり、逆に、無知から頑な
に援助を拒んだりする者も出てくる。実は、失明者にさまざまな人がいる分だけそれに応
じてさまざまな応対が見られるのである。 
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 さらに言うと、「sight」や「人の眼」は、差別を生む。視覚障害を、個人の欠陥や困り
ごとと見るそのこと自体にすでに差別が含まれている。能力障害の問題として捉える医学
モデルには、偏見が伴いがちである。まして機能からくる差別は、いまに至るまで根強い
ものがある。今日よく言われる「バリアフリー」や「ユニバーサルデザイン」は、視覚障
害者が日常生活の上で主体的に生きるよりよい環境づくりに必須かつ有効な、ある意味で
「人の眼」に替わる手段として働き始めているが、インクルーシブ教育の問題や視覚障害
者の雇用の問題などに克服されなければならない社会的障壁（バリア）からくるさまざま
な困難が今日もまだ多く存在しているのである。医学モデルから社会環境との間で生じる
状況としての社会的障壁即ち障害と捉える社会モデルへの転換がなかなか進まないのは、
視覚障害者の特性を理解しない無知や無関心からくる差別がまだまだ根強いことを示して
いる。そのためにも、障害者差別撤廃のための国内法の整備や、国連障害者権利条約の批
准が早急に望まれる。 
 さて、アーサー・ピアソンのことばに戻ろう。ピアソンは、訓練によって失明者が独り
で歩き回れる（get about alone）ようになっても、視力のある人との同伴（the company of 
some one sight）をしがちなことに「盲であること」（to be blind）を学んでいる。これ
は、つまり熊谷がいう「人の眼を使わせてもらう」ということである。自助による自立は、
障害者にとって大きな目標である。自ら力をつけることによってできなかったことができ
るようになる。そこに生きる喜びも生まれ、社会参加への意欲も湧いてくる。しかし、そ
れ以上に「人の眼を使わせてもらう」ことは、視覚障害者にとって重要なことなのである。
現在は、「人の眼」に替わるもの、たとえば IT機器や点字ブロックなどがいくつも産み出
されてはいるが、やはり基本的には「人の眼」抜きには視覚障害者の社会における有効な
活動は得られない。 
 「人の眼を使わせてもらう」ということが、個々の人の善意だけでとどまるのでは大き
な力とはなり得ない。それは具体的に障害者福祉における施策に生かされなければ障害者
の自立と社会参加を助ける力とはならないのである。そのためにも、障害者年のスローガ
ンとなった「完全参加」と「平等」がどれだけ実現できてきたかを歴史の眼をもって検証
していくことをわれわれは忘れてはならないであろう。 
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注 
1) 『熊谷鉄太郎――見果てぬ夢』（日本盲人福祉研究会,1985）の「まえがき」で本間一夫
が書いている。 
 
文献 
Pearson Arthur Cyril. Victory over Blindness. G.H.Doran, 1919. 
 
※ 本稿では「盲人」という表記を用いている。福祉行政における呼称は 1949年の身体障
害者福祉法を境として「盲人」から「視覚障害者」へと切り替わるが、ここでは明治・
大正・昭和戦前期を扱うことから「盲人」の呼称を採用した。同じ理由で、「盲唖」も
使用した。 
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序章  近代日本における盲人福祉史の源流を探る 
 
第 1節  テーマの設定とこの研究の意義 
 
1） テーマの設定 
 テーマの設定は、この論文のタイトルともなるものであるが、次のように設定した。 
 
  近代日本における「盲人福祉」の源流についての研究 
  ――好本督・中村京太郎・熊谷鉄太郎の系譜を中心に―― 
 
 「好本督・中村京太郎・熊谷鉄太郎の系譜」をたどることは、近代日本における盲人福
祉史の源流の一つをたどることでもある。しかしそれは、いまだ解明されたとはいえない
のが現状といってよいであろう。本論文は、近代日本における盲人福祉史の源流の一つと
なったこの系譜に連なる業績とその意義を、文献を通して解明しようとして行った研究で
ある。 
「盲人福祉」には、盲人による人権の獲得と盲人生活の近代化という、文明社会に見合
った基礎づくりに基盤を据えてなされた当事者運動の性格が色濃い。近代日本の盲人福祉
が、社会事業的側面よりも、当事者運動の側面が強調され、展開されてきたという必然的
な性格によるものである。用語としては、この論文では従来から使用されている盲人福祉
を踏襲した 1)。 
また、ここでいう「系譜」は、「師弟関係や流派などのつながり」2)の意味で用いた。好
本督・中村京太郎・熊谷鉄太郎の盲人福祉に対する思想や試みの連続性に注目したからで
ある。 
 
2） テーマ設定の趣旨 
 近代日本の盲人福祉をどう取り上げればいいだろうか。その取り上げ方によっては、近
代日本の盲人福祉の始まりをどの時点に置くかということで違いが生じてくる。近世以来
の、その相互扶助的機能を果す組織として盲人仲間の社会上また職業上の生活を守るため
に作られた「当道」が、明治政府によって廃止されたことから、盲人が自立の道を求めて、
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鍼治按摩の職業教育の場が徒弟制度から盲学校教育に転換したその時点を近代盲人福祉の
出発点と考える取り方もあるであろう。しかし、現代につながる幅広い盲人福祉は、多く
の盲人の手によって切り開かれた、谷合侑のいう「チャレンジャーの歴史」であることを
思うと、盲人福祉史を盲教育史にそのまま重ねるということだけで済ますことはできない。
盲人の社会的地位の向上や盲人文化の向上に努めた先覚者の活動があって、はじめていろ
いろな道へと発展していったのである。そうした先覚者を挙げていくと、好本督
（1878-1973）や中村京太郎（1880-1964）、熊谷鉄太郎（1883-1979）といった三人の名も
のぼってくる。ともに「日本盲人の父」と呼ばれ、自身も盲目の身として、盲人の地位の
向上に尽くした人たちである。近代日本における盲人福祉の礎を考える上でも欠かすこと
のできない人たちであると、私は考えている。この三者の関係はというと、欧米の盲教育
や盲人福祉に比べて立ち遅れている我が国の盲人社会の改良をめざした好本督が、その指
導者となるよう育て、援助したのが中村京太郎と熊谷鉄太郎であった。そうして彼等は、
我が国の盲人社会に新しい盲人福祉の流れを生み出していったのである。 
 さて、我が国の近代盲人福祉を取り上げるにあたっては、近世からの盲人の生活を見て
いかなければならない 3)。近世は農業社会であり、この近世社会の基礎構造をなす農民家
族と村落共同体にあっては、盲人を含めて障害者たちは家族を中心とする共同体的扶助に
吸収されつつ、種々の補助的な農業労働に従事していた。しかし、彼等の地位は必ずしも
安定したものではなかった。体制から疎外された盲人たちの生活は、中国、西国地方の盲
僧や東北地方の盲巫女などの呪術的宗教者か、あるいは座頭、瞽女などの芸能者として辛
うじて成り立っていた。ところが 17世紀後半以降の商品経済の飛躍的発展、近世の都市の
繁栄が、盲人の生活領域を著しく広げた。元禄文化は、盲人芸能者に対して豊かな芸能市
場を提供し、上方の地歌や筝の生田流などが開花した。また、この時期には杉山和一らの
活躍によって鍼治按摩が盲人の有力な職業として新たに拓かれた。そうして、中には将軍
や諸大名の庇護に入る者がいたり、富商をパトロンとして富裕化する者も出てきた。しか
し多くは、社会の底辺にあって、遊民として差別され、その社会的地位は極めて低かった。
これらの盲人たちは、そこで彼等の縄張りを統制し、共通の利益を守るために座頭仲間な
どを組織した。そして、これを「当道」と称した。この組織の主要な機能は、座内の相互
扶助を果すことであった。これによって盲人たちは、一定の生活の保障を得たのであった。 
 1871（明治 4）年の「太政官布告」による「当道座」の解散は、それに代わる何らの生
活保障も伴わなかったので、盲人の生活に大きな打撃を与えた。これまで共同体的扶養に
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支えられていた底辺の盲人たちは、窮乏に陥る者多く、封建的特権を享受してきた上層の
盲人による「当道座」復興運動も実らなかった。他方、教育・授産によってこの新しい社
会的変化に対応しようとする盲人自身の動きも現れたが、それも明治政府の取り上げると
ころとならなかったので、大きな力となることはなかった。そうして盲人の多くは、なお
鍼按、芸能をもって民衆生活に密着していたのである。 
 こうした流れとは別に、西洋事情の視察から帰国した工学頭山尾庸三（1837-1917）は、
「盲唖廃疾者」の窮状を「皇国ノ欠点」と批判し、その救済のため西欧諸国に倣い、盲唖
二校を設立するよう太政官に建白した。英国で見聞した山尾の盲唖教育思想は、工芸によ
る自主自立を謳い、伝統的な廃人観を越える開明的なものであった。しかし彼は、財源を
政府に言わず、「天下公然ノ人」に期待した。そのために、慈善家による盲唖院の開設を多
く見たのである。我が国での本格的な盲教育の開始は、1878（明治 11）年に古河太四郎
（1845-1907）によって、学齢盲・聾児に普通学を教授する「京都盲唖院」の誕生が最初で
あった。これは、翌年府会により一部補助金が支出されて、府立となった。一方東京では、
プロテスタント慈善のもとに結成された「楽善会」によって 1876年に「盲人をしてその善
徳才智を発達せしめ、及びこれに工芸技術を授け自営自立の人たらしめん」（「訓盲院設立
の目的」）ことを目的に掲げ、訓盲院を設立したが、実際の活動は 1880年からであった。
これは、国の援助を受けて唯一の官立となった。しかし、1881年に廃疾が貧困・疾病と並
んで就学免除の理由と認められることとなり、障害者の教育と保護は、「人民相互の情誼」
に委ねられ、共同体の底辺に放置されたのである。盲児の親たちの教育要求は、当然学校
よりも、芸能・鍼灸の弟子に向けられ、あるいは大多数の貧しい階層にあっては、短期間
で生計の足しになる按摩渡世の道を選んだ。 
 好本督が我が国の盲人の前に姿を現す二十世紀初頭は、デフレ経済の騰貴化の中で、昔
ながらに三療や音曲で暮らしを立てていた盲人たちが生活の窮乏を極め、晴眼者による鍼
按の職業への進出もあって、これまでの盲人の職域が圧迫されるという事態に直面してい
た。そうしたことからも盲人の権利擁護の動きも見られるが、しかし盲人への差別意識が
根強く、また明治政府による「当道」の廃止以後、盲人の自立を助ける職業教育としての
盲学校の設立は、慈善家によるものが大半であって、急激にその数は増したもののそこに
通える盲人は、一部の恵まれた者に限られていた。しかも、教育内容からみると、なお暗
中模索であった。そうしたところに新たな盲人福祉が求められてきたのであった 4)。我が
国では、1897（明治 30）年ごろから、西洋文明の受け皿として、社会的に弱い人々のため
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に働こうとしたプロテスタントを中心としたキリスト教の流れを汲んだ人々があった。そ
うした人たちは、市民社会的自立・自助で、社会から疎外された人々の問題を、自主心、
連帯愛、人類愛をもって対処しようとした。盲人では、この流れの先達として、内村鑑三
の影響を受けた好本督がいた。そこから、中村京太郎、熊谷鉄太郎という人脈ができ、「東
京光の家」の秋元梅吉（1892-1975）や、「日本ライトハウス」の岩橋武夫（1898-1954）、
「日本点字図書館」の本間一夫（1915-2003）へと連なるのである。 
 ここで取り上げようとする三人は、社会事業としての盲人福祉施設を特に設立、経営し
たというのではない。好本督は、「日本盲人会」を設立しようとして頓挫し、実業家として
我が国の盲人福祉を経済的に援助したのであった。中村京太郎は、「関西盲婦人ホーム」の
設立に直接関わったが、実際のこの施設の運営は、越岡ふみ（1899-1967）であり、彼は、
『点字大阪毎日』の主筆として活動した。熊谷鉄太郎は、盲人の新職業としての牧師とな
って活躍したが、盲人福祉事業としての「東亜盲人文化協会」の設立に挫折を体験した。
こうした三人が、なぜ「日本盲人の父」と呼ばれるのか。彼等は、篤いキリスト教への信
仰に基づき、我が国の盲人界を導いていった偉大な先達であった。 
好本は、盲人を育てる教育を中心に、さまざまな制度や施設などが充実した環境の中で
盲人が晴眼者と肩を並べて生きていく社会が実現しているイギリス盲人福祉の紹介こそが、
隣人として、同じ盲という身の上にある我が国の同胞を救う道であると考え、啓蒙と社会
の改良に献身した。中村も熊谷も、盲人が晴眼者と肩を並べていく社会の実現に生涯をか
けたのである。中村は、人は神の前にみな平等であると信じ、盲人だけが取り残されてい
ては神に申し訳が立たないというキリスト教の信仰によって支えられた信念に貫かれてい
た。そうして、「盲人キリスト信仰会」を創設したり、「点字大阪毎日」の主筆として盲教
育の向上と点字普及に尽くし、点字投票運動や盲女子の保護などの差別と権利に関わる面
で指導的な働きを示した。熊谷は、自伝『薄明の記憶』の最後で、「見果てぬ夢」を述べ、
「私の夢は、日本の盲界の夢なのです。私の夢は必ずいずれの日にか誰か有為の盲青年が、
未完成の私の夢を完成してくれることと信じます」（熊谷 1960）と言う。その夢とは、大
学の教室においても、会社のデスクにおいても、工場の働き場においても基本的人権を晴
眼者と同等のレベルで主張し、また尊重される社会の実現を指している。言い換えれば、
恩情や憐憫ではなく、自由に出入りすることのできる世界を作り上げたいという夢である。
熊谷が辿った道は、まさにその夢の実現に向かってみずからの実践をつづけることであっ
た。新職業としての牧師の実現に始まり、一人でも多くの盲人が一般社会に取り残されな
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いようにとの願いを篭めて行った盲人文化運動への献身、そしてみずからの体験を綴る文
書伝道の活動などを通しての彼の掲げる理想は、我が国の盲人に大きな力となった。 
 彼等の業績は、後につづく盲人の社会事業家たちに大きな影響を残したその識見の高さ
と指導力に多く見るべきものがあったのである。言うならば、近代日本における盲人福祉
の礎を築いていった人たちであるということができる。彼らの事業や運動、及び思想が、
その後の盲人福祉に与えた影響は大きく看過できないものである。 
 
3） この研究の意義 
 我が国における近代以後の盲人の歴史を語ろうとすると、どうしても盲教育史に偏りが
ちとならざるを得ない。それには当然理由がある。盲人の歩みは、教育の面に多く記録が
残されてきたからである。そうして、それは晴眼者の指導者によってなされた面が大きい。
しかし、チャレンジャーの歴史として谷合侑が記述した『盲人の歴史』に見るように、盲
人福祉は、盲人自身が勝ち取っていった歴史であって、盲人は記録を残さないということ
からくる資料不足も起因しているのである。 
 近代日本において盲人福祉を取り上げる場合、好本督、中村京太郎、熊谷鉄太郎の人脈
をたどることが欠かせない。それは、ここまでみてきたように近代盲人福祉の基盤を成し
たその出発点の解明にほかならないからである。しかし、この人脈をたどり、業績を明ら
かにしていくことは、資料の乏しさから容易ではないが、この研究は、新資料の掘り起こ
しを含めて、事実の解明に努め、それらから見えてくる新しい視点に立って歴史的意義を
明らかにすることにある。例えば後述するように、好本督による英国における盲教育や盲
人福祉の我が国への紹介を取り上げていうと、『真英国』中の「英国の盲人」とそれを増補
した『日英の盲人』との厳密な比較検討と、その間の好本が払った努力の真意を明らかに
することとで、彼の行おうとした啓蒙活動の意義が正しく把握することができる。こうし
たいくつかの研究成果に立って、好本督・中村京太郎・熊谷鉄太郎の系譜の果たした役割
を理解し、近代日本における盲人福祉の歴史の上に彼等を正統に位置づけることになるの
ではないかと考えている。 
 「社会福祉法人 日本盲人社会福祉施設協議会」（以下、「日盲社協」と略称）の創立 60
周年記念の大会は、創立に功績のあった岩橋武夫の原点に戻ろうということが強く意識さ
れた大会であったようである。その雰囲気を『視覚障害』NO.305が伝えているのを読むと、
盲人事業の原点に岩橋武夫を据えて、語る人が多くあった。そうした受け止め方は、我が
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国の盲人福祉事業の歴史に誤解を生じさせることになりはしないかと、私は少々危惧する
ところがあった。確かに岩橋武夫の行った愛盲運動は、我が国の盲人福祉事業の出発点と
いってよい。それほど彼の業績は評価されるに値するものであったことはだれしも認める
ことであろう。しかし、その評価の過剰が、彼に先立つ歴史のさまざまな事実を歪曲する
ことは許されないであろう。私の取り組みは、そうした軌道修正の試みの一つである。 
 
第 2節  研究の目的と方法 
 
1） 研究の目的と対象 
 我が国の近代盲人福祉史は、いまだ通史的にとりまとめられたものがない。盲教育史と
しては、個々の盲学校で編集された、たとえば『京都府盲聾教育 100年史』（京都府教育委
員会,1978）や、秋葉馬治の『東京盲学校六十年史』（東京盲学校,1935）、『東京教育大学教
育学部雑司が谷分校 視覚障害教育 100年の歩み』（1976）などのような年史が、貴重な資
料となって残っている。さらには、それらを使って、盲学校の成立と展開をまとめた岡典
子・中村満紀男の研究論文「日本の初期盲聾唖学校の類型化に関する基礎的検討――明治
初期から 1923（大正 12）年盲学校及聾唖学校令まで」『東日本国際大学福祉環境学部研究
紀要』第 7号（2011年）などもある。また総合的にまとめられたものとしては、丸川仁夫
の『日本盲唖教育史』（京都市立盲学校京都市立聾唖学校同窓会,1929）や、川本宇之介の
『日本盲教育概観』（盲人信楽会,1928）と『内外盲教育史概要』、（1935）、大河原謹吾の『盲
教育概論』（培風館,1938）、文部省『盲聾教育 80年史』（日本図書センター,1958）などが
あり、それらを発展させたかたちで社会学的な視野から考究した中野善達・加藤康昭『わ
が国特殊教育の成立』（東峰書房,1967）中の加藤の「日本盲教育の成立と展開」、また、加
藤康昭単独の『盲教育史研究序説』（東峰書房,1972）などのいくつかの論著を見ることが
できる。 
 これとは別な流れとしては、島田信雄の『盲人の業権擁護闘争史』（大阪市立盲学校同窓
会,1955）や生瀬克己の鍼治、按摩の専業運動に重点を置いた盲人の生活史としての「近現
代の視覚障害者をめぐって」『盲人の生活』（雄山閣,1997）が見られるし、杉野昭博の盲人
保護法案についての「『盲人保護法案』に関する帝国議会資料（1905-1914）――視覚障害
者による『按摩専業』運動――『調査と資料』」91（1999）のような詳細な調査資料もある。
障害者福祉の歴史の一環として盲人福祉にも触れた山田明の「日本における障害者福祉の
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歴史」『講座障害者の福祉 1 障害者の福祉と人権』（光生館,1987）は、盲人福祉の文化面
にも眼を向けている。また、『日本ライトハウス 40年史」（日本ライトハウス,1962）や「東
京光の家」『創立 70周年記念史――新しき第一歩』（社会福祉法人「東京光の家」,1990）
などの盲人福祉施設の年史なども見ることができる。 
 さらに、チャレンジャーとしての盲人の歴史をまとめた谷合侑の『盲人の歴史』（明石書
店,1996）のような意欲的な取り組みが見られるし、同じ谷合の『盲人福祉事業の歴史』（明
石書店,1998）は、丹念に施設をまわり、資料を得て完成させた労作である。その他、キリ
スト教伝道から見た盲人史を書いた石松量蔵の『盲人とキリスト教の歩み――盲人伝道百
年史』（日本盲人キリスト教伝道協議会,1959）や、さらにそれよりも詳細に、日本盲人キ
リスト教伝道協議会創立 60周年を記念して通史的に阿佐博によって書かれた『盲伝前史』
（点字）などの書もあるが、それらは、やや限定的で、日本近代盲人福祉史と呼ぶには物
足りない。また、「日本ライトハウス」が編纂した『世界盲人百科事典』（1972）があるが、
項目的に編纂されているために歴史的な観点からみた記述としてはやや断片的に過ぎる面
をもっている。日本ライトハウス創業 80周年記念に出された「日本ライトハウス 21世紀
研究会」編集の『わが国の障害者福祉とヘレン・ケラー ――自立と社会参加を目指した歩
みと展望』（2002）は、視覚障害者の福祉や教育、職業、また組織や国際交流など各分野に
わたってその歴史と現状を解説したもので、全体を見通す上でよい指針となるが、概論の
域に止まるものである。 
 以上、上記に取り上げた著作からは特に、好本督・中村京太郎・熊谷鉄太郎という人脈
の扱いが、たとえ触れられていたとしても不十分であって、近代盲人福祉の礎となったそ
の思想や活動の検討が概括的になされているに過ぎない。 
 その他通史的に扱われたものに、点字発達史がある。まず阿佐博に『日本の点字百年の
歩み』（日本点字制定百周年記念事業実行委員会,1990）があり、2007年には金子昭責任編
集『資料に見る点字表記法の変遷――慶応から平成まで』という資料集が「日本点字委員
会」創立 40周年記念事業として出版されている。 
 こうして見てくると、盲教育史や鍼治按摩を中心とした盲人の生活史などの面では、我
が国でも先行研究においてかなりな成果を我々は見ることができる。それらによってまと
められた盲人の歴史は福祉も含んでその生成、発展が正統に考究されているのであるが、
盲人福祉の、特にその基盤となった先覚者の思想と業績を明らかにする部分はいまだ明確
になっているとは言えないのではないだろうか。その部分を精査し、考究することを通し
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て我が国の近代盲人福祉史に新たな段階を書き加えなければならないと、私は考えている。
その意味で、好本督・中村京太郎・熊谷鉄太郎の人脈を研究の対象としたのである。 
 ここで本研究の取り組みを、具体的に近代日本における盲人福祉の流れを整理して、そ
れに沿って明確にしておきたい。「当道」の廃止以来、伝統的な職業である鍼治按摩や音曲
によって生活を保持してきた盲人社会においては、その盲人福祉は盲目の子弟を教育する
ことと一体のものであった。それは、西洋のやり方を学び、職業教育を主軸として次第に
普通教育への要求を進展させていった盲教育史としてその流れが記述されている。また一
方では、按摩専業運動を中心とした盲人の生活史としてその流れを記述している。しかし、
1900年代に入って新しい盲人福祉の流れが生まれた。それは、好本督の「英国の盲人」、
やそれを増補した『日英の盲人』によって紹介されたイギリスの盲教育や盲人福祉が新た
に生み出した盲人福祉史の流れである。この流れは、岩橋武夫が、社会問題として盲人の
保護を捉え、本格的に科学的、総合的な盲人福祉事業を目指す運動（『海なき灯台』
1943:7-15）に先立つものである。その意味で、基盤づくりの段階としたのである。谷合侑
は、『盲人の歴史』（1996:135）で、我が国の盲人福祉は好本督の「英国の盲人」によって
イギリスの盲人福祉が紹介され、岩橋武夫の愛盲運動によって本格的に始まったと論じて
いるし、さらに詳しく、岩橋英行は好本督・中村京太郎・熊谷鉄太郎の人脈から、岩橋武
夫や秋元梅吉の事業に繋がったその流れが我が国の盲人福祉の歴史そのものである（岩橋
1980:92）と論じている。 
 この段階に取り上げられる活動としては、やや時代的に遅れるが、齋藤百合の「陽光会」
の活動があり、また山岡熊治による「日本盲人協会」の活動や東京盲学校の同窓会が進展
した「桜雲会」などの活動も見落とせない。なお、「中央盲人福祉協会」の活動は、別な視
点から捉えなければならない問題と考えている。 
 
2） 研究の方法 
 研究の方法としては、歴史研究の方法を採り、文献研究を主として行うことになる。 
 その取り扱う対象は、盲人の歴史であるが、広く障害者に視点を置いて取り組む姿勢が
望ましいことは言うまでもない。加藤康昭は、盲教育史研究を概観して、それらの多くに
共通する問題点を挙げている（加藤 1972:11-20）。これは、盲人福祉史においても同様で
あって、第一に、歴史研究としての実証的な研究方法に欠けるものが多いことを指摘する。
また、それとは逆に実証を誇るあまり、瑣末な真実の考証・穿鑿に終始し、研究者の問題
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意識が那辺にあるかを疑わせるものがあることを言い、これらは、いずれも科学的研究と
は言い難いと指摘している。第二に、関連諸領域の研究成果の摂取・吸収が不十分である
ことを挙げている。第三に、資料収集の範囲の狭さを指摘する。資料の渉猟は、研究者の
問題意識と歴史観とによって方向づけられるものであって、障害者の生活問題を重視する
立場に立てば、障害者の生活に関する資料の収集が必要となる。しかし、障害者は、自ら
の生活についての記録を残すことは極めて稀であるから、その資料収集には多大の労力と
時間を必要とすることを論じている。この 3点は、研究者としての留意すべき基本的態度
の指摘でもある。 
 さて、本研究は、キリスト教精神とか人物の系譜など、ヒューマンな内容に焦点をあて
てそれを解明するという研究方法をとっている。これは、歴史研究であれば、「ヒューマニ
ズム」「宗教」「愛」あるいは個人の内なる「倫理」や「道徳性」などの超歴史的・非歴史
的概念をもって説明しようとする論文が見られるが、そうした超歴史的・非歴史的立場か
らは、歴史的社会的な対象についての科学的な歴史研究は成立しないという、加藤康昭の
指摘に忠実に従っているわけではないのであるが、本研究は、近代日本における盲人福祉
のその基盤づくりという面に照準を当てて、その人間的活動に分析のポイントを置いた結
果である。無論それをそのままで通すのではなく、対象を客観化し、経験科学の方法を通
して、対象のもつ一般的な法則性を追究しなければならないことは言うまでもない。さら
に言えば、社会総体の発展の中に正しく位置づける必要があるということである。 
 ここで具体的にそのことを考えてみよう。私が取り上げる人物は主に好本督・中村京太
郎・熊谷鉄太郎の三人であって、個人を取り扱う研究とは自らその研究方法は異なってく
る。最初に、この三者の関係を明らかにすることから始められなければならないであろう。
その点をまず押さえておくと、好本督は、欧米の盲人福祉に比べて立ち遅れている我が国
の現状を改良することを志し、そのためには盲人の中から有力な指導者を育成することを
考えた。そうして彼によって選ばれたのが、中村京太郎と熊谷鉄太郎の二人であったので
ある。 
さて、好本は、我が国の盲人界にイギリスの盲人福祉を組織立って具体的に紹介した最
初の人であり、中村は、好本の援助でイギリスに全盲の留学生となった最初の人であった。
熊谷は、好本の出した『真英国』中の「英国の盲人」でイギリスの盲教育と盲人福祉に漲
る文化の光に眼を開かれ、彼自身、好本の援助で最初の高等教育の門をくぐった。彼等に
共通するのは、イギリス盲人福祉に触れて、自らの道を拓いていった点にある。さらに、
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キリスト教の信仰を通して人としての平等を唱え、そのための盲人社会の改良と向上に努
めたのであった。 
 好本にあっては、イギリス盲教育の紹介は、我が国において折柄の特殊教育の改善の動
きにも一石を投ずることとなり、また、英国の「内外盲人協会」の紹介や、それをモデル
に我が国でも行わんとして設立した「日本盲人会」の試みなどは、我が国の盲人福祉のそ
の根底に置かれるものとして考察されなければならない問題であると考える。中村は、好
本とともに「盲人キリスト信仰会」を設立したりして、好本の考えを徹底せんとした。ま
た、『点字大阪毎日』の編集主幹として、社会の盲人に対する偏見と戦い、盲人自身の自覚
を促し、盲教育の改善や点字の普及を通して盲人社会の改良や工場に努力した。熊谷は、
好本から得たイギリスの新しい文化の光を、多くの文章を通して語り、また、盲人文化運
動を興して盲人の地位の向上に努めた。こうしたことは、総合的な脈絡のもとに社会総体
の発展の中に位置づけてこそ、その実体に対する正しい考察となり、その意義を把握する
ことになるであろう。 
 
3） 三つの視点 
 我が国の盲人福祉に好本督が登場してくるのは、1906年頃からその動きが活発となる盲
教育の改善を目指す盲教育令の発布へと向かう時期であった。キリスト教のよき伝統に培
われ、人づくりに優れたイギリス盲教育の紹介を中心に、我が国の盲人社会に有益と思わ
れる盲人福祉事業など、新しい文化の光として伝えることで、好本は、我が国の盲人社会
に①啓蒙と改良を試みようとした。そのことから好本のイギリス盲人福祉の紹介を、啓蒙
とその受容の問題として分析、検討することから始め、その好本に多大の援助を受けてイ
ギリスで学んだ『点字大阪毎日』の主筆中村京太郎を、②人権と差別の視点から取り上げ
た。同じく好本の援助を受けて、関西学院に学び、メソジスト教会の牧師となった熊谷鉄
太郎を、③盲人文化運動、さらには文書伝道に新たな道を開拓していった面から取り上げ
た。 
 これらは、盲人の生活の改良を目指し、彼等の地位の向上を願ってなされた近代日本に
おける盲人福祉の根底をなしたものへの基本的な視点である。 
 一番ヶ瀬康子は、「福祉」を「人間としての生活欲求つまり基礎的欲求、社会的欲求、文
化的欲求が統合され、トータルに日々の生活リズムとなって、主体的に幸福が追究されて
いく過程」と、押さえ、それに加えて、「もっとも、その内実そのものは、それぞれの国の
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歴史的状況の下で、それぞれの国の風土、そして生産力と生産関係を反映し、歴史的、社
会的な実現として展開されるものといえる」と、論じている。そして、「ことに障害者の福
祉が、単に個人や家族のみに委ねられていた時には、生存も危うかったり、あるいは、生
存のみが与えられて、生活そのものは許されないような従属的な位置に置かれてきた傾向
がある。そのような障害者のあり方を打ち破り、障害者の主体的なあり方をその基点とし
て、自らの人生への主体者であることを具現化するためにどうすればよいかを問うこと」
の大切さを指摘している(一番ケ瀬 1987:4-5)。その意味で、好本にしても中村にしても、
なおさら熊谷においては、盲人福祉を自分の生き方そのものの中に求めつづけていったこ
とを思うとき、上に記した三つの視点は、盲人福祉の基盤に向けられた視点であると言う
ことができる。 
 
第 3節 論述上留意した用語について 
 ここでは、この論文を記述していく上で留意した用語のいくつかについて分析し、考察
を施した。 
 
1）我が国の近代盲人福祉を考える上での「近代」の問題 
 日本社会福祉史を取り上げるにあたって、「近代」については多くの問題が介在している
ことはこれまでにも指摘されてきている 5)。盲人福祉においてもそれは例外ではない。そ
うした指摘の中の一つとして、池田敬正は『日本社会福祉史』（法律文化社,1986）の「社
会福祉と日本社会」の項で、「イギリスで、産業革命がほぼ終わった 1841 年に、農林業収
容人口が僅かに二割強であったが、日本では、独占段階が明確となる 1920 年にまだ五割を
占めていた。このことは、イギリスが農民分解を通して脱農化がすすみ、直接生産者の大
部分が資本制的生産関係の下に編成されたのにたいし、日本では農民分解がすすんだとし
ても脱農化はすすまず、直接生産者の半数を占める農民が寄生地主制の下で半封建的な関
係の下に編成されていたことを示していたのである。こうした事情が日本の近代社会に自
由主義や民主主義を十分に成長させず、封建的諸関係を温存させた理由であった。この点
の分析を抜きにして『恤救規則』の"お粗末さ"や、大恐慌期まで存続させた権利意識の"
弱さ"を説いてもあまり科学的な分析とはいえないだろう。しかしこのことは、近代日本に
社会福祉の近代的原則の成立あるいは導入を全面的に否定するものではない。近代日本が、
国内に自由主義や民主主義を成立させず対外的には欧米資本主義に追随しながら、アジア
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ではほとんど例外的に高度の資本主義国家化したことを、近代日本の社会福祉を考える場
合に問題にしなければならない」（池田 1986：26-27）と述べて、日本における社会福祉の
問題点を次のように言う。「いずれにしろ封建制を温存しながらも、資本主義の展開自体が
もたらす諸矛盾が近代的な社会福祉の対象をつくりだしたことをあきらかにするとともに、
日本資本主義の早熟的形成のなかで、既成の先進理論の海外からの導入がもたらす諸問題
を明らかにしなければならない。欧米の先進理論を、その理論を成立させるだけの客観的
条件の未成熟にもかかわらず導入するという転倒した傾向がしばしばみられたことと、後
進的であるために余計にはげしく出現する資本主義的矛盾がもたらされるという不つりあ
いの状況」（池田 1986：27）が、日本近代社会福祉史の特徴の一つであったというのであ
る。これは、主として貧困問題に触れられたものであるが、障害者の問題も、当然そこに
含まれてくる。 
 好本督が先進国であるイギリスの盲教育や盲人福祉を紹介し、啓蒙と社会の改良を目指
したとき、日本社会が抱える近代化への諸矛盾 6)に直面したことは真の意味での近代の始
まりであったと言えるのではないだろうか。『日本盲唖教育史』（1929:149-150）で丸川仁
夫は、「概括して言って、我が盲唖教育界の五十年（筆者注;明治 20年代から昭和の初期を
指す）は、海外のそれの紹介時代であった。それも、決して盛んなものではなかった。そ
れは、決して先人達の怠慢の罪ではなかった。盲唖教育に対する社会的無視や一般盲唖教
育の不振が自ずから斯く成さしめていたのである」と述べて、明治初年の頃の海外の紹介
は、研究的なものではなくて、主として見聞録的なものであったのに対して、好本督著『真
英国』中の「英国の盲人」（これは明治 39年、日本盲人のことも加えて「日英の盲人」と
して発行され、また点字に写された）は、それらとは類を異にするものとして、我が国の
盲人に海外の盲人を紹介し、「彼等を刺激、感奮せしめたことにおいて忘るべからざる記念
の書」と、評価するがしかし、そこに至るまでにその以前にあった障壁を忘れてはならな
いであろう。 
 
2）盲教育と盲人福祉 
 「日本の障害児教育成立史に関する研究――成立期の盲・聾唖者問題をめぐる教育と政
策」（加藤 1994）で加藤康昭は、障害者の福祉と教育に関して、「障害者教育は、欧米諸
国において産業資本の成立する前後、18世紀後半から 19世紀前半にかけて発足する。こ
の時期には、資本主義制度の構造的矛盾から生じるさまざまな社会問題の一つとして障害
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者問題が現れてくる。それは、基本的には障害者が資本主義的な生産とそれをめぐる社会
的諸関係から阻害されることに起因する生活問題である」と、その発生時における関係を
述べている。さらにつづけて、「障害者教育は、近代社会における障害者問題との一定の関
わりをもって成立、展開する。障害者教育は、障害者問題から生まれる組織的、非組織的
な要求、運動（障害者、その家族、あるいはかれらの要求を代弁する教師や社会事業家な
どの運動）によって初めて社会的な関心を集め、この下からの運動を前提として運動と一
定の緊張関係をもって障害者教育に対する政策、制度が成立する」と論じている。 
 我が国における近代盲教育の歴史は、少なくとも 1923年の「盲学校及聾唖学校令」の発
布をみるまでは盲人福祉をその中に抱え込んで展開する歴史であったとする理解が一般的
である 7)。引き続き加藤の論文からそのことをまとめておきたい。 
 まず加藤は、明治中期から見られるようになる、盲人の生活要求と結びついて生まれた
教育要求としての盲唖学校の類型を、①主として盲人鍼按業者を担い手とし、職業教育を
志向する鍼按講習会型 ②宗教家、慈善事業家を担い手とし、救済を志向する慈善救済型 ③
小学校教師や親を担い手とし、普通教育を志向する小学校付設型乃至分離型の三つに分け
ている。さて、盲人の集中していた鍼按業では、明治政府の、西洋医学による医療近代化
と漢方系医療規制の政策が盲人の生活を脅かしていた。1885年内務省達公第 10号により
府県が制定した「鍼灸術営業取締規則」を契機として各地に盲人鍼按業者により鍼按講習
会、盲人教育会、鍼灸研究会などが多数設立された。それらは、私塾、あるいは有志、同
業組合により経営され、地域の医者宗教家、名望家の設立参加や、財政援助を得たところ
もある。そこでは、鍼按に関する生理、病理等の講義が行われ、西洋医学の教授を中心と
する盲人たちの自己学習機関として機能した。これらからいくつかの盲学校が生まれたが、
多くは、設置、廃止を繰り返し、短期間に消滅した。講習会型盲学校は、1900年代になる
と、その制約を加えて新しい発展期を迎える。一部の府県で規制を強化し、取り締まりの
対象を按摩にまで広げ、さらに試験免許制を導入する動きが現れたからである。伝統的な
徒弟制度は、医療の近代化には対応し得ず、その教育機能を喪失し、盲人徒弟にとって盲
学校における医学の学習が生活に必須の要求となり、医学への学習意欲が盲青年を広く捉
えるようになる。1900年以降の私立盲唖学校数及び在籍生徒数の盲生の著しい増加は、そ
れを端的に反映している。こうして鍼按講習会型を原型とし、鍼按の職業教育を主体とす
る技芸科にまとめられた日本の盲学校の典型が形成されていく。 
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 1880年代後半から繰り返された資本主義恐慌は、小作（貧農）あるいは賃労働者が貧困
層へと転落するのに一層の拍車をかけた。公的救済政策の欠落のもとで、貧困問題の顕在
化に対応して生まれたのが慈善救済型の盲唖学校である。この先鞭をつけたのはプロテス
タントであった。米国宣教師ドレイパーの母、シャーロット・P・ドレイパーが、息子の任
地横浜において流し按摩をする盲人女性の境遇に同情し、1889年 9月民家を借りて、盲人
三名を引き取り、「盲人福音会」を開いた。目的は、「キリストの愛の実践」としての生活
の救済にあり、凸字や日常生活に必要な数の知識を教えた。同会が、私立学校として県の
認可を受けて学校としての性格を整え、「横浜基督教訓盲院」と改称したのは、1900年の
ことであった。その他プロテスタント系では、同じく、シャーロット・ドレイパーの「函
館訓盲会」（1895年設立）、1891年の信濃大地震による罹災盲人救済で立ち上がった英人教
師、A・F・チャペルが、岐阜市内に開設した「聖公会訓盲院」（1894年）がある。仏教界
は少し遅れて、東京築地本願寺による「盲人鍼按講習所」（1902年、のち「盲人技術学校」）
を開設して、鍼按講習会型の盲学校に援助の手を差し伸べている。また、日清戦争後に成
長してきた地方の実業家層や慈善団体が、鍼按講習会型盲学校の開設に参加するのが見ら
れるようになる。 
 前記の二つの要因にやや遅れて現れるのが、義務教育の影響である。第 3次小学校令
（1900、明治 33年）の就学義務強化によって学齢児童の就学率は急速に伸び、それが 90%
を超える明治 30年代後半になると、普通教育の要求が盲人の間にも見られるようになり、
その親たちで、比較的扶養能力に余裕のある層の者たちが、周囲の健常の児童たちと同じ
教育を受けさせたいという欲求も強くなってきた。それが、既存の盲唖学校だけではなく、
だれもが就学するようになった手近な地域の小学校に向けられるようになり、障害を補い、
将来の生活に必要な知識、技能、特に言語の習得を期待するようになった。しかし、この
普通教育への要求は、就学義務免除や狭隘な教育条件に押し潰され、あるいは学業不振児
の中に埋没しがちであったが、それを受け止めた少数の小学校教師によって、盲唖学校に
方法を学びながら一般小学校の中にそれに即した教育の試みが芽生え始めていた。岡山県
では、日露戦時下の「完全ニ国民教育ノ目的ヲ達」し、「特ニ軍国ニアリテ挙国一致ノ実ヲ
挙ゲン」とする県の社会教化政策の下で、1906年には県下 89小学校における 115名の学
齢盲聾児の教育がなされた。他方、東京盲唖学校の校長小西信八（1854-1938）が、英米の
公立学校特別学級に示唆を得て、盲唖教育普及策として提唱した「小学校付設盲唖学校」
案や、長野市長野尋常小学校での、「普通ノ教育ヲ授ケ、予ネテ自立ノ道ヲ得シムル」目的
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で、校内に盲人教育所（1900年、のち付属盲人学校）の設置が見られる。こうしてこれら
小学校に付設される盲唖学校としては、更にいくつかの設置を見たが、しかし、これらは
教育の内容、制度において盲教育の公教育化への拠点となり得る可能性を有しながらも、
結局は根づくことはなかった。 
 これらの諸類型は、現実には相互に重なり合い、あるいは移行し合いながら、公教育か
ら阻害されたところで慈善事業として形成されていくのである。これらの盲唖学校の学則
等の規定する入学年齢は、概ね 10歳以上、実態としても学齢を過ぎた年長生が大半を占め
ていた。教育の内容は、生計の得やすい鍼按の教授が取り入れられた。長野尋常小学校に
設置された付属盲人学校でさえも、当初から入学年齢およそ 12歳以上、就業年限 3年、教
科は普通科、技芸科（鍼治・按摩）の 2科兼習とされ、現実の盲人の職業を反映していた。
明治中期以降における我が国の障害児教育の実情をみてみると、日本資本主義の発展に対
応して強化、整備された義務教育制度においては、障害児は就学義務を免除され、富国強
兵を目指す臣民教育の対象から除外された。盲唖学校は、制度上は「小学校に類する各種
学校」の位置に止まり、その設置規定は、何らの視覚も伴わないものであった。 
 1880年代末の、府県の「鍼灸営業取締規則」が契機となって、鍼治按摩を営業とする者
たちの間で、鍼灸按摩業組合が組織されるようになった。これらの組合は、当局の干渉に
より設立されたものも多く、上からの衛生、風俗取締りの性格を有していたが、「当道座」
解散後も地域的に残存していた盲人の講仲間などを基盤として、盲人を再組織化する役割
をも果した。その活動は、学術技能の向上、より端的には、「営業取締規則」に規定された
就業履歴の取得にあり、まだ盲人の生活要求を広く捉えるには至らなかった。明治 30年代
になると、盲人の組織化と運動は新しい局面を迎える。東京では、「盲人医学協会」（1901
年、のちに「盲人鍼按協会」と改称）が設立され、板垣退助を顧問に、東京築地本願寺の
援助を得て、鍼按講習所設置や医学書点字出版などの盲人教育事業に力を入れるとともに、
盲人鍼按業者の生活を護るために、板垣を介して政界に働きかけ、鍼按業を盲人の専業と
する政治運動を開始した。それは、営業取締りが鍼灸業に止まらず、県によっては、按摩
にも広げられ、規制が一層強化される動きが出てきたこと、それに加えて、相次ぐ資本主
義的恐慌、さらには離農、失業過剰人口の按摩業への流入による盲人の生活窮迫が、盲人
運動に新たな課題を提起したからでもある。盲人鍼按協会の運動は、1903年に東京で開か
れた全国盲人大会を皮切りに、1905（明治 38）年 2月、盲人保護に関する建議案の衆議院
提出を機に盛り上がりを見せ始めた。この建議案は原案通り、衆議院で可決され、それを
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受けて、目的貫徹のため 4月 19日東京神田青年館で千余名が集まって、全国盲人大会が開
催され、教育を奨励し、日新月歩の医学を修めること、専業案に関する各地共同運動を開
始することなどを決議した。この段階では運動は、全国大会とは言え、まだ東京に限られ
ていたが、最後の決議項目に、各地共同運動の開始を宣言しているように、これが按摩専
業を中心課題として日露戦後に始まり、昭和戦前期を通じて全国的に展開される盲人保護
法制定運動の基点となるものであった。ここで注目しておかなければならないのは、その
生活防衛の運動が、常に盲人たちの教育要求と結びついていることであり、それは、単に
自らに医学の学習を課するというのに止まらず、やがてその教育の奨励のための制度的保
障の要求へと発展する可能性を中に含んでいたことである。この按摩専業運動は、明治 40
年代に展開される盲唖教育令制定運動の中で、教育権を基調とする盲唖教育運動と同盟し、
それを生活の層において下から支える重要な役割を果すことになる。 
 日露戦争を契機に、欧米列強と東アジアにおける植民地争奪戦に参加した日本は、軍備
拡張、重工業化を始めとする国内の帝国主義的再編成を急速に進めるが、その矛盾として
膨大な戦後経営費が国民の負担となって重くのしかかって、1907年から 1908年の戦後恐
慌と、それにつづく慢性不況が、国民の生活窮迫に一層拍車をかけた。この期には、障害
発生の原因として日露戦争の戦傷病や機械化による労働災害が新たに加わり、さらに結核、
性病、トラホーム、ハンセン氏病など、いずれも障害に転化し得る慢性伝染病が、貧困を
温床とし、学校、工場、軍隊、都市スラムなどを媒体として国民各層に浸潤した。貧困、
生活環境の悪化、家族機能の弛緩・解体などは、乳幼児、児童期の死亡率、罹病率や障害
児、貧困児、非行児などの児童問題として学校内外に表出した。さらに劣悪な教育条件と
生活環境をそのまま放置して推し進められた日露戦後の学力向上政策は、障害児を含む学
業不振児を大量に発生させたのである。 
 ここで明治政府も、ようやくその教育救済政策の転換を迫られることになり、盲聾教育
は、これまでの障害者に対する放置放任政策から新たな動きが見え始める。1905年 8月の
第 5回全国連合教育会は、盲及び聾唖教育に関する法令の発布、各府県師範付小に盲聾唖
教育機関付設の建議を可決。翌 1906年 10月に大阪、京都、東京三盲唖学校長により文部
大臣に提出された盲唖教育に関する建議にも、師範学校付設案が含まれていた。こうした
動きとともに、文部省も師範付小の範例を示して、その推進を図った。しかし、財政的施
策を伴わないものであったので、戦後の地方財政逼迫から成果を見ることはなかった。ま
た、日露戦争での戦傷による失明者の問題に対しては、政府は、「恤救規則」同様きわめて
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制限的な「廃兵院法」のもとに切り捨てられる者が多く、訓練、授産などの方策も見なか
ったので、国家の軍事救護を補充するために各種の慈恵救済事業が動員された。1905年、
群馬県「上野教育会」が、県内出兵軍人及び軍人遺家族の失明者を対象として付属訓盲人
所を設立したのを始めとして、東京盲学校も、1906 年より 2年間「軍人救護会」の救助を
受け、失明軍人 14名に鍼治按摩の講習会を行い、将校には同校教育練習科への道を拓いた。
卒業後は、各地の陸軍病院や盲唖学校への就職を斡旋した。 
 僅かな軍事救助を省けば、障害者を対象とする特別の救済立法の存在しなかった国の施
策に対して、按摩専業を要求する盲人の生活防衛運動は、その放置主義的な政策の転換を
激しく求めた。1911年の内務省全国盲人調査によると、全国盲人約 7万人の職業は、按摩
が 31.1%で第 1位を占め、その按摩業者の 86.4%が自活し得る者と報告されているが、その
平均日収 25銭は、同年調査東京市細民街平均月収 14乃至 15円の半ばにも達していなかっ
た。1909年からは毎年、帝国議会に按摩専業（試験免許制をを内容とする営業取締規則改
正）の誓願を繰り返し、その誓願署名者は 13府県に及んだ。日本盲唖学校教育会による盲
人保護法案（全国共通免許制、盲唖学校卒業生無試験免許）の権利運動も、これに歩調を
合わせた。 
 政府は、盛り上がった盲人運動に対して、盲人按摩専業は却って技術を退歩させるとし
てこれを退けながらも、政策上試験制度と盲人保護制度の必要を認め、1911（明治 44）年
8月、「按摩術営業取締規則鍼術灸術営業取締規則」（内務省令第 15号 11号）を公布した。
これは、按摩鍼灸をともに近代的な医療、衛生制度の末端に組み込むことでもあった。他
方、盲人の按摩専業問題に関しては、就業履歴 4年の甲種按摩とは別に、盲人のみを対象
とする就業履歴 2年と簡単な試験制の乙種按摩を設け、財政負担を要しない免許制の操作
で盲人保護を代替させた。また、盲唖学校側の要求を受け入れて、地方長官指定の盲学校、
講習会卒業生には無試験免許の特典を認めたので、各盲学校は、生徒確保のため指定基準
（1911年 12月内務省訓令第 631号）に見合う就業年限、設備、学科目、教育等の整備を
迫られた。 
 1907年に、東京で各地の盲唖学校 20余校の有志 45名で結成された最初の運動体として
の「日本盲唖学校教育会」は、その後、増加する新設校を加えて組織を拡大した。そうし
て、1911年の第 3回大会で「全国盲唖教育会」と改称。明確に義務教育実現の方針を打ち
出し、以後、毎年盲唖教育の制度化を政府に迫った。1911年 9月、文部省は、「盲唖その
他特殊児童教育取調委員会」を設置し、まず盲唖教育に関する施設、教育方法の調査から
- 21 - 
 
始めて、漸次低能、白痴、癲癇、その他特殊児童にも及ぼすことを計画した。文部省が同
委員会に最初に提出した「盲唖教育令取調案」は、道府県の盲学校及び盲唖学校の設置義
務、公立校の授業料不徴収、入学年齢 7から 16歳、普通科・技芸科 2科の設置及びその教
科目、教員資格、設備等 17ヶ条を規定しており、その後の同省の盲唖教育令案の原案とな
るものであった。これを運動側から見ると、義務教育を時期尚早として退け、既設の公立
私立による道府県校の代用、盲唖併設の例外を認め、その他普通科・技芸科の未分離や小
学校に準じる視覚規定などを問題として残していた。委員会は、1913（大正 2）年 2月に
一応調査を終了し、成案を得たが、この盲唖教育令案は、陽の目も見ることなく流産に終
った。 
 さて、1905年当時の盲唖学校の実情をみてみると、官公立 2校を除く 22私立盲唖学校
は、1校当たり平均歳費 985円、校舎坪数 44坪、教員数 5名、生徒数 29 名（盲唖とも）
という小規模なもので、不安定な寄付に依存する経営は、生徒増加、設備拡張に伴い困難
を極めた。そこで打開策として、各校は、地方自治体に働きかけ、その結果、私立校歳費
中に占める公的補助金の割合は、1899年 5.9%、1905年 18.8%、1914年 35.6%と漸増して
いる。こうした公的補助要求の運動の中から、市立大阪盲唖学校（1907年）、秋田県立盲
唖学校、名古屋市立盲唖学校（1912年）などが発足することとなり、公教育化への一歩を
踏み出したが、第一次世界大戦勃発の 1914年においても、官公立 8校、付属小学校特別学
級 5を除いた大多数の 56校は、依然として慈善事業の域を脱し得なかった。 
 第一次世界大戦後、ブルジョア的要求と民衆への政治的自覚に支えられた護憲運動、普
選運動、民本主義など、大正デモクラシーを招来したが、戦時インフレと戦後恐慌により、
窮迫した労働者、農民の運動は、米騒動（1918年）を契機に、労働争議、小作争議の激化
となって現れた。こうした民衆運動を背景に、盲唖教育令制定運動が、戦時戦後の経済変
動により財政危機に見舞われた盲唖学校の公立化、国庫補助、教員待遇改善などの要求と
結びついて、1918年ごろから盛り上がり、第 7回全国盲唖教育大会（1920）で設置された
「盲唖教育令発布期成会」と、同大会で分離独立した「帝国盲協会」の「盲唖教育令発布
促進会」（1922年）とが相提携して、文部省や関係当局に活発な陳情運動を展開した。他
方、按摩専業運動を推進してきた全国盲人大会は、第 6回大会（1920年）において「帝国
盲人連合団」を結成。盲唖教育令発布に点字投票公認の要求を加えて、帝国議会に請願運
動を起こした。1922年には、東京、大阪、愛知など、地方へも運動が広がり、ようやく文
部省も盲唖教育令の立法化に着手、翌 1923（大正 12）年 8月、「盲学校及聾唖学校令」並
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びに「公立私立盲学校及聾唖学校規定」を公布した。その要旨は、盲学校及び聾唖学校を、
盲人及び聾唖者に「普通教育ヲ施シ、ソノ生活ニ須要ナル特殊ノ技能ヲ授」けるものと定
め、各都道府県に、盲唖分離して、府県費をもって設置することを義務づけ、初等部（6
年）及び中等部（盲では普通科、音楽科、鍼按科各 4年）の教育内容、教員資格などを、
それぞれ小学校及び中等学校に見合うように規定したものである。1906年以来、十数年に
わたる運動の要求をほぼ取り入れ、盲・聾教育を初めて公教育制度の中に位置づけたので
あった。 
 
3）福祉と文化 
 『日本の点字百年の歩み』（日本点字制定百周年記念事業実行委員会,1990）の「はじめ
に」で本間一夫は、盲人と文化の問題に触れて、「点字は盲人文化の基礎をなすとともに、
盲人個々人が点字を学ぶことによって新しい眼を開き、大きな幸せを得ていることはいう
までもない」と、いっているように、盲人が一般社会の文化の恩沢を享有するために点字
が大きな力となったことはいうまでもない。そのために、初期の盲人福祉事業はこの点字
の普及とそれに関わる事業が主であった。『海なき灯台』（国民図書協会,1943）で岩橋武夫
は、その間の事情を、「盲人に点字を読むことを教えても、読むべき文献を誰が印刷、刊行
するであろうか。また、それらの点字書を蒐集、整備して、これを盲人に読ましむべき図
書館は、誰が経営してくれるのか。職業の進歩、発展に対する設備や指導を誰が買って出
てくれるのか。さなきだに体位に恵まれず、経済に苦闘しつつある彼等を正しく練成しそ
の心身に対する向上、進歩を企画してくれる者は誰か」と、その根底に横たわる問題点を
鋭く問いかけて、「二十四年前より週刊点字新聞を刊行しつつある『大阪毎日新聞』の活動
や、いまは『読売報知』の手に移っている日刊点字新聞の存在のごときは、その他の点字
機関雑誌の存在とともに尊敬に値するものがある。この、その他古くより新潟、名古屋に
おける点字図書館の存在を、最近、東京に発足して実績を上げつつある『日本点字図書館』
の名とともに、ここに記してその労を多としなければならない」と、論じている（岩橋 
1943:13-14）。 
 ここで盲人における文化と福祉をみていく上で、点字の歴史を略述しておきたい 8)。現
在われわれが眼にする六点点字は、フランスのルイ・ブライユによって案出されたもので
あって、1854年に、フランスでこれが正式に用いられるようになり、盲人の文字として定
着することとなる。 
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 我が国では、古河太四郎によって 1978年に始まった京都における訓盲唖院でもまた 1880
年に開始された楽善會訓盲院においても、盲教育で使われていた文字は普通の文字を浮き
出させた凸文字であった。この六点点字を我が国に最初に紹介したのは目賀田種太郎であ
り、また当時の教育博物館長であった手島精一である。手島は、1876年に開かれたフィラ
デルフィアの万国博覧会や 1884年のロンドンで催された教育博覧会に派遣され、点字に関
する書や器具を持ち帰っていた。 
 さて、この点字を盲教育に生かそうとしたのが、小西信八である。彼は、1885年に楽善
會訓盲院が文部省に移管されて官立の訓盲唖院となった時に、東京女子師範学校幼稚園主
事から初めて盲唖の教育に従事することとなった。そこで小西は、訓盲唖院に就任して凸
文字で行われる教育を見たが、そのあまりにも労多くして実りの少ないやり方であること
を思い、種々研究を重ねていくうちに、教育博物館に欧米で使われている点字の資料のあ
ることを知り、早速それを借り出し、それを生徒に教え、実験に着手した。無論ここで教
えたのは、ローマ字綴りのものであったが、しかし、自ら書き、自ら読み得た時、生徒た
ちは満面に歓喜の笑みを浮かべたという。それを見て、小西は、点字翻案の必要性を痛感
し、これを国語国字に明るく、同じ仮名文字論者であった同僚の石川倉次に委嘱した。こ
の点字翻案の作業は、石川のみでなく、同僚の教員や生徒たちも巻き込んで、各自の案を
持ち込んで検討を重ねるまでになり、2年後の 1890 年 9月には三つの有力な案が出揃った
ので、点字選定會を開くことになった。そして 4回目が開かれた 11月に、石川倉次案が採
用となった。これが日本の点字の誕生である。その後、石川は、表音的仮名遣いによる表
記を目指して、1898年 2月に拗音点字を完成し、発表した。1901年 4月に、この拗音点字
も含めて日本の点字が官報に「日本訓盲点字」として正式に公表されたのである。 
 こうした経過とともに、点字選定がなされた 2年後の 1892年には、早くも点字板が作ら
れ、翌 1893年には、東京盲唖学校がアメリカから点字製版印刷機を輸入している。また
1903年には、京都市立盲唖院も同じくアメリカから点字製版印刷機を輸入した。その後
1909年には、中村点字機製作所の手によって製版印刷機が国産化されることとなった。こ
こに点字図書製作の基盤ができたのであるが、実際に製作された点字図書は微々たるもの
であった。東京盲唖学校では、明治天皇の銀婚を祝う歌集（1894年）、帝国憲法（1901年）
実用解剖学全 8巻（1902）等が知られている。その他、年に数回出していた同窓会会報や、
1903年から月刊誌として発行するようになった『六星の光』なども挙げることができる。 
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 民間の点字図書出版の草分けは、山岡熊治の「日本盲人協会」による教科書出版事業（1909
年）であった。この他、1919年には「盲人キリスト信仰会」（現「東京光の家」）が、1922
年には「日本ライトハウス」が、1926年には「日本鍼按協会」（現「東京点字出版所）が
設立されている。また、定期刊行物としては、東京盲唖学校同窓会の『六星の光』（1903
年）、神戸「六光社」の『あけぼの』（1905年）、秋元梅吉等による『信仰』（1916年）、「大
阪毎日新聞社」の点字新聞『点字大阪毎日』（1922 年）などがある。 
 翻って考えてみるに、点字が果たしてきた最も大きい役割の一つが、盲教育の充実とい
うことであるので、そこで教科書に関する点字出版をさらに補うと、東京盲唖学校では大
森ミツ訓導によって国定教科書地理書に挿入する国内地図が亜鉛板で印刷（1904年）した
ものが授業に使われている。京都市立盲唖院でも、1910年ごろに高等小学国語読本を印刷
している。体系的に教科書出版に取り組んだのは「日本盲人協会」であった。文部省著作
の尋常小学国語読本、同終身、同地理、同国史等を出版している。この事業は、後に「点
字大阪毎日」に引き継がれ、43種類の教科書が全国の盲学校で使用された。特筆されるも
のとしては、1919年から 1年毎に 1巻ずつ「大日本国民中学会」発行の中学講義録が出さ
れ、1923年に完成しているが、12400ページ全 63巻に及ぶもので、製版は山下長一という
一青年であった。1923年に「盲学校及聾唖学校令」が公布され、盲学校の中等部が整理さ
れることとなった。これに対応して、中等部用の教科書の出版も行われた。伊達点字印刷
所からは、保科高一編『大正国語読本』をはじめ、数学、物理、化学、英語等の教科書を
出版している。また「希望社」は、吉田弥兵衛編『中等国語読本』を発行したが、これは
後に「東京光の家」に引き継がれ、地理、歴史、公民を加えて出版されるようになった。
東京盲学校同窓会「桜雲会」からも、国語、英語数学が、神戸点字社からも数学、理科が
それぞれ出されている。学習に必要な辞典類は、国語関係では伊達点字印刷所から保科新
辞林全 20巻が、英語関係では同じく伊達点字印刷所からポケット英和辞典全 8巻とポケッ
ト和英辞典全 6巻とが昭和初期に出版されている。 
 こうした点字図書が広く利用されるためには点字図書館の存在が必要となる。好本督の
『真英国』（言文社,1902）中の「英国の盲人」によって初めて知った点字図書館の存在は、
東京盲唖学校に一つの運動を起こした。まだ購入できる点字図書は出版されていなかった
ので、そこでめいめいが手書きした書物を集めることにしたのである。大森ミツ訓導が先
頭に立って、『源氏物語』や『言海』などの点訳に励んだ。また、卒業にあたって生徒は一
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冊以上の点訳書を残していくという申し合わせもした。こうして多くの点字図書が東京盲
唖学校に残されたのである。ここに現在の点字図書館の原型を認めることができる。 
 明治末期から大正年間にかけて盲学校の数も増加し、点字の習得者も多くなった。当然
読書熱も昂まり、点字図書館設立の動きが起こるとともに、地域の公共図書館の中にも点
字図書部を置く処が現れるようになった。それらの中から主なものを挙げると、1915年に
「東京盲人教育会」、1916 年に東京市本郷図書館、1919年に新潟県立図書館、1920年に柏
崎市の新潟県盲人協会の巡回文庫、1927年に石川県立図書館、1928年に岩橋武夫宅と徳島
県立図書館、1929年に鹿児島県立図書館と名古屋市立鶴舞図書館、および長野県立図書館
などがある。これらのところで点字図書の閲覧や貸し出しを始めている。しかし蔵書は、
主として教科書や三療機関の専門書、あるいは宗教書などで、蔵書数も 200 冊から 300冊
程度に過ぎなかった。 
 この点字図書館活動に切っても切れない大切な運動がある。それは点訳奉仕の運動であ
る。後藤静香による「希望社」の運動がそれであった。後藤は、1923年の雑誌『希望』7
月号に盲人問題特集号を組み、盲人の救済を世に訴えた。「希望社」には盲人部が設置され、
点字雑誌『かがやき』を出すとともに、点字の教養書も次々に出版した。しかし、この事
業は、一時的に中断をみたが、その中から育った人材によって受け継がれていったのであ
る。後藤は、「盲人の眼を開けることとは、点字を普及し、点字書に親しませることである。
しかもそれは、我々の責務である」と、書き留めている。この思いが、やがて点訳運動へ
と発展する。大阪でも、岩橋武夫によって始められた「大阪ライトハウス」（「日本ライト
ハウス」の前身）によって点訳運動が地に着いた。 
 点字の歴史の上で、もう一つ触れておかなければいけないのは、点字聖書のことである。
我が国の盲人の、キリスト教によるその感化は、プロテスタントの宣教師たちによって始
まった盲教育を通してであったが、聖書を読んで救われた多くの盲人が、その後、指導者
となって盲人のための自立更生の道を切り開いていったことも見逃せない。聖書をよんで
救われた多くが、ヨハネ伝第 9章で、盲目は罪業から生じるというものではなく、「神のみ
わざが彼の上に現れんためである」とキリストによって明かされた言葉を知り、発奮した
のだった。1894年に、横浜にあった米国聖書会社の手によってヨハネ伝が出版された。こ
れは、一般に配布された点字書としては、恐らく我が国最初のものであろう。その後も順
次出版がつづけられ、1915年に新約聖書が全 11巻となって完成し、一冊 50銭で頒布され
た。その後 1917年に、新約聖書の改訳が行われたが、これは、好本督の資金援助によって
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岐阜訓盲院で製版が行われ、神戸にあった英国聖書協会から出版された。製作費は、一冊
につき 75銭を要したが、好本が 45銭を負担して、一冊 30銭で配布された。新約聖書を手
にした者から旧約聖書をも求める声が強まり、そこで「盲人キリスト信仰会」でこれを出
版することとなり、この時も好本の資金援助で、1924年に全 23巻の製版を終えた。この
時の秋元梅吉と伊藤福七との苦心はよく知られている。新旧訳聖書全巻の点訳を完成させ
たのは、英国に次いで日本が世界で二番目だと言われている。製作費は、一冊につき約 1
円を要したが、頒布に当たっては、米国聖書会社の援助があり、一冊 30銭で希望者に分け
ることができた。点字投票に関しては、次の項目で述べることとする。 
 
4）福祉と人権 
 『日本社会福祉史』で、池田敬正は、福祉と人権の関係を次のようにいっている。 
「一般に民主主義は、市民革命から出発するが、それは、社会福祉理念もその重要な一部
とする基本的人権の主張が提起されるからである」と、まず規定し、「民主主義成立の意味
は、社会的平等を内容とする社会福祉の成立を内包するものでなければならない」と、い
う。そうして、さらに言う、「社会福祉の理念は、世界史に近代を出発させた市民革命が齎
す基本的人権の一環として成立したという歴史的背景が」あるとも補足する。しかし我が
国では、この関係がそのまま成り立ってきたのではない。 
 そこで、我が国における障害者（ここでは盲と聾唖が主となる）の人権思想の流れを整
理しておきたい。一般に、一国の教育と社会の文化程度は、社会的に弱者といわれる人々
の基本的人権が、思想として、またその具体化でもある法制度としていかに確立されてい
るかによってその質を推し量ることができると言われている。平田（1990:315-338）は、
我が国における障害者の人権思想の流れを、「第一次世界大戦後の 1920年代前半を中心と
する大正デモクラシー高揚期に、障害者の人権思想が歴史の岩盤を割って、至る所で噴出
し、力強く流れ出している感動的な光景に出会う。さらに、第一次世界大戦以前の時代を
遡っていくと、幾筋も見えた人権思想の流れは急に細くなり、目につくのは一筋か二筋で
あり、その流れには勢いもない。しかし、その細々とした流れは、途切れることなく、20
世紀の初頭まで遡ってつづいている。障害者の人権思想の流れは、20世紀初頭で表面上途
切れるように見えるが、さらに源流を求めて 19世紀に入り、明治前期まで遡ると、障害者
を人間として尊重し、肯定的に捉えていこうとする天賦人権的発想に出会うことができる」
と述べている。我が国における障害者の人権思想に対する研究はこれまでほとんどなされ
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ていなく、これは唯一のものといってよい見解である。そこで平田は、近代日本における
障害者の人権思想の生成発展過程を、1918年（米騒動・原敬内閣成立・第一次世界大戦終
結の年）を境に前半を生成期、後半を発展期とに分けて考察している。 
 さて平田は、その前半を明治前期と明治後期・大正前期とに分け、明治前期をまとめて、
「近代日本の国家体制の建成期は、障害者の人権にとって二つの可能性のあった時代とい
える。一つは、教育対象と見ず、『無用』の存在として『廃人』視して切り捨てる方向であ
る。その最初の表れが、『廃疾ノ者』を不就学の対象とした文部省布達の『就学督責規則起
草心得』（1881年）であり、その行き着くところが小学校令（第 1次・第 2次）を経て、
第 3次小学校令（1900 年）で確立される障害児の就学猶予免除制度であった。もう一つは、
当時一般に『廃人』『廃疾者』と目されていた障害者を無用視、厄介視して切り捨てるので
はなく、西洋の先進諸国に顕著な文明開化の証左として障害者を差別せず、健常者と親し
く、その教育を振興して『独立自営』＝『有用の人』たらしめて、国家社会に参加、貢献
させていこうとする方向である。これら二つの方向は、結局のところ前者の方向が絶対主
義的天皇制国家の確立過程の中で支配的となり、後者は、義務教育の対象から排除され、
せいぜい天皇慈恵の対象か私的慈善の事業の対象として、その公共的発展は勿論のこと、
人権思想の発展をも大きく阻まれていくことになるのであった」と、述べている。次いで
明治後期・大正前期であるが、盲聾唖教育に新しい人権思想の流れが出てきたことを平田
は指摘する。1890年に東京盲唖学校の校長心得となった小西信八が、1896 年 12月から一
年半あまりにわたって渡米留学したその直後から彼の発言にそれが見られるようになると
いう。その人権思想とは、盲人、聾唖者に対する廃人観とその教育事業をあくまで私的な
慈善事業と見なす考え方に対抗し、教育は権利であると、一貫して提唱していたことであ
る。また、国家の義務として公的に教育機関を整備させ、盲聾唖学校の振興を図ることも
考えていた。しかしこれは結果的には、先進国に支配的な考え方であって、それを絶対主
義的天皇制国家に直輸入することは許されないというジレンマに小西自身が陥っていたと、
平田は受けとめ、天皇主権と障害者の権利の矛盾的関係を問うことはしなかったとしてい
る。ここで一つ、平田の研究から洩れ落ちていることを指摘しておきたい。それは、この
時期に、好本督がイギリスの盲教育や盲人福祉を紹介していることである。このことは、
本章で触れることになるので、ここでは指摘だけにとどめることにする。 
 障害者の人権思想の発展を述べるにあたっては、平田は、第一次世界大戦後の 1920年代
前半を中心とする大正デモクラシー高揚期における人権思想のひろがりを、政策関係者と
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民間の運動、実践の関係者とに分けて記述している。まず政策関係者として田子一民が取
り上げられ、一貫して我が国の社会事業に関する公の立場の中心にあった彼が、貧困、犯
罪等の社会病を物質的な保護救済ではなく、精神の保護救済、即ち教育による救済によっ
て予防、解決していくという方法を取ろうとすることから、障害児においても特殊児童の
教育問題も、権利思想を含みながら展開させようとしたことを挙げている。また、文部省
普通学務局第 4課が中心となって「盲学校及聾唖学校令」が立案され、1923 年 8月に成立
するが、その中心的な立場にあった川本宇之介（1888-1960）を取り上げ、障害があって等
しく人格をもつ絶対的存在であり、人格の平等と人格の尊重を立脚点にして障害児にも教
育により人格の完成への道が開かれていなければならないという基本姿勢をもって、障害
児を始めとする不就学児への教育機会均等の徹底を主張した彼の言動を明らかにしている。
しかし川本は、1921年の著書『デモクラシーと新公民教育』で「主権在民は、我が国家に
おいては到底許し得べくもない」としながら、「貧困者たると不具者たるとを論ぜず、少な
くとも最低限度の教育を受くる権利があり、また国家社会は、これを施す義務がある」と
まで述べる権利思想をもってはいたが、極めて少数の、如何に努力しても教育しあたわざ
る程度の心身欠陥児は、教育の対象から除外していたし、特殊教育振興の意義を、社会防
衛、社会効用の手段とも考える曖昧さも残していた。 
次に民間の運動を、実践における障害者の人権思想の広がりとして記述すると、一つは、
盲唖教育令制定運動を取り上げなければならない。まず聾唖社会では、日露戦争後の 1906
年に開催された「全」国聾唖教育大会」が契機となって、相互交流が深まり、大都市を中
心に、聾唖者団体が組織化され始める。1915年に「日本聾唖協会」が発足し、以後、各地
に地方部会が設立されていった。機関誌『聾唖界』をパイプに、組織の量的拡大と相互交
流が図られることとなるが、そうした地方部会の中で、注目すべきは、1921 年に発足した
長岡部会である。その発会式と同時に行われた新潟県聾唖大会では、「我々聾唖者も国民の
一人なり。故に国家に対して教育の機会均等を要求するの権利ありと認む」（『聾唖界』第
24号,1922:47）という宣言が決議されている。このように聾唖界には、下からの、権利と
しての教育要求が明らかに自覚され、機関誌『聾唖界』を通して聾唖者の間に広がりつつ
あったことを示している。そのような権利意識と覚醒と権利要求は、盲人界でも同様であ
った。そのことを、「第 7回全国盲人大会」（1922 年 2月 18日から 20日、東京）と「全国
盲人文化大会」（1922 年 3月 27日から 29日、大阪）とからまとめてみると、前者の大会
では、開催にあたってマスコミの注目を集めていた「足利盲人革新団」が、大会前日に「点
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字投票を認めよ」「盲人にも義務教育を授けよ」の幟を押し立てて行進し、「一、盲人にも
義務教育を授けよ。我等もまた忠良なる陛下の赤子である。国民中無教育者の存すること
は、国家の恥ではないか。宜しく我等盲人にも一般国民と等しく義務教育を授けよ。一、
盲人の点字投票を有効ならしめよ。我等盲人も優良なる国民ではないか。若し然らずんば、
寧ろ死を与えよ」という宣伝ビラを蒔いたという。後者の「全国盲人文化大会」では、大
会開催に先立って配布された「開会の趣旨」に、「我等は連携して自ら文化生活を促進する
の機運を作り、その研究的努力によりて我々生理的欠陥者としての人生の福祉を増進する
と同時に、一面、未来の同朋国民をしてこの悲しむべき不具者たらしめざらんことに努む
るは、実に我等当然の権利なると同時に、また、最大の義務たることを確信す」（『救済研
究』第 10巻第 2号[彙報],1922:92）という文言が見られる。近代日本の盲人運動史上に画
期的な効用を示したこの大会に、「権利」という文字が使用されている点は注目に値すると、
平田も論じている。「盲学校及聾唖学校令」は、政策側の意図と運動側の成果もあって、制
定される運びにはなったが、就学義務の規定を欠き、運動側の要求は、結局容れられず、
小学校令第 33条の就学免除規定は何の変更もなく存続していった。 
 もう一つは、点字投票有効運動である。点字によって我が国の近代的な盲教育がスター
トして以来、盲学校の数は増加して、そこに学ぶ者も多くなってきた。そうして教育を受
け、教養を身につけ、人権に目覚めた盲人の中から、点字を社会参加の手段としても活用
しようという動きが起こってくる。それが具体的なかたちをとって現れるのが、当時の普
選運動に乗じて 1923年に立ち上げた名古屋を中心とした盲人団体による点字投票有効運
動であった。この運動は、やがて全国的な広がりをもって展開されたのである。点字投票
が認められたのは 1925年のことであった。即ち 1925年 5月 5日の衆議院議員選挙法改正
において「投票に関する記載については勅令で定める点字は文字と看做す」と規定された
のである。翌 1926年 1月 30日に勅令第 3号衆議院議員選挙法施行令が公布され、ここに
点字投票が実現することとなった。「第 3章第 2節」で触れるように、実際に点字投票が行
われたのは、1928年の衆議院議員の選挙で、その選挙では 5428票の投票があった。 
 
第 4節  先行文献の検討と資料の渉猟 
 
1） 先行文献の検討 
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 日本近代盲人福祉史の基礎研究に当たっては、先行研究として取り扱わなければならな
い領域を狭く限定することは、歴史を取り上げる以上それは許されない。まず狭く限定し
ても、社会福祉史や社会福祉思想史を見ていく必要があるし、本研究に関してはイギリス
の社会福祉の歴史を述べたものにも眼を通さなければならない。社会福祉史としては、例
えば池田敬正『日本社会福祉史』（法律文化社,1986）や菊池正治・清水教恵・田中和男・
永岡正己・室田保夫『日本社会福祉の歴史』（ミネルヴァ書房,2003）などがあり、社会福
祉思想史としては、吉田久一『吉田久一著作集 1 日本社会福祉思想史』（川島書店,1989）
や吉田久一『社会福祉と日本の宗教思想――仏教・儒教・キリスト教の福祉思想』（勁草書
房,2003）など、さらに海外にも眼を向けた吉田久一・岡田英巳子『社会福祉思想史入門』
（勁草書房,2000）などがある。 
また、社会福祉史でいうならば、その歴史理論が確立されていなければその資料蒐集は
学問的な対象となり得ない。その意味で、吉田久一『社会事業理論の歴史』（一粒社,1974）
は多く示唆に富んでいる。また、イギリスの社会福祉史を理解する上でも、簡単なもので
はあるけれども R.J.クーツ著星野政明訳『イギリス社会福祉発達史』（風媒社,1977）があ
る。その他、貧困史は盲人の生活を考究していく上で密接に繋がる歴史であり、吉田久一
『日本貧困史』（川島書店,1984）は参考にしたい書である。また冨江直子『救貧の中の日
本近代――生存の義務』（ミネルヴァ書房,2007）は、救貧理念を戦前の救貧施策にもとづ
いて分析したもので、参考になることが多い。福祉思想でも個別の宗教に関するものもあ
り、吉田久一『日本近代仏教社会史研究』（吉川弘文館,1964）や吉田久一・長谷川匡俊『日
本仏教福祉思想史』（法蔵館,2001）、また、キリスト教では室田保夫『キリスト教社会福祉
思想史の研究』（不二出版,1994）などがある。 
障害者福祉史としては、山田明『戦前知的障害者施設の経営と実践の研究』（株式会社
学術出版会,2009）があり、障害者教育史には、津曲裕次・清水寛・松矢勝宏・北沢清司編
集『障害者教育史の研究』（川島書店,1987）などがある。また、障害者福祉全般にわたっ
てのものとしては、一番ヶ瀬康子・佐藤進編著『講座障害者の福祉』（光生館）があり、「1. 
障害者の福祉と人権」）1987）「2. 障害者の医療と療育」（1987）「3. 教育と心理」（1984)
「4. 障害者の生活と福祉」（1984）「5. 障害者の雇用と就労」（1992）「6. 障害者福祉基礎
資料集成」（1985）の 6冊から成っている。活用範囲の広い書である。学問的な取り組みと
してはまだ日は浅いが、障害を学問的な対象として取り組んだ障害学からのアプローチも
踏まなければならない行程である。この障害学には、石川准・倉本智明『障害学の主張』
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（明石書店,2002）があり、杉野昭博『障害学 : 理論形成と射程』（東京大学出版会,2007）
は、障害学の理論と歴史をまとめたもので、障害学を広く理解するための研究書である。
視覚障害を当事者の立場から書いた栗川修『視覚障害をもって生きる――できることはや
る、できないことは助け合う』（明石書店,2012）は、示唆に富む内容を含んでいる。T.R.
アーミテージ（Armitage,Thomas Rhodes:1824-1890）の“The Education and the Employment 
of the Blind”（The British and Foreign Blind Association,1871）やアーサー・ピア
ソン（Pearson,Arthur Cyril:1866-1921）の “Victory over Blindness”（G.H.Doran,1919）
などはイギリスにおける記念碑的な著書である。本研究の根幹となる盲人の歴史に関して
通史的に書かれたものでは、中山太郎『日本盲人史』（八木書店,1965）、大隈三好『盲人の
生活』（雄山閣,1998）、加藤康昭『日本盲人社会史研究』（未来社,1966）、谷合侑『盲人の
歴史』（明石書店,1996）を挙げることができる。谷合のもの以外は、近世までの歴史であ
り、谷合も、近代は、通史というよりも、盲人の書いた自叙伝で盲人がチャレンジした各
分野での歴史を叙述している。個々の盲人福祉に尽くした先覚者に関するものは単行本や、
シリーズの叢書、また雑誌掲載のものを挙げていけば多数にのぼる。単行本では、粟津キ
ヨ『光に向かって咲け――齋藤百合』（岩波書店,1986）や松井茂『近代鍼灸教育の父奥村
三策の生涯』（学校法人森ノ宮医療学園出版部,2006）などの、盲人がその師と仰ぐ盲先覚
者について書いたものがあり、また、栗原光沢吉『大正の東京盲学校』（あずさ書店,1986）
や鈴木栄助『ある盲学校教師の三十年』（岩波書店,1978）など盲人の手になったものがあ
る。また、多数の盲人を収載して編まれた『道一筋――昭和を生きた盲人たち』（あずさ書
店）がある。叢書としては、「日本盲人福祉研究会」が出した「盲先覚者シリーズ」があり、
岩橋武夫や中村京太郎などが含まれている。また、雑誌では、『視覚障害』の「先達をたず
ねてその業績を知る」のシリーズで多くの盲先覚者が取り上げられている。これらは全て
伝記である。 
この他に、晴眼者であるが、盲人の教育や福祉、文化に尽くした人物に関するものとし
ては、『小西信八先生存稿集』（樋口長市私家版,1935）や『町田則文先生伝』（町田則文先
生謝恩事業会,1934）があり、中村三徳について書かれた『弓は折れず――中村三徳と大阪
の社会事業』（大阪社会事業史研究会,1985）なども貴重な資料を提供してくれる。鈴木力
二『図説盲教育史事典』（日本図書センター,1985）は活用範囲が広い。なお、直接の先行
研究としては、すでに第 2節 1) で示してあるので、ここでは繰り返すことはしない。補
っておくものに、大阪という地域に限定したものであるが、本間伊三郎『源流を探る――
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大阪の盲人福祉』（大阪府盲人福祉協会,1987）は、近代盲人福祉の流れを概観するのに好
個の書である。先行研究ということになると少し異質のものとなるが、岩橋武夫の、『海な
き灯台』（国民図書協会,1943）や『愛盲 盲人科学 ABC』（日曜世界社,1932）といった評
論集もある。 
 日本近代盲人福祉史の周縁領域にある学問的なアプローチといえば、相当に広汎な領域
が関わってくる。その中でも特に関係が深いのは宗教である。プロテスタントについての
書といえば、海老沢亮『日本基督教 100年史』（日本キリスト教団,1959）や土肥昭夫『日
本プロテスタントキリスト教史』（新教出版社,1980）などがある。また仏教では、挙げれ
ば限がないほとの書がある。宗教に劣らずかかわりの深い領域として挙げなければならな
いのは、いうまでもなく歴史学や社会学である。歴史学の書としては、永原慶二『歴史学
序説』（東京大学出版会,1981）が参考になる。また、社会学では、井上俊（他）編『岩波
講座 差別と共生の社会学』（岩波書店 1996）がある。 
つづけて挙げるべき領域に心理学がある。南博の『大正文化』（勁草書房,1965）や『昭
和文化』（勁草書房,正 1987/続 1990）は、社会心理学を踏まえて、それぞれの文化の特質
を広く取り上げていて、盲人と文化を考える上で参考になることが多い。盲人特有の心理
の研究は、石松量蔵『盲人心理の研究』（日本福音ルーテル熊本教会,1925）のように、盲
人自身の手になるものも出されている。政治学や経済学、法律、医学も、盲人の生活に直
接影響を及ぼすものとして無視できない重要な事柄である。とりわけ、医学の知識も、盲
人にはまた大切である。 
 個々の人物に関していえば、好本督・中村京太郎・熊谷鉄太郎の人脈に関するまとまっ
た先行文献は見られない。それぞれ個々の人物についての評伝が存在しているというのが
実情である。 
 好本について言うと、彼の最終の自伝である『わが隣人とは誰か』とともに『主はわが
光』（日本キリスト教団出版局,1981）に解説として収めた、今駒泰成が書いている「日本
盲人の父好本督の信仰と生涯」が唯一のものであると言っていい。それに加えるとすれば、
阿佐博の「日本盲人の父と呼ばれる好本督」（『道一筋――昭和を生きた盲人たち」あずさ
書店,1993）がある。好本に関して書かれたものは、どれも今駒の論述を受け継いだもので
ある。しかし、今駒の文章は、好本の活動に沿って書かれているのであるが、その初期に
あたるイギリス盲人福祉の紹介についてはやや資料不足で、十分なものとはなっていない。 
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 中村京太郎については、鈴木力二『中村京太郎伝』（「中村京太郎伝」刊行会,1969）の、
多くの資料に基づいた詳細な伝記がある。ほかに、谷合侑の編集になる『中村京太郎評論
集』（大空社,1998）があるが、中村を盲人福祉史の観点から取り上げ、検討する点に欠け
ている。特に、中村を論ずる場合に最も大切な視点である「人権と差別」からの分析が弱
い。 
 熊谷鉄太郎には、玉田敬次『盲先覚者伝記シリーズ 3 熊谷鉄太郎――見果てぬ夢――』
（日本盲人福祉研究会,1985）がある。これは、熊谷の詳細な伝記であるが、盲人福祉史の
視点から検討するとき、熊谷の行った盲人文化運動の扱いが自伝の記述の域を出るもので
はなく、史的な分析の余地が残されている。 
 
2） 資料の渉猟と整理 
 盲人はあまり記録を残さないということが、確かに盲人福祉史の研究の上にかなりな障
壁となっていることは否めない。そのために日本近代盲人福祉史の著書としての成立がい
まだない理由とも言える。裏返せばそれは、日本近代盲人福祉史の成立は急がれなければ
ならないということでもある。そのためには、多くの資料の掘り起こしが望まれる。 
 そうした掘り起こしに繋がる活動がいくつか始まっている。特に盲人の記録として整理
されなければならない資料に点字資料があり、この墨字訳の作業は急がれなければならな
い。そうしたものとして、例えば、東京盲唖学校（後に東京盲学校となる）同窓会誌の点
字雑誌『六星の光』の墨字訳の作業があり、「日本ライトハウス」の機関誌である点字雑誌
『黎明』の墨字訳も進んでいる。これに関連することであるが、研究上必要に迫られて作
成した『点字大阪毎日』「総目次（大正篇）」を本論文の付録に加えた。2012年 11月に発
足した「日本盲教育史研究会」が、全国の盲学校や施設に、所蔵する貴重な文献の調査を
行っている。できあがれば大変利用価値の高い目録が完成することになる。 
 資料としては、中村京太郎を除いて、好本督と熊谷鉄太郎にそれぞれ自叙伝がある。好
本には、『十字架を盾として』（日曜世界社,1934）、『神に聴いて』（明和書院,1949）、『わが
隣人とは誰か』（待晨堂,1957）の 3冊があり、熊谷には『闇を破って』（基督教出版社,1931）、
『見えざる聖手』（基督教文書伝道会,1954）、『薄明の記憶』（平凡社,1960）の 3冊がある。 
 最近、左近允孝之進（1870-1909）の出していた点字新聞『あけぼの』が、未発表である
が、一部墨字化されている。また、筑波大学付属視覚特別支援学校の資料室に、中村京太
郎が発行した『あけぼの』の一部が発見された。 
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 好本督の研究には、彼の著作である『真英国』（言文社,1902）、『日英の盲人』（東西社,1906）、
『祖国に寄す――イギリスの魂』（財団法人中央教化団体連合会,1931）、『英国人とキリス
ト教』（新教出版社,1948）はいうまでもなく基礎資料である。その他、訳書としてオック
スフォード・ムーブメントに関係する『人生は昨日から』（日曜世界社,1937）、セシル・ロ
ーズ『神に聴く時』（日曜世界社,1938）などがある。いまはまだ十分な調査はできていな
いが、内村鑑三との関係でいえば、『聖書の研究』や『The Japan christian Intelligencer』
も精査する必要があると思われる。中村京太郎に関しては、『点字大阪毎日』における「巻
頭言」（後には「評壇」で書いている）が基礎資料となる。熊谷鉄太郎には、自叙伝のほか
に、『宗教の本質』（基督教出版社,1934）という宗教を本格的に論じた書がある。また、彼
には東京盲唖学校同窓会の点字雑誌『六星の光』に掲載した多くの文章があり、資料的に
価値の高いものである。なお、好本、中村、熊谷に関連して書かれたものはいくつもあり、
それを一つ一つ挙げていけば限りがない。そうしたものの中で、まだ十分な探査のできて
いない分野として、地方史や施設の記録類などがある。なお、大原社会問題研究所が出版
している『日本社会事業年鑑』や中央盲人福祉協会が出版している『日本盲人福祉年鑑』
（昭和 16年版）また、救済事業研究会の機関誌『救済研究』や社会事業研究会の『社会事
業研究』には貴重な資料が見える。町田則文の『内外盲教育』や、その後を受け継いだ『帝
国盲教育』にも見落とせない記事がある。 
 資料集として、不二出版から出版されたものに『知的身体障害者問題資料集成（戦前篇）』
があり、盲人関係も多くの貴重な資料が収められている。また、大空社の、谷合侑の監修
になる盲自伝シリーズは手近に読める貴重な資料である。先行文献のところで取り上げる
べきであったのだが、鈴木正行『視覚障害者とノーマライゼーション――視覚障害者の障
害受容と社会環境の変遷』（学文社,2008）は、盲自伝シリーズを分析の対象としている。 
 
第 5節  全体の構成 
 
1） 全体の構成 
 全体の構成は、序章・本篇（第 1章・第 2章・第 3章・第 4章・第 5章・第 6章）・「結
びに代えて」・「文献リスト」からできている。それに資料を付け足した。 
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 第 1章では、好本督を取り上げた。第 1節で好本督の人となりとその思想形成を詳述し、
第 2節では、好本督のイギリスの盲教育と盲人福祉の我が国への照会とその受容を取り上
げた。 
キリスト教的精神の遺産と伝統が最もよく培われているオックスフォードで真の英国
を学んだ好本督は、その隣人愛から、日本の盲人社会にイギリスの最もよく進んだ盲人福
祉と盲教育を紹介して、その啓蒙と改良を図った。最初は、1902年に出版した『真英国』
中の「英国の盲人」である。しかし、この書は、多くの盲学校ではほとんど関心が示され
なかったが、東京盲唖学校に学ぶ盲学生に新しい文化の光をもたらす書として受け入れら
れたのであった。「英国の盲人」を整頓、増補した『日英の盲人』が 1906 年に点訳本とと
もに出され、全国の盲学校に配布された。折りしも障害児教育の改善の機運とともに、こ
の書は、広く我が国の盲人社会の指導層に受け入れられたのである。 
それとともに、次代の盲人福祉を担う先覚者となった中村京太郎や熊谷鉄太郎を育てた
のである。こうした意味で、好本督は我が国の近代盲人福祉の先達であった。 
 第 2章では、好本督による「日本盲人会」の試みを取り上げた。 
 オックスフォードでキリスト教のよき伝統に触れた好本督は、隣人としての日本の盲人
のために英国の盲教育と盲人福祉を学び、それを我が国に紹介した。そうして、左近允孝
之進の協力を得て、1906 年に彼は、英国の「内外盲人協会」をモデルに「日本盲人会」を
設立した。それまでの職業的自立の援助よりも、主に点字図書の出版を通して、我が国の
盲人社会の改良を試みようとしたのであったが、資金不足のために不成功に終わった。こ
の苦い経験から、盲人福祉のための資金づくりを自ら志した。そして、盲人指導者を育成
し、経済的な援助をつづけ、彼が果たし得なかった盲人福祉の夢をその指導者たちに託し
たのであった。 
本章は、新資料にもとづいて「日本盲人会」の実態を明らかにするとともに、好本督の
盲人福祉に果たした役割を彼の生き方に照らして解明した。 
 第 3章は、中村京太郎を取り上げた。第 1節ではその人となりと思想について述べ、第
2節では、中村京太郎と点字投票公認運動を取り上げた。大正デモクラシーの流れは、盲
人にも人権意識を喚起し、具体的なかたちをとって点字投票公認運動が展開されることと
なり、1925年 5月の「衆議院議員選挙法」改正、翌年 1 月の同法施行令の公布によって、
点字投票の公認は実現した。この実現に『点字大阪毎日』の果した役割は大きい」。そこで、
主筆であった中村京太郎を取り上げ、本章では、文献資料から彼の点字投票に関する論点
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を整理し、その実践との関連を明らかにするとともに、彼の思想や行動を人権と差別の視
点から整理、検討した。その内容を要旨のかたちで示すと、 
点字投票公認の問題は、市民権運動としての側面とともに、別な側面として、点字が文
字であるかという問題を抱えていたが、中村は、盲人による正当な選挙権の行使は盲人の
使用する文字である点字によってなされてこそ実現できるのだという考えに貫かれていた。
そのために点字投票は、盲人に当然認められるべき権利であるということであった。しか
し、現実の社会はそうした考えがすんなりと通る世の中ではなく、盲人を廃人同様に取り
扱う風潮が根強く残っているとともに、盲人自身も自らの力に目覚めていない現実があっ
た。中村は、こうした社会を目覚めさせる文化的戦士としての使命を『点字大阪毎日』は
担っているのだという強い決意に貫かれていた。そのためには、盲人の義務教育の実現を
含めての盲教育の向上と、点字の普及こそが緊要の努めであると考えていたのである。 
 第 4章では、中村京太郎を中心として「関西盲婦人ホーム」を取り上げ、広く盲女子問
題への視点を含めて論じた。 
第 1節は、中村京太郎と「関西盲婦人ホーム」について取り上げた。 
 明治維新後、当道座の廃止によって盲人の生活は困窮に陥った。取り分け悲惨な状態の
ままに長く放置されてきた盲女子の救済の問題は、1930年代に入って、その職業教育と保
護の面から取り組まれるようになった。その一人に中村京太郎がある。盲学校出の盲女子
たちに安全に働ける職場と自立して生活できる場を作り、人格を磨いて社会人としての教
養を身につけていくホームの建設に中村京太郎は取り組んだのである。こうした取り組み
の根底には、キリスト教的平等観が強く働いていた。 
1930年代に盲女子の保護問題に取り組んだ人に、ほかに斉藤百合や岩橋武夫がある。斉
藤百合と中村京太郎とのいき方は、盲女子たちを自立した社会人として世に送り出そうと
する考えでほぼ一致していたが、岩橋は、新職業の開発ということで盲女子の保護問題に
関わった。こうした視点は、ともに盲女子の問題に欠かすことのできないものである。 
 第 2節は、戦後再開された「関西盲婦人ホーム」に生きる中村京太郎の精神を取り上げ
た。その内容を要旨のかたちで示すと、「戦後、越岡ふみによって再開された「関西盲婦人
ホーム」は、その施設における根本精神を戦前のそれから受け継ぎ、キリスト教による修
養を第一とした。その伝統は、いまも守られている」と、まとめることができる。 
 第 5章は、盲人文化運動と文書伝道の面から牧師熊谷鉄太郎を取り上げた。その内容を
要旨のかたちで示すと、第 1節は、「日本最初の盲人牧師として知られる熊谷鉄太郎は、1916
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年に関西学院神学部を卒業後、大阪の市岡で牧師補助となって、伝道に入った。その頃彼
は、『東亜盲人文化協会』の構想をもって盲人文化運動に着手した。この盲人文化運動は、
結果的には挫折して終わるのであるが、その目指した事業は、後に関西学院に学んだ岩橋
武夫や本間一夫によって実現された」と、まとめることができる。この節では、新資料を
使って熊谷が目指した盲人福祉事業を明らかにした。 
 それと関連して三冊の自伝に文書伝道としての光を当てながら、彼が自らをもってその
生き方で示した、文明社会に生きる盲人の自立への思いを、第 2節で解明した。 
 最後に、第 6章を「ジャーナリスト中村京太郎と牧師熊谷鉄太郎」と題して、第 1節で
は、ジャーナリスト中村京太郎と牧師熊谷鉄太郎の誕生の経緯を明らかにし、第 2節では、
二人の文筆による活動の主なるものを取り上げた。第 3節で、中村京太郎と熊谷鉄太郎の
活動を、大正から昭和の初めにかけての盲人福祉の流れにそって整理し、盲人福祉史にお
ける二人の位置づけを記述した。特に、「全国盲人文化大会」における熊谷鉄太郎と、「全
国盲人保護並びに失明防止事業会議」における中村京太郎に重点を置いて論じた。第 4節
では、中村京太郎と熊谷鉄太郎から影響を受けた人々を取り上げた。 
 結章は、「結びに代えて」として、この論文の総まとめをした。そして、本文の最後に盲
教育関係を含めた盲人福祉の文献リストを付けた。 
 なお、「『点字大阪毎日」総目次（大正篇）」を収めた資料を最後に載せることとした。 
 
2） 初出論文一覧 
序章 本論文のための書き下ろし 
第 1章 「近代盲人福祉の先覚者好本督ーー『真英国』と『日英の盲人』を中心にーー」
『人間福祉学研究』第 2巻第 1号 関西学院大学人間福祉学部研究会,2009年 11
月 25日発行. 
第 2章 「好本督と「日本盲人会」の試みーー盲人福祉事業の先覚者が描いた夢ーー」『社
会福祉学』Vol.51-2（No.94） 日本社会福祉学会 
第 3章 「中村京太郎と点字投票運動ーー『点字大阪毎日』の論説と記事を通してーー」
『Human Welfare』第 3巻第 1号 関西学院大学人間福祉学部研究会,2011年 3月
10日発行 
第 4章 第 1節 「中村京太郎と盲女子の保護問題ーー「関西盲婦人ホーム」を中心とし
てーー」『福祉文化研究』Vol.21 日本福祉文化学会,2012年 3月 
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 第 2節 「戦後再開された『関西盲婦人ホーム』――越岡ふみを中心に」（関西学
院大学で 2012年 10月 20・21日に開催された「第 60回日本社会福祉学会全国大
会」に発表） 
第 5章 「熊谷鉄太郎と盲人福祉――盲人文化運動を中心に」『社会事業史研究』43 社会
事業史学会,2013 年 3月 31日発行 
第 6章 本論文のための書き下ろし。 
 
注 
1) 岩橋（1980）に、「西洋文明の受け皿として、社会的に弱い人々のために働こうとした
のが、プロテスタントを中心としたキリスト教の流れを汲んだ人々であった。彼等は、
市民社会的自立自助で、社会から疎外された人々の問題を、自主心・連帯愛・人類愛を
もって対処しようとしたのである。この流れは、盲人関係でいえば、内村鑑三の思想的
な影響を受けた好本督がその先達である。そこから熊谷鉄太郎、中村京太郎という人脈
ができ、『東京光の家』の秋元梅吉、岩橋武夫へと連なる、これが盲人福祉の流れであ
る」という見解をみることができる。また、谷合（1996）では、「好本督『英国の盲人』
（明治 35年）は、我が国の盲人に対する教育と福祉がいかに立ち遅れているかの警鐘
を鳴らした。そして、岩橋武夫の愛盲運動の実践は、大きな波紋となって広がり、その
後の社会福祉事業の発展の基礎を作ったといえる」という説明が見られる。日本におけ
る盲人社会事業が、社会事業であり、かつ当事者運動でもあるという性格を、この二つ
の解説は、またよく示してもいる。 
2）『新潮日本語漢字辞典』による。 
3) 近世から近代前期の盲人の生活の変遷については、加藤康昭「日本盲教育の成立と展開」
『わが国特殊教育の成立』（東峰書房,1967）を参照した。 
4) 新しい盲人福祉の歴史については、岩橋英行『青い鳥のうた――ヘレン・ケラーと日本』
（日本放送協会,1980）を参照した。 
5） 例えば、『社会事業理論の歴史』（一粒社,1974）の「社会事業論における近代と現代」
で吉田久一は、「社会事業の近代化は漠然と考えられているが」と断りながら、近代化
の指標を整理し、日本における社会事業近代化について、「私は、日本社会事業の現実
からいって、資本主義社会対社会問題を考える社会科学的認識が基本だと思う。しかし、
日本社会事業には、近代的内面変革を欠いた結果、近代精神の未熟さは否定しがたいの
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で、第二に近代精神という指標を考えたい。このような土台の上に、社会事業の専門家
等の複合指標を使用すべきだと思う。このようにして、近代化指標主義や後進国近代化
論のような無国籍な態度ではなく、具体的な『日本』社会事業近代化考察の視点が決ま
ると思う」（p.21）と、述べている。 
6) 「明治 33、34年頃のことであったと思う。好本督さんが『真英国』という本を書いて、
各盲学校に寄贈した。校長さんたちがたまたま出会っての雑談中に、『あれは、私ども
の学校まで大分おもいきって悪く言っているので、生徒には読ませんことにして、私の
机の抽斗に鍵をかけて出さぬことにしております。不都合千万で…』といったような話
を、筆者も、折々教員室の片隅から聞いていた」と、当時普通科の教員であった中村京
太郎が、東京盲学校同窓会誌点字雑誌『六星の光』第 417号（1938年 9月発行）に「追
憶」と題する一文で書いている。 
7) 1920年代前半の、前の時期とそれ以降の時期では、画期となっていたことを、中村満
紀男・岡典子「日本の初期盲唖学校の類型化に関する基礎的検討――明治初期から 1923
（大正 12）年盲学校及聾唖学校令まで」『東日本国際大学福祉環境学部研究紀要』第 7
号（2011:2）では、「大正 12年、勅令（筆者注:「盲学校及聾唖学校令」をさす）が、
それまで長らく学校的性格と社会事業的性格を混淆させてきた日本の盲唖学校制度を、
盲学校、聾唖学校として学校教育へと近代化する支点となる制度であったからである」
と、説明している。これなどが、一般的な理解の例である。 
8) 阿佐博（1990）によってまとめた。なお、谷合侑の『盲人福祉事業の歴史』（明石書店,1998）
では、序章「希望の泉の文字――点字誕生の歩み」、第 1章「点字印刷出版事業――第
1節 明治期の点字出版事業/第 2節 国産点字盤と点字製版機の製作/第 3節 大正期の
点字出版事業/第 4節 昭和前期の点字出版事業」、第 2章「点字図書館事業――第 1節 日
本盲人図書館の開設」などにさらに詳細な記述をみることができる。 
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第 1章  新しい盲人福祉の要求 
     ――好本督とイギリスの盲人福祉―― 
 
はじめに 
 
 第三次小学校令（1900 年）の就学義務強化によって学齢児童の就学率は急速に伸びた。
それに反して、「不具廃疾」の就学免除によって障害児は普通教育から切り捨てられたので
ある。しかし、一般児童の就学率が 90%を超える明治 30年代後半になると、普通教育への
要求が障害児を持つ親たちをも捉え始める。また、一部の障害児たちにも普通教育への憧
れをもつ者が次第に出始めてきたことが推測できる。 
 ちょうどその時期にイギリスの新しい盲人福祉を日本に紹介し、我が国の盲人社会を改
良しようとした好本督の登場が見られたのである。好本は、『真英国』を出版して、それを
全国各地の盲唖学校に送った。そこには、英国の進んだ盲教育や盲人福祉が紹介されてい
た。しかし、それを受容するだけの素地がまだ十分には整ってはいなかったために、わが
国の盲人社会に新しい流れを惹き起こす力とはなり得なかったのである。 
 しかし、好本がわが国の盲人社会の改良を目指して『真英国』を出版したその頃には、
実は全盲の身でありながら、東京盲唖学校で普通科教員となり、正則英語学校で英語を学
んだ中村京太郎の存在があった。これは特別に傑出した例としても、東京盲唖学校に学ぶ
生徒たちが、好本の『真英国』の世界を知って、新しい世界の到来の夜明けに感激したこ
とを、熊谷鉄太郎の自伝『薄明の記憶』が生き生きと伝えている。それは正に「啐啄同時」、
つまり内から雛がつつくこと、親鳥が外側からつつき割るという四字熟語の示す瞬間を彷
彿させるものであった。 
 近世以後より「当道」による当事者としての互助組織の伝統をもつわが国の盲人界は、
明治政府による「当道」の廃止以後も鍼治按摩や音曲などの伝統的な職業にその自活の道
を得ていたが、好本督によってもたらされた欧米の盲教育と盲人福祉への視野は、盲人に
新職業への道を切り拓く新たな局面を生み出し、その先頭に立ったジャーナリスト中村京
太郎と牧師熊谷鉄太郎は、新しい生き方を求める若い盲人たちの目標となった。 
 
第 1節  好本督の人と思想 
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1） その生涯 
 好本督は、自分のことについては殆ど語ろうとはしない人であったようである。口下手
で、非常に物静かな人であった。彼は、自伝に近いものを『十字架を盾として』（日曜世界
社,1934）『神に聴いて』（明和書院,1949）『わが隣人とは誰か』（待晨堂,1967）という三冊
の書にして残しているが、しかしそれらは、おおかたは信仰告白といった内容のものであ
る。ただ、『十字架を盾として』に付された縁戚にあたる山県五十雄の著者紹介に書かれて
いる彼の前半生の略歴と、『神に聴いて』の「あとがき」で、同じく山県五十雄がその後の
ことにもすこし触れているのが、彼を知る唯一の資料といってよい。彼の略年譜は、『主は
わが光』に付された今駒泰成の作成になるものがもっとも詳しい。他にみられるものは、
全てこの略年譜を参考にしたものである。なお付け加えておくと、最近、彼が早稲田大学
講師となったことに関して、その記録とともに詳細に記述された論文が出た 1)。 
 さて、好本督は、1878（明治 11）年 1月 23日、大阪市東区瓦町 1丁目に生まれた。父
忠璋は、陸軍軍医中佐であったが、督の生まれた頃には軍務をすでに退いていたらしい。
外科医として開業していた。かなり流行っていて、家は相当に裕福だったらしい。長男と
して生まれた督は、生まれつき弱視であった。府立一中を卒業後、東京高商（現一橋大学）
に進んだ。上京当時の督について、遠縁で、彼を家に下宿させた山県五十雄は、育ちのよ
いお坊ちゃんだったと言っている。彼が変わったのは、内村鑑三を知ってからである。東
京高商を卒業の後、渡英し、オックスフォード大学に入学した。 
 1902（明治 35）年、24歳のとき帰国して、『真英国』を著し、各盲学校に送る。一度彼
は、オックスフォードに戻り、ふたたび帰朝した 1906年に、早稲田大学の英語講師になる。
また「日本盲人会」を結成した。この年、さきに出版した『真英国』の中から「英国の盲
人」の部分を整頓、増補した『日英の盲人』を出版し、全国の盲学校に点訳本とともに送
った。 
 その後、再び渡英し、マーガレットと結婚する。商事会社「オックスフォード商会」を
設立し、これで得た利益は、日本盲人のために使ったという。1912年頃、毎日新聞の河野
三通士に点字新聞の発行を提唱した。この年、中村京太郎の英国留学を援助する。その翌
年には熊谷鉄太郎の関西学院への入学を援助した。 
 1914年 36歳、「オックスフォード商会」倒産の危機に直面する。神戸の会社を任せてい
た支配人が、大量の負債を残して逃亡したことが直接の原因であった。そのため彼は苦境
に立たされる。このとき彼のしたことは、人を恨まず、神にひたすら祈ることであった。
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この頃、視力が少々弱くなってきたことを意識するようにもなっている。「オックスフォー
ド商会」は、その後信頼を回復し、有力な羅紗会社の援助を受けたりして存続することが
できた。1919年、「盲人キリスト信仰会」の結成に尽くす。また、好本の援助により、秋
元梅吉や伊藤福七の苦心の結果、『点字旧約聖書』が完成する。53歳のとき、「祖国に寄す
――英国の魂』を出版し、これを盲学校や関係方面に配布した。1934年、自伝的な内容の
『十字架を盾として』を出版する。これは、好本督自身の手になったというよりは、遠縁
の山県五十雄が編集したものである。また、中国の盲人に標準中国語点訳本によるバンヤ
ン著『天路歴程』数百部を贈ったりもしている。 
 第二次大戦後の活動として、1948（昭和 23）年に、著書『英国人とキリスト教』を出し、
1949年には、自伝『神に聴いて』を出版する。なお、「日本盲人キリスト教伝道協議会」
の初代議長となり、「第一回アジア盲人福祉会議」に出席したりもしている。さらに、第一
回「点字毎日文化賞」を受賞した。1967年に、自伝としては三冊目となる『わが隣人とは
誰か』を出版する。1973（昭和 48）年 4月 14日に逝去した。享年 94歳であった。 
 
2） 好本督と英国 
 『真英国』の「イントロダクション」で好本督の最もよき理解者であった山県五十雄は、
好本のそのひととなりを、「君は元来実業家として立つべく、教育せられた人である。さき
に高等商業学校を卒業して、学問もあり、才智も鋭敏で、かつ温良、勤勉、正直なる青年
である。もし実業界に打って出られたならば、必ず立派な実業家となって、富を作り、名
を挙げらるるであろう。現に君が帰朝後、ある有力なる外国商人は、君を信用すること深
く、高い俸給をもって日本における代理人とならんことを依頼した。しかし、内村君も余
も、実業を以って日本の富を増加する任に当たる人はいくらもあろうが、教育を以って真
正の日本人を作ることのできる人は極めて稀である。好本君が実業界に入らるることは、
日本のために惜しいことであると言っておると、好本君も、自分の天職は、教育に従事す
るにあると信ぜられて、普通の人であるならば飛びつくであろう程の彼の申し込みも謝絶
され、将来その尊敬すべき志望を実行せんとの志をもって一意専心、学問修養を努めてお
らるる」と述べていることによく示されている。 
好本がそうしたひととなりを磨き、深化させたのは、英国の留学であった。その留学に
ついて、同じく「イントロダクション」で山県は、「元来、好本君が洋行せられた目的は、
観光の為でもなく、学術研究の為でもなく、又商売の為でもなく、欧米の国民が何故に今
- 44 - 
 
日優勝の国民として立つか、何に因りて文明なる社会を享有するかを実地に見てきて、他
日我が国を進歩せしめ、我が堕落せる社会を救うの大任を負うときの資料を得ようという
のであった。此故に、君は彼の地に行って専心研究せられたことは、教育事業、慈善事業、
貧民問題などであって」と言っている。そうしてその研究視察の結果、「君は、斯くの如く
早くより教育のことに意を注がれ、現時日本に行われている教育法の独立自尊の心なき卑
屈人間や、自動機械のような学士ばかりを作り出すことを深く慨嘆せらるるから、真正の
ゼントルマンを産出して、英国を彼のごとく偉大なる国民とした英国の大学を見て来られ
た。それで自らオックスフォード大学に入学して久しきが間、その高徳なる諸教授の感化
を受け、独立自尊の心に富み、活発にして勇気ある学生と交じって、充分にその立派なる
教育法を、その美わしき校風を観察せられた。この本の中にある『オックスフォード大学』
の一章は、その結果で、我が国の教育家たる者は、熟読玩味して、深く省みるべしと信ず
る。その他、『英国の慈善事業』、『英国の女子』等の諸章、いずれも君が精細なる観察の余
りに出づるもので、頗る有益なる読み物であることは、余が事々しく言うまでもない」と、
『新英国』（言文社,1902）を紹介している。 
この紹介にそって好本督のひとと思想をまとめてみよう。なお、好本が英国を紹介した
書には、『真英国』と『祖国に寄す――英国の魂』（財団法人中央教化団体連合会,1931）、
それに『英国人とキリスト教』（新教出版社,1948）の三著がある。それぞれ内容はほぼ同
一のものであるが、時代の進展とともに増補、省略が見られる。以下は、この三著によっ
てまとめた。なお、盲人に関する記事はこの節では省いてある。 
 
（1）セツルメント事業について 
 好本督がロンドンのイーストエンドで直接見聞し、学んだセツルメント事業に関する記
事からまず挙げてみる 2)。『真英国』では「オックスフォード館」が取り上げられている。
その記事を簡単に拾ってみると、「これは、オックスフォード大学の出身者中の有志者が自
らここへ住居して、宗教的、社会的および教育的事業をもってこのあたりの労働者の精神
を高め、知識を広め、健康を奨め、幸福を増して、その状態を改良し、併せて自ら貧民問
題を考究するために起されたのである。そのレシデント（館員）は、昼の間は外に出て、
教師なり弁護士なり記者なり官吏なり各自の本職につとめ、夜はここに帰ってきて、当館
のために尽くすのであるが、報酬などは全くとらないばかりでなく、食料や宿料なども皆
自弁している」（好本 1902:9）ということを述べ、その付属クラブの一つ「レプトン ク
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ラブ」（少年労働者のクラブ）を見学した模様を記録している。後にまとめられた『英国人
とキリスト教』では、「レディ・マーガレット・ホール」が取り上げられ、「ロンドンの貧
民窟にあるランデスにセットルメントを作り、大いにその辺の人々のために尽くしている。
このセットルメントは、主任をはじめ、館員は、みな同校出身者である。また暑中休暇に
は、学生中の有志者が参加して、これに尽くすと同時に、社会問題の実際について深く研
究するのである。この辺に住む者は、空き瓶洗い・レッテル貼り・大道商人・屑拾い等の
職業に従事している者が多く、世人が彼等の階級より超然たる態度をとり、少しも彼等に
対して親しく話しもせねば、訪問もせず、笑顔さえも見せぬ冷淡さを怨みに思っているの
である。然るに、同校の出身者および学生は、ここに住み、その辺の住民と同じような生
活をしつつ、いろいろと彼等のために献身的に尽くしているのである」（好本 1948:56）と、
述べている。 
 このセツルメントの主任は次のようにいっている、「社会の欠陥の救済については、われ
われがただ壇上で討論して済むものではない。また、われわれの生涯は、かかる隣人と密
接な関係があり、我等の彼等に対する責任は重大である。われわれが高い所で安楽椅子に
寄りかかって、低い所に苦しんでいる人々を救済しようとするのは、甚だ不真面目なこと
である。われわれに彼等のために尽くす真心があるならば、彼等とその生活苦労を共にし、
体験しなければならぬ。学説のみによって、社会のためにつくそうとすると、却って間違
いを生じ、或は行きとどかぬことに終わるのは免れない。されば、学説については学校で
十分に研究し、事実についてはセットルメントで実際を学んで、学説を試験し、正し、活
かさねば、何らの力がないのである。セットルメントでは、その辺の人々が、いかに生活
しているかを知り、全てかかる人々の間に善隣の道を実行しつつ、学ぶのである」（好本 
1948：57）と。こうした見聞は、単なる見聞の域にとどまるのではなく、好本が、その実
践を自らのものとして観察を深めていったことが理解できる。 
 
（2）慈善事業について 
 『新英国』の、「健全な慈善の方法」から、彼の慈善への考え方を紹介しておこう（傍線
著者）。 
 「貧窮者の窮迫の原因を取り調べて後、これに相応するものを与うべき事。貧窮者は一
種の病人である、その病因をも知らず、一寸外から見たのみで、施薬するときは、却って
その病勢を募らすようなことが少なくない。故に、まずよくよく患者を診察して、いろい
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ろと内に隠れ、複雑したる病因を知り、これに適中する薬を調合して与えねばならぬので
ある。これは、ただにその病気を充分に治療して、その再発を防ぐのに是非必要なばかり
でなく、偽病人を除き、薬の乱用を防ぐ効もある。貧窮者に金品を施与するにも、丁度医
者が病人を取り扱うように、よくよく過去の履歴と現在の品行とを取り調べて、一通り窮
迫の原因を知って後、金銭なり、物品なり、職業なり、教育なり、忠告なり、尤もこれに
適中するものを与えるべきである。救済は、成るべく貧窮者に親近な者になさしむる事。
親戚、家族相輔けること、近隣相救うこと、医師が貧困な患者を施療してやること、僧侶
がその寺領の貧民を助け、商人が難渋せる得意先を恵むことなどは、まず尤も健全な救助
法で、かの公に慈善会社を設けて、貧民に乞食根性を養成するに比べて勝っていることは
明らかである。又それらの人は、最もよくその貧窮者の事情に通じている故、従って救助
法を謬るという患いも甚だ少ない」（好本 1902:86-88）と、言って、好本は、これに関連
して英国慈善界の泰斗ロックから直接聞いた言葉を紹介している。それは、「日本国におい
ては、欧米諸国に比べて家族、親戚間の関係がよほど深い故、なるべくこれを貧窮者の救
助に利用するがよかろう」と。そこで好本は更につづけて、「貧窮者をしてなるべく自助せ
しむる事。あまりに助け過ぎて、貧窮者自身にて成すべき事までも外からしてやるのは、
丁度学校の先生が、生徒に自修さすべきものをも教えてやり、却ってその生徒の学力を鈍
らすのと、一般でその愚をいよいよ愚ならしめ、その無能をますます無能ならしむるの弊
害を生ずる。それとおなじく、貧窮者をして自分で自分の義務を全うせしむるようにつと
めねばならぬ。貧窮者を教誨、善導すること。貧窮の原因は様々であるが、収入の不足よ
りも、寧ろ自助の精神の欠乏に本づくので、爛惰なことや、経済に暗いことや、家庭の乱
雑なことなどが主な理由となるのである。それ故、これを教誨、善導して、貧窮をその根
本より芟除して、彼等を有用なる市民たらしむることが必要である。成るべく物質的の施
与を避けること。不慮の災厄により、或は罪悪によって貧窮に陥った者も多いが、中には
世の慈善家の慈善に付け込んで、自ら貧窮を装ったり、またその気楽さを喜んで、これに
甘んじている乞食的人間が多い故、慈善家のほうで暫くその心を殺して、猥りに金銭や物
品を施与せぬようにすれば、かかる人間は、必要に迫られて真の人間に立帰るのである」
と、述べている（好本 1902:88-90）。 
この慈善に対する考えは、R.J.クーツの『イギリス社会福祉発達史』をみても、19世紀
末から 20世紀初頭にかけて好本が在英したイギリスの実態を捉えたものとはいえない。富
者の側から一面的に見た観がある。また、我が国において、窪田静太郎などによって代表
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される感化救済事業の考え 3)と同時代的に軌を一にしているといってよい。しかし、好本
の考えを理解するためには、施策としての慈善に問題の中心が置かれているというよりは、
慈善を行う精神に、より重点が置かれた配慮であることを考えるならば、普遍性をそこに
認めることができる。ここで好本は、留岡幸助の「慈善問題」4)を引用して、我が国の実
情に触れ、「偽善より遠かるべき事。慈善心も何もない華族や富豪を名誉会員として戴いた
り、その貧児を見世物にしたり、音楽会を催したりして、世人の娯楽のあまりに資財を求
めたり、又かくして集めた寄付金を広告して、世に吹聴したりすることは、甚だしく慈善
の本旨を誤った仕打ちで、実にけしからぬ次第である。もう少し理想的に、も少し真面目
にすることが必要である」と、現実を厳しく見た文言で締めくくっている（好本 
1902:90-91）。 
 具体的な例としては、婦人の慈善事業を取り上げた箇所で、ジョセフィン・バットラー
婦人が、不幸な境遇から堕落する女子の救済に尽くしたことを取り上げている。「度々かか
る不幸な女子を親しく訪問して、その指導及び救済に尽くし、又、そのうち最も不幸なも
のを、自身の家庭に招いて、その慰安に尽くした。当時の社会においては、かかる不幸な
女子に対する経済上並に境遇改善についての救済機関も少なく、また法律上何ら彼女等を
保護する道のないことを憂いて、自ら進んでかかる不幸な婦人の保護に適当なる法律を設
けんことを政府に請願した」（好本 1931:33-34）。しかし、当時の政治家は、こういうこと
に一向耳を貸さなかったので、彼女は、公論に訴えるために方々で演説もしたが、投石に
あったりもした。彼女のこうした努力は、やがて政府を動かし、女子救済に関する調査委
員会を設けることとなった。このバットラー夫人の尽力に対して、「自分は、日頃宗教上の
言葉は用いないのであるが、バットラー夫人の主張の成功については、神、彼女と共にあ
りしと言う以上の説明の言葉がないのである」と、言う一委員のことばを付け加えている。
こうしたことを通して、好本督の慈善に対する基本的な姿勢は、社会改良の域にとどまる
が、キリスト教的ボランタリーに徹したものであったことが理解できる。 
 「抑々慈善とは、飢えたる者に食を与え、病める者に薬を授け、凍えたる者に衣を給し、
無職の者に適当なる職業を与えることなどに限らない。博愛の情から愚昧な者に相当の教
育を授けるのも、乗り合い自動車や汽車、汽船の中で老人や婦人に席を譲るのも、家庭の
女中や出入りの人々に親切を尽くすのも、他人の為めに道路に横たわっている石を除くの
も、惻隠の心から死に垂んとしている小雀を介抱するのも、枯れかかった路傍の野の花に
水を注ぐのも皆慈善であり、慈悲である。それ故、慈善を行うには金銭がなくてはならぬ
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というでなし、暇がなくては出来ぬというでもない。畢竟、慈善は、富豪のみの事業でも
なければ、老人や閑人ばかりの仕事でもない。凡ての人のなし得る当然の特権である」
（同:35-36）と、好本督は慈善事業を日常化して付け加えてもいる。 
 
（3）オックスフォード大学精神 
 オックスフォード大学における教育の目的は、「人物養成を第一目的として、信仰と学理
の一致調和したる精神的人格、敬虔の念に富んで、思慮深く、必ずしも専門の学問にとら
われず、常識的にして、且つ勇敢に、身体強健なる活動的人物を尊重している。故に、知
育偏傾を喜ばず徳育を重んじている」（好本 1931:130）と、好本督は、人づくりで名高い
同大学の紹介をしている。好本が特に学ぼうとしたのは、その点であった。またオックス
フォード大学の精神教育についても、「各カレッジの職員中、殊に人格高い人々の感化は、
大いに学生の精神教育に力がある。古来、教師はその任に当たっていたのであるが、殊に
ベリオル・カレッジの故トインビー及びグリンの如きは、学生間に非常な感化を与えたの
であった。かくの如く、学生の精神教育の為めに一方ならず尽くしているが、実は、その
教室においても、その食堂においても、運動場においても、また職員、学生の親しき交わ
りの間においても、総てを通じて言わず語らずの間に、生きた精神教育が行われることを
期しているのである」と、述べ、このオックスフォード大学で、聖書が如何に尊重されて
いるかは、「その紋章に『神は我が光なり』（詩篇 27・1）の成句を開いた聖書にラテン語
にでしるされたのを用いているのに見てもよくわかる」（好本 1931：143-144）と、好本は、
同大学のその精髄を伝えている。 
 これに反して、学識ある外人某氏は、日本の教育を批評して「日本人は、眼前の仕事に
のみ汲々としている。元来、教育とは、多くの事実を少年の脳中へ詰め込むことであると
思うているようで、人物の養成などには少しも注意せぬ」と。随分酷評であるが、残念な
がらその通りであると、好本は嘆く（好本 1902:68）。 
 また次のような、オックスフォード精神をそのまま体現した人物の話も紹介している。
「私の嘗て在学したあるカレッジでは、その校長が学生を代わる代わる自用車に乗せて、
自ら操縦しつつ郊外を回り、その辺の地理、歴史、あるいは時事問題などを語りつつ、半
日を学生と過ごして、彼等を愛導するを何よりも楽しみとしていた。また、学生を自宅に
招待し、茶菓を饗応しつつ、遠く家庭を離れている学生の慰安に際し、貧書生に対しては
人知れず物資を援助していたが、しかも、これに対しても少しも恩がましき点は見えず、
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みな一様に紳士として待遇していた。その心の謙遜なる、実にその人の徳の高きに比例し
ているのである」として、更につづけて、「日本の学生某が、オックスフォード在学中に不
幸にして重病にかかったが、気の毒にもこの人にかかる場合の準備なく、異国で全く困惑
に陥っていた。その時のことである。その校長は、自費で英国の或る海浜病院へ彼を入院
させ、非常に多忙な身であるのにかかわらず、その入院中オックスフォードから遠く離れ
ている病院を屡々訪ねて、病床にある彼を慰め、あるいは良書を読み聞かせるなど、恰も
我児に対してもこれ以上のことはできまいと思われるほどの親切を尽くした」（好本
1931:152-153）というのである。好本督に自然と培われた隣人愛はこうしたところからも
来ているのであろう。 
 
3） 好本督と「祈り」 
 『英国人とキリスト教』の「あとがき」で鈴木俊郎は、好本督について「ハリスから洗
礼を受けたが、何の教派教会にも属さなかったことを言っている。それに関して、彼の信
仰は、何よりも「神とキリストに対する直接の関係にある」ことを指摘している。彼の信
仰の最も本質的な特徴は、不幸な人々を助けて愛を実行するということであった。また、
好本というひとを知るエピソードとして二つの興味深い話を挙げている。一つは、鈴木自
身が好本の身近にいた笹井和晁に彼のことを尋ねたとき、笹井が、「そう」としばらく黙っ
て考えていた後で、「一言にしていえば、こそこそよいことをして隠れている人です」と答
えたという話である。いま一つは、好本の母親が、督の着物は膝が抜けて困りますと言っ
たという話である。それは、好本が始終祈りのために跪くからであった。好本にとっての
「祈り」を『祖国に寄す――英国の魂』からそれについて述べている箇所を挙げてみると、
まず、「英国に多年いた日本の有名なる一会社のロンドン代表者某が、『英国の偉い所はそ
の国民の祈りにある』と、嘗て私に語られたが、これには深い意義があると思う」「蓋し、
誠の祈りのあるところには必ず偉い実行が自ら伴う事になるのである。もっとも、祈りと
は、求むることに止まらず、神と親しく交わることである」という、好本が英国で直接実
体験を通して得た「祈り」の深い意味について触れたことばを見ることができる。そうし
て、それにつづけて一挿話から説かれる「祈り」の本質を論じた文章を挙げることができ
る。 
 「英国の或村に一人の老人があって、毎日午後、村の古い教会堂で一時間ほど静かに祈
っていた。或日のこと、村の者がそれを見て、この老人には定めし多くの願いごとがある
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のであろうと、不審のあまり尋ねてみると、彼は答えて、『私は、むやみにお願いするので
はありません。私は、あの静かなところで神様を仰ぎ見、神様は、私を見給うのです』と、
言った。元来、神に親しむことは、その慈愛、その正義、その真理、その善、その美など
に親しむことで、従っておのずから神の神聖の徳に感化されることになるのである。そう
して、弱き者が強くせられ、悲しむ者が喜びに充たされ、愚かな者が教えられることにな
るのである。おおよそ人は、神聖なる神の前に心を澄まして跪く時は、次第にまず自身の
力が如何にも貧弱なことと、『我らの義はことごとく汚れたる衣の如し』であることが、天
の鏡に照らすが如く明らかに分かる。蓋し野の小さな水溜りといえども、澄める水には天
がよく映る。人もその心澄むときは、天の真理が明らかに分かるのである。―『心の清き
者は幸いなり、その人は神を見ることを得ん』― 人は、自身の問題が正される時は、他
の問題はみずから正されるに至るのである。かくして、自身の問題に止まらず、社会及び
国に対する道が天来の光明に接して、火を見る如く明らかに解り、一事と現世とに止まら
ず、永遠に渉る真理が徹天的に明らかになる。かくのごとく真の祈りと悔悟と信仰のある
ところには、厚き天恵が大河の決するが如くその人に充ち、自身の悔悟は大衆の悔悟を促
し、誠の信仰は衆人の信仰を強め、そうして悔悟に伴う天恵は、広く衆に及ぶに至るので
ある。神のため、国のためにかかるハートを持って祈るところは、いちいち天に通ずるこ
とは言うまでもなく、そのたたく所は開かれ、その求むる所は与えられるに至るのである。
我等は、眼を上げて世界の大勢を見、耳を澄ましてその真相を聞く時に、我等はまことに
寒心に堪えぬ。そうしてほとんど絶望する。しかしながら、我等は神を仰ぎ見て祈る時に、
我等に希望が復活する、そこに祈りの大切なことを痛切に感じる」（好本 1931:227-229）
と、「祈り」のその真の力にまで説き及んでいる。支配人が大量の負債を残して逃亡したこ
とで「オックスフォード・ホーム」が倒産の危機に直面した時、好本がしたことは、ひた
すら祈ることであった。特に、墓地に迷い込み、絶望の淵にあったときに野の小さな水溜
りに映る天を見て自らを取り戻す場面は、『十字架を盾として』の中の、感動をもってわれ
われの胸をうつ最も印象的な話である。 
 
4） 好本督にとっての「隣人」 
 『わが隣人とは誰か』（待晨堂,1967）の「序」で好本督は、「私は、今世紀の初頭に初め
てこの国（イギリス）を訪れたのであったが、その時、私は、この国の精神的遺産なるも
のに強く打たれたのであった。それは私が、何らキリスト教の背景のない東洋の国からや
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ってきた故なのだろうか。私は、到着すると間もなくオックスフォードに行くように勧め
られた。そこは、この遺産の最も古い揺籃の地である。オックスフォードで私は、このキ
リスト教の遺産を真に体現していると思われる人たち、大学の著名な先生たちと交わりを
もつ機会に恵まれた。私にとってこれらの人たちは、まさに《隣り人》であったのだ。そ
れから後、私は、この《隣り人》という内容のもので私の母国で数冊の本を書いたが、そ
れらは何よりも"行動へと推し進める愛"が如実に示されていたので、心ある人々から歓迎
された。私自身弱視者なので、盲人こそは特に私の《隣り人》なりと感じていた。私が接
した盲人の中には、多くの絶望の淵にある人たちがいたが、彼等に西洋の盲人のための福
祉事業について語った時、彼等は非常な勇気を覚え、仲間の苦しむ者に対して同様の福祉
事業を始めることを思い立ったのであった。日本における盲人のための社会事業は、今や
世界のどこにも比肩し得るまでになった。これは、何といってもイギリスの例に負うとこ
ろが多いのである。その上、この盲人社会事業はまた、あらゆる身体障害者に対する、そ
して更には一般社会における福祉事業に多大の影響を与えていった。『わたしの兄弟である
これらの最も小さい者の一人にした』（マタイ 25・40）奉仕がその全ての源である」と述
べているところに、好本にとっての「隣人」が最もよく、端的に語られている。 
 
第 2節  『真英国』と『日英の盲人』を中心に 
 
1） 新しい盲人福祉への要求 
 好本督が我が国の盲人の前に姿を現す 20世紀初頭は、デフレ経済の騰貴化の中で、昔な
がらに三療や音曲で暮らしを立てていた盲人たちが、生活の窮乏を極め、晴眼者による鍼
按の職業への進出もあって、これまでの盲人の職域が圧迫されるという事態に直面してい
た。そうしたことからも、盲人の権利擁護の動きも見られるが、しかし盲人への差別意識
が根強く、また明治政府による「当道」の廃止以後、盲人の自立を助ける職業教育として
の盲学校の設立は、慈善家によるものが大半ではあったが、急激にその数は増したものの、
そこに通える盲人は一部の恵まれた者に限られていた。しかも教育内容から見ると、なお
暗中模索であった。そうしたところに新たな盲人福祉が求められてきたのであった。 
我が国では、明治 30年代後半頃から盲人福祉に新展開が見られる事実を認めることが
できる。このことに触れて、岩橋（1980:94）は、「西欧文明の受け皿として、社会的に弱
い人々のために働こうとしたのが、プロテスタントを中心としたキリスト教の流れを汲ん
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だ人々であった。彼等は、市民社会的、自立自助で、社会から阻害された人々の問題を自
主心、連帯愛、人類愛をもって対処しようとしたのである。この流れは、盲人関係で言え
ば、内村鑑三の思想的な影響を受けた好本督がその先達である。そこから熊谷鉄太郎、中
村京太郎という人脈ができ、『東京光の家』の秋元梅吉、岩橋武夫へと連なる。これは、盲
人福祉の流れである」と論じている。 
 この章では、岩橋の指摘に沿って好本督を取り上げ、論じたいと思う。我が国の盲人福
祉の上に好本が登場してくるのは、1906年頃からその動きが活発となる盲教育の改善を目
指す盲教育令の発布要求運動 5)にすこし先んじる時期であった。人づくりにおいて優れて
いるイギリス盲教育の紹介を中心に、我が国の盲人界に有益と思われる盲人福祉事業など
を新しい文化の光として伝えることで、我が国の盲人界に啓蒙と改良をこころみようとし
たのである。ただし、好本督は、これまで社会福祉史の上で取り上げられることはなかっ
た。盲人界では、「日本盲人の父」とまで言われ、その功績に高い評価が与えられてきたの
であるが、彼は、貿易商の仕事に主として従事し、福祉事業を直接に行った人ではないの
である。玉田敬次は、好本（1981）の序文で、「日本点字図書館」館長の本間一夫が、好本
について「日本盲人キリスト教伝道協議会の創設、『点字毎日』の設立、日本語点字聖書の
出版に大きな役割を果たした。また、日本盲人の初期の指導者岩橋武夫、中村京太郎、熊
谷鉄太郎、秋元梅吉、その他多くの人々を育成、援助の手を差し伸べた」（玉田 1981:8）
と述べたことを記している。こうした後に評価される業績について論じることは、近代盲
人福祉の歴史の上で欠かすことのできない重要な項目であるが、彼の活動の出発点となっ
た『真英国』の出版、それを徹底せんとした『日英の盲人』の刊行が果たした意義は重大
である。しかしこれに関しては、十分な検討がなされてきていない。好本の業績を明らか
にしていくためにはこの点を揺るがせにはできないのである。 
 1902（明治 35）年 4月に、好本は『真英国』を出版し、それを我が国の各地の盲学校に
送った。「日本盲教育界に一大旋風を巻き起こすような大事件が突発しました」と熊谷
（1960:172）は、当時東京盲唖学校に在学していて、この本に初めて接した時の印象をこ
う言っている。その一冊の書の中に収められた「英国の盲人」という一節があり、それこ
そが「日本盲界に黎明を告げる鐘の音」と更に付け加えている。本論文では、この好本の
イギリス盲人福祉の紹介を、啓蒙とその受容という面に分けて検討してみることにする。
そうして、その歴史的な意義を明らかにしたいと考えている。 
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2） 先行文献の検討 
 好本督は、日本の盲人に、さらにはアジアの盲人に献身した生涯を送った。特に、盲人
の生きる力の支えとしてのキリスト教の伝道、聖書の点訳、そしてそれが容易に手に入る
ようにさまざまな援助を行った人でもあった。その好本が、社会福祉史、盲人史にどう取
り扱われていたかを簡単に見ておくと、まず、社会福祉史で彼は取り上げられることはな
い。それは、彼が、社会事業の実践家でもなければ、思想家でもなく、運動を組織した人
でもないからである。障害者の歴史や、盲人のみを扱った歴史の書においても、盲教育史
を論じた中野善達・加藤康昭『わが国特殊教育の成立』（東峰書房,1967）や、盲人の生活
史を記述した生瀬克己補章「近現代の〈視覚障害者〉をめぐって」『盲人の生活』（雄山
閣,1997:221-243）にも、また, 盲人の文化史や運動史などを論じた山田明「日本における
障害者福祉の歴史」『講座障害者の福祉 1 障害者の福祉と人権』（光生館,1987:44-128）
などにもその名を見ることはない。盲人全体のことを網羅して完成された「世界盲人百科
事典」編集委員会『世界盲人百科事典』（日本ライトハウス,1972）や、キリスト教伝道か
ら見た盲人史としての石松量蔵『盲人とキリスト教の歩み――盲人伝道百年史』（日本盲人
キリスト教伝道協議会,1959）、チャレンジャーとしての盲人の歴史を書いた谷合侑『盲人
の歴史』（明石書店,1996）などになって、「日本盲人の父」としてのその名が登場してくる
のである。好本の名は、鈴木力二『中村京太郎伝』（「中村京太郎伝」刊行會,1969）や玉田
敬次『盲先覚者伝記シリーズ 3 熊谷鉄太郎――見果てぬ夢――』（日本盲人福祉研究
会,1985）、関宏之『盲先覚者伝記シリーズ 1 岩橋武夫――義務ゆえの道行――』（日本盲
人福祉研究会,1983）、岩島公『盲先覚者伝記シリーズ 2 秋元梅吉――キリストの証その
ものの人』（視覚障害者支援センター,1985）などの偉大な盲人指導者たちを取り上げた伝
記や、熊谷（1960）や本間一夫『指と耳で読む』（岩波書店,1980）などの自伝になってそ
の比重がさらに大きくなる。 
 この好本に関する研究としての先行文献には、好本督の最終の自伝である『わが隣人と
は誰か』とともに、『主はわが光』に解説として収めた今駒泰成が書いている「日本盲人の
父好本督の信仰と生涯」がある。以後、好本に触れた文章は、どれもみなこの今駒の論述
を受け継いでいるに過ぎない。なお、この論考は、好本の活動にそって論じられているの
であるが、その初期にあたるイギリス盲人福祉の紹介については、やや資料不足で、十分
なものとはなっていない。ほかに、すこし詳しいものに阿佐博「日本盲人の父と呼ばれる
好本督」『道ひとすじ――昭和を生きた盲人たち』（あずさ書店,1993）がある。 
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 なお、好本には、二宮尊徳の『報徳記』（宮内省,1883）の英訳など、ほかにまた、オッ
クスフォード・ムーブメントの我が国への紹介として、セシル・ローズの『神に聴く時』
（日曜世界社,1938）などの訳書がある。 
 
3） 好本督のイギリス盲人福祉の紹介 
 好本督は、３回にわたって我が国にイギリス盲人福祉の紹介を試みている。第一回は、
1902（明治 35）年に出した『真英国』で、言文社より刊行された。二回目は、『日英の盲
人』を 1906年に東西社より、三回目は、1931年に財団法人中央教化団体連合会より出し
た『祖国に寄す――イギリスの魂』が、それである。最初の『真英国』は、出版されるや
すぐに全国各地の盲学校に配布された。二回目に出された『日英の盲人』は、点字のもの
も同時に出された。その内容は、初めの『真英国』の中から盲人福祉に関する記事だけを
抜き出して、10項目に整理し、まとめられたものである。ただし、初めのものにいくらか
増補された部分が加わっている。三回目の『祖国に寄す――イギリスの魂』は、イギリス
の紹介の中に盲人福祉も含むという最初の内容に戻って書かれているが、『真英国』にくら
べて、時代が進んだ分だけ内容が進展しており、より英国の精神文化に力を入れて書かれ
ているために、分量は大幅に増えている。 
 ここで論を進めていく前に、ひとつ断っておかなければならないことがある。それは、
大変重要なことであるが、先行文献である今駒の文章は、『真英国』を見ないで、『日英の
盲人』から内容を類推して書かれているということである。このことは、今駒自身も断っ
ているので、間違いはない。後で述べることになるが、好本が二冊の本に託した意図を正
しく理解する上でこのことは見落とせない事実なのである。 
 さて、いま『真英国』は、原本が一つだけ京大図書館に残っているのが確認できる。本
は、四六判で、153ページのものである。これを見ると、『日英の盲人』の方が、いくらか
増補された部分を加えて書かれていることがわかる。ここでは、この三回にわたるイギリ
ス盲人福祉の紹介のうち、『真英国』と『日英の盲人』の二冊を取り上げ、それらを検討し
て、好本の活動のうちでその出発点ともいえるこの二冊の本の出版の意図を解明したい。 
 
（1） 『真英国』 
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 論を進めていく手始めに、まず好本督が『真英国』に触れた言説を見てみよう。彼がそ
の最晩年（1967）に著したその自伝『わが隣人とは誰か』の「第８章 オックスフォード
の日々」にそれを見ることができる。 
 「英国に来た最初、身体障害者の福祉や、大学の貧民街セツルメントを見」（好本
1981:140）たり聖書教会の活動を見て、「私は、こういうことが、私の祖国でもできたらと
願わずにはおれなかった」（好本 1981:140）と、彼は当時を振り返っている。それにつづ
けて、キリスト教の遺産、伝統が最も豊かに培われたオックスフォードに来て、キリスト
教の遺産を体現しているような優れた教授たちに親しく出会い、彼等を通して真の英国を
知ったことを言い、「その結果『真の英国』と題する小さな本を書くことになった。そして、
この本により、文部省は日本の盲人教育の徹底的改革に着手することになったのである。
このことは私の働きに大きな励ましとなった」（好本 1981:141）と、書き記している。こ
こで述べられている好本の記憶によって、『真英国』が我が国の盲教育制度の改革に貢献し
たことを知ることができる。恐らくそれは、1923（大正 12）年に出された「盲学校及聾唖
学校令」のことを指しているのであろうが、しかし、この彼の記憶は、『日英の盲人』を含
めて言っているのであって、この点については後に検討するとして、この書が与えた影響
は、東京盲唖学校に当時学んでいた盲学生たちに大きな刺激を与え、盲人福祉に指導者と
なっていった人材を育成することに力があったことを第一に挙げなければならない。 
 
ア. 『真英国』の内容 
 この本は、「自序」で好本自身が「この小著作は、余が英国に滞在中、見聞した事々のう
ち、今日の我国に紹介して、有益であらうと信じたことを、ありのままに少しばかり書き
たてたものである。もしこの小著によつて、英国に於ける無形の文明の千分の一なりとも、
我が国に移し植ゑることができるならば、余の望みは足りるのである」（好本 1902:11）と
記すように、英国での見聞録であり、英国の優れた文明の紹介を通して、我が国にその啓
蒙を図ろうとしたことは明白であるが、この書は、単なる見聞録でないことは、内村鑑三
の序文や「イントロダクション（緒言）」の山県五十雄のことばからも充分うかがい知るこ
とができる。内村は、「大国家は大人物の如し、即ち貧者を顧る者なり、痴者を教へ、盲人
を導くものなり、英国の大なるも茲にあり、その四百余艘の軍艦にあらず」と言い、「今や
皮相的英国を日本国に紹介する者千百を以て算へらるるに方りて親友好本督君は博愛的英
国を吾人に伝へらる」（内村 1902:2）と、本の内容を紹介している。また山県（1902）は、
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内村が好本に、君はあちらで何を見て一番感じたかということを尋ねたときに、彼が人で
すと答えたことを挙げて、「ああ、好本君の洋行も無駄でなかつたと心の中に思つたことが
ある。毎年我が国から洋行する人は沢山あるが、好本君のやうに人を見て感じてきた人が
果たして幾人あるだらうか」と、感服したことを述べ、そうして、この本において精神的
文明が如何に偉大なるかを伝えようとする好本の言に傾聴すべきことを言っている。 
 好本の最大の理解者であった山県は、盲人に関する部分に触れて、「君はまた不幸にして
眼が甚だ悪い、夜間はほとんど盲人同様である程に視力が弱いのである。それで君は最も
盲人に対する同情に富んで居らるる。どうか我国の盲人の為に尽くしてやりたいといふが
年来の志望で、彼地に居らるる中は絶えず盲人教育の事に意を注いで居られた。有名なる
盲人博士カムベル氏には度々面会して其意見を問ひ、折りさへあれば、種々の盲人学校を
参観して大に研究を積まれた。此本のうちに詳しい盲人教育談の出て居るのは其結果で、
我国の盲人に取りてはこれ程のよい土産は無いと思ふ」（山県 1902:7）と、述べている。 
 さて、具体的な内容の検討に入らなければならないのであるが、それに先立って、好本
督が紹介した 1900年前後のイギリス盲人福祉の歴史について、岩橋武夫の解説を借りて略
記しておく 6)。 
 アーミテージは、英国盲教育の不振と社会における盲人の地位、職業の劣悪なるを慨嘆
し、一大革命の必要を提唱し、それに着手した。1872年、ロンドンに盲人師範専門学校を
興し、カムベルを推挙して校長とした。1895年には、盲人教師の師範部も設置、教育面の
充実を図った。また、この期間に盲人のために計画された一般の社会事業としては、1868
年に開始された「英国内外盲人協会」（The British and Foreign Blind Association）が
ある。これは、盲人に図書を供給する事業であった。このほかにも、1879年にガードナー
によって創設された「ガードナー盲人組合」があって、盲人の教育、職業の訓練に物質的
な援助をした。こうした機運の中で、1883年に、盲唖に関する王命委員会が設置され、６
年後には報告書が出され、それにより 1893年に議会は盲唖義務教育令を可決、この法令に
よって盲学齢児童は国家の指定する小学教育を晴眼児童と同様に受けることになった。こ
うした改革は見たが、しかし、英国においても本格的な盲教育の充実が見られるのは、1920
年の立法を俟たなければならなかったと岩橋は言う。ここで『真英国』に戻って検討に入
りたい。この書には、「英国の華」と題する章に、「英国の盲人」という一節がある。そこ
で述べられているのは、まず「盲人に関する概況、それにつづくイギリス盲人福祉の具体
的な紹介とそれを通しての我が国の盲人社会への提言である。 
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 イギリスの具体的な盲人福祉の例として、まず職業が取り上げられ、鍼按や音曲以外に
ほとんどその道を断たれている我が国の盲人に比して、学術の方面（牧師・教師など）、工
芸の方面（篭・刷毛などを作ること）などに幅広く進出していることが紹介されている。
つづいて盲人改良会としての「内外盲人協会」が、盲人の教育と職業を進め、かつ一般の
状態を改良することに成果を上げていることを述べ、その点訳事業の優れている点を紹介
している。また、「ガードナー盲人組合」や「貧盲救助会」なども挙げている。そうして、
これらの改良会が、盲人の手で組織され、運営されていることを指摘している点は注目さ
れる。さて、好本がもっとも力を入れて紹介しているのは、盲人に高等教育への道を開い
ている盲人学校のことである。「盲人高等師範学校及び音楽学校」、熊谷鉄太郎にそのカリ
キュラムで感激させた「ウースター高等盲人学校」、人としては、いうまでもなくまず第一
に「盲人高等師範学校及び音楽学校」の創設に関わったカムベル博士を挙げている。その
ほかアルフレッド・ハーストやレンジャー、マリア・ギルバートなどの著名な盲人の名が
見える。 
 つづけて、筆を「我が国盲人界の改良」へと進めていく。「されば二十世紀の吾人は、盲
人を按摩師としての外には能なき者のやうに見做したりする古めかしい間違つた思想を捨
てて、盲人を成るべく普通の人々と同様に取扱ふは勿論、これに充分の教育を授けねばな
らぬ」（好本 1902:58）と言う。そこで、どのように改良していくべきかについて彼はいく
つかの提言をしている。 
 第一に、盲児に義務教育を施すことが国家の急務であるということ。それには、各府県
に一つずつ盲学校を設立することは、現状としては難しいので、学齢の児童を普通の小学
校で普通の児童と一緒に教育すればよいと言う。職業教育については、鍼按、音曲の方面
で優れた指導がなされていることを、好本は認めているが、これからの盲人にもっとも必
要とされる高等教育については、我が国の現状において現実的なやり方としては、東京か
京都の盲唖学校に高等科を設けるようにすればよい。高等教育のための予備教育の教科課
目は中学程度とすれば宜しかろうと提言している。それに併せて海外留学にも言い及んで
いる。その留学先としては、人物の養成に重きをおく英国の学校を薦めたいと言っている。
最後に、わが盲人諸君に望むとして、盲人は、その才能において、その実力において世人
に劣っていないのみでなく、盲人社会を改良する上においては、世人に勝っている。しか
し、我が国の現状は、こうした人物に乏しい。その原因は、世人が盲人の実力を誤解して
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いることにもよるが、盲人自身が自分の才能と実力とを信ずることが薄いことと、独立自
尊の気概を欠いていることであると戒めている。以上がその内容の摘要である。 
 
イ. 『真英国』に認められるその姿勢とそれを支える精神的背景 
 これらを通して一貫して見られる好本の姿勢は、日本の盲人界の改良に役立つであろう
イギリスの盲人教育や盲人福祉を的確に紹介しようとすることである。この姿勢を根底か
ら支えるものとして「主はわが光」（詩篇 27・1）のオックスフォード精神による神と隣人
への愛を特記する必要がある。好本にとって隣人とは、自分も弱視という同じ身の上であ
る我が国の盲人にほかならなかったのである。そのために彼のイギリス盲人福祉や盲人教
育への関心の持ち方や取材の徹底、見聞の広さ、公正な判断は、盲人当事者の立場から出
ている。また、その姿勢は、イギリス盲人教育や盲人福祉を我が国にとりいれようとする
ときにも、ただ盲目的にそれを行えというのではなく、我が国の現状なり、特質なりをし
っかりと考慮に入れて発言する点にも認めることができるし、盲人への愛が見られる。例
えば、盲人高等師範を訪ねて、体操の時間を参観したとき、ボートの競漕などに替わって、
我が国であれば、柔道や相撲などが適しているかもしれないと考えたり、軍備や監獄の拡
張に腐心する我が国の現状では、教育の設備拡充などとても手が回らないであろうことを
踏まえて提言したりするところによく出ている。彼の一貫した姿勢は、隣人である我が国
の盲人に勇気と光明を与えようとするもので、決して扇動者的なものではなかった。しか
し、我が国の現状にたいする彼の認識は、内村鑑三らに通ずる鋭い批判的なものも含んで
いた。 
 
（2） 『日英の盲人』 
 1902（明治 35）年に『真英国』を出して、全国の盲学校に配布した後、好本は英国のオ
クスフォードへ一度引き返している。1906（明治 39）年ふたたび帰朝した彼は、早稲田大
学へ英語講師として奉職することとなり、さきに出した『真英国』の中から、「英国の盲人」
の項を抽き出して『日英の盲人』と題する小冊子を刊行した。あわせて左近允孝之進の「六
光社」から点訳本も作成し、それらを全国の盲学校に配布した。秋葉馬治『東京盲学校六
十年史』（東京盲学校,1935）に、明治 39年 7月 18日の日付で「好本督著『日英の盲人』
出づ」の記事が見える。秋葉は、それにつづけて好本の略歴をかなり詳しく記しているが、
『真英国』が『日英の盲人』の後に出版されたものとする過ちを犯している。 
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ア. 『日英の盲人』の内容 
 『日英の盲人』は、50ページ足らずの小冊子である。山県五十雄の「序」があって、「親
友好本督君は、早くより我が国の盲人教育に注意され、親しく、イギリスに留学された間
に、同国に於ける盲人教育の状況に就いて深く、博く調査研究された。今回その調査研究
の結果の一部を、我が国に於ける盲人教育の進歩に資せんとの志をもつてこの冊子に発表
された」（山県 1906:2）という刊行の趣意を述べている。前著の『真英国』の刊行趣意に
くらべれば、我が国の盲教育に資せんとする調査研究の性格が強調されていることに気が
つく。 
 内容は、その「目次」を挙げれば、『真英国』との相違が一目瞭然であろう。それは、「①
英国の重なる盲人学校 ②英国の重なる盲人会 ③英国盲人の職業 ④現存の著名なる英
国の盲人 ⑤盲人の能力が常人に劣らぬ理由 ⑥我が国盲人界の改良 ⑦われ盲人諸君に
望む ⑧我が国の婦人に望む ⑨英国の盲人により我が国の盲人へ寄贈の書籍 ⑩盲児の
父兄に一言す」の 10項目から成っている。これらのうち、『真英国』に殆ど述べられてい
なかった部分は、「⑧・⑨・⑩」で、後で補われた論述である。さらに補った部分を拾って
みると、「②」に、「盲人家庭教育会」と「国民盲人用図書貸出館」の二つを挙げることが
できる。この二つに関しては、特に好本は重要な事項として付け加えたのである。これら
の増補に関しては、その間の事情を示す資料として、1904（明治 37）年に、英国より東京
盲唖学校の同窓会誌『六星の光』に寄せた好本の「盲人の読書機関」という一文は興味深
い 7)。 
 
（2）『真英国』と『日英の盲人』の刊行趣意の微妙な相違 
 『六星の光』第 6号（1904・1・28）では、「盲人教育及び盲人状態改良に就いて何か書
いてみたいものであるとの余の宿望は、残念ながら未だ果たすことができない。それには、
いそがわしい（ママ）という申し訳もあるが、一つには、余の取調べがなお不十分である
ということである。ここには余の狭き見聞の一部を記し、かつは我が国の教育家または博
愛家のご尽力を仰ぎたいと思う」（好本 1904:35）（原文は点字）と、好本は書いている。
この文から察するに、我が国の盲人に、イギリスの進んだ盲教育や盲人福祉を紹介し、遅
れたその現状をすこしでも改良しようと考える好本の基本姿勢には変わりがないが、調査
研究を徹底して、我が国の教育家や博愛家に一層役立つものを書きたいとする彼の熱望は、
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『真英国』に対する世情の冷淡さや、一部の盲人たちの熱烈な期待が、彼のうちになんら
かの影響を与えていたことを示しているように思う。その意味で『真英国』と『日英の盲
人』には、微妙な姿勢の違いが見られるのである。なお、この号では、「国民盲人用図書貸
出館」のことが詳しく書かれている。これに次いで第 7号（1904・2・28）では「つづき」
として他の盲人図書館の紹介をし、点字図書の作成には、婦人の力が偉大であることを説
いて、我が国の婦人に点字図書の作成に協力するよう呼びかけている。 
 『日英の盲人』が出た 1906（明治 39）年の『六星の光』で、熊谷鉄太郎は、「多忙なる
将来」（第 40号,1906・12・28）の一説に「英国盲人について、詳しく知らんと欲する者は、
好本先生の著、日英の盲人を見るべし」（大塚 2007）と書いているが、『日英の盲人』が
出て一般に知られるようになり、『真英国』は盲教育界ではあまり顧みられなくなっていっ
たその後の事情を暗示している。 
 
（3） 好本督のその他の啓蒙活動 
 好本督のその他の啓蒙活動として、この時期のものをいくつか挙げておきたい。『真英国』
が各盲学校に送られた 1902年の京都市立盲唖院の『寄附金申込書綴』を見ると、「明治三
十五年七月四日 英国ノルウド盲人師範学校生徒製作手工品・一個 亜米利加州地図・壱
軸 日本支那地図・弐枚 英国点字書・三冊 英国盲人雑誌・四冊 支那ニ於ケル盲人用
記号文字（英書）・壱冊」が好本督の寄贈として記録されている 8)。彼は、『真英国』を送っ
ただけではなく、これらの品も寄贈しているという点を見逃してはならない。 
 次に挙げなければならないのは、「日本盲人会」の設立である。好本は、早稲田大学の英
語講師となった 1906年頃から念願の盲人界の改良の実践として、同志を集めて「日本盲人
会」を結成している。発起人として、山県五十雄（朝鮮ソウルプレス英字新聞主筆）、小西
信八（東京盲唖学校校長）、鳥居嘉三郎（京都市立盲唖院院長）、森巻耳（岐阜訓盲院院長）、
左近允孝之進（兵庫訓盲院院長）、さらに石川倉次（日本訓盲点字翻案者）などといった人
たちが名を列ねていた。この会は、好本の著書『日英の盲人』やヘレン・ケラーの『わが
生涯』、内村鑑三『後世の最大遺物』などを点字出版し、広くキリスト教感化を目指した。
しかし、その活動は、資金面から長続きしなかったようである。 
 好本が、東京盲唖学校の同窓会誌『六星の光』に寄稿したことは前にも述べたが、1911
（明治 44）年 10月 28日付『六星の光』第 96号には「10月 7日本校における好本督先生
の講演」の記事が載っている。これは、『東京盲学校六十年史』によると、蓄音機をもって
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欧米の音楽を生徒に聴かせた後、英国より帰朝した好本督を招いて、欧米における盲人教
育の講習会を開いたこと、夜には、キャンベルの盲人師範学校の実況を幻灯でもって紹介
されたりしたことが分かる。『日英の盲人』を出し、先進国である英国盲教育界の紹介者と
して彼が既に認められてきていることをこの記事は物語っていると言ってよい。 
 
4） 好本督によるイギリス盲人福祉の紹介の意義と受容の種々相 
 以上で好本督の最も初期にあたる、イギリス盲人福祉の紹介を通して我が国の盲人社会
を啓蒙し改良することを目指した活動を見てきたのであるが、ここでは、その活動に対し
て盲人社会や盲教育に携わる人々がどのような反応を示し、彼が移し植えんとした思想や
施策、事業をどのように受容し展開していったかを略述しておきたい。そうして、彼のイ
ギリス盲人福祉の紹介の意義について考察を進めていきたい。 
 東京盲唖学校を卒業し、横浜基督教訓盲院の教師となった熊谷鉄太郎は、『六星の光』第
40号（1906年 12月 28日）に「多忙なる将来」という一文を投じている。その中で、彼は、
盲人の将来にとっていま最も努むるべき仕事は、「盲人界風儀の改良、盲人団体の組織、盲
人の中等および高等教育同じく幼稚園、貧盲の救助、小僧按摩をその残酷なる師匠の手よ
り救い出だしてこれを教育すべき道、読書機関の準備、旧職業保全およびその改良、新職
業の発見等、吾人の前途にるいるい山をなして」（大塚 2007）と述べている。これは、1905
（明治 38）年 2月 19日、第 21回帝国議会において鍼按業を盲人の専業とすることを趣旨
とする「盲人保護に関する建議案」が提出された当時、『六星の光』でも盲人保護に関する
議論がいくつか寄せられているのに対して熊谷が、欧米の盲人と対比させ日本の盲人の生
活の様子を述べ、盲人教育の必要性を説いた上で日頃彼が懸案としている盲人問題を主張
したものである。この彼の主張は、上に見てきた好本督の考えにほぼ合致するものである
と言ってよいであろう。別なことばで言い換えれば、①キリスト教による自律、②高等教
育へ向けての人材育成、③点字図書の充実、④教育制度の整備と盲児の完全義務教育制の
実施、⑤盲人団体の組織化、⑥新職業の開拓という、欧米の盲人教育や盲人福祉の知識に
よってもたらされた我が国盲人界の問題である。因みに『真英国』や『日英の盲人』が、
それらの問題にどのような影響を及ぼし、それらが以後どのような展開を見せたか検証し
てみるに、特に②と④に刮目すべきものを見るのである。 
 「一冊の教科書さえ点字で出版されたものがない、生徒たちはみな先生に読んでもらっ
て、点字でこつこつと一点ずつ、つきながら教科書を写しとるか、それとも誰かの写した
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のを借りてこれを復写するよりほかに道がないのです」と熊谷（1960:173）で言っている
のが、当時唯一の官立であった東京盲唖学校に学んでいた全国選りすぐりの盲生徒の現状
であった。教科書すら持ち得ない有様の盲生徒たちが、『真英国』に紹介されている進んだ
英国の盲人教育に触れて、一番に反応を示したのは言うまでもない。 
 熊谷の『薄明の記憶』によると、五月半ばの或る日曜日の午後、盲部の同窓会の席上で
盲部の主任教師であり、同窓会の会長でもあった石川重幸が一時間をかけて『真英国』の
中の「英国の盲人」を読み聞かせてくれた。その時の一同の驚愕と感激、さらにはその世
界への憧憬は、既に「 1）」でも述べた通りである。 
 この『真英国』を最もよく理解し、好本督への接近を試みた者に中村京太郎と熊谷鉄太
郎の二人が考えられる。ただ、当時中村は正則英語学校に通っていて、盲人で唯一英語の
できる人物であった。このことが中村の英国留学生第１号に繋がるのである。さて、中村
の英国留学が実現し、いよいよ神戸港から英国へ向けて出帆という時に、当時兵庫訓盲院
に移ってきていた熊谷は、中村を見送ったとき、今度は好本先生の援助を受けて自分が留
学する番だと思ったと『薄明の記憶』に記している。彼は、その直後好本の世話で関西学
院神学部の聴講生として入学したのであった。 
 時代はすこし後になるが、英国留学から帰国した中村京太郎は、しばらく全国各地に講
演をして回ったが、なかなか受け入れられなかった。同愛訓盲院に勤めるようになって、
平方竜男を誘い、共同生活を始めると、鳥居篤治郎や秋元梅吉などの若い仲間たちが出入
りするようになり、そこで持ち上がったのが、自分たちの手で理想的な盲学校を作ろうと
いう話である。彼等は、早速「私立日本盲学校設立趣意書」のチラシを作成した 9)。そこ
で、「常人との差異を指摘して恐るべきは宿命観に陥らしむる等その弊少なからず」と言っ
て、晴眼者の行う盲人教育を批判し、盲人教育は盲人の手でということを主張したのであ
る。そうして、「①幼年盲人の教育 ②職業教育の発展完成 ③確乎たる精神教育」の３点
を掲げた。この趣意書は、大正 8年 2月の日付で、発起人に中村京太郎・平方竜男・秋元
梅吉・鳥居篤治郎の４名が書かれている。 
 この計画は、資金面でうまくいかず、実行に移す前に挫折してしまったのであるが、こ
こに見る夢に向かって戦おうとする人たちに血潮漲る青春群像の息吹が感じられる。そう
してそのような彼等の背後には、「先生」格で好本督の姿が浮かんでくる。 
 1923（大正 12）年に出た「盲学校及聾唖学校令」は、各府県に盲学校と聾唖学校を必ず
１校ずつ設置するようにと決められたりした、わが国の盲唖教育史上かなり画期的な法令
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であるが、1906年に文部大臣に建議書を東京盲唖学校校長小西信八、京都市立盲唖院院長
鳥居嘉三郎、大阪盲唖院院長古河太四郎の三名が連署して提出して以来、発布までにかな
りの長年月がかかったのであった。なぜこのように長くかかったのか。『点字大阪毎日』第
35号（大正 12年 1月 4日）で中村京太郎は、現場教師の怠慢で、結果的には文部省の主
導でこの法令が出来上がったことを言っている。それはさておき、この法令に好本督の『真
英国』や『日英の盲人』がどのように関わったのかは具体的に検証することは難しいが、
なんらかのかたちでこれに寄与したことはあり得ることである。三名の連署で文部大臣に
出されたこの建議書以後、新しい盲聾唖教育令を求める動きが活発となり、展開されてい
った。建議書は、三名によって成文化されたが、それは、「①学校編成 ②学科程度 ③校
舎及び教具 ④職員資格 ⑤盲人保護法案その他教育上に関する件」の４項目より成るも
のであった。また、1911年には、「盲唖ソノ他特殊児童教育取調委員会」が出来て、「本俸
及ビ欧米諸国ニ於ケル盲唖ソノ他ノ特殊児童教育ニ関シ調査スルコト」という調査項目が
付されていることを思うと、その過程で、『日英の盲人』が参考となったのは認めてよいで
あろう。 
 こうして、好本督の活動のうち最も初期にあたる『真英国』と『日英の盲人』の出版を
通して行ったイギリス盲人福祉の紹介を、啓蒙と受容の面に分けて見てきたのであるが、
ここでその紹介のもつ意義についてまとめておきたい。盲人を育てる教育を中心に、さま
ざまな制度や施設、事業などの充実した環境の中で、盲人が晴眼者と肩を並べて生きてい
く社会が実現しているイギリス盲人福祉の紹介は、我が国の盲人界に夜明けを告げる鐘の
音のように響いてきたのであった。細かいことは措くとして、その意義を二つにまとめた
いと思う。まず一つは、我が国の盲学生に高等教育（海外留学を含む）への道を拓き、盲
人界の改良に役立つ、広い見識をもった人物を育成していくことに力があったことである。
もう一つは、我が国の盲教育制度の改革に役立ったこと。特に、前者の意義は、特筆され
てよい。さらに付け加えて言うならば、市場経済の原理が支配する現代にあって、障害者
の自立はますます困難となってきている。いまこそ好本の生き方やその活動は見直されて
よいのではなかろうか。 
 
おわりに 
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 『真英国』の出版された 1902年は、序文で内村鑑三が言うように「日英同盟」が結ばれ
た年であった。しかし日露戦争を挟んで、我が国は急激な軍事大国化へと突き進んでいく
のである。そのために、地方の農漁村は疲弊し、都市部貧困層はさらに増大し深刻化の様
相を一層深めてきていたのが当時の現状である。無論障害者も困窮の底に喘ぐ有様であっ
た。これらの人への救済は、篤志家の慈善に任せられることが多かったが、しかしこの頃
から組織化の動きが見え始め、感化救済事業の時期にさしかかった年代と言っていいであ
ろう。我が国では、すでに片山潜が、三ヶ月のイギリス旅行の成果として「琴具須玲館」
というセツルメント事業を 1897（明治 30）年に始めているのではあるが、実際に好本督も、
セツルメント事業としての「トインビーホール」などの見聞を通して社会福祉の精神を体
得して帰国したのであった。彼は、オックスフォード精神としての「主はわが光」による
隣人愛を最上のものとして、隣人である日本の盲人に『真英国』や『日英の盲人』を贈っ
たのである。このことは、言うならば我が国の盲人界への一種の種蒔きであった。この意
味で、好本督は、わが国の近代盲人福祉の歴史において源流となり得ている。 
 
〈注〉 
 
1) 安在邦夫（1990）「本学初期の視覚障害教員好本督」障害学生問題研究会編『総合大学
における障害学生のあり方の基礎研究』多賀出版,275-283。 
2) S.A.バーネットの来日に際して、1891年に、すでに「トインビーホール」を訪れてい
る横井時雄の「バーネット君夫婦に就いて」などの紹介文が雑誌に見える吉田（2003）。 
3) 「我が国において将来定むべき救貧制度は、宜しく公益主義たるべし。単純なる慈恵主
義たるべからず。公益主義とは、専ら公益上より打算して、救済するの謂にして、憐憫、
慈恵即人情上より救済するに非ず。単純なる慈恵主義とは、専ら人情忍びざるという考
えより救済するを言うなり。等しく疾病を救療するにも、早く治療せしめて、働かすほ
うが社会の利益なりと言うがために、救療するは即公益主義なり。また、人情捨ておき
がたしというがために救療するは、即単純なる慈恵主義なり」（窪田 1899）の意見に通
じるものがある。 
4) ここで挙げられている留岡幸助の『慈善問題』というのは、1898年 10 月 30日に出版
された『慈善問題』を指している。好本督が、留岡と内村鑑三を通して深く関わりのあ
ったことは知られている。留岡も、感化救済の思想を代表する一人である。 
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5) 丸川（1929）や大河原（1938）、加藤（1994）などに、その展開が述べられている。こ
の運動の成果としての「盲学校及聾唖学校令」の制定に至るまでの経緯については平田
（1989）が詳しい。 
6) 1929年の 2月から 12月にかけて岩橋武夫は、「英国に於ける盲人社会立法」を『社会
事業研究』に連載し、英国留学の成果を発表した。青柳まゆみ・中村満紀男（2001）「19
世紀末イギリスにおける視覚障害者の生活実態と社会の期待――1889年盲聾等王命委
員会公聴会証言を中心に」『心身障害学研究』25,89-99は、19世紀末の視覚障害者の生
活実態と社会の期待との関係を盲聾等王命委員会の公聴会議事録を使って分析したも
のであるが、これによると、好本のイギリス盲人福祉の紹介が、我が国に移し植えるに
有益なものと考えられることに眼を向けていたことが、逆に偲ばれる。 
7) 点字雑誌『六星の光』は、東京盲唖学校の同窓会誌である。現在筑波大学付属視覚特別
支援学校の資料室に所蔵されていて、その総目次が津曲裕次監修（1990）『障害者教育
福祉リハビリテーション目次総覧』（大空社）によって引けるようになっている。明治
での好本督の論説は、それによると２件である。大塚（2007）に詳しい記述がある。 
8) この書類は、現在も京都府立盲学校の資料室に所蔵されている。この年の寄付者には、
佐伯理一郎や奥村三策などの名が見える。なお、『明治三十五年四月 当直日誌 盲唖
院』の 7月 4日の項には、「好本督氏来院」の記録があり、寄贈のことが記されている。 
9) その時のチラシの一枚が、京都府立盲学校の資料室に、『本院ニ関ル盲唖教育書類』と
いう文書の中に収められて、保存されている。 
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第 2章  近代盲人福祉の先覚者好本督 
     ――「日本盲人会」の試み―― 
 
はじめに 
 
 1906年に好本督（1878-1973）が組織した「日本盲人会」は、『世界盲人百科事典』では、
「そのころ東京に『日本盲人会』が組織されて、それが盲人伝道を推進している」（「世界
盲人百科事典」編集委員会 1972:141）と記述しているが、しかし、その会は、盲人へのキ
リスト教的な感化に力点はおかれていたが、単なるキリスト教の伝道教化団体ではない。
試みようとしたその事業内容は、大半は社会の底辺で貧困に喘ぎ、文化の光に浴さない盲
人に対する福祉事業を行おうとすることにあった。それは、イギリス盲人福祉に範をとっ
た、我が国において最初となる科学的で総合的な盲人福祉事業が目指されたものであった。 
 
第 1節  「日本盲人会」の結成に至るまで 
 
1） 盲人のおかれた社会の実情と盲人福祉の実体 
 明治政府によって「当道」が廃止されて以後、明治前期社会においては、盲人には、半
ば家族扶養に支えられながら、なお比較的安定していた近世以来の職業が僅かに残されて
いた。盲児の親たちの教育要求は、当然学校よりも、芸能、鍼灸の弟子に向けられ、ある
いは大多数の貧しい階層にあっては、短期間で生計の足しになる按摩渡世の道を択んだ。
19世紀末、世界資本主義に日本が急速に組み入れられる過程で惹き起こされた 1880年代
の経済不況、1890年の第一次資本主義恐慌などを通して、農民の、小作貧農や賃労働者へ
の没落が進み、これまで盲人の生活を支えてきた家族扶養と伝統的職業の基盤をも徐々に
掘り崩してゆく。経済的変動に加えて、西洋医学の普及と医療制度の近代化に対応して、
1890年前後に、「盲人の業となすべき鍼按治療を研究」する目的で、多くの鍼按講習会、
盲人教育会が出現した。盲人、鍼按業者を中心に、私塾、あるいは同業組合の経営という
かたちで、ある場合には、地方名望家、宗教家の支持を得て各地に設立された。講習は、
医師を招き、月一回から数回、あるいは常設のものもあった。例えば、「東京盲人教習会」
（1888年）は、毎日午前中、解剖、生理、病理、鍼治、按摩を教授した。盲人およびその
家族の窮迫に応じて、講習の多くは無料で開放された。そうしてこれらが盲学校へと進展
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していったのである 1)。こうした流れとは別に、盲人保護の立場から、1901 年に「東京医
学協会」2)が設立されて、板垣退助を顧問に、東京築地本願寺の援助を得て、鍼按講習所
設置や医学書点字出版などの盲人教育事業に力を入れるとともに、盲人鍼按業者の生活を
守るために政界に働きかけ、鍼按業を盲人の専業とする運動を開始した。こうした動きは
いずれも、盲人が、旧来からの鍼按業によって職業的自立を図ろうとする活動であるが、
これらの動きを背景としながら、「日本盲人会」は、欧米に眼を向けた、より広い視野に立
って、我が国の盲人に援助の手を差し伸べ、あまりにも貧しすぎる我が国の盲人福祉事業
の改善を目指したのである。例えば、盲人に高等教育への道を開くことなども視野に入れ
ていた。しかし後述するように、この会の試みは不成功に終わった。 
 本章は, 英国の盲教育や盲人福祉を我が国に紹介した好本督の, 先覚者としてのその業
績を明らかにしようとする好本督研究の一環のものである. ここでは, 好本の, 盲人福祉
への第一歩となった「日本盲人会」の取り組みが, その後の彼の歩みにどのようなことを
齎したのかをたどり, そうして, それが, 我が国の盲人福祉の上にどのような実績を生み, 
育てていったか, それを明らかにしていくことが目的なのである. 
 
2） 好本督の帰国 
 好本督は、高等商業学校を卒業した後、イギリスのオックスフォード大学に学んだので
あるが、のちにオックスフォードに住居を定め、現地の人と結婚して永住を決意する。そ
うして、「オックスフォード商会」を経営し、実業の方面に長く従事したのである。 
 好本は、イギリスに渡ってから、計 9回の帰国を繰り返している 3)。初めの 2回は、永住
を定める前の帰国であるが、あとの 7回はイギリス永住後の帰国であった。その帰国には、
それぞれに意味があって、そのことは好本督研究の上で看過できない事柄である。 
 彼の最初の帰国は、1902（明治 35）年、24歳の時である。その帰国の理由は、父の病気
を知らされたことであったが、それとともに、オックスフォードに培われたキリスト教の
よき伝統と遺産に触れ、オックスフォード大学の「主はわが光」の精神に基づいてイギリ
スの真の姿を我が国に紹介しようとすることが、また別な目的 4)でもあった。そのために、
彼は、『真英国』を出版する。特に、彼自身が弱視という障害の身であったことから、我が
国の盲人に寄せる思いは強く、英国の盲教育や盲人福祉の紹介を通してその啓蒙を図ろう
としたのであった。滞在期間はそう長くはなかったようである。 
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 一度オックスフォードに引き揚げて、オックスフォード大学で新たな研鑽の日々を送る
が、体調をこわし、療養のため 1904年に帰国して、芦屋の実家に身をおくことになる。全
快した後、上京して従兄の山県五十雄宅に仮寓し、1906年に早稲田大学講師となり、「日
本盲人会」を設立する。そこで彼は、生活の拠点を得て、念願の盲人福祉事業にとりかか
ろうとしたのであった。療養中はいうまでもなく、上京した以後も、彼は、実家のある関
西にしばしば帰ってきて、さまざまな人との交流があった。その中に、点字活版印刷機を
発明し、日本で最初の点字新聞を発行した左近允孝之進との交流を見落としてはならない。
好本は、先に出した『真英国』から「英国の盲人」という部分を抜き出して、一冊にまと
めた『日英の盲人』を刊行した際、それに併せて、左近允の「六光社」からその点訳本を
出版している。恐らくこれが契機となって、好本は、日頃構想していた英国における「内
外盲人協会」5)にあたるものを日本にも作りたいという夢を実現させて、「日本盲人会」が
結成されたのであろう。この会は、点字図書の出版を主なる事業として、盲人の啓発に努
めた。しかし、この試みは、思うような寄付を得ることができず、二、三年足らずのうち
に資金面で行き詰まり、好本は已む無くオックスフォードへ引き揚げてゆく。その後、そ
の地でマーガレットと結婚して、オックスフォードに住居を定め、「オックスフォード商会」
（「オックスフォード・ホーム」ともいう。そこに働く人を「O.H同人」と呼んでいる）を
設立して、実業の方面で身を立てることとなった。1911年に彼は三度目の帰国をしている
ことが、確認できる 6)。 
 この 3回の帰国については、好本はあまり詳しい記録を残していない。4 回目の帰国は、
彼にとっては衝撃的な出来事として、最初の自伝である『十字架を盾として』に詳細に記
されている。それは、神戸の支店を任せていた支配人が投機に手を出し、多額の負債を残
して逃亡してしまった。そのために倒産の憂き目に逢ってしまったからである。彼はその
処理のために急遽帰国したのであった。1914年のことである。英国へ引き返したのはその
翌年であったが、またその翌々年、世界第一次大戦の最中の 1917年に五度目の帰国をする。 
 好本は、生まれつき弱視で、そのために夜は行動に不自由を来たす状態であったので、
英国から日本までの旅行は、困難を伴うことも多かったのである。その後の三度の帰国は、
眼の状態が更に悪化していったことで、難渋を極めた。世界第二次大戦を前にした日本が
英米との緊張関係にあった中での帰国は、悲惨なものであったに違いない。終戦を挟んで
7年間の日本の滞留の後、妻の待つオックスフォードに引き返し、その地で永眠する。 
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 彼が度々の帰国をなぜ繰り返したのか、このことについては、6度目の帰国の後、英国
へ引き返すその途次に、東京の「O.H同人」に宛てて出した次の手紙が、その間の事情を
よく伝えているであろう。「この手紙は、今のイタリヤの北に近い海上で書いています。私
が、日本の皆様と別れるのは、復た会うまでに更にわが盲界のために準備し、一層尽くさ
して頂きたいためで、行くも帰るも私にとっては同じです」（好本 1949:147）と言ってい
る。しかし、彼が本当にそうした気持ちで行動を起こすようになったのは、2度目の帰国
後、我が国の盲人のためにその啓発と福祉を目指して設立した「日本盲人会」がうまくい
かず、撤退せざるを得なかった以後のことである。本稿では、この 2度目の帰国に焦点を
当てて、特に「日本盲人会」について検討してみよう。 
 
3） 第 2回の帰国のあらまし 
 『十字架を盾として』の「編者の言葉」にあたる「著者は如何なる人で、これは如何な
る書であるか」で、山県五十雄は、好本のこの第 2回目の帰国を、「帰朝後は暫く早稲田大
学に教鞭を執られた。此間に君は盲人の為めに一の協会を起し、宿望の達成に努められた
が、これに要する資金の欠乏の故により、成さんと欲する所の百分の一をも実行すること
が出来なかった。そこで君は資金を作るの目的を以て、父の同意を得たる後、再び英国に
渡航し、神戸、倫敦及び牛津に店を設けて日英貿易の事業を開始された」（山県 1934:3）
と述べている。好本の身近にいて、彼の最大の理解者であった山県のこの文章は、第 2回
目の帰国を、簡略ではあるが、的確に伝えている。これに少し補うとすれば、「盲人のため
の一の協会」といっているのは、「日本盲人会」のことであり、山県が、「宿望の達成に」
といっているのは、好本が、英国の盲人福祉の研究を通して、盲人界の啓発のみにとどま
らず、自らの手で我が国の盲人を救いたいという念願を抱くようになったことを明らかに
している。しかし、資金不足が、この会を解消せざるを得なくしたのであった。後で詳し
く触れることになるが、大隈重信の名刺が、寄付を頼むのに何らの役に立たなかったこと
を通して、盲人福祉事業の資金は、自分で作る以外にないことを思い知らされた体験が、
「オックスフォード商会」の設立の背景にあったことを記しておかねばならない。 
 なお好本は、『十字架を盾として』で、この「オックスフォード商会」の設立の目的を、
我が国の「盲人救済運動」乃至「盲人救済事業」の資金作りのためであったと言っている。 
 この 2回目の帰国のあらましは、この文章によって理解されてきた。そうして、好本の
帰国を 1906年とするのが通例であった。ところが、早稲田大学に、好本が奉職する際に提
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出した邦文と英文の二つの履歴書が存在することが、最近、確認されたのである。安在邦
夫によると 7)、その履歴書にはかなり細かいことまで記されていて、それによって従来見落
とされていた重要な事実が浮かび上がってくるのである。それは、2回目の帰国が、事実
は、体調をくずして、病気療養のために 1904年に帰国していたのである。彼は、実家のあ
る芦屋で静養につとめ、この間、関西を中心として、有力な盲人指導者たちとの交流があ
ったことが推測される。その中に、左近允孝之進との交流があった。左近允は、1905年に
二面式刷り点字活版機を製作、特許を取った。そのことが、『大阪朝日新聞』（1月 15日付）
によって報じられているので、恐らく、それ以後に好本と左近允との関係が生じたと考え
てよいであろう。二人の関係でいうと、初めは、『日英の盲人』の点訳本の出版を依頼した。
おいおい二人の話し合いのうちから「日本盲人会」の構想が具体化してくる。この時点で
の好本と左近允との交流について触れられたのは、山本優子である。その著『見はてぬ夢
を』は伝記小説であるが、資料に基づいて書かれた推論は、概ね納得のいくものである。 
 
第 2節  「日本盲人会」の結成 
 
1） 「日本盲人会」の結成について 
 「日本盲人会」が、社会福祉史で取り上げられることはない。それは、この会が殆ど好
本督の個人的な試みであり、資金不足のため早期に解消したことで、注目されることはな
いからである。ここで、1900年前後の盲人福祉に関するものを、文献から拾って、その流
れを簡単に概観しておくと、一般の福祉史では、吉田久一（1964）が、「東京医学協会」の
ことに触れている。盲人を扱った文献では、社会学的な立場から運動史として論じた加藤
（1989）は、盲人に対する問題を、盲教育と盲人保護運動の両面から取り上げ、職業的自
立の問題として記述している。生活史的に論究する生瀬（1997）も、同じ取り上げ方で生
活面に光を当てている。また、文化史的に取り上げた山田（1987）も、盲人の問題の取り
上げ方は同じであるが、1890（明治 23）年に石川倉次によって日本点字が完成されたこと、
また、明治末年に各地の盲人団体で点字図書館の原型としての巡回文庫の動きがあったこ
とを指摘している。こうした中で、中央盲人福祉協会（1941）が、「日本盲人協会」を、「日
本盲人会」の後身であるとして、「日本盲人会」について触れているのが目につく。しかし、
「日本盲人会」は解消されたのであって、好本と山岡熊次とには接点がなく、会のメンバ
ーも全く異なっていて、「日本盲人協会」は別な団体である。これはまた、石松（1959:23）
- 72 - 
 
にも同様の混同が見られるが、石松量蔵の記憶違いとみてよい。（谷合 1998:31）が、「日
本盲人会」と「日本盲人協会」を併記して記すように、別団体として取り扱うのが適切な
のである。 
 従来、「日本盲人会」については、殆ど関係資料が残されていないとして、触れられるこ
とがない。辛うじて石松（1959）や今駒（1981）、阿佐（1993）などに簡単に記されている
に過ぎなかった。それらは、参加したメンバーの名や、出版した点字図書の書名を数冊挙
げているだけで、試みようとした事業内容に触れたものはなく、この会のもう一人の主役
左近允孝之進の存在を見落としている。しかし、「日本盲人会」の関係資料がいくつか出て
きて、それらのものよりは実態がかなり判明してきている。その関係資料というのは、ま
ず一つは、京都府立盲学校資料室に所蔵されている「日本盲人会約束」である。これは、
「日本盲人会」の発足時の簡単な取り決めと思われるが、決定的な資料といってよい。い
ま一つは、左近允孝之進の出していた点字新聞『あけぼの』8)である。この新聞は、現在
筑波大学付属視覚特別支援学校の資料室にかなり号数は欠けているが、合綴本として保存
されていて、この点字新聞から「日本盲人会」に関係する記事をいくつか拾い取ることが
できる。さらに、神戸市山手通にある「多聞教会」が発行した『多聞教會月報』第 38号
9)からも関係資料を拾うことができる。「日本盲人会」の活動の実態を明らかにするために
は、まだまだ資料不足は否めないし、推測にも限界があり、特に組織としての活動実態が
不明確な点は従来と変わらないのであるが、本稿では、これらの関係資料を使って、好本
個人に重点を置いて、新たに確認できる「日本盲人会」のその実体と成り行き、その後に
残した問題などについて検討してみたいと思う。 
 
（1）「日本盲人会」の結成 
 直接「日本盲人会」の結成を示す資料に「日本盲人会約束」がある。この資料は、広く
会員に呼びかけたチラシと思われる。評議員の一人であった留岡幸助の編集する『人道』
第 19号（1906年 11月 15日発行）の「彙報」でも、このチラシの内容が載せられている。
会の目的は、「盲人の一般状態を改新せしめること」であった。ここで言う「改新せしめる」
というのは、「改良する」ぐらいに受け取ってよいであろう。つづけて会の事業内容として、
「盲人用書籍貸出所を作ること 盲人用書籍を発行して、できるだけ安く、盲人に供給す
ること 盲人用器具を製作して、実費を以て盲人の需要に応ずること 盲人雑誌を発行す
ること 就学し得ざる盲人の為に講義録を発行すること 内外の盲人に関する教育職業其
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他一切の事を研究して、これを発表すること 貧困なる盲人の就学及び就職を補助するこ
と」の 7項目を挙げている。会の組織は、会員制をとり、「この会の事務を扱う為に、幹事
三名、評議員若干名を置く」として、幹事には、奥村三策、好本督、左近允孝之進の 3名
が当たり、評議員には、鳥居嘉三郎、留岡幸助、谷口富次郎、山県悌三郎、山県五十雄、
古河太四郎、小西信八、五代五兵衛、森巻耳 等が名を列ねた。 
 結成の日付は記されていないが、1906（明治 39）年であることは『人道』の記事からみ
ても間違いない。幹事として、好本のほかに奥村三策と左近允孝之進の名が挙がっている
が、この両名は、ともに点字印刷機を製作し、点字図書出版を試みている 10)。その意味で、
実行役として参加していることに注意したい。奥村は、鍼按の大家として有名であり、「東
京盲唖学校」教諭であった、また、左近允は、「神戸訓盲院」を設立し、盲教育に普通教育
の必要を主張していた。 
 評議員には、「京都盲唖院」院長鳥居嘉三郎、「東京盲唖学校」校長小西信八、「大阪盲唖
院」院長古河太四郎、「岐阜訓盲院」院長森巻耳など、当時の盲教育界をリードする顔ぶれ
が揃い、恐らく内村鑑三との繋がりであろう留岡幸助の名前が見え、好本とは、縁故関係
があり、協力者でもある英字新聞「朝鮮ソウルプレス」の主筆であった山県五十雄などが
名を列ねた。こうした人たちは、みなキリスト教に深く関わっている。なお、谷口富次郎
は、東盲の奥村と肩を並べる鍼按の大家として知られ、「京都盲唖院」助教諭であり、五代
五兵衛は、「大阪盲唖院」の創立者である。この後、評議員に日本点字の翻案者石川倉次も
加わっている。山県悌三郎は、後で出てくるが、ヘレン・ケラーの『わが生涯』の翻訳を
出した「内外出版協会」の設立者で、山県五十雄の兄である。 
 
（2）「日本盲人会」の経緯 
 「日本盲人会」の発足の日付が、何時であったかは特定できないが、それに先立つ講演
会が、神戸の多聞教会で開催された記録が残されていたことが判明した。それが、『多聞教
會月報』38（1906年 4月 25日付）である。この資料を最初に紹介したのは、 山本優子で、
「ちょうど好本が健康を害して帰国し、しばらくの療養の後、早稲田大学の英語講師とし
て日本に滞在していた期間、1906年（明治 39年）から二、三年の間の交わりであったが、
お互いが分かち合ったものの大きさは計り知れない」（山本 2005:125）と、好本と左近允
との交わりを『見はてぬ夢を』に略記し、それにつづけて、「日本盲人会」発起のための講
演会が開かれた 1906年 4月 17日の夜のことを、多聞教會（1906）の記事に基づきながら、
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「多聞教会を会場として、『訓盲院ならびに日本盲人会発起に関わる演説会』が持たれた。
松井牧師が司会を担当し、孝之進がまず開会の辞を述べることになった。準備を重ね、と
うとう当日が来た。大勢の聴衆が集まっているのを感じる。全国組織の『日本盲人会』発
足を、一般の人々の前でも宣言できる時が来たという万感迫る想いに孝之進の声は震えた。
大阪盲唖院教頭目黒文十郎、京都盲唖院教師谷口富次郎の講演に続き、好本が『英国の盲
人』という題目で講演をした。70名を超える聴衆の感動のうねりを、孝之進は全身で感じ
ていた（山本 2005:127）と、書き進めている。 
 その後、好本は、かねてから深く共感を覚えていた左近允の点字新聞、点字出版物普及
への取り組みを積極的に支援するとともに、「日本盲人会」独自の企画としての盲人用書籍
の出版に取りかかった。 
 この当初の経緯からみて、好本督と左近允孝之進とが、「日本盲人会」立ち上げの時期か
ら核となって実行の段階まで推し進めてきたことが察せられる。好本は、まず人脈を通し
て組織づくりにとりかかり、上に見てきたような取り決めを作り上げるが、いざ実行とい
うことになると、盲人用書籍貸出所や盲人用器具の作成などまでには至らなくて、辛うじ
て、盲人用書籍の出版と、就学し得ざる者のための講義録の作成に取りかかったのである。 
 具体的な活動に関して、以下点字新聞『あけぼの』から拾ってみると、まず、次のよう
な記事が出てくる。「好本督氏『日本盲人会』幹事 好本氏は、早稲田大学暑中休暇となり
たるをもってこの頃神戸の自宅に帰省中なり。出郷は、多分九月明けてするなるべく、そ
の間は、盲人会事務所（東京）は事務を取り扱わぬとのことなり」（第 110 号・1907年 7
月 18日発行）という記事が、まず見える。これにつづいて、「『日本盲人会』事務所 目下
仮事務所として東京小石川区高田老松町 42番屋敷山県氏宅に設けられた。因みに幹事好本
氏は、先日来神戸滞在中なりしが、九月一日頃上京の筈なり」（第 120号・1907年 8月 28
日発行）という「日本盲人会」に関連する記事を拾うことができる。この二つの記事を通
して推測できることは、「日本盲人会」が、まだ本格的な活動に入っていないということで
あり、規模も小規模なものであった。施設や設備はなく、携わる従業員もいないという実
情が推察されよう。しかし、第 120号の付録中の記事は、注目すべきものである。「『特別
広告』点字出版ご披露 予ねて『日本盲人会』で計画していたヘレン・ケラー原著文学士
皆川正禧氏翻訳の『わが生涯』という書は、いよいよわが社で印刷致しまして、すでに売
り出しています。極くわかりやすい、面白い、言文一致体ですから、盲人の読み物にはも
っとも適当です。紙数は 340ページ、即ち 170枚の一冊もので、製本も丈夫です。値段は、
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70銭と郵税 8銭要ります。ご注文は、全て金を添えて送ってください。本社へでも東京の
盲人会へでもご随意にお申し込みあれ」というもので、1907年 8月 28日の段階で、ヘレ
ン・ケラーの『わが生涯』が刷り上ったことを報じている。この皆川正禧訳のヘレン・ケ
ラー著『わが生涯』は、1907年 5月 30日に「内外出版協会」から出されたもので、小型
ではあるが、232頁からなるものである。点字用紙が、170枚というところからみると、全
文の点訳本というのではなく、抜粋であることは、容易に推測できるが、それにしても、
出版直後にその本を入手したとしても、三ヶ月足らずの短期間にその点訳本が完成してい
るのは驚きである。なお、「日本盲人会」で出版したものには、この書に先立って好本の『日
英の盲人』が既に出版されている。これは、「好本督著『日英の盲人』出ヅ」の記事が 1906
年 7月 18日の日付で秋葉（1935）に見えることから、『わが生涯』が、ほぼ一年後に出版
されたことが分かる。9月 14日に発行された点字新聞『あけぼの』第 122 号に、「ヘレン・
ケラーの『わが生涯』は、早く注文せぬと品切れになります」という記事が出ていること
から、なかなかの好評だったようで、かなりの盲人が購読したことが察せられる。 
 「日本盲人会」が行おうとしたのは、上に見てきたように、「盲人用書籍貸出所を作るこ
と、盲人用書籍の出版、盲人用器具の製作と販売、盲人雑誌の出版、就学し得ざる盲人の
ために講義録を出版すること、内外の盲人に関する教育や職業その他についての研究と発
表、貧しい盲人に就学や就職のための援助」の七つであったが、計画が実行に移せたのは、
「点字図書出版」と「講義録の出版」であった。点字図書としては、ヘレン・ケラーの『わ
が生涯』や内村鑑三の『後世への最大遺物』など、講義録は、早稲田大学の『早稲田中学
講義録』（好本は、英語を担当した）であった。これに、「盲人雑誌」に代わるものとして
左近允が先に出していた点字新聞『あけぼの』があり、「内外の盲人に関する研究物」とし
て、好本の『日英の盲人』を示すことができる。この事業で、恐らく最も行いたかった事
業は、「盲人のための点字図書館」であっただろう。そこでは、婦人の尽力を得て、多くの
点字図書を作成し、それを貸し出すという事業である 11)。しかし、この夢は実現しなかっ
た。貧しい盲人への援助などはとても及ばなかったのが実情ではなかっただろうか。 
 なお、活動の一つとして、1908年 4月 7日に京都盲唖院で開かれた「第 2回全国盲唖学
校教員会」に、「日本盲人会」の出席が記されている（丸川 1929:124）。これは、恐らく好
本が出席したものと思われる。 
 それでは、好本たちの活動の実際は、どのようなものであったのか。それを推測させる
資料が好本自身のことばで残されている。「私は盲人救済運動を企画した当初、早稲田大学
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に教鞭を執っていた関係から、当時の総長大隈伯とは面識があった。それで私はこの運動
を始めるのには一番、大隈伯を説き、伯を担ぎ出すに如かずと考え、一日畏友 Y氏と共に
伯を訪問したのであった。あの広壮な庭園を見晴した応接室で、私共は伯を前にして世界
に於ける盲人教育事業の発達から説き起し、日本に於けるこの種の運動の微々として見る
べきものなき現状を述べ、文明国として盲人教育の普及は等閑に附すべきものに非ず、否
これに対して何らかの寄与をなすは、吾人の義務なることを力説した」（好本 1934:18）と
ころ、腕を拱いて一々大きく頷いていた大隈重信は、Y氏が弁じ終わると、滔々として水
道の栓を開けたように、この種の事業の意義を強調したのである。この時の大隈の演説は、
その後に、彼を訪問した神戸訓盲院の左近允も、また恰もレコードの回転するがごとく一
言一句違わぬことを拝聴させられたという。そこで、「兎に角私共の主張が伯の共鳴を得た
ことは、何よりも大きな援助と思った。終りに臨んで伯はこの運動に就て私共を諸名士に
紹介すべく御名刺を賜わったのであった。扨てその名刺を持って私共は東奔西走、相手の
政治家たると、実業家たると、将また学者たるとを問わず門を叩いて辞を低うし頭を垂れ
て、不幸なる人々のために一片の同情を示されんことを懇願して廻ったのであった」
（同:19）。ところが、なんとその反響の頼りないことといったら、暖簾に腕押しをするよ
うなものであったという。そこで、初めて雄弁は時に駄弁に等しいことを悟るとともに、
堂々たる門戸を張って、世間を睥睨している連中の多くは、他人の不幸などには見向きも
しないことを身をもって思い知らされたのである。この名士歴訪の苦い経験によって、「若
かず天を相手として独力以て事を成さんにはと。即ちＹ氏と謀り聊かの私財を傾けて神戸
に小やかな一商会を設立したのであった」（同:20）というこの記事は、好本の計画と活動
のあらましを端的に示しているし、「日本盲人会」の顛末を物語ってくれている。なお、Y
氏というのは、山県五十雄であり、ここで言う「一商会」は、「オックスフォード商会」神
戸支店のことであるが、これを盲人救済活動のために設立したことが、この記事からもよ
く分かる。 
 当時、大隈は、一時的に政界から引退していた時期で、皮肉な結果に終わってしまった
のであるが、それにしても、盲人救済事業に対する世間の理解の低さを、この一事は示し
ている。一から始めた好本にとって、篤志家の寄付がなによりの頼みの綱であったが、事
業を推進していくだけの資金が得られないままに、盟友左近允も病気に斃れてしまう。そ
の苦闘の一端が偲ばれる、これはその一挿話である。なお、文中で、左近允にも同じこと
を大隈が、まるでレコードを聴くように繰り返したとあるが、点字新聞『あけぼの』第 61
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号（1907年 1月 12日発行）に、そのことに触れた文章が見られる。左近允は、東京専門
学校（現早稲田大学）政治科に一年間在籍していたこともあって、早大総長であった大隈
を訪問したのであるが、「伯の盲人観を聴きました為に、私どもは、盲人会の方針上おおい
に益するところがありました。で、終わりに臨んで私は、伯に向かってこのように申し述
べてお暇を致しました。段々とご同情のお話を承って有難う御座いました。盲人に就いて
の問題は、いろいろと沢山に有りますが、その中、点字書籍、雑誌の出版は最も大いなる、
また最も急なる事情として、私どもの全力を注ぐべき事情であることを信じ、盲人会に於
いて之が計画を致しおる次第であります」（第 61号・1907年 1月 12日）と記している。
なお、この訪問記の文面から察して「日本盲人会」の目指した活動は、点字書の出版が主
であったことがうかがえる。 
 
2） 「日本盲人会」解消以後 
 好本督が、岩橋武夫の「大阪ライトハウス」の例会に出席して、時代を振り返って「日
本盲人会」のころに思いを遡らせた文章がある。「（昭和八年）五月廿一日、大阪女子基督
教青年会で催された大阪ライトハウスの例会へ参会した篤志婦人及び男子三十余名。その
内約半数は同じ志を以て点字写本の稽古をしている人々である。是等の人々は多くは忙し
い身の上の人々であるが、皆岩橋武夫氏の奨励に動かされて、盲人に点字図書を提供する
ために献身的に尽くしているのである。そうしてその成功はすでに明かに見えている」（好
本 1934:224）と述べ、盲人に対する事業が最も進んでいると思われる英国の実情とを思い
合わせて、盲人のために尽くすことは即ち神に仕うることであるというキリスト教の精神
を痛感するのである。この精神によって、篤志家も出で、金も集まり、官民の協力も次第
に加わってくるのだと再確認され、英国の盲人の福祉のためのいろいろの事業が、世界の
いずれの国よりも優れて出来ているのはこの故なのだと改めて好本には実感できた会合で
あった。 
 「我邦で嘗て盲人のために点字図書を写本する企てや其の他盲人のために種々なる計画
だけはできたが殆んど成功しなかったのは、この大事な精神に欠くる所があった故である」
（好本 1934:226）と述べて、「日本盲人会」がうまくいかなかったのは、いまだ機が熟し
ていなかったことによるのだと述懐している。それは、恵まれない盲人への奉仕を進んで
する精神文化が、我が国はまだよく育っていない社会だったことを言っている。「日本盲人
会」を解消して以後、好本は、それでは盲人の救済のためにどのような活動をつづけたの
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か。好本の言葉でそれを辿ってみよう。「わが盲界にはまだ善い路ができていません。もっ
ともあちこちに新らしい道が拓かれつつあるにはあるが、その路は必ずしも私の行く路で
はない。それについていくと私は脱線するか、或は行き詰るかして、使命を果たすことが
できなくなるでしょう。（中略）私の使命は事業にあるのではなく、信仰の路を歩みつつ悩
んでいる人に出会った時、素通りをしないことです。そしてこの路を歩んでいれば、盲界
のためになくてはならぬものは必ず与えられること、キリストの御言葉にゆめ疑いなく、
路は遠いようでも真の福祉に到るにはこの方が近路です」（好本 1949：145-146）と、信仰
告白にも似た生き方を語っている。 
 具体的に「日本盲人会」を継承したのは、中村京太郎や秋元梅吉を中心とした「盲人キ
リスト信仰会」であった。この会に先立って、中村京太郎は、好本の勧めによって週刊点
字新聞『あけぼの』の刊行を始めている。英国の留学から帰国して、同愛訓盲院で教鞭を
とるが、それを辞して、1919年に、以前に左近允孝之進が始めた点字新聞『あけぼの』の
継承を、中村は志したのである。無論、これには好本の意志が強く働いていたことは、後
に彼が昔を振り返って述懐した中に、「私たちはまた、『あけぼの』という点字の週刊新聞
を出版した。しかし、毎日新聞社が、その新築記念に際して何か特別な社会事業をしたい
と言うので、その申し出に応じて、この週刊点字新聞の発行を当社に譲ることにした」（好
本 1981:124）といっていることからもそれは頷けよう。この週刊点字新聞『あけぼの』の
発刊を機に、秋元梅吉が、1916年 12月のクリスマスを期して第 1号を発行した点字雑誌
『信仰』の発行とその継続を中村の許に持ち込んでくる。ほどなくまた 1919 年 4月、北豊
島郡西巣鴨町に「盲人キリスト信仰会」が設立されたのである。この会は、資金面では好
本が、伝道は、中村・秋元と分担。そして、中村は週刊点字新聞『あけぼの』を、秋元は
月刊キリスト教点字雑誌『信仰』および『盲女子の友』の編集責任者となった。このほか
点字の訪問教育もした。1921年阿佐ヶ谷に移り、従来の仕事のほかに、盲人の家庭を訪問
して集会をもったり、キリスト教点字図書の出版、頒布ならびに貸し出しをし、また点字
図書出版の依頼にも応じた。この年に出版した『英語点字の説明』は、これによって我が
国の盲人が、英語に親しむようになった大切な書である。1922年、さらに柏木に移転する。
この会は、当初から伝道の色彩を色濃くもっていたが、『点字大阪毎日』の編集主任として
中村が大阪に去った後、『あけぼの』『盲女子の友』は廃刊となり、点字訪問教授を廃止し
た。一方、秋元は、伊藤福七とともに日本語『旧約聖書』の点訳事業に取り組むことにな
るのである 12)。 
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 「盲人キリスト信仰会」については、好本にも次のような文章が残されている。「『盲人
信仰会』は、特に事業を企てません。濫りに会の拡張を図りません。ただ祈りつつ、神よ
りお導きのままに従って御旨を行い、福音を伝え、奉仕に努め、また、道すがら悩める者
にいき逢えば、よきサマリア人に倣うことを志しているのです。点字雑誌『信仰』を通し
て全国の盲人に神の国とその福音を伝え、また、点字聖書の出版のほか、よきキリスト教
書類を点字訳して、刊行し、なお方々の盲人信者を訪問して、互いに信仰と伝道を励まし
あっております。かく祈りつつ、神に聴きつつ、お導きのままに進むうちに、点字聖書も
完成されたのです。また、盲界の人物養成の道も開かれ、我が国の盲教育とその福祉にと
って大事な文献もでき、それに関する与論も朝野に喚起されて、その教育と福祉の事業が、
全国的に開かれ」（好本 1949:154-155）と、力強く語っている。 
 
おわりに 
 
 「日本盲人会」の実際の活動は、山県（1934）でも言うごとく、その計画の百分の一も
達成することなく、解消に至るという結末をみたのであった。その意味で、「日本盲人会」
は、盲人福祉史の上で取り上げられることはない。しかし、左近允孝之進と好本督との関
わりあいに光を当てて、この「日本盲人会」を見直すとき、教育や文化の面で取り残され
がちだった盲人に、広く文明社会に眼を開き、自律した精神をもつ人物として育てようと
する視野に立って援助の手を差し伸べようとしたその事業の先駆的な活動の意義は、ここ
に改めて見直され、我が国の近代盲人福祉史の上に確かな位置を与える必要があるように
思うのである。さらにそれを、好本督一個人の生涯と、我が国の盲人福祉の流れとを照ら
し合わせて見るとき、この「日本盲人会」のもつ意義は、見落とすことのできない重要な
ものであったことを、この論考では指摘し得たのではなかろうか。おわりに、この点につ
いて簡単なまとめをしておきたい。 
 好本督は、英国のオックスフォードで、キリスト教の精神とその遺産に触れ、また、優
れた社会事業に眼を開かされて、自身も弱視という障害の身であったことから、隣人愛を
もって日本の盲人のために深く、広くそれを研究し、日本の盲人社会の改良と盲人福祉の
改善を目指した。彼は、それだけにとどまらず、研究で得た知識を自ら実践に移さんとし
て、「日本盲人会」を設立したのである。二面式刷り点字活版印刷機を発明した左近允孝之
進を知り、盲人を導く優良な図書の点訳出版から始めたが、しかしそれは、資金不足から
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頓挫せざるを得なかったのである。この体験を通して、彼は、盲人に向けられる世間の無
関心を痛感し、以後彼は、盲人のために「よきサマリア人」であることに徹しようと決意
するのである。そうして、盲人福祉事業を背後から支えようとする。彼のしたことは、ま
ず、盲人指導者の育成に力を注ぐことであった。そうして育てた人に惜しまぬ援助を行い、
特に資金の面での支えとなることも多かったのである。こうして育てた人物の中に、「盲人
キリスト信仰会」の中村京太郎や秋元梅吉がいた。後に、中村は、『点字大阪毎日』で、盲
人に教養と知識を与えて文明社会に生きていく活力を育て、また秋元は、「東京光の家」で、
貧しい盲人のための養護事業を行って、それぞれに大きな足跡をのこした。さらに言えば、
岩橋武夫の「日本ライトハウス」や、本間一夫の「日本点字図書館」も、好本の援助を多
く受けているのである。こうした現在、盲人福祉の上で主要な位置を占めるこれらの事業
は、その原型を「日本盲人会」にもとめることができる。このことは、好本の働きととも
に、見過ごせない事実である。「日本盲人会」は、まだ機が熟する以前に、盲人福祉の先覚
者が、その描いた夢を実現せんと取り組んだ一つの事業として記憶されてよいであろう。 
 
注 
 
1) 1880年代の高田盲や平塚盲、宮城盲などの例。また「岐阜鍼灸按伝習所」（1891年）
や「函館訓盲会」（1895年）などは、初めキリスト教主義による慈善救済事業として
始められたが、後にこれらも盲学校へと発展する。これらの記述は、中野・加藤（1967）
における加藤の論説を借用した。 
2) この会は、後に「盲人保持協会」と改称し、その活動を長くつづけた。これに関して
は、「中央盲人福祉協会」（1941）を参照した。 
3) 『内村鑑三伝』の著者鈴木俊郎は、好本（1948）の「あとがき」で、好本の帰国を十
数回と言っている。筆者の調査では、戦後の 1952年の帰国を含めて計 9回が、確認で
きる回数である。 
4) 好本督は、後に、1967年に出した彼の最晩年の自伝『わが隣人とは誰か』の「第 8章
オックスフォードの日々」で、振り返ってその間の事情を述べている。 
5) 英国における「内外盲人協会」は、1882年にアーミテージによって設立されたもので
ある。好本（1902）は、この「内外盲人協会」を紹介して、この会がその主なる目的
としているのは、盲人の教育と職業とをすすめ、かつ、一般の状態を改良することで
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あったことを言っている。そこで、行おうとしたのは、盲人に関する事情を取り調べ
て、これを世に発表することや、点字書物、盲人の文房具などを工夫し、改良し、ま
たこれらを製造して、できるだけ広く盲人に販売することなどであった。特に、点字
図書の出版に力を注ぎ、古今の名著を多く出版していた。 
6) （秋葉 1935:176）に、10月 7日に東京盲学校で好本督による講演会がもたれた記事が
ある。 
7) 早稲田大学文学部教授鈴木陽子、同大学人事部の吉田昭仁・黒沢美佐子の調査、尽力
により、大学に好本の和文・英文両履歴書があることが確認されて、好本の、それま
での正しい履歴が判明し、また、『早稲田大学百年史』の発刊により、好本担当の講座
名や在職期間を知ることができるようになった。これらのことは、安在（1990)によっ
て知ることができる。 
   この履歴書によれば、第 1回目の帰国は、父の病気のための帰国であり、第 2回目
の帰国は、彼の病気療養の帰国であったことが知られる。しかも、従来言われる 1906
年の帰国ではなく、1904年である。早大講師としての在職期間は、1906 年 6月から
1908年であるが、何月は記されていない。なお、安在は、1911年からの好本の在職に
疑問を抱いているが、彼の三度目の帰国についての知識がないためと思われる。 
8) 点字原本は、筑波大学付属視覚特別支援学校資料室に所蔵されている。墨字訳として
はまだ公表されたものはないが、兵庫県立盲学校元教諭古賀副武と兵庫県立視覚特別
支援学校元教諭安富義哲の両氏による未公開の墨字訳があり、基本的にはこれに従っ
た。なお、最終的な墨字訳の文責は、筆者にある。 
9) 『多聞教会月報』38は、日本組合神戸多聞教会元牧師で、現洲本教会の北里秀郎が所
持している『多聞教会月報』の中に含まれている資料である。 
10) 奥村三策について、鈴木力二は「性質はすこぶる真面目で、研究心に富み、校務に余
暇があると、常に鍼按に関する著述をした。また、これを点字にするため点字印刷機
械を考案した」（鈴木 1985:18）と解説している。 
11) 好本（1904）で、婦人が点字図書を作成するための奉仕について具体的にそのやり方
を提案しながら、我が国にも、盲人のための点字図書館が必要であることを、好本は
力説している。 
12) 「盲人キリスト信仰会」の関連記事は、阿佐（1987）と岩島公（1985）の両書を参照
して、まとめた。 
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第 3章  中村京太郎と点字投票運動 
 
はじめに 
 
 好本督と中村京太郎との結びつきを端的に示すエピソードを『中村京太郎伝』から拾っ
て、前章とのつながりを明確にしておきたい。「氏（筆者注 : 中村京太郎のこと）が平方
氏とともに同愛訓盲院の教員をしているころ、秋元氏を入れて三人は、よく会合して、『盲
人伝道』のこと、『盲人の教育』について語り合った。そして祈った。こうしているうちに、
好本氏が英国から帰ってきて、三人を本郷菊坂の旅館に呼んで、『盲人伝道』がすべてに優
先すべきことを話された。そして、日本の盲人に聖書を与えることが何より大切である。
点字の聖書なくしては、万巻の点字書あっても、真の盲人としての人物は出てこない。聖
書のない盲人には、教育も福祉もない。故に、多くの点字書が出版される前に聖書を出版
して、盲人に与え、普及させることが必要だ。それは、欧米の盲人教育が証明していると
力説、言々肺腑を突く熱弁をふるわれた。鼎座していた三人は、心から感動したといわれ
る」と、菊坂の旅館での一夜のことを、我が国の盲人界で起こった忘れ難い出来事として
鈴木力二は書きとめている（鈴木 1969：82）。それにつづけて、「またある時、好本氏が中
村氏に対して、『一学校の教員になって、学校をよくし、満足しておるべき時ではない。い
まこそ全国の盲人を伝道教化すべきときである。同愛訓盲院の教員にするために英国に呼
んだのではない』と、叱責されたといわれる。もしそれが事実とすれば、終生好本氏のい
うことを唯々諾々として受け止めていた中村氏にしてみれば、他にどんな事情があろうと
も、一意その方向に向かうのも当然のことである」（鈴木 1969：82-83）として、中村京太
郎が同愛訓盲院を依願退職し、月刊点字雑誌『あけぼの』発行に専念するようになり、も
って文書伝道に全勢力を注ぐことになったという記事を載せている。 
 この後、中村京太郎と秋元梅吉は、好本督の援助を受けて「盲人キリスト信仰会」を開
設することとなり、盲人福祉への取り組みが始まるのである。 
 
第 1節  中村京太郎の人と思想 
 
1） その生涯 
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 中村京太郎は、1880（明治 13）年、静岡県浜名郡和地村（浜松市和地 970-1）に生まれ
る。小学校に入学したが、一週間で退学した。視力が急激に低下したためである。間もな
く失明する。14歳のころ、浜松市板屋町の大杉孝平治療院に按摩修業のため弟子入りする
が、数ヶ月で逃げ帰ってきたという。実妹の宮元ぎんの話では、真夜中に 13キロもあるぬ
かるんだ山道を徒歩で戻ったという。1894年 15歳の年に、東京盲唖学校に入学する。尋
常科鍼按科兼習であった。入学とともに、同郷であった「日本訓盲点字」の創案者の石川
倉次訓導から点字を習ったが、一日で覚えてしまったという。中村京太郎の点字の能力は、
神業にも近いものであったと伝えられている。石川倉次の当時の思い出に、中村京太郎は
ほかの生徒とは違い、抜群の能力をもっていて、好奇心の旺盛な生徒だったという。仮名
タイプライターを貸してやったり、希望したので、葉書用点字板を作ってやったと、語っ
ている 1)。 
 1897年 18歳の時、東京盲唖学校の同窓会を設立し、初代の会長となる。1898年 3月に
尋常科を卒業する。1899 年 3月鍼按科卒業、その翌年 21歳で鍼按科温習科（現理療科研
究科相当）を修了する。3月 15日付東京盲唖学校雇申付（月俸金七円給与）普通科教員を
拝命する。これは、当時の校長小西信八の推薦によるという。全盲普通科教員の第 1号で
あった。1901年、正則英語学校の夜間部に入学する。1902年の時、同窓会会報『盲人世界』
に拗音表記を採用したのに対して歴史的仮名遣い派からの反撃があって、点字論争となり、
同窓会会長を辞任する。翌年、『盲人世界』は、『六星の光』と改題、拗音点字を採用した。 
 1904年 25歳の時、依願退職、台湾へ渡り、1911 年まで台南慈恵院盲教育部部長として
台湾の盲教育に尽くす。1911年 5月、退職して、郷里の浜松に帰り、理療に従事した。1912
年 33歳の年、5月に横浜を出港し、ロンドンへ向かう。盲人初の文部省留学生として旅立
ったのである。辞令は、海外盲教育並びに盲人福祉事業の視察ということであったが、実
際の留学に要した費用は、好本督がもったという。1912年から 1914年まで英国に滞在し
た。初め、ロイヤル ミットランド インスティチューション フォア ザ ブラインド（Royal 
Midland Institution for the Blind）に視察を兼ねてまず学び、後にロイヤル ノーマル カ
レッジ（Royal Normal College）へ移って学んだ。1914年に行われたウエストミンスター
寺院での盲人問題に関する国際会議に日本代表として参加した。渡英した年の 12月、父小
三郎が他界し、また、帰国の年の 6月には、母のぶが死去という不幸がつづいた。帰国は、
第一次世界大戦勃発のためシベリア鉄道経由の帰途となったが、途中、朝鮮平壌で行われ
た東亜盲教育会議に出席した。 
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 帰国後、各地を講演してまわったりしたが、1915（大正 4）年 36歳の時から同愛訓盲院
の教員として勤めるとともに、平方竜男、秋元梅吉、鳥居篤次郎の三人と、新しい盲学校
の開設に情熱を燃やす。しかし、好本督の忠告を入れて、1919年 2月に同愛訓盲院をやめ、
1919（大正 8）念 3月、「盲人キリスト信仰会」を好本督、秋元梅吉とともに組織し、点字
週刊誌『あけぼの』を発刊する。なお、1916年 2 月、小石川竹早町に盲女子寮を設立し、
理事長となっている。また、翌年の 1917年 3月には点字雑誌『盲女子の友』を創刊してい
る。 
 1921年 42歳、「帝国盲教育会」評議委員に推薦される。この年の 11月 18日に阿野あつ
と結婚。杉並阿佐ヶ谷に住居を定める。1922年 3月、盲女子寮理事長を辞任した。また、
『あけぼの』を廃刊。1922（大正 11）年 3月 20日、「大阪毎日新聞社」編集局員として採
用され、『点字大阪毎日』編集主任を命ぜられる。それに伴い、住居を関西に移し、芦屋に
居を定める。5月に長女エミ誕生。1925年 46歳の年に、芦屋市に盲女子保護協会を設立し
た。1927（昭和 2）念 10月、全国盲学生体育連盟常任理事を委嘱される。翌年 2月 27日
にあつ夫人の死去に見舞われた。1929年 12月 50歳、文部省より盲学校用教科書編纂委員
を委嘱される。1930（昭和 5）年 9月、西宮市に盲女子ホームを越岡ふみとともに設立し
た。1931年、文部省からニューヨークで開催された「世界盲人事業者会議」に日本委員と
して推薦されて出席し、6月に帰国する。1932年 2月 8日に、あつの妹愛と結婚。1935年
56歳、「大阪毎日新聞社」を定年退職となるが、その後も『点字大阪毎日』の編集主任事
務を嘱託される。1939年 60歳、この頃中国の盲人教育や盲人福祉事業に情熱を燃やし、
渡航準備を始めたが実現に至らなかった。1943年 8月、戦火のため盲女子ホームを閉鎖し、
全国から集まっていた盲女子を帰郷させる。1944 年、『点字毎日』編集顧問となる。 
 1944（昭和 19）年春、西宮市を引き上げ、浜松市盲人会館に落ち着く。その年 12月の
三河地震に罹災。1946年 12月、東京都文京区高田老松町に転居する。1947年 2月、文部
省より職業教育指導委員を委嘱される。同年 6月、東京盲人会館理事に就任する。この頃
から中途失明者更生指導に当たる。また、「中央盲人福祉協会」の理事にもなっている。さ
らに 11月には、文部省より盲聾教育義務制実施準備委員を委嘱されている。その月に、私
立横浜訓盲院に夫人とともに教員として委嘱された。また 1949年 70歳には、東京同愛盲
学校（後のヘレン・ケラー学院）からも教員として委嘱される。1950年 3月、横浜訓盲院
を夫人ともども依願退職。同 3月、ユネスコ本部で開催された世界点字統一会議に日本代
表として招かれ、出席した。その帰途、英仏その他における身体障害者の教育並びに福祉
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事業を視察した。同じこの年に、厚生大臣から身体障害者援護功労者として表彰される。
1953年 74歳、社会福祉法人東京ヘレン・ケラー協会評議委員並びにヘレン・ケラー学院
教員を委嘱される。1954年、この頃より日本女子大学通信教育テキスト等を点訳して、盲
女子に送る。1955年、「青鳥会」よりからヘレン・ケラー賞を受ける。同じその年の 10月、
東京で開かれたアジア盲人福祉会議に日本正式オブザーバーとして出席する。1960年 5月
4にち、愛夫人死去。1963年 5月 31日、「日本盲人会連合」から岩橋賞を贈られる。1964
年 12月 24日、従五位勲四等瑞宝章を贈られる。12月 24日のクリスマスイブの夜、「急が
なくっちゃ」ということばを残して逝ったという。享年 85歳であった。 
 
2） 中村京太郎と好本督 
 『中村京太郎伝』の「追憶」でまとめられた中村京太郎への追悼文集の中から、横浜訓
盲院長今村幾太の寄せた一文は、好本督と中村京太郎とを最もよく知る一人としてもち得
た感慨が端的に述べられていて興味深い。今村は、中村とは五十年来の知己、好本とはそ
の三年後からの知り合いであった。その関係は、「中村、好本両先生とも、終始一貫、不断
に実に熱心に横浜訓盲院をして『キリスト教を人造りの主軸』に私立学校として運営し、
維持堅持せんことを強調せられ、激励せられ、それを一途に押して引張りつづけられたの
である」（鈴木 1969：277）という、今村にとっては精神的な支柱ともいうべき存在であっ
た。「中村先生には、大毎点字新聞就任前の東京ご生活と、その時代、訓盲院の財政貧困の
時代、戦後手不足の時、人手不足の時代、東京横浜間の交通費自弁、手飯手弁当でで授業
をご夫婦共稼ぎの完全奉仕、そして周知のご夫妻の物静かな話術、動静ご挙動、祈りのお
生活は院長や従事職員、収容盲児盲生すなわち『訓盲院家』の全家族に私立訓盲院堅持の
元気と希望と慰めを深刻に供与せられるのであった」と、中村に関してはさらに付け加え
ている。 
さて、その好本と中村に抱いた今村の感慨とは、「中村先生の人格、物静かな話術、風
貌、情熱、愛盲精神とその熱意、神への信仰、祈りの生活等々、数えたてれば限りもない、
そのすべてにおいて好本先生と中村先生は、似たりも似たり、実に一心同体なりと思わし
めたのである」（鈴木 1969:278）というものである。今村は、好本のことを思うとそれに
自然と中村が重なり、中村に思いを馳せると、好本と区別ができなくなってしまうと言う
のである。さらにつづけて、「中村先生、好本先生のお二人について特筆大書すべき一事は、
ご両人が、この地球上のご生活において平和に徹しておられたこと、これ厳然たる百万人
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の認むる事実であり、ご両人を知り始めて五十年間に、ご両人が人に対し、万人に対し、
怒りの言葉を私は耳にしたことがない。怒りの態度を示された実態を目撃したことがない。
実に『かげ』なく、平和に徹し、万人を信じ、万人を愛しつづけられた中村京太郎先生で
あったし、英国オックスフォード・リッツルモーア街に健在の好本督老先生であった。ご
両人は、基督教の熱烈な信徒として神の英智を豊富に受けられて、平和に徹しての基督教
主義の事業の計画推進者であられたのである」と、二人のその真価を喝破している。恐ら
くこの今村の中村京太郎評にまさるものはないであろう。 
 中村京太郎と好本督との関係の端緒は、記録が残されていないので明確に論じることは
できないが、当時東京盲唖学校の校長であった小西信八を通してであったと思われる。欧
米を視察して帰った小西に刺激されて、欧米の新知識を得るために英語を学ぼうとして正
則英語学校に通うようになった中村と好本が結びつくのは極く自然なことであったろう。
しかし、二人の関係が密接になるのは、英国留学前後からである。また、中村京太郎のキ
リスト教への入信は、好本督を通してではない。それ以前に、東京盲唖学校在学中、寮で
知り合った台湾からの生徒を通してであった。台湾ではスコットランド人で、長老派に属
する宣教師ウイリアム・キャンベルによってキリスト教の入信者が多くいた。台湾から来
た三人の生徒たちもそうした人たちで、教会に通うのに伴われて、中村も教会の礼拝に通
うようになったのである。英国留学後、中村は英国仕込みのマナーとともに、好本の影響
を強く受けたと思われる。「点字大阪毎日」時代、中村が、屋上に上がって祈りをしていた
ことを、二代目編集長の大野加久二から聞いたと、阿佐博は『中村京太郎――目を閉じて
見るもの』（日本盲人福祉委員会,1987）に記している。 
 ここで、中村京太郎と好本督との関係が生じたであろう、それを示す最も早い資料を挙
げておきたい。それは、1938（昭和 13）年 9月 1日に発行された『六星の光』第 417号「小
西信八先生追悼号」に寄稿した中村京太郎の「追憶」と題する文章の一部である。「明治三
十三、三十四年頃のことであったと思う。好本督さんが『真の英国』という本を書いて、
各盲学校に寄贈した。校長さんたちがたまたま出会っての雑談中に、『あれはわたしどもの
学校まで、だいぶん思い切って悪く言っているので、生徒には読ませんことにして、わた
しの机の引き出しに、かぎをかけて出さぬことにしております。不都合千万で…』といっ
たような話を、筆者も折々教員室の片隅から聞いていた。がしかし、先生はそんなことに
頓着しなかったらしく、ある時、同窓会の席上で朗読させ（朗読したのは石川重幸先生）、
それが非常に反響を呼んで、さっそく点字の写本ができ、ついに印刷されることになった。
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中には、『わが国盲人界の改良』なる一章があって、『日本では失明さえすれば、誰でも彼
でも按摩と琴弾きにするが、しかし、これは不正である。というよりはむしろ残酷である。
人間には一人一人違った天分があり、適性がある。教育の常識から見ても、これは大いな
る間違いである』と論じている。『ははあ、これだな』と思われたが、こうした盲青年に対
する、一種の心の開放を叫ぶ真面目なる『野の声』をそしるというようなことは、先生に
はできなかったらしい。先生が欧米の視察から帰られて放った第一声は、盲ろう分離教育
の必要で、盛んに教育雑誌などに書き立てられたことは、誰でも知っていることである」
と、その思い出を語っている。ここで「先生」というのは、東京盲唖学校の恩師小西信八
のことである。さらに続けて、「先生はあちらで、普通科の教室でほがらかに活発に働いて
いる盲人教師や、カンベル博士や、その他の校長を見て、帰朝された。そしてわが国でも
可能であることを信じたらしかった。『目あきの先生が不適当であるというのではない。と
同じように、盲人が普通科の先生として適当しないということはできぬ。訓育方面では、
やはり盲人の先生の方がぴったりするところがある。新職業が一つ開拓されたことにもな
ろう』と、よく希望を述べられ、生徒にすすめられたりされた」と、小西の人柄を偲んで
いる。「筆者がかいせい中学の夜間学校・中等教員養成所に通ったりした時など、陰となり
日なたとなって、便宜を与えてくださった」とも言っている（中村 1998:49-51）。この回
想から察せられるあらかたの事情は、中村京太郎が英国留学を密に志すようになる最初の
きっかけは、欧米の視察から帰った小西信八の直接の影響が強く、正則英語学校へ通うよ
うになるのも、小西の配慮があったことが知られている。 
 中村京太郎の英国留学について、一つ見落としてはならない記事を書き加えておきたい。
それは、好本督が 1904年にイギリスから『六星の光』に寄稿した「盲人の読書機関（つづ
き）」の中で、盲人の英国留学の実現について触れて、「もし東洋の少年盲教師中村氏が、
幸いに当地に留学の便を得て、カンベル博士の許に学問をすることのできるようになった
ならば、わが日本国の盲人界に大いなる光明を添え得ることであろうと信ずる」という記
事である。好本は、日本の盲青年を英国で学ばせたいと、カンベルに働きかけていたこと
が、この記事に先立つ文面から察せられる。それが、英国では受け入れが可能となるまで
に進んでいた。しかしその実現となると、まだ夢のようなことなのではあるが、その留学
生第 1号に、当時唯一、正則英語学校に通い、英語を勉強していた中村京太郎を、好本督
は思い浮かべたのである。 
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3） 中村京太郎と英国留学 
 中村京太郎がイギリスに留学するに際して、「海外盲教育並びに盲人福祉事業の視察」と
いう名目で文部省の派遣留学生になることができたのは、東京盲学校校長町田則文の陰の
力があった。中村が、台湾から引き上げて帰郷した頃には、東京盲唖学校は盲学校と聾学
校に分離していて、小西信八は聾学校の校長に、盲学校の初代校長は町田則文であった。
町田は、欧米の教育事情にも明るく、以前から好本督と手紙のやり取りが始まっていた中
村の英国留学の意志をよく理解したものと思われる。この町田との関係は、中村が留学中
度々、町田へ宛てて報告のかたちで書翰を寄せていることからもそのことが理解できる。
また町田は、その書翰を、好本からの書翰も含めて、彼が編集した『内外盲教育』に掲載
発表した。それらの中からいくつかを選んで、中村京太郎のその後に繋がるものを挙げて
おきたい。 
 中村京太郎の知識欲は大変旺盛なものであった。彼は、二年間という短い期間ではあっ
たが、英国内を一人で闊歩して、見聞を広げた。まず盲教育では、幼児教育の大切さが強
調されている。特に手指の訓練が早期より行われることで運動神経が養われ、あらゆる面
の基礎となることを中村は学んだ。そのことを、1883年、ヨーク市において盲教育者大会
が開催され、幼児教育の必要性が強調され、それ以来、英国各都市の盲学校は、競って幼
稚部または幼稚園を併設するようになり、それらの幼稚園では、手指の訓練を目的として、
玉細工や粘土細工のような手先の作業に多くの時間を取っていることを挙げて、説明して
いる。またマンチェスターにおいては、女生徒の多数が、扇を持ってピアノに合わせて美
しいダンスを踊るのを見たとも、中村京太郎は述べている。中村は、英国においては手先
の訓練や身体的訓練を非常に重視していることを知った。ところが、盲幼児をもつ家庭に
おいては、そうした訓練を十分になし得ない場合が多い。それを補うのが盲学校における
幼稚園教育の役割である。そのような意味において盲児のための幼稚園は、普通児のそれ
よりも遥かに重要な意味をもっていることを彼は悟ったのである。また、イギリスの盲教
育者たちはだれも、知的教育とともに身体的教育を十分に行えば、失明にもとづく不便と
障害とを相当な程度において軽減することができると、考えていることを知り、中村は大
いに共鳴したのである。彼が終生、幼児教育の重要性を口にし、また、盲学校における体
育の振興に意を用いていたのも頷ける。 
次に、義務教育の徹底である。イギリスでは、すでに満 5歳から 16歳の盲児は、普通
の児童と同じく義務教育を受けていた。そのため国は多額の予算を組み、専任の視学官を
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置いて監督に当たっている。中村は、各地の盲学校を具に見て回り設備の中でも、体操場
と水泳場が最も重視されているのを知った。カリキュラムでは、教材が比較的乏しく、中
村なりに考えるところがあったようである。こうした見学で得たもののうち注目すべきも
のに、サー・カンベル博士から聞かされたことばとして、「盲学校が盲児に教えなければな
らない最も必要な科目は、可能性ということである。盲教育の真の意義は、盲児を強くす
ることだ。自己の実現を信じさせることだ。盲人の独立ということは、晴眼者に比してそ
れほど困難ではない。失明は決して自立を妨げるものではない。ただ決心と忍耐力の欠乏
は、常に盲人の成功を妨げる敵である」ということを紹介している。さらに中村の注意を
惹いたものに、図書室の充実があった。幾百の点字書が揃い、新種の月刊誌までが置かれ
ていた。兎に角、初等教育における義務教育の重要性は、我が国の盲人界挙げての最大課
題であった。さらに、職業教育にも彼の関心は寄せられている。イギリスの現状を観察す
ることで、彼の心には祖国への思いが強く胸をうったことであろう。盲学校の職業教育を
拡大、充実すること、それを受け入れ、理解を示す社会が育つこと、こうしたことは、『点
字大阪毎日』誌上で彼が筆を執った巻頭言にも見える 2)。 
 次に英国留学で中村京太郎が体験した最大の感激を記すことにする。1912 年 7月 5日の
朝、中村は、好本督に伴われてロンドンのグレート・ポートランド街にある「内外盲人協
会」（現 RNIB）を訪ねた。盲人用の地図を工夫したことで知られる同協会の総務主事ステ
ンスビーが案内をした。製版部、校正部などを通って、印刷部に行った時、そこに力強い
モーターの唸りを聞いた。それは、1時間に 4800ページの印刷ができるという最新鋭の点
字印刷機の唸りであった。中村は、感動の声を上げて、「これだ」と、独語した。そして、
「そうだ、もう五十年もしたら、日本の盲人も点字を覚え、本を読む者も増えて、こんな
機械も使えるようになるであろう。いや、早くそうせねばならぬ」と、その胸に幻を描い
たと言う。しかし、この夢は、意外にも早く実現したのである。1922年 6月 15日発行の
『点字大阪毎日』に「ひと足ずつ」と題して、中村自身次のように記している。「大正 11
年 6月 5日午後 3時、われ点字毎日の印刷室に不意に入った瞬間、言い知れぬ感謝の情に
打たれた。見よ、そこにはモーターが盛んに唸っている。大判 4ページ刷りがどしどし吐
き出されている。しかも 1時間 4000ページの速度で回転しているのだ。正にこれ、日本点
字印刷史上の一新レコードを筆太に記念すべき一日であろうか。敢えて同志諸君とともに
大いに記念すべきであると思う。かくてひと足ずつ我が日本盲界は進みつつある。点字新
聞の使命、また自ずから明らかになってきた」と。中村京太郎は、43歳から 65歳に至る
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人生の後半生を『点字大阪毎日』の編集に捧げることになったのであるが、それは決して
偶然ではない。 
 イギリス留学でのことで最後に記すのは、中村京太郎と点字投票のことである。町田則
文から英国の実情を知らせてほしいという手紙をもらって、中村は初めて点字投票に関心
が向いたと、その返信で明かしている。その返信をここに挙げておきたい。「選挙法におけ
る点字の効力に就いてのご照会に対しては、確実なご返答ができません。しかし、立会人
が別室において盲人の代筆をするのを例としていることは事実です。また、自分で署名す
る場合、多数の盲学校では全盲生にも自分の名前をペンで書くことを教えております。も
し、自分で書くことのできない場合には、ペンまたは万年筆で十字架を書き、その傍らの
者が、これを助けております。助け手のない場合には、ゴム製のスタンプを用いている者
も多数見受けました」と、見聞したことを記した後で、「実は、これまで視察した範囲が、
単に教育関係面のみに止まり、上記の方面に対しては、全くぼんやり致しておりました。
いずれ正確な事実を得て、ご意思に添ったご返答を致したいと思います」と、謝っている。 
 
4） 二つの論説から 
 中村京太郎の思想をまとまったかたちで示すのは難しい。ここでは、象徴的に彼の考え
を示していると思われる二つの論説を掲げて、その含意を簡単に解説することに止めたい。
その二つの論説というのは、ともに『点字大阪毎日』が発刊された 1922（大正 11）年のも
のである。一つは、『点字大阪毎日』創刊号（5月 11日発行）の「発刊のことば」であり、
もう一つは、その年の終わり、『点字大阪毎日』12月 21日号の「本年の盲界を顧て」であ
る。 
 まず「発刊のことば」から見ていくことにしよう。「『点字大阪毎日』は、いよいよ本日
第 1号を発刊します。発刊の目的は、失明者に対してみずから読み得る新聞を提供し、本
社発行の各種の新聞とあいまちて、新聞の文化的使命を徹底せしめんとする他ありません」
と、まず新聞のもつ本来の使命を明らかにすることから書き起こされている。つづけて、
「かくして、一方には盲人に対し、一個の独立する市民として社会に活動する必要な知識
と勇気と慰安とを与え、他方には、これまで盲人に対して眠れる社会の良心を呼び覚まさ
んとするにあります」と、その目的を盲人のおかれた事情に合わせてより闡明にしている。
ここで注意されるのは、「一個の独立する市民」ということばである。大正デモクラシーの
高揚する時代の潮流をいち早く捉えて盲人の進むべき道の羅針盤たらんとする気概が示さ
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れるとともに、人間としての平等が強く打ち出されているのが感じられる。また、盲人に
対する社会への啓蒙を、その活動の両面として意識することも忘れない。そして、「盲人教
育発達し、盲人の自覚せる欧米には、今日、普通人と失明者との差別ほとんど撤廃せられ、
盲人は、学芸に、実務に、その他社会各方面において普通市民と肩を並べて活動している
のであります。悲しいかな、日本にはまだ盲人が自己の力に目覚めず、社会もまた、盲人
に対する人道的責任感薄きため、失明者は、全く廃人としての取り扱いを受けているあり
さまです。真に文明国としての一大恥辱であります」と、その筆は、淀みなく我が国の陋
習に向けて挑戦をやめない心意気が篭っている。それを示すように、「『点字大阪毎日』は、
この恥辱を拭い去る文化的戦士として世に出でたのであります。読者諸君の愛護と、私ど
もの奮闘とにより、本紙が健全なる発達を遂げ、日本における文明機関の一つとして世界
の盲人界に気を吐く時期に一日も早く達せんことを衷心より祈ります」と、この文章は結
んでいる。 
 次に「本年の盲界を顧て」を取り上げてみよう。この文章は、1922年というその一年の
回顧であるが、盲人社会において非常に意義深い一年であった。そのことを、自分のこと
も含めて回顧している。「『明日こそは明日こそはとて』、大正 11年も暮れゆかんとす。上
野の桜にさきがけて、東京に催された第 8回全国盲人大会をきっかけに、大阪に横浜に京
都に、呻くが如く叫ばれた我が盲界の志士の声は、決して徒に壁に響いただけで済んだと
も思われぬ。我が盲界の中堅をもって任ずる東京盲学校同窓会が、新たに盲人問題調査機
関を設けたことは、彼等の目覚めを物語る一現象と認むることができる。数年前から苦学
生寄宿舎設立のため、行き悩んでいた日本盲人同志会は、今度目先を変えて『購買部』を
置き、『点字写本部』を設けた。いよいよ戦線に入った同会の前途は、あらゆる期待をもっ
て迎えられている。『あけぼの』、その他の付属事業を他に譲って、いまや純伝道に全力を
傾注し来った盲人キリスト信仰会の上に天佑ますます豊かなるを見る時、感謝の情溢れざ
るを得ない。目あきの人々のためには教育機関が充実した上に、幾百千の伝道者が与えら
れているのに、日本盲人のために立てられた純伝道機関としては、ただ同会あるのみ。同
会の天職と使命は実にここにある。『正に不学の戸なく、家に不学の人なからしめよ』との
詔を畏みてすでに五十年。しかも盲学齢児の受学、実になお百名中わずかに七、八名に過
ぎず。身を盲教育界に置く者、果たして何の面目ありて明治大帝に答えんとするか。たま
たま教育令発布の機近づきてあり。過去五十年の怠慢と無責任との一端を償いえるだろう。
数月前、盲界の祭壇に捧げられた『点字大阪毎日』、また各位の援助によって今日に至った
- 94 - 
 
こと、これも今年の一出来事である。散り散りばらばらになっていて、あい疎み、あい争
い、混沌たる我が盲界が歩一歩あい寄り、あい知るの機運に近づきつつあるを見て、本紙
もまた、そこに一使命を見出すのである」と、書き綴るのであるが、彼の盲教育界への批
判は鋭い。そして、文章は次のように閉じられている。「筆を擱いて窓を開いた途端、年末
の巷に流れゆく笛の音が遠く夜風に吹かれてくる。『もうじきに新年が来るからね、君』。
寒さは骨に沁み渡ってくる。しかし、窓を閉じようとして、まことに『あい済まぬ』との
感じが強く我が心をうった」。ここで聞こえてきた笛の音は、言うまでもなく、深夜の街を
客をもとめて笛を吹いてあるく流し按摩の笛の音である。「あい済まぬ」という中村京太郎
の胸を襲ったその咎めの切迫した声こそは、神の前にはみな平等、そうでなければ神に申
し訳が立たないという彼の良心の声なのである。 
 
第 2節  中村京太郎と点字投票運動 
 
1） 研究の目的と先行文献 
 吉野作造の民本主義などを中心とした大正デモクラシーは、多くの市民に新しい人権意
識を目覚めさせた。その大正デモクラシーの流れに沿って普通選挙運動 3)にも新しい動き
がみられるようになる 4)。普選運動の支持層は、日露戦争前においては東京の小市民層に
限定されたものが、戦後非特権資本家層、中小商工業者層を加え、いまや広範な青年イン
テリ大衆にまで拡大するに至った。それは、市民的基盤の上に立って啓蒙運動より要求運
動へと転化する動きをみせはじめるのである。その動きに触発されるように盲人たちの間
にも新しい市民権の獲得の動きがみられるようになり、それが点字投票公認運動として展
開されるようになる。その要求された点字投票は、1925（大正 14）年 5月の「衆議院議員
選挙法」改正、翌年 1 月の同法施行令の公布によって承認されることとなる 5)。そして、
点字は、選挙において公式文字と認められ、初めて市民権を得たのであった。そこで、1928
（昭和 3）年の第 16回衆議院議員の選挙で点字投票が初めて実施されたのである。この公
認の点字投票は、現在にあっても世界にも稀なる制度であって、「日本訓盲点字」が制定さ
れて 6)から 24年目を迎えていたが、このことは、盲人の教育と福祉にどれほど大きな影響
を及ぼしたか計りしれないものがある。 
 ところで、この点字投票公認運動は、盲人界の各団体が取り組んだが、これに大きく寄
与したのは、『点字大阪毎日』7)であった。その主筆として中村京太郎の果たした役割は大
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きい。中村は、それとともに、その後の点字投票の徹底にさらに尽力した。そのことに触
れた先行文献はいくつか挙げることができる。まず、『毎日新聞の七十年』の「特殊新聞と
各種出版物」に収録された「点字毎日」の項で簡単な記事を見ることができる。鈴木（1969）
では資料を含めてかなり詳しい解説が施されている。その内容はほぼ同じであるが、阿佐
（1987）は、『点字大阪毎日』の主筆となった中村が点字の普及がなによりも大事だと考え、
一方において点字教科書の出版に意を注ぐとともに、他方、点字投票などを通じて点字の
普及に努めた点を指摘している。そして多くの事業を行ったが、その主なものに「懸賞文
の募集」「盲学生体育大会」「盲学生弁論大会」「点字教科書の出版」と併せて「模擬点字投
票と普選演説会」を挙げている。 
 本稿では、1920年代に中村京太郎が我が国の近代盲人福祉史の上に残したその業績を明
らかにするためにその業績の一つである点字投票運動を取り上げる。この研究の目的は、
点字投票運動を通して見られる彼の思想や行動が現代に繋がる意義を明らかにすることで
あるが、そのために、先行文献にはあまり重点的に取り上げられていない差別と人権の視
点から再検討し、考察を進めていくことにする。研究の方法としては、『点字大阪毎日』か
ら、点字投票公認運動に関する彼の論説を拾い出し、その取り組みを整理することを主と
するが、それは、中村の点字投票に関する論説が、『点字大阪毎日』誌上において展開され
たからである。 
 本論に入る前に、ここでもう一度、中村京太郎の半生の概略を述べておこう。中村京太
郎は、1880年に静岡県に生まれた。生まれつき弱視であったが、早いうちに全盲となった。
東京盲唖学校を卒業すると、欧米を視察してきていた小西信八校長によって抜擢され、盲
人としては第 1号となった普通科教員に採用された。正則英語学校で英語を学んだのも盲
人としては初めてのことであった。好本督の援助を受けて英国へ留学したが、全盲の留学
生としては最初の人でもある。留学から帰国した後、一時、同愛訓盲院で教鞭を執ったが、
退職して後、点字新聞『あけぼの』を出し、また、「盲人キリスト信仰会」を設立して盲人
に広く信仰による自律と自尊の精神を植えつけ、盲人の文化の向上に尽くした。 
 1922年に、招かれて『点字大阪毎日』の主筆となった。本間一夫は中村を評して「中村
京太郎は、我が国盲界の先覚者の中でもその筆頭に置かれるべき人であろう」と言ってい
る。さらにつづけて「中村は、第一に敬虔なクリスチャンであり、第二に優れた文筆の人
であり、第三に活発な国際人であった。中村と言えば『点字毎日』を、『点字毎日』と言え
ば中村を想い出す人は、今なお少なくないと思うが、大正 11年、請われるままにその主筆
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を引き受けたのも、その後『関西盲婦人ホーム』の創立に深く関わったのも、人間は神の
前にはみな平等でなければならない。盲人だけが取り残されては神に申し訳がないという
中村の強い信仰と固い意志とによるものであった。主筆としてのその筆は、必ずしも鋭い
ものではなかったが、『点字毎日』巻頭の一文は常により高いものを目指し、物事の明るい
面を強調して、読む者の心にともしびを灯し続けたのである」（本間 1987:3）と、中村の
本領を生き生きと描いている。このように中村は、『点字毎日』によって盲人の地位と文化
の向上に大きく寄与したのであった。 
 
2） 点字投票公認に至るまで 
 論を進めていく上で、まず、点字投票公認運動の小史と中村京太郎を支えた「大阪毎日
新聞社」関係の活動を整理しておきたい。 
 普通選挙運動の歴史は、例えば松尾（1989）などに詳しく論じられていて、点字投票運
動に関しても、簡単ではあるが、一応触れられている。普選運動は、政治史の問題なのか
もしれないが、社会福祉史では取り扱われることが少ない。しかし、この運動に誘発され
て、活発な運動を見せた婦人参政権運動は、女性史の側から論究されているのに比べ、盲
人たちによって繰り広げられた点字投票公認運動は、ほとんど取り上げられることがなか
った。しかしこの運動も、同時的に起こった被差別部落の運動（水平社運動）や在日朝鮮
人問題などと並んで社会福祉史でも、差別と人権の視点から整理し、検討されなければな
らない運動なのではないだろうか。障害者福祉になると、福祉と人権の立場に立って山田
（1987）に、当時の「大原社会問題研究所」が出していた『日本社会事業年鑑』から引用
しながら、点字投票公認運動についてのまとまった記述が見られる。 
さて、盲人文化の側からも、川本（1928）や大河原（1937）、『世界盲人百科事典』（1972）、
阿佐（1990）、また谷合（1996）などに適切な解説が施されている。すこし詳しいものに、
本間（1987）の、多くの資料に触れた論説を見ることができる。最近、点字投票運動に関
して、「点字は文字と看做す」という題で書かれた野原（2009）が、『点字毎日』に三回に
わたって掲載された。これは、『点字大阪毎日』の記事を丹念に辿ってまとめられたもので
ある。さらにそれを取り入れ、より広い視野で点字投票運動を論じた愼（2009）が、『視覚
障害』に掲載されている。これらの先行文献を使って、点字投票公認運動の小史を次にま
とめることにする。 
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 点字投票を遡ってみてみると、1913年に、岡山の市会議員の選挙にあたって点字投票が
あり、また 1922年には大垣市の市議選でも点字の投票があった。翌 1923 年には、岐阜県
の県議選で、岐阜市や飛騨高山において点字投票を行った者があって、開票に当たって、
点字は文字や否やの議論が行われ、あるいは無効、あるいは有効の判定が下されている 8)。
1923年は、それまでの厳しい制度、選挙法に対して普通選挙の実現を求めるいわゆる普選
運動が喧しい年であった。盲人の間でも、参政権に対する意識が高まるなかで、名古屋を
中心とする盲人団体が、点字投票の有効性を叫んで、この普選運動にうまく合流して運動
の口火を切った 9)。これが、全国的な盲人運動に広がっていき、また、「大阪毎日慈善団」
が、国や全国の自治体の首長宛てに点字の一覧表と点字投票の記載例を作成して、配布す
るなどのこともあり、遂に、普通選挙法の制定とともに点字投票の有効性を獲得するまで
に至ったのである。 
 しかしこれは、あくまでも衆議院議員選挙においてのみ適用せられたもので、地方議員
の選挙には、内務省は「現行の府県制や市町村制には点字を文字と看做すという特別の条
項がないので、それを有効とは認め難い」と、従来の姿勢を変えなかった。そのため、そ
の直後に行われた市町村会議員選挙では、点字投票を無効とするところが多く出た 10)。そ
こで、普通選挙法が公布された後の 1925年 5月 26日、大阪において、近畿盲人団体と盲
人文化協会設立委員が共催し、『点字大阪毎日』の後援による「普通選挙実施と点字確認記
念全国盲人大会」が開かれた。全国から約 150人が参加し、「①点字普及の徹底、②道府県・
市町村会選挙に点字投票の有効、③全国の鍼灸按マッサージ試験に点字を採用」等の要項
を盛り込んだ大会決議を採択した。このような盲人の運動によって、1926年の国会で、地
方議会選挙において点字投票が認められない問題が取り上げられた。かくて、府県制・市
町村制の改正案が政府提案され、点字投票を盛り込んだ法律が、同年 6月に公布された。 
 そして、1926年 9月 3日、法的に認められた点字投票が日本で初めて静岡県浜松市の市
議会議員選挙で行われたのである。『点字大阪毎日』（226,1926・9・9）によると、「盲人有
権者 51人中、点字投票した者は 39人。全て有効となった」と報じている。 
 
3） 「大阪毎日慈善団」と『点字大阪毎日』 
 
（1）「点字投票講習会」 
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 「大阪毎日新聞社」が、点字投票公認の実現と、その後の実施の上に果たした役割と、
それに尽くした援助の大きさは特筆されてよい。その中心となったのは、「大阪毎日慈善団」
と『点字大阪毎日』であった。ここでは、それらの点字投票公認後の活動を整理しておき
たい。『毎日新聞社社会事業団五十年史』は、「衆議院議員選挙に、点字投票の公認が、多
年に亘り要請されながら、開票所にこれを解読し得る者がいないということで、いつも無
効とされていたので、本団は、大正 15年の総選挙に、全国の開票所宛『点字読み方一覧表』
を送った。次の議会で、遂に点字投票の有効なことが認められ、本団の数年に亘る努力も
ここに報いられたのであるが、これに対処するため本団は、昭和 2年 9月 12日大阪中ノ島
中央公会堂で『点字投票講習会』を開いた。参会の盲人約一千名、うち投票数は五百票に
上った。同様の講習会を昭和 3年、東京でも開いた。また普選に伴い、点字投票を一層効
果あらしめるため、点字の墨字と点字の双方を印刷した『点字読み方一覧表』を作成して、
全国の市町村と一般希望者に、総数四万数千部を送った」（毎日新聞社会事業団
1961:142-143）と記している。この記事は、点字投票が公認された直後のその活動の概略
を述べている。 
 「大阪毎日慈善団」は、1927年 9月 12日に、「点字投票講習会」を開催したが、その模
様を『点字大阪毎日』の主筆中村京太郎は、『帝国盲教育』に、次のように述べている。少
し長い引用になるが、中村の企画力がうかがえる貴重なものであるので、労を厭わず見て
いくことにしよう。 
 
  （前略）この、盲人に与えられた最初の点字投票を、最も有意義に行使せしむるため、 
  我が「大阪毎日新聞社」は、9月 12日午後零時半より、大阪中之島中央公会堂に於い 
  て、模擬点字投票と普選講演会を開催した。表玄関の大溜りを投票所となし、正午前 
  より押しかけた盲有権者は、まず受付で投票用紙を貰い、受付の左右に設けられた十 
  ヶ所の投票記入所に至り、そこで、大阪府庁より貸与された投票用点字器によって、 
  おもいおもいに、仮候補者伊藤博文、大隈重信、原敬、板垣退助、加藤高明などを記 
  入し、中央の投票箱（実物）に投票して、会場に入る。定刻前に来会者千余名、久宮 
  佑子内親王殿下御生誕を寿ぐ万歳の声をもって開催された。 
    一、開会の辞 大毎事業部助役・世川憲次郎氏 
    二、普選になるまで 大毎事業部長・伊藤金次郎氏 
    三、普選の話 大阪府警察部長代理・横関警部補 
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    四、盲界の前途 『点字大阪毎日』主筆・中村京太郎 
    五、点字投票に就いて 大阪府吉田地方課長 
  一方、投票所では午後 2時投票締切。大阪市立盲学校の奥村・沢井・久保、天王寺盲 
  学校の高木四教諭を開票立会人に委嘱して、厳密に開票した結果は、次の如し。投票 
  総数 487票  有効投票 384票  氏名を正確に書けるもの 281票  推定によ 
  り有効なるもの 103票  無効投票 103票  何人たるや確認しがたきもの 45 
  票  候補者にあらざるもの 24票  白紙 16票  他字記入 16票  二人以 
  上の候補者名を記入せるもの 4票。次に仮候補者の得票は、原敬 111 票  伊藤博 
  文 106票  加藤高明 69票  板垣退助 55票  大隈重信 43票。当日は、 
  八田大阪府特別高等課長始め多数の選挙関係者が来会して、熱心に点字投票の実況を 
  視察した。かくて午後 5時、盛会裡に閉会した」（中村 1927:27） 
 
以上のようにこの資料から、模擬点字投票・会場の設営と器具などの準備・動員力など、
その一つ一つをとってみてもよく考えられた企画である。 
 この前後、各地において点字投票のための講習会が盛んにもたれたことを『点字大阪毎
日』は報じている 11)。 
 
（2）「盲人文化講演会」と「模擬点字投票」 
 点字投票は、その実施後の地方選挙においても、また総選挙でも実績を上げるまでには
至らない状態が続いたため、そこで、「大阪毎日慈善団」では、盲人に国民的権利と義務を
遂行させ、かねて盲人を教化、啓蒙する目的で、『点字大阪毎日』と協力して、1932年 2
月 8日から 13日まで、毎日午後 1時から、奈良、姫路、堺、京都、大阪、神戸の各市で、
「盲人文化講演会」と「模擬点字投票」を行った。講演会の講師には、「毎日新聞社」顧問・
文学博士 谷本富、「大阪毎日慈善団」顧問 生江孝之、「毎日新聞社」満州従事記者 横
田高明、「大阪毎日慈善団」幹事 中村三徳、同主事 村島帰之、『点字大阪毎日』主筆 中
村京太郎各氏が当たり、点字講習の指導には、大野、長岡両「点字大阪毎日」部員をはじ
め、各地の盲学校職員と盲人界の幹部が当たった。点字の講習会では、盲人だけでなく、
選挙係員や、普選を見越して点字投票を覚えようとする盲婦人も参加して、各地とも盛会
であったが、模擬投票に入って、仮候補者に、塙保己一（盲学者）、杉山和一（管鍼の工夫
者）、山田斗養一（山田流筝曲始祖）の三検校を立て、点字投票の練習をしたところ、奈良
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と京都では塙検校、他の四ヶ所では杉山検校が最高点という興味ある結果が出たなどと、
『毎日新聞社社会事業団五十年史』が記述する大がかりな講習会も持たれたりした。 
 
4） 中村京太郎と点字投票運動 
 
（1） 点字投票を求めて 
 点字投票運動を社会福祉史の上から取り上げるとき、それは、二つの側面をもって見通
さなければならない。一つは、普通選挙運動の一環として追究されなければならない側面
であり、もう一つは、点字が盲人の文字として公認されるという側面である。上にも見て
きた通り、この二つの面は、いったいとなるべきものであるが、それらの成立は、必ずし
も同時に勝ち取られたのではない。 
 さてこの章では、点字投票の公認以後中村京太郎が点字投票に関して発言している論説
に焦点を絞りながら、1922年の『点字大阪毎日』創刊号から、1928年までのものの中で、
点字投票に関する中村京太郎の論説を拾い出し、彼の点字投票運動に対する意見に検討を
加えたいと思う。なお、以下の『点字大阪毎日』の引用文で、谷合侑の編集になる『中村
京太郎評論集 光よ照らせ』から引用した以外のものは、その点字の墨字訳は筆者の施し
たものである。 
 論を進めていくのにさしあたって、彼の考えが全体的に概観できると思われる「総選挙
のあと」（『点字大阪毎日』1924年 5月 15日）と題する一文を見ていくことにしよう。ま
ずそれは、「物騒がしかった総選挙が済んで、吹き去った嵐の後の物静かさに返った。今日、
我等の前に残された二つの対象、それは、点字に対する内務省の不都合かつ不穏当なる態
度と、我が『大阪毎日』の所論であった。ことは、選挙の形式に関する一小問題に過ぎな
いが、しかしながら、我が国盲界の文化の上に大なる影響を齎すべき重要なる一社会問題
であることは言うまでもない」という書き出しから始まっている。ここで言う「我が国盲
界の文化の上に大いなる影響を齎す重要なる社会問題」として点字投票という「選挙の形
式」を真っ向から取り上げ、「点字を以ってする投票を認めよと言う要求が、近来我が盲人
の間に強くなってきた。我等は、なに故に盲人の有する意思発表の方法が、目明きのそれ
と同じように認められないかを、寧ろ不可解とする者である。聞くところによれば、選挙
法に掲ぐる、選挙人は被選挙人一名の氏名を記載して投函すべきと言う箇所に対し、盲人
の点字は、型を用うるもので、記載には合わぬという反対がある為だとのことである。け
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れども、我等は、『記載』という字義を狭義に解釈することを妥当ではないとするばかりで
なく、その故に盲人として当然有する権利の行使となさしめないことを甚だしく不合理、
不公平と信ずる」と、その問題の所在を整理して示している。つづけて、この問題の核心
に触れて言う、 
 
  盲人の用うる点字は、今日では盲人の文字として広く認められている。現に数年前か 
  ら、宮中新年勅題に点字を以って和歌の詠進をなすことは許され、また、県会議員の 
  選挙には、これを認めた件が二、三回、大阪では、郵便ハガキの表書きに点字を用い 
  ても配達されている。（中略）かくの如く、点字は既に盲人間に用いらるる唯一の文字 
  として一般に承認され、故に、かつ彼等をして権利行使の機会を逸せしめざる便宜の 
  方法さえ案出されている。今日、無下に点字投票を無効なりとするは、国民選挙の精 
  神を無視するのみならず、人間に対する甲斐なき護謨人形の処置と言わなければなら 
  ぬ。殊に近来、できるだけ選挙権の広く行使されることを期する精神に於いて、記載 
  の文字に就いても、ローマ字を承認し、または氏名いずれを記しても可なりとする解 
  釈さえ行われんとする時、点字のみを認めざるはあまりに没常識と言わなければなら 
  ぬ。また、判読等に不便あるは争われにくいが、それは、訓盲院関係者等をして取り 
  扱わしめれば、さほどの困難はないと思う。何れにしても、単に取り扱いの不便の為 
  に等しく他の負担に任じ、知能に於いても具眼者と異ならざる人々すら事実上参政権 
  を奪い去ることは、現代に於いて容認し難き不公正のことである。 
 
 1924年 5月に行われた第 15回衆議院議員総選挙は、立憲政友会・憲政会・革新クラブ
のいわゆる護憲三派が圧勝し、「憲政会」の加藤高明が首相となった。そして、普通選挙法
の成立に向けて一層の機運が盛り上がった。この時、投票用紙に記入する文字としてロー
マ字が認められている。しかし、結果的には普選法は実現せず、点字投票も、内務省の「選
挙法に点字は文字として認められていないため、点字による投票は有効とするには至らな
い」という見解によって、その権利を獲得することはできなかったのである。上の文章は、
こうした背景のもとに書かれている。点字投票を認めないことに反論するこの論説は、そ
の反駁するポイントとして二つを挙げている。 
 まず一つは、現在も盲人の文字として点字は十分社会に通用しているということ。二つ
めは、投票に当たって盲人の文字として点字を認めないことは、国民選挙の精神を無視す
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ることであり、それはそれだけにとどまらず、盲人を甲斐なき護謨人形同然の扱いをする
に等しいと言うのである。この二点を明白にして、点字投票を認めないことは、盲人に及
ぼす重大な社会問題と断じている。点字は、型を使うから文字とは認めがたいなどという
理由はとるに足らぬ問題で、寧ろそれよりも、知能において具眼者と何ら劣ることのない
盲人までも政治参加が妨げられることこそ大問題だとする彼の論説の根底には、『点字大阪
毎日』の創刊に当たって草した「発刊の言葉」で、「盲教育が発達し、盲人の自覚せる欧米
には、今日、普通人と盲人との差別ほとんど撤廃せられ、盲人は、学芸に実務に、その他
社会各方面において普通市民と肩を並べて活動しているのであります。悲しい哉、日本に
はまだ盲人は自己の力に目覚めず、社会もまた盲人に対する人道的観念薄きため失明者は
全く廃人としての取り扱いを受けている有様です。真に文明国としては一大恥辱でありま
す。『点字大阪毎日』は、この恥辱を拭い去る文化的戦士として世に出でたのであります」
『点字大阪毎日』1922年 5月 21日（中村 1998:3）と宣言したその精神が熱く滾っている。 
 総選挙を挟むその一ヶ月半前の『点字大阪毎日』百号記念号の「光よ照らせ」という一
文でも、中村は、「無論、十万の盲人中、実際点字を使用している者が幾割、いま点字投票
の如き、今日のごとき有様でははなはだ怪しい。且つ頗る覚束ない。点字投票の認められ
る暁、『御免なさい。日本の盲人は、まだ点字を知りません』では誤魔化されぬ。『盗人を
捕らえて繩をなう』馬鹿者を笑う資格が我々にあるか。わが『点字毎日』が方針とせる幾
戦士の苦心と努力とは、また実にここにあらねばならぬ。今後一層同志を糾合し、力を合
わせ、こころを一つにして、社会の無知と偏見とに対し大いに戦いを挑むべく我々の準備
はできた。立てよ、進軍のラッパが響く」『点字大阪毎日』1924年 4月 3日（中村 1998:9）
と書いていることとも呼応する。「総選挙のあと」は、主に社会の「人道的観念」に訴えた
ものであり、「光よ照らせ」の文は、専ら盲人に「自己の力への目覚め」を促している。 
 
（2）点字投票公認後 
 1927年に入って、中村は、『点字大阪毎日』に「評壇」の欄を設けて、己の意見を堂々
と表明する姿勢を明確にするようになった。幅広く、時宜に合った、さまざまな問題を取
り上げているが、その中で、この 1927年は、点字投票に関する意見が、総選挙の行われた
翌 1928年とともに一番多く見られる年である。それは、この年の 9月に、初めて点字投票
を認める府県会議員選挙が行われることとなったからである。それらを順を追って見てみ
ると、9月 1日に出た「いま一息」で、「普通選挙による府県会議員選挙期日は愈愈目前に
- 103 - 
 
迫った。点字投票によってその府県の民に我々盲人がいかによく、かつ正しくその義務を
行使し得るか、その最初の全国的バロメーターが、全国注視の中に公表される日が遂に来
た。ただ各地における盲教育者その他の熱心なる協力をもってして、点字普及運動は、い
まだ十分に徹底されない以上、我等は、最後の五分間まで最善を尽くすほかに道はない。
然り、いま一息の努力を以ってあらゆる方法を尽くし、もって国民の前に恥ずることなき
成績を期せねばならぬ。「あれほどやかましく求めておきながら、さて、認められるとこの
通りだ。彼等の要求というのも、結局真面目になって聞くほうが野暮だ」というようなこ
とになりはせぬか。否々、そんなことのないようにせねばならぬ」『点字大阪毎日』1927
年 9月 1日（中村 1998:14）。と、さし迫った府県会議員選挙に臨む盲有権者たちへの憂慮
を吐露するとともに、その対策のために最後の最後まで、『点字大阪毎日』が中心となって
努力しなければならないことを表明している。それは、当時、点字が使える者は、盲学校
の卒業生ぐらいのもので、点字の普及こそが急がれなければならない問題であったのであ
る。それに加えて、盲人に公民意識の徹底を図る難しさもあった。 
 翌週の 8日の「社告」は、中村によって企画された「模擬点字投票の講習会」の予告で
ある。それは、会場を大阪中之島中央公会堂とし、日時は 9月 12日正午より。その「社告」
で中村は、点字投票は、実に世界に於ける最初の試みであり、盲人にとっても、また初め
ての体験であると同時に、これを取り扱う役人たちは、点字書き方の規則や習慣に対して
殆ど未知であり、かつ選挙に関する諸規定はもともと点字のためのものでないということ
から、完全なる清き一票を容易に誤って、死に票となる危険がある。そこで、予め役人側
の立会いを求め、これを実地に行おうとするものであると言っている。この「模擬点字投
票講習会」というのは、「 3）の（2）」で引用した「模擬点字投票と普選講演会」のことで、
中村が、1927年 10月 20日発行の『帝国盲教育』に書いたように、一応の成果を挙げた会
であった。府県会議員選挙を目前にして、時宜に合った講習会であった。それよりも何よ
りも、まだ一度も経験されていない点字投票を、役人立会いのもとに本番そのままに実施
してみせるというこの企画力は、大方は、中村のアイデアから生まれたものであったよう
である。これは、この後各地で行われた「模擬点字投票講習会」のモデルとなった。 
 しかし、この「模擬点字投票講習会」は、中村に否応なく盲有権者の現実を見せ付ける
ことでもあった。講習会のあった翌々週の『点字大阪毎日』の「評壇」では、早速に「点
字投票の成績」と題する一文が見られる。「国民として我々が、国家の政治に関与するただ
一つの、重要なる義務を果たさんために、認められた点字投票の行使は、いよいよ実際に
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試みられる時がきた。いまだ義務教育制すら実施されぬ日本の盲人に、果たして国政に参
与し得る能力ありや。地方行政に与る実力ありや否や。程なく各府県より公表される統計
の数字が、国民の前にこれを物語るであろうと同時に、我が国の盲界の正体が社会に曝け
出されるであろう。果たして国民の予想を裏切ることなく、完全なる投票によって我々が
この重要なる義務をよく果たし得るや否や。これを、過日の本社主催「模擬点字投票」の
結果を見る時、多少の心細さを感ぜぬわけにいかぬが、この場に及んで我々の取るべき唯
一つの手段は、やはり誠をもって事に当たるにある」『点字大阪毎日』1927年 9月 22日（中
村 1998:15）というこの文章には、点字投票の実現の喜びよりも、いまだ義務教育制から
漏れている盲人の現状に寄せる苦渋のほうが先立っている。 
 盲教育界に先導的な立場でいた川本宇之介は、「盲人の社会的地位」として次のように言
う。「盲人の社会的地位を考察すると、直ちに考へつくことはいふまでもなく、点字投票の
有効になったことである。之れは盲人諸君の多年の希望であり、絶えざる奮励努力の賜物
であると思います。（中略）今や盲人も明かに名実共に公民として立派な意思表示を出来る
に至ったのであるから、之からは学校教育に於て将又社会教育に於て共に大に公民教育の
意義を其の教育内容に徹底させ、立派なる公民たる資質を有するものたらしめねばならな
い」（川本 1928:185）と。こうした意見と比べれば、当事者としての中村の思いが察せら
れよう。 
 
（3）点字投票が公認された初めての総選挙 
 1928年 2月 20日に、点字投票が公認された初めての総選挙が行われた。すでに前年に
府県会議員選挙で点字投票は実施され、経験済みだったとはいえ、国政を決めるかぎをに
ぎっている総選挙は、本当の意味で盲人にその真価が問われる機会でもあった。総選挙が
目前に迫ってきた 1月 26日の「評壇 総選挙」では、「衆議院は遂に解散された。普選法
18条により、その法定期限たる三十日以内、即ち 2月 20日を以っていよいよ総選挙が施
行されることとなった。顧て、去年の府県会議員選挙に於ける点字投票の成績は、決して
遺憾の点がなかったとは言い得なかった。いまや全国注視の中に、我等盲人も立って、点
字によって国家のために各自貴重なる一票を投じ得る最初の機会は来た。完全に国民的重
大義務を果たすために我等は最後の努力を求む」『点字大阪毎日』1928年 1月 26日（中村
1998:26）と、あらためてその「国民的重大義務」を果す点字投票一票の意義を強調する。 
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 さらに次の「点字投票」の一文は、この点字投票公認運動にかけた中村の心底からの吐
露と言っていいであろう。「我が国憲政史上最も特筆すべき新選挙法の下に施行される最初
の総選挙は、ここ十日の後に迫ってきた。彼の誤れる政治の下に、盲人も一人前の国民と
して認めなかった不当なる事実を見て、我が社は、夙にその非を鳴らし、眠れる天下の世
論に訴えること一再ならず、遂に今日に到達し得たことは、唯に盲界のためにとどまらず、
実に一国の大いなる政治である。ただ点字採用百年の歴史を有する欧米の盲界に比し、近
年目覚めたばかりの我が国盲界は、無論まだ政治的訓練は出来ていないことは覆うべから
ざる事実であるが、我等は十分に普選の精神を尊重して、眼前の利欲に惑わされず、また
私のために図らず、真に国家のために清き一票を投ぜんことを覚悟しなければならぬ。こ
の一票によって国家を立たせ、また倒すことを知らねばならぬ」『点字大阪毎日』1928年 2
月 9日（中村 1998:28）と、堂々たる論調を見せている。今日の我々の眼から見ても、民
主政治に対する彼の高い見識をうかがい知ることができる。特に、「彼の誤れる政治の下に
盲人を一人前の国民として認めなかった不当なる事実を見て、我が社は、夙にその非を鳴
らし、眠れる天下の世論に訴えること一切ならず、遂に今日に到達し得たことは、唯に盲
界のためにとどまらず、実に一国の大いなる政治である」と言っているのは、当時の差別
社会に対する発言として注目してよいであろう。 
 この総選挙では、5,459票の点字投票があったことを、『点字大阪毎日』（313,1928・5・
10）が報じている 12)。さて、総選挙後の「評壇」では、3月 8日の「真剣重大の時」で、
昭和維新は政治改革から始まると言っているが、この文章を最後に、点字投票に関する論
説は誌上から見られなくなる。 
 以上、中村京太郎の点字投票に関する論説を、主に点字投票公認後のものを取り上げて、
検討を試みたのであるが、無論、公認前の彼の活発な活動を見逃しているわけではない。
『点字大阪毎日』という我が国の盲人社会を導く週刊誌を通してなされた中村の点字投票
に寄せる情熱は、多くの盲人にその市民意識を目覚めさせたことは言うまでもない。先に
引用した「総選挙のあと」に見られる点字投票に関するその意見が、ゆらぐことなく貫か
れている。言うならば、盲人における正当な選挙権の行使は、盲人の使用する文字である
点字によってのみなし得るのであるとする彼の固い信念、それが実現して初めて盲人が普
通の市民と肩を並べて生活していくことができるようになると、彼の考えは一貫している。
そうして、差別のない社会が実現してこそ文明国として他に恥じない国家となるのだ、点
字投票はその第一歩なのだとする彼のおもいを、彼が書いた点字投票に関する論説の数々
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から読み取ることができる。断るまでもなく、この実現に盲人の側にその覚醒と一市民た
り得る努力が伴うことを中村は、当事者の立場から深く心に刻んでいる。 
 
5） 市民権から社会権へ 
 1932年 1月 7日に発行された『点字大阪毎日』の巻頭言は、「新年のことば」と題する
もので、その中で中村京太郎は、『点字大阪毎日』も、創刊以来十一年を迎えたことを言い、
過去十年間に、我が『点字毎日』が盲界のために何を為したかと顧て、まず盲学校令の公
布促進、点字教科書の刊行、点字投票の確認（ママ）、点字の普及、盲人の福祉増進、失明
防止等々、盲人文化のために些か貢献して来たことを挙げている。さて、『点字毎日』の主
筆としての中村の活動を推進していった車の両輪とでも言うべきものは、盲教育の向上と
点字の普及であったということができるであろう。それに合わせて彼は、盲人の地位の向
上を願い、一般市民としての差別なき生活を求めて点字投票公認運動に取り組んだことが
分かる。彼を点字投票公認運動に駆り立てた大きな力となったものは、盲人も神の前には
人として平等でなければならないというキリスト教への深い信仰心であった。それととも
に、中村には、欧米文化に触れた広い視野と識見が伴っていたのである。しかし、この点
字投票は、今日から振り返って見るならば、必ずしも中村が取り組んだほどには成果は上
がっていない。否、その重要性さえも薄らいできている。それは、点字普及運動の難しさ
を物語っている。今日、点字習得が困難な中途失明者が盲人の大半を占めるようになって
きた現状において、投票には、点字によらなくてももっと他の手段が講じられ、パソコン
を使ったやり方なども考え出されてきているし、むしろ問題とされることが、秘密の保持
や、政見などの情報提供といった権利保障に関心が向いている。それはそうであるけれど
も、点字が市民権を獲得するに力のあった中村の行動は、それとして十分評価されなけれ
ばならないであろう。 
 上に見てきたように、総選挙のあと、「評壇」からは点字投票に関する論説は見られなく
なった。それは、点字投票の公認と、その実施ということで、一応の結末を見たものとし
てこの問題に対する論説を書かなくなったのであろうが、点字の市民権獲得は、さらに新
しい社会権への拡大に彼を向かわせる一連の動きを示唆する。好本督は、『中村京太郎伝』
の発刊に寄せて、「中村先生が生涯をかけた事業は勿論『点字毎日』でありましたが、（中
略）中村先生が『点字毎日』以外に持たれた大きな関心と事業は、盲婦人の福祉に関する
ことでした。先生の援助によって始められた西宮盲婦人ホームは、貴殿（筆者注――『中
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村京太郎伝』の著者鈴木力二をさす）もご存知のように現在日本におけるこの種のものと
しては最大のホームであります。亡くなられる少し前に、先生が着手なさった最後の仕事
は、盲婦人に対する通信教育でした。当今は政府も他の機関も種々の方法で盲人の援助を
行なっていますが、可能な限り盲人がひとり立ちできるように援助するのが、常に最上の
方法です。そのためには良い教育こそ必須のものであります」（好本 1969:5）という、中
村の最もよき理解者であったそのことばが中村のその後を示してくれている。盲女子の問
題に関わって始めた、ここでいう西宮盲婦人ホームというのは、越岡ふみとともに立ち上
げた「関西盲婦人ホーム」のことである。このことについては次章で取り上げることとす
る。 
 
おわりに 
 
 『点字大阪毎日』1926 年 9月 2日発行の誌上に掲載された「男女同権」という文章は、
中村京太郎の平等思想が端的に示されている。「妻が夫に対し貞操の義務があると同時に、
夫も妻に対して貞操の義務があるという判決を、最近大審院が下した。これは、大審院長
横田博士の開いた新判例であるが、これによって今まで単に道徳上の問題であった『夫の
貞操』が法律化されたことになる。兎角、男たちに都合よく作られていて、女に不利であ
った法律が、男にも女同等、それを犯した場合適用されることになったことは嬉しい。か
ように男女の間の差別が取り除かれたと同様、盲人と目明きの間に設けられた差別も取り
除かれねばならぬ」と、法の上の平等を謳っている。これは、はっきりとした人権思想で
ある。中村は、これにつづけてさらに言う。「盲児なるがゆえに義務教育が免除され盲青年
なるがゆえに高等教育の門が閉ざされ、盲人なるがゆえに準禁治産者にされ得るなど、兎
角社会は目明き本位である」（「男女同権」『点字大阪毎日』1926年 9月 2 日）と、盲人の
おかれた現状を、制度の上からも鋭く批判するのである。こうしたことからも、中村の目
指すものが奈辺にあったかがよく分かる。それは、今日いう「障害者の完全参加と平等」
にほかならない。 
 
注 
 
1) 石川倉次が北海道出張の際、函館盲唖院を訪ねて教え子の中島建次郎から聞いた話とし 
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 て、「寄宿舎では同室に来たりしゆえ、私が点字を教えたるに、一日にて覚えてしまえり。 
 初めより中村君は、ほかの人と違うところありたり」という記述が『石川日記』に見え 
 る。また、『石川日記』には、「中村京太郎に片仮名タイプライターを貸せり」という一 
 節や、「午後、中村京太郎の請いにより、葉書用の点字板を作れり」という記事なども見 
 ることができる。 
2) 『点字大阪毎日』（1923年 4月 19日発行）の巻頭言に掲げられた「奨学資金を設けよ」 
 にその趣旨のことを述べている。 
3) 普通選挙運動はいろいろな経緯をたどったが、いわゆる普通選挙法の制定で、その結
実を見た。それによって選挙権は大きく拡大されることとなった。それまでの選挙権は、 
 一定額の国税を納める者に付与されたが、同法の制定によって納税の条件は撤廃された。 
 即ち男子 25歳以上の者には納税の有無に関わらず選挙権が付与されたのである。ただし 
 婦人の参政権は認められなかった。 
4) 松尾（1989:108-115）を参照。 
5) 1925年 5月 5日、衆議院議員選挙法改正法律（いわゆる普通選挙法）として制定され、 
 公布された法律第 47号「衆議院議員選挙法」において、その第 28条で「投票に関する 
 記載に就いては、勅令を以って定むる点字は、これを文字と看做す」とされた。その勅 
 令は、1926年 1月 30日に勅令第 3号「衆議院議員選挙法施行令」として発布され、そ 
 の第 21条に「衆議院議員選挙法第 28条の規定により、盲人が投票に関する記載に使用 
 することを得る点字は、別表を以ってこれを定む」と規定された。その別表には、点字 
 の一覧表が掲載されていて、五十音、濁音、半濁音、拗音、促音、数字、そして数種類 
 の記号が示されている。 
6) 現在一般に広く用いられている点字は、フランス人のルイ・ブライユによって 1829
年に創案された六点式ブライユ点字である。我が国でも、このブライユ点字を日本語に
合うように翻案されたものが用いられている。日本の点字は、1890年 11月 1日に東京
盲唖学校において開催された点字選定会において石川倉次の翻案したものが採択され
た。 
 「日本訓盲字」として制定された当時の点字は、五十音のほか、濁音、半濁音、数字、 
 つなぎ符程度であったが、1898年には、石川倉次によってこれに拗音が加えられた。そ 
 うして、1901年に「日本訓盲点字」が官報 5337 号に公表されたのである。 
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7) 『点字大阪毎日』は、1922年 5月 11日に「大阪毎日新聞社」が創刊した週刊の点字
新聞である。1943年 1月 7日に『大阪毎日新聞』が『毎日新聞』と改題されたのを機会
に、『点字大阪毎日』も第 1078号から『点字毎日』と改題されて現在に至っている。 
8) 1922年 6月 11日に発行された『点字大阪毎日』は、岐阜県大垣市の市議選で 3票の 
 点字投票があり、それが有効と認められたことを報じている。有効となったのは、『大阪 
 毎日』が、点字新聞さえ出す時勢ではないかと糾弾した結果だったとも付け加えている。 
 翌年、『点字大阪毎日』は、「点字投票 無効と有効」と題して、1922年 9月 25日に行 
 われた岐阜県議選で、岐阜市に 4票の点字投票があったが、①文字なるや、②自署なる 
 や、③型にはめて書いたものにあらずやの三点が疑問となって、無効となったことを伝 
 えている。同時に一方、飛騨高山で点字によるものが 2票あって、有効と認められたこ 
 とも報じている。 
9) 1923年 12月、愛知県において盲人の有志が集まって、「愛知県盲人点字投票有効期成 
 連盟」を結成した。連盟結成後、盲人たちは、尾崎行雄等多数の代議士を迎え、名古屋 
 で 2万人規模で開かれた「東海普選民衆大会」に参加した。「点字投票を生かせ」と書か 
 れたプラカードを持ち、赤襷をかけ、点字投票の実現を大々的に訴えた。そして、「盲人 
 の点字投票を認めるように」との大会決議文を採択させた。 
 同連盟は、翌年 1月、名古屋で約 2千人の参加者を集めて「全国盲人大会」を開き、
「点字投票有効誓願書を貴族院、衆議院の両院に提出し、全国に大運動を行う」と決議
した。そして、「点字投票を生かせ」と記したビラを市内に撒くなどの活動を展開した。 
  その後、点字投票を求める団体を各地で結成し、点字投票の実現を広く社会に訴えた 
 この注を含め、点字投票公認に至る経過は、野原（2009）を参照して記述した。 
10) 『点字大阪毎日』1925年 4月 23日発行は、「続々無効の点投」と題して、以下のよ 
 うな記事を載せている。まず福井県では、一昨年の県会議員選挙の際、知事から検討、 
 無効の内訓があって、今回の市町村会議員選挙にも点投は問題になっているので、福井 
 県鍼灸マッサージ連合会の田辺会長は、知事を訪問して種々陳情したところ、知事は個 
 人的には、現在はまだ従来の例により無効としたいと答えた。そうして大野町の選挙で 
 は、無効とされた。福井市の選挙は、目下見ものである。山口県当局でも、県下からの 
 問い合わせに点投無効の旨を発した。松本盲人協会では、藤田松本盲学校長、遠藤協会 
 長等を委員になさしめたところ、市長は、大いに賛成だが、県の意見を聴いた上で確答 
 するとのこと。栃木県栃木町の選挙は、去る 14日行われたが、点投を無効にするとのこ 
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 とで、30余名の盲有権者は、慣れない手付きでいずれも鉛筆で投票した。大牟田市の盲 
 人も、市会議員選挙に際し、点投有効運動を起こし、市長に陳情。 
11) 『点字大阪毎日』1927年 8月 25日発行は、福井県社会課が、福井県中鍼灸按援護会 
の後援を得て、普選準備のため、22日から 1週間ずつ県下各地で点字講習会を開催した
という記事を掲載している。その他奈良県の高田町、各地の按摩組合で点字講習会がも
たれたことなども報じている。同年の『点字大阪毎日』9月 8日発行は、本社慈善団及
び点毎主催の「模擬点字投票会」を始め、秋田県鍼灸マッサージ連合会でも近く模擬点
字 投票を行うこととなり、準備中であることを伝え、また、去月末、徳島市で開いた
点字普及会の講習は好成績であったと言う。その他、茨城、北海道、鹿児島、彦根、松
本などでも行われたことが知られている。 
12) 『点字大阪毎日』が、各府県に問い合わせて、投票総数と無効投票数を発表している。 
 それによると、点字投票総数は 5459票、その中で無効投票数は 178票であったことが知 
 られる。なお、和歌山県だけが点字投票数が不明と付け加えている。 
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第 4章  中村京太郎と盲女子の保護問題 
     ――「関西盲婦人ホーム」を中心に―― 
 
はじめに 
 
 明治維新における当道座の廃止とともに、盲人のおかれた環境は厳しいものがあった。
とりわけ、盲女子が悲惨な状態で放置されていた歴史は長い。多くは教育から見放され、
たとえ盲学校に入って按摩、マッサージを学んだとしても、卒業後の職場は、常に俗悪な
環境に曝されている。こうした盲女子の保護の問題は、緊急な要件でありながら、長く放
置されてきた。この盲女子の保護問題に早くから関心を寄せ、中村京太郎は、「荒地のまま
で放っておくことは許されない」として、この問題に取り組んだのである。。 
 
第 1節  中村京太郎と「関西盲婦人ホーム」 
 
1） 研究の目的と先行研究 
 盲女子の保護問題は、盲人の多くの施設が当事者の手によって作られてきたように、盲
女子の保護施設もやはり当事者の手になった盲女子ホームによって本格的に取り組まれる
ことになるのである。『世界盲人百科事典』（1972）では、「盲女子ホーム」の項で「昭和初
期に、東京小石川の美普教会（キリスト教）が、盲女子寄宿舎を経営していたと伝えられ
ている。その後 1936（昭和 11）年、斉藤百合は、職業偏重の盲学校教育の欠点を補い、盲
女子の教養を晴眼者に劣らないものにすることによって、社会的地位の向上を図るため『陽
光会盲女子ホーム』を設立した」と、その「沿革」で記している。この「陽光会盲女子ホ
ーム」は第二次世界大戦の激化とともに解消するのだが、なおこれとは別に西宮市の「関
西盲婦人ホーム」についての記述もなされていて、1930年に、『点字大阪毎日』主筆中村
京太郎（1880-1964）と盲婦人越岡ふみ（1899-1968）が、「西宮市で数人の盲女子を集め、
関西盲女子ホームとして、按摩鍼灸業を営み、相互扶助生活を始めたが、一時、越岡が喜
久田倫章とともに中国上海に渡り、盲学校を経営したため中断した。48年に帰国した喜久
田と越岡がこれを再開した」という記事が見られる。 
 2002年に「点字毎日」から出た『激動の 80年――視覚障害者の歩んだ道のり』から盲
女子の保護に関する記事を、1930年以前に遡って拾ってみると、1928年 11月に「武蔵野
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盲婦人会発足」の記事がある。これは、「盲女子並びに盲人の家庭に関する問題を研究する
ため、斉藤百合夫人が発起人となり、14日武蔵野盲婦人会を結成」とある。この記事につ
づけて、「盲婦人大会」の記事が見られる。1930 年 5月には、「陽光婦人会治療所を開設」
の記事がある。その内容は、「東京の陽光婦人会は、市外池袋に鍼按治療所を開設。婦人に
対する職業の周旋に努め、その浄化を図るとともに、盲学校を卒業後、家を持たれない婦
人のために場所を提供する」とある。無論、これも斉藤百合の活動である。「武蔵野盲婦人
会」や「陽光婦人会」の活動がつづかなかったことを『光に向かって咲け――斉藤百合の
生涯』（1986:82）が記している。 
 この節では、『点字大阪毎日』の主筆としての中村京太郎を、その事業とは別な活動に眼
を転じて取り上げ、特に、中村京太郎研究の一環としての人権意識という視点から、中村
京太郎が盲女子の保護に取り組んだその業績を明らかにしようとするものである。先行文
献としては、今では見ることのできない『信仰』掲載の文章や田守吉弘宛の手紙など、中
村京太郎自身の手になる関係資料を広く取り上げて中村と盲女子の保護問題を詳しく見渡
している鈴木（1969）と、「趣意書」と「規定」を挙げて「関西盲婦人ホーム」の活動に触
れた阿佐（1987）があるが、ここでは中村京太郎の人権意識に焦点を当ててまとめた。ま
とめに当たっては鈴木（1969）に負うところが大きかった。 
 併せて、同時代の、この方面では先駆的な活動を示した斉藤百合や岩橋武夫らにも触れ
ながら、初期の盲女子の保護問題を見ていきたいと思う。 
 
2） 中村京太郎の盲女子への関心と取り組み 
 中村京太郎の盲女子への教育と保護については、彼の最もよき理解者であった好本督が、
「『中村京太郎伝』発刊を聞いて」で、「中村先生が、生涯をかけた事業は、勿論『点字毎
日』でありましたが、中村先生が『点字毎日』以外にもたれた大きな関心と事業は、盲婦
人の福祉に関することでした。先生の援助によって始められた西宮盲婦人ホームは、貴殿
（筆者注:『中村京太郎伝』の著者鈴木力二をさす）もご存知のように、現在日本における
この種のものとしては最大のホームであります。亡くなられる少し前に、先生が着手なさ
った最後の仕事は、盲婦人に対する通信教育でした。当今は、政府もほかの機関も、種々
の方法で盲人の援助を行っていますが、可能なかぎり盲人が独り立ちできるように援助す
るのが常に最上の方法です。そのためには、よい教育こそ必須のものであります」という
ように、彼の手がけた事業のうちでも、見落とすことのできない重要なものであった。 
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 中村京太郎が手がけた事業について、阿佐博は、『中村京太郎――目を閉じて見るもの』
（1987）で、『点字大阪毎日』の主筆となった中村が、点字の普及が何よりも大事だと考え、
一方において点字教科書の出版に意を注ぐとともに、他方、点字投票などを通じて、点字
の普及に努めた点を指摘している。そうして多くの事業を行ったが、その主なものに「懸
賞文の募集」「盲学生体育大会」「盲学生弁論大会」「点字教科書の出版」「模擬点字投票と
普選演説会」を挙げている。こうした事業は、『点字大阪毎日』を通じてなされたのである
が、盲女子の保護と教育は、それから離れてなされたもので、人間として平等から取り残
されては神に申し訳が立たないというキリスト教による信念に支えられた人権意識が根底
にあり、先の点字投票運動では市民権獲得に、さらに彼は差別を受ける盲女子に眼を向け
て社会権のために立ち上がったのである。盲人が一般市民と肩を並べて普通に生活するイ
ギリスの社会を、日本最初の全盲留学生として直接見てきた体験が生きている。 
 中村京太郎が、盲女子の問題に関心を持つようになったのは明らかではないが、英国か
ら帰国した 1914年ごろ、全国の盲女子が悲惨な生活をしているのを見聞したからであるら
しい。彼が、盲女子の保護について発言したものとしては、1928年 8月 9日発行の『点字
大阪毎日』の「評壇」で「ただ荒地のまま、今日まで殆ど手のつけられていない我が国幾
万の盲女子のために特に新たなる注意を切に望む。片手落ちの教育は、決して我が国の盲
界の文化を完成することができない」と言っているのが、最も早いものの一つとして挙げ
ることができるであろう。また、中村は、すでにこの 1928年には、芦屋の自宅で盲女子の
ホームを始めている 1)。 
 アメリカ在住の田守吉弘が大野加久二に宛てた「嘗てニューヨーク会議（筆者注:1931
年に開かれた『国際盲人社会事業会議』をさす）の前後、各地の盲界を訪問されました時、
必ずあちらの盲婦人生活の現状に注目され、熱心に見学されました。パーキンス盲学校ア
レン博士（校長）は中村先生の熱意に深く感動、共鳴せられ、同校の盲生の婦人寄宿舎を
開放されました」という手紙を鈴木力二は紹介している 2)。こうしたものからも、中村の
盲女子の保護に寄せる関心の深さを見ることができるであろう。 
 ここからは残された資料による検討を通して、「関西盲婦人ホーム」の設立の趣意、その
実践の方法、経営の具体的な経緯及びその実態の解明の順で述べていくことにする。 
 中村がより具体的に盲女子問題を論じたものに、『中央盲人福祉協会会誌』第 12号（1939
年 10月 30日発行）に、「盲女子の保護」と題して書いた文章がある。 
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 そこで中村は、まず、盲女子が教育の機会に恵まれないことから書き起こし、さらにつ
づけて、盲女子たちの打ち明け話として、幼少の時から育っていく悲惨な境遇を取り上げ
て、その現状に触れている。また、心ない苛めに傷つくその心の中を述べていく。そして、
成人して直面する結婚問題では、直接自分のことでなくても、弟妹の結婚の支障となった
り、たとえ自分が結婚できたとしても、姑に頑張られたり、親族連の妨害にあったりして、
結局は破綻が待っているといった結婚問題の困難さに書き及んでいる。 
こうした盲女子の抱える一身上の問題を明確にしつつ、文章は盲女子の保護問題の核心
へと迫っていく。「嘗て京都市に開催された全国盲婦人会議の席上において男女共学の弊が
論議せられ、「言わば中学と高女一緒に教えねばならぬという無理があり、暗から暗に葬ら
れていく犠牲があまりに多い」と、男女分離教育の必要が強調されたが、しかし、さらに
一層の注意を要する点は、これら女性の卒業後の生活にある。いわゆる世間から後ろ指を
さされつつある女按摩のインモーラルと、その一般社会に及ぼす道徳的害毒である（筆者
注: この表現は、中村京太郎が、盲女子の側から惹き起こしているというのではなく、一
般的な世情の見方で言っているのだということは、後の言辞からも分かる）」（中村 
1939:21）と、盲女子にとっての差し迫った問題のあることを提起している。その具体的な
事実として、「盲学校卒業後、一按摩店に働いている盲女子が、「予ねてゆきつけの治療先
へ頼まれ、家人は留守らしかったが、気にもとめず、中年紳士の治療をしていたところ、
突然妙なことを言い出され、腕力で危うく手篭めにされようとしたが、同女はわざと落ち
着き払って、『あなたには私位のお嬢さんでお出になるとの話でした。若しそのお嬢さんが
私のようにこういう目にお会いになって、ご自分を守るために助けを求めておいでになる
としたら、あなたはそれをどう御覧になりますか』と問いかけ、相手が何か言おうとする
時に、手早く身をかえして、危険から免れた」（中村 1939:22）といったような打ち明け話
を紹介している。これは、中村京太郎が見聞した一事例を示したもので、彼が、最も憂慮
する、盲女子が身を曝す俗悪な環境の例として挙げたのである。良家においてすらこうし
た実例が少なからずあるのに、各所のアパートや旅館へ、盲学校出身の女生徒が、「アパー
トはよいですよ」「ホテルはよいですよ」と、進んで按摩を働きに行くのは、そこは彼女た
ちが思っているほど決して安全な職場ではないことを、中村は問題にするのである。 
 この、盲学校を出た盲女子が曝された現実を直視するにつけ、中村は欧米における盲女
子保護の充実に思い及ぶが、また、「盲女子自身の立場、また気持ちからすれば、そうした
社会の患いとなり、国家に大きな負担をかけるよりは、寧ろ出来得る限り自ら営み、微力
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を憐人のためにいたすことにより、進んで社会の有益なる一員として生きたいというこの
祈りが、漸く聞かれつつある」（中村 1939:22）と、盲女子たちの心情にも触れながら、中
村は自らの事業を振り返ってまとめている。 
 
3） 「関西盲婦人ホーム」設立趣意書と活動のあり方 
 「関西盲婦人ホームがそのかたちを整えていく経過を、ここではまず見ておきたい。そ
のためには、『中村京太郎伝』の記述と、現在の施設長である山口規子が『視覚障害』227
号に書いた「関西で盲女子教育に尽力した越岡ふみ」（2007）が参考になる。まず、「関西
盲婦人ホーム」の始まりは、1930年 4月 8日に、越岡ふみが、自宅で「光栄ばり」をはじ
めたことからである。そして同年 9月に各地から集まった幾十名の盲女子のホームとして
関西盲女子ホーム「望乃家」が発足した 3)。その翌年 5月に、中村京太郎を代表者に迎え、
越岡は主事となり、盲女子ホームとしての組織を整えた。「関西盲婦人ホーム」として社会
事業法による届出を出すのは 1938（昭和 13）年 9月で 4)、以下にすこし長くなるが、その
「設立趣意書」と「規定」を掲げてみる。 
 
    盲女子保護協会盲婦人ホーム設立趣意書 
   明治初年国民教育の基礎確立し新に学制の発布せられんとするや、畏くも明治天皇 
  におかせられてはその普及徹底に深く御心を用いさせられ、爾今邑に不学の戸なく家 
  に不学の人なからしめよ、との詔あらせられ、只に一般普通教育のみならず特殊教育 
  の為め深く聖慮を垂れさせ給い、同八年東京に於て篤志家間に盲教育機関開設の企画 
  あるを聴し召され、特に之が御奨励の思召しを以て御内帑金三千両御下賜あらせられ 
  しを拝承し奉る。爾来幾十年、鴻恩四海に普く失明児に対する教育の途漸く開く、大 
  正 10年に至り、遂に盲教育令の発布を見、爾今年月を重ぬるに従い、漸時完備の域に 
  進まんとするに至れるは、昭和聖代の慶事感謝に堪えざる次第である。翻って我国現 
  下の盲教育を見るに、その学令盲児童にして就学し得る者僅かに 4割に過ぎず、残余 
  の大多数は依然暗黒の裡に未就学児童として身心二重の失明に呻吟しつつあるは、全 
  国至る処に見る悲惨事である。特に現下の世相は益失明者の生活を暗黒化し脅威を加 
  えつつあり。 
   幸にして盲学校に学び、その生活に必要なる職業教育を終えて社会に出ずるも生存 
  競争の逆浪は意外に荒くして就職の途開くに難く、卒業即ち失業となるの現状である。 
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  近年社会の表裏に活躍し来る我国約 7万の療術業者の如き、彼等にとりて、又新なる 
  脅威を加えるに至った。特に盲女子の場合に最も必要とする保護の機関未だに設けら 
  れず、依然、街の按摩手の助手として各種玩弄され、身心固より共に触れつつある状 
  態は、心ある者の等しく顰蹙する処である。或いは鍼灸の看板を掲げ門戸を張り、そ 
  の裏面に忌まわしき行為を為す者、または天賦の才能を発揮し得ず、遂にその志を延 
  す機会なく懊悩憂鬱緩慢なる自殺を遂ぐる者等を思い来れば転た寒心に堪えぬ。 
   従って彼等の大多数が自己に対し、又社会に流せる道徳的害悪並にその悪影響は真 
  に慄然たるものがある。 
   ここに盲女子特殊の境遇に鑑み、同志相謀り相扶けて、我国固有の婦道に立ち、国 
  民の一人として其の本分を全うせんことを期する所以である。 
 
 この趣意書からは、「我国固有の婦道に立ち、国民の一人としてその本分を全うせん」な
どと、当時の厚生事業への移行という時代背景を映し出していることが見てとれるが、し
かし、あくまでも盲女子保護の機関の設立に本旨のあることは、以下に述べる「規定」か
ら見ても疑いない。 
 「規定」の第一条は、「精神指導として盲婦人の特殊境遇に鑑み、キリスト教主義により
徳操を涵養し、社会人としての素質を養成す」と、ホームのいき方について述べている。
それを受けて第二条では、「職業として、マッサージ・鍼治・点灸・按摩術を習得せしむ」
と、具体的な事業内容を示してから、「以上の項目を遂行するため、左の種目を教授、研究
す」として、「（い） バイブルクラス （ろ） 鍼治・点灸・按摩・マッサージ （は） 点
字教授 （に） 音楽 （ほ） 家事作法 （へ） 裁縫及び手芸 （と） タイプライター」
の授業を列記している。 
 また、「三 点字図書の巡回文庫を設置し、無料貸し出しをなす 四 雑誌を発行し、相互
の修養娯楽に資す 五 盲婦人の人事一般の相談に応ず」と、福利厚生に気配りをしている。 
 組織については第六条以下細かく規定している。まず、「役員」に「（い） 顧問若干名 （ろ） 
評議員若干名 （は） 理事若干名、うち 1名理事長・1名常務理事」を置き、「職員」と
しては「（い） 主事 1 名 （ろ） 寮母」を置くということが明記されている。そして「理
事長及び常務理事は、設立者をもって之に宛つ。右、理事長以外の設立当初の役員は、設
立者の推薦したる者をもって之に宛つ。理事長は、本ホームを代表し、且つその事務を総
括す。常務理事は、理事長を補佐し、理事長事故ある時はその職務を代理す。役員会は、
- 118 - 
 
理事及び評議員、顧問をもって構成し、理事長之を招集す」と、ある。なお第八条では「役
員会の議決事項」が挙げてあり、「1 予算の決議及び決算を承認 2 補欠役員の選任 3 そ
の他重要勧誘」となっている。 
 職員の資格とその任務については、「九 主事は、寮生の推薦したる者にして、役員の承
認したる者を、常務理事之を任命し、寮生作業の配置をなす 十 寮母は、素行正しき婦人
にして、中等学校卒業者及び同程度の学識ある者にして、役員の承認したる者を、常務理
事之を任命し、寮生の保護、監督をなす」という条文になっている。 
 会計に関する条文は、第十二条で「会計年度は、毎年四月一日より翌年三月末日までと
す」として、「寮生作業収入」の比例分割を示した第十三条が掲示されるのであるが、この
第十三条は大切な１条である。その比例配分は、「（い） 収入の十分の三を、寮生各自の収
得とす （ろ） 収入の十分の一を、事業資金として積み立つ （は） 収入の十分の六を、
事業収入として歳入に編入す」というものである。以上、細かい条文は省いたが、そのホ
ームとしての活動内容はほぼ明治できたと考える。 
恐らく、これらの起草は中村の筆によったものであろう。『中村京太郎伝』に付された
「年譜」（以下「年譜」と略して用いる）によると、この設立趣意書と規定は、1938（昭和
13）年 9月に社会事業法により届出がなされた時のもので、それは、既にこのホームが発
足して 9年を経ていた。 
 
（1）社会事業法による届出当時の「関西盲婦人ホーム」 
 このホームの社会事業法による届出がなされた当時の具体的な活動を、『中央盲人福祉協
会会誌』第 12号の「盲女子の保護」で中村は、以下のように論じている。 
 盲学校からの寄り合い世帯で、やっと 9年目の昨年末、社会事業法による願い出をなし
たばかりのささやかな施設であると、書き出し、「創業時代の苦闘、年々の赤字、同じく特
殊の境遇におかれている幾万の盲女子を一刻も早く絶望の淵より救い出さねばならぬとは、
これら盲女性たちの夜に昼に忘れざれざる願いである。『清く強く朗らかに生活しましょ
う』『学びつつ祈りつつ働きましょう』と、非常時の波に棹さしつつ、この盲女子たちは一
団となって勇敢に日々の戦を闘っている」（中村 1939:23）と、力強く筆を進めている。 
 そこで普段になされる活動は、応召遺家族方のため毎週三日ずつ治療の奉仕を行い、乳
房マッサージ、その他婦人に対する鍼灸の施術、小児の消化器系の疾患や、俗にいう子供
虫、腺病質系の疾患に対する治療である。「これら盲女子にとって良家の子女として明朗に
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幸福に働け得る職業の選択は、人一倍その必要を感ぜられるのであるが、異なった個性を
持ちながら共通の適性を見出すことは寧ろできない相談であり、無理な注文でもあるが、
身につけた技術がある。それによって生活の資を得つつ第二の職業選択（筆者注:ホーム出
所後の職業選択をさす）を企てることは可能でもあり、また同じく鍼按といっても、乳揉
み・婦人科マッサージ・小児鍼・小児マッサージと専門的に狭く深く研究を進めて、道に
一家をなすことのごとき決して単なる幻には終わらぬ」（中村 1939:23）と、このホームで
の盲女子たちの生き方を受け止めている。 
 日常の生活では、「メンバーたち自身の今日差し迫っている必需事で自ら選んでやってい
ることは家事の研究で、如何にして自分の手で安全な健康食を信頼し得る商店から買い出
すことができるか、非常時経済の台所を女中の手を借らずに如何にして自分で処理してい
くか、触覚によって新鮮な野菜を見分け、食品の良否を識別するといったちょっとした工
夫がなかなか大切であり、メンバー全体の健康にも影響する」（中村 1939:23）と、自立し
た生活へ向けての工夫と訓練を重ねていることを記している。 
 さらに、毎週の「バイブルクラス」や礼拝によって魂を浄化し、点字図書や音楽によっ
て教養を身につけ、「作法クラブ」で職業婦人としての品格を養っているなどの成果を挙げ
て、このホームでの取り組みを結んでいる。 
 
（2）「関西盲婦人ホーム」の誕生の経緯とその後の展開 
 点字雑誌『信仰』第 221号（1936年 4月 20日発行）で、この「関西盲婦人ホーム」が
誕生した経緯を中村京太郎は次のように書いている 5)。「盲学校出の若い二人の婦人を中心
に、その母や伯母、あるいは恩師であった数名の婦人たちが、西宮北口の裏長屋の一室で、
差し迫った盲女子の保護問題について語り合ったのは、嘗て長野市で女按摩が風紀を乱し
たこと、また、警察においてその取締りを厳にする新たな内規ができたというようなこと
が、新聞に書きたてられてから間もない或る日のことであった。無論、これは決して長野
だけのことではない。殆どあらゆる都市における暗に求められた社会裏面の一事実である。
（中略）女の命である貞操を売らねば生きられぬとは、何のための教育ぞ。しかしながら、
こうした小田原評定に時を過ごすべきではない。手近なところから出来ることを一つずつ
解決していくべきである。ご都合主義でなく、よし、それが困難であるにせよ、あくまで
盲女子本位で、最も差し迫った必要なことから始めましょうということに意見が一致して、
ささやかなスタートを切ったのが、盲女子のホームとその職業指導と保護であった」（『中
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村京太郎伝』1969:122-123）と、盲女子ホームが誕生した経緯を語っている。これによる
と、越岡ふみは、はやくから中村京太郎に相談をもちかけ、指導を仰いでいたことが分か
る。 
 しかしこうして始まったホームには、外部からの圧迫や越岡の病気など、幾多の苦難が
待っていた。ようやくそれらを乗り越え、試練の時期が過ぎ、「昨年六月に開かれた総会の
決算によれば、ホームのメンバー数名の職業収入三千余円、規定により 60%が家賃、食費、
事業費、10%が将来における事業費、拡張費、30%がメンバー個人の収入として毎月末計算
され、第一・第二両ホームの家賃数百円を支払い、常時必要な諸種の臨時費を支弁した上、
家庭生活に要する趣味、娯楽、教養のため、オルガン、ラジオセット、蓄音機等も購入し、
自足のうちに黒字経済を維持し得たことは、殆どほかにその類例を見ないほど恵まれた成
績と、一同感謝した」（鈴木 1969:124）と、今日のホームの健全な運営に辿りついたこと
を述べている。 
 加えて、「更に慶びに耐えぬ一事は、これまで女按摩に対して一種の侮蔑をもっていた一
般社会、特に家庭の浄化について考えている知識階級の婦人たちが、このホームとその事
業に関心を持たれるようになってきたことである。婦人と小児の病人を専門に取り扱おう
とするその趣旨に深い理解と同情を持たれてきたことである」（鈴木 1969:124）と、この
ホームが、世間一般、特に家庭浄化を唱える婦人たちに評価されるようになったことを成
果として挙げている。 
 この『信仰』第 221 号の記事に加えて、中村京太郎が田守吉弘に宛てて出した手紙の一
節も、ホームの内情をよく伝えているので、引用しておきたい 6)。「お蔭で盲婦人ホームの
方も都合よく参っております。近くまた岡山、広島、横浜からも参る娘さんがあり、仕事
も与えられております。どうぞこちらの娘さんたちが、道徳的に安全に守られ、無傷で再
びホームを出ることができるようにと祈っております。（中略）今後、全国的に手を広げて
参る必要にせまられてまいりました。盲婦人の実情がわかればわかるほど実に悲惨そのも
のです。盲女子ホームのほうも機会（ママ）二十名足らずでありますが、おかげで寄付金
ももらうことなく、独力で、朗らかに、強く、正しく働いております」（鈴木 1969:121）
と、当時（1939年頃か）のことを知らせている。 
こうした資料から、断片的に「関西盲婦人ホーム」の実情を知ることができるが、残念
なことに年次毎の入所者出所者数の記録とか、会計報告などの資料が全く残っていない。
このことは今後の課題としなければならない。 
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4） 初期の盲女子保護問題 
 ここで盲女子の問題について当時の斯界の代表的人物を取り上げて、その論点を論述し、
視野を広げて結論を述べることにする。1938年 10月に発行された『黎明』第 3号の巻頭
言で、岩橋武夫は「盲女の運命」と題して次のような意見を述べている（以下引用文の墨
字訳は筆者）。中村京太郎が、盲女子の保護問題に取り組んだころほぼ同時代の発言として
興味深いものがある。 
 そこでは、一盲女の身投げ問題を取り上げ、「我が国盲女の現状とその将来に関する教訓 
をこの事件から学ぶことができる」と言い、「まず第一に、かかる出来事はこの物語の主人
公たる彼女だけの問題ではない。言い換えれば家庭や経済に恵まれない盲女がもつ共通の
運命というべきである。さらに言えば、女性としての彼女等が見えざるが故に陥らざるを
得ない運命と言うべきである」として結婚の問題を取り上げている。 
 岩橋は、盲女のおかれたその厳しい現実を分析して、「故に、原則としては保護者なき盲
人夫婦の家庭は、如何ながら正しい家庭の形式としてみた盲女のたどるべき正当の道とし
て諸手を挙げ、賛成することはできない。だからして盲女の結婚問題、性の問題解決は、
至難中の至難事だと言われるのである。従って、その問題の積極的解決は、できるだけ盲
女をしてかかる方面に対する憧れや希望を燃やさないように努力する一方、彼女等の感情
や母性愛といった情操を清く、美しく導いて、結婚に替わる芸術または宗教を与えて、潤
いのある生活を送らしめるようにしなければならないと思う。それとともに、彼女たちの
教養をもっと高め、もっと精神化してやる教育が必要である」と、主張する。 
 この発言で、岩橋武夫が、盲女子を性の誘惑から護り、異性に心を向けさせぬために信
仰をもたすべしという意味のことを書いたことに対して、斉藤百合が、「陽光会」発行の『点
字倶楽部』誌上で、「この論文は、盲女子の人間性を否定するばかりでなく、神に対する冒
涜である」と、激しく反論したことを、粟津キヨは『光に向かって咲け――斉藤百合の生 
涯』（1986:43）で書き記している。この反論を受けた岩橋の論文の主旨は、盲女が按摩を
職業にする限り鍼按家の狭い部屋で、若い男女が共に暮らすその性の開放、また夜の寝所
で按摩を行う風紀上のことなどから、それは適当な職業ではないとして、盲女に対する新
職業の開発（機織や編物）を提言することにあったことを、ここでは断っておく必要があ
るであろう（筆者注: 岩橋武夫は、鍼按の徒弟としての経験はないが、身近に、男女が雑
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魚寝をする町の按摩師の家での現実は知っていた）。しかし、岩橋の論点では誤解を招く表
現があることは事実である。 
 さて、この反論に関係することとして、『光に向かって咲け――斉藤百合の生涯』（粟津
1986:41）では、先立って次のようなことを記している。斉藤百合は、東京盲学校の師範
科に学んだが、そこで使われた教科書『盲教育学』（フリードリッヒ・ツェッヒ著）の中
で、盲女子の結婚は、いかなる場合においても望ましいものではないと書かれていた。教
師はだれも、これに対して何も言わなかったという。また、東京盲学校同窓会誌『むつぼ
しの光』には、明治の末から大正の初めにかけて何度も盲人結婚論が掲載されていて、投
稿者は、全て盲人社会のトップに立つ全盲男子であったが、その大方は盲女子の結婚不可
論であったという。しかし、岩橋の発言が、こうした考えと軌を一にするものであったの
かどうかは速断できないが、先の引用からは斉藤の批判は首肯できる。 
 ここで注意しておかなければならないのは、斉藤百合の反論は、人権の問題を正面から
据えたものであったが、その反論を呼び起こしたものが、両者の盲女子の保護問題に寄せ
る取り組みに多少のずれがあることから起こっていることも見逃せない。岩橋は、町の按
摩師の猥雑な環境に身をおかざるを得ない盲女子の現実を直視しているのであってそこか
ら盲女子たちを救う道は新職業の開発しかないと考えたのである。彼女たちの結婚問題も、
その延長線上にある問題として取り上げたのであった。斉藤百合の「陽光会盲女子ホーム」
の活動は、各地の盲学校を卒業した盲女子を自立した社会人として世に送り出すホームで
あることが、目指すところのものであった。 
 中村京太郎には、盲女子の結婚問題に関する特別な発言は見られない。中村が直接に取
り組んだ盲女子の保護とは、盲学校を出たばかりの女子に、人として明るく、正しい生活
の場を作ることであり、また、その生き方を身につけさせる教育と職業訓練であった。そ
して自立した女性として世に送り出すことであった。それは、斉藤百合のいき方とほぼ一
致していたと言っていい。 
 
5） 終戦とともに 
 「関西盲婦人ホーム」の直接の運営は、越岡ふみであったが、運営を支えるその根本精
神に中村京太郎の考えが一本大きく通っていることは前で見てきた通りである。「キリスト
教主義による徳操の涵養と社会人としての素質の養成」を「規定」の第一に掲げてある。 
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 実際面でも、彼の英国仕込みのマナーは、「作法クラブ」で、職業婦人として適当に品格
を磨くことに役立っている。これから治療先で折角のくださった紅茶のいただき方も分か
って、気まずいおもいもしないで済むと、盲女子たちに喜ばれたりしている。また中村は、
得意の仮名タイプライターを盲女子たちに教えている。我が国の盲学校では 5年いても 10
年かかっても自分の手でハガキ 1枚書けない。これが不自由な失明者の生活を一層不自由
にし、不便にし、孤立にする。書くべき時に書くべき手紙 1本書けないため、他人から無
用な誤解を受けたりする。知りつつ義理を欠いたりして、気まずいことが絶えず起こる。
こうしたことから彼女たちを救って、社会人としての素養を身につけさせる。 
 修養に必要な読み物を供給する「点字図書部」や「音楽クラブ」の充実に彼は心を尽く
している。しかしもっとも大切なことは、毎週の「バイブルクラス」や礼拝によって盲女
子たちの魂を養い、清めていくことであった。 
 中村京太郎の盲女子の保護と教育に関する事業は、国際的な視野に立ち、国情（主に経
済的な面）に合わせながらなされたもので、その先駆的な意義は大きい。根底に、キリス
ト教の平等思想を置き、盲女子に、自立する生活の場を作るとともに、その社会的地位の
向上を目指したのである。1940年に越岡が上海に去り、1943年 8月には、戦争の激化とと
もに、「関西盲婦人ホーム」を維持することが困難となった。中村は、全国から来ていた盲
女子たちをそれぞれ帰し、ホームを整理して、これを閉鎖した。 
 戦後、帰国した越岡が、「関西盲婦人ホーム」を再会した時、中村は東京に居を移してい
て、それに参加することはなかったのである。 
 
第 2節  戦後再開された「関西盲婦人ホーム」に生きる中村京太郎の精神 
 
1） 研究の目的と先行文献 
 盲女子の保護問題は、わが国の盲人福祉でも長らくその片隅に放置されたままに見過ご
されてきたが、辛うじて戦前には、盲女子のための自立、更生の施設として斉藤百合によ
る「陽光会ホーム」があり、いま一つ、中村京太郎と越岡ふみによる「関西盲婦人ホーム」
の開設があった。そうしてそれらの施設は、キリスト教主義による精神修養と職業教育を
通して盲女子の自立した社会人としての地位の向上を目指したのであった。敗戦とともに、
これらの施設もなくなったが、うち過ぎる荒廃の中から越岡ふみによって「関西盲婦人ホ
ーム」の再会が図られることとなった。 
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 本節では、まず越岡ふみのその生涯をみてゆくことから始めて、戦後再開された「関西
盲婦人ホーム」のたどった経緯とその意義をまとめておきたい。併せて越岡ふみの没後か
ら現在に至るまでの「関西盲人ホーム」（「関西盲婦人ホーム」の後身、以後「ホーム」と
呼んで文中に使用している箇所もある）の推移にも触れてその果した役割を見ていくこと
にする。それらを通してこの施設に中村京太郎の設立時の精神がどれだけ生かされてきて
いるかを分析、検討していきたいと思う。したがって、中村京太郎の精神が戦後にどう継
承されているかという意味において、この節は前節の補論的なものである。 
 なお、先行文献としては、1961年から「関西盲婦人ホーム」の理事長だった玉田敬次が
『道ひとすじ――昭和を生きた盲人たち』（あずさ書店,1993）に書いた「一粒の麦」が唯
一のものと言ってよかった。最近、『視覚障害』 NO227（視覚障害者支援総合センター,2007）
に、「関西盲人ホーム」の施設長山口規子が「先達に学び、業績を知る」のシリーズで「関
西で盲女子教育に尽力した越岡ふみ」と題する一文を掲載した。これは、越岡の紹介とし
ては、玉田のものに依拠して書かれたものであるが、より詳しくまとめられている。越岡
ふみに関する記述は、新資料の発掘で成果をあげることができなかったので、本稿でもそ
のままに踏襲して述べておいた。 
 なお本研究では、越岡ふみ没後の「関西盲人ホーム」のことにも言及することとなるが、
それについては山口の編集した『「社会福祉法人関西盲人ホーム」ホームだより』（以後『ホ
ームだより』と呼ぶこととする）7)を基礎資料とした。この時期に関する先行文献には、『視
覚障害』 NO223（2006年 12月）に水谷昌史が施設レポートとして書いた「サフランは散
っても、なお種を蒔く信仰心と理療技術を磨く関西盲人ホーム」の一文がある。当時の鎌
田真佐男理事長と指導員山口紀子にインタビューをしたもので、盲学校の情勢などにも目
配せしながら書かれていて、短いが適切なレポートとなっている。本研究も、おおむねそ
の線に沿ったものとなった。 
 
2） 越岡ふみの生涯 
 
（1）生誕から終戦を迎えるまで 
 越岡ふみは 1899（明治 32）年 8月 19日、大阪市港区九条で未熟児として生まれる。母
の着物の懐で育つ。1912年 3月、大阪市立九条第二尋常小学校を卒業し、生来弱視であっ
たので、1921年訓盲院（現大阪府立盲学校）中等部鍼按科に入学した。1924年 2月 24日
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に開かれた「大阪盲学校校友会」主催『点字大阪毎日』後援の「近畿盲学校学生雄弁大会」
（盲人の雄弁大会としては我が国で最初のもの）で、越岡は「盲女の叫び」と題する演題
で雄弁をふるった。この時『点字大阪毎日』主筆の中村京太郎に面識を得たことが察せら
れる。卒業後、九条中通りで鍼灸マッサージ業を開業する。その後、1930年 3月、兵庫県
西宮市高木字上河原 284に転居した。この西宮への転居が中村京太郎との関係を一層親密
にすることとなった。 
 越岡は、進取の気性と奉仕精神に富み、盲女性の生き方を中村京太郎に相談していたよ
うである。それが、その後の、盲女子の自立更生を目指すという目的をもった施設の開業、
そして後輩への熱心な指導、不幸な盲女子にしないように見守って働かせたりしたことに
繋がった。1930（昭和 5）年 9月 8日に、自宅で個人名義のもと、屋号「光栄ばり」を始
めた。翌年 5月に、中村京太郎を代表者に迎え、「関西盲婦人ホーム」を設立して、越岡は
主事となり、盲女子の指導、育成に努めた。中村が「点字毎日」で働いていた関係で、そ
の施設は全国に知られ、盲学校を卒業したばかりの盲女子が、その数は少ないものの九州
や北海道など全国から集まってきた。1934年、第２寮（甲東園）を開設する。さらに 1938
年には、第３寮（広田）を増設した。 
 中村は、敬虔なキリスト教徒であり、越岡は、弱視女性としてさまざまな苦労を経験し
てきていたので、中村とともに日本キリスト教会西宮中央教会の礼拝に出席し、みずから
も 1932年 4月 3日復活祭の礼拝で洗礼を受け、キリスト教徒となった。このことから、「関
西盲婦人ホーム」は、キリスト教の信仰に基づいて運営する方針を第一とした。 
 1940年 9月、牧師喜久田倫章の、「ここはここまで地盤ができたから、上海の盲人を教
育する教師にならないか。」という誘いにより、越岡は、盲婦人ホームの主事を退き、後事
を中村に託して、喜久田とともに上海に渡った。中華民国に上海訓盲唖学校を設立したが、
校舎は民家で、生徒も１０数人前後であった。越岡は、鍼灸マッサージの教育指導に当た
ったのである。ホーム制をとり、阿部フサ子が助手を勤めた。しかし、第二次世界大戦の
ため已むなく学校を閉鎖し、1946年 4月に帰国した。 
 
（2）「関西盲婦人ホーム」の再開から没年まで 
 帰国後、荒廃した郷里にあって越岡がいち早く考えたことは、盲女子の身の上を案じ、
ホームを作ろうということであった。そこで、西宮の元の場所（または近隣と思われる）
の地に治療院を開業し、「関西盲婦人ホーム」再興常務理事（代表者）として再建に着手し
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た。1947（昭和 22）年に再建がなり、同年１１月に兵庫県より社会事業としての認可を受
け、翌年には現在地に木造瓦葺の家屋を新築した。同時に社団法人「関西盲婦人ホーム」
となり、理事長に晴眼者の喜久田倫章が就いた。 
 1948年 3月、「関西盲婦人ホーム趣意書（代表・越岡ふみ）」には、「戦後、未婚盲女子
教育及び職業指導並びに、戦災盲女子救済の必要を痛感され、厚生省は昭和２１年１１月、
東京盲人福祉協会を通じて、六大都市に盲婦人ホームの設立を奨励されましたが、現在ま
でいまだ完備せるもの一箇所もありません。一方、今秋には盲聾唖者として世界の偉人と
言われるヘレン ケラー女史の国賓として来朝せらるるに当たり、我が国に一箇所の完備
せる盲女子の指導機関なきを遺憾に思い、過去１０数年の経験に基づき、これを完成させ、
ケラー女史を通じて我が国にもこの種の社会教育機関の存在することを米国人にも紹介を
乞わんものと祈念する次第であります。しかるに、これに充当する適当の建物なく、やむ
なく現在ホームの所有する北昭和町 152地上に 27坪の家屋新築を計画致しました」と書か
れてある。1951年、西宮の甲東園に「甲東寮」（第 2寮）と、神戸市灘区に「六甲寮」（第
3寮）も再建した。翌 1952 年 5月、社会福祉事業法に基づき社会福祉法人に変更する。1953
年に西宮公同教会の役員広田正次郎が理事長となって尽力することとなった。1954年には、
身体障害者、特に盲人のための生活相談所を開設した 8)。その後 1953年に、「甲東寮」は
患者が増え、手狭になり、二年後に改築したが、一方、「六甲寮」は、経営が成り立たなく
なり、閉鎖した。1963年ごろから「昭和寮」は、木造社屋の老朽化が激しくなり、台風が
来ると雨漏りや窓ガラス割れ等、危険が出始めたので、二年後 1965年、地域の者も利用で
きるように盲人福祉センター機能を加えて鉄筋コンクリート三階建てに改築。一階は、ロ
ビー・治療室・寮母室・食堂・風呂場・トイレ。二階は、事務室・寮生の居室。三階は、
会議室・図書室・トイレであった。盲人福祉センターは、一般盲人および盲人奉仕者の利
用に拡大し、西宮盲人会青年部・阪神盲人混声合唱団等に、点訳では、関西学院・神戸女
学院・聖和女子大等の点訳活動にも利用されるようになった。1964年、厚生省発令の「盲
人ホーム運営に就いて」（1962年 2月 27日社発 109）により「関西盲婦人ホーム」を「関
西盲人ホーム」9)と改称し、同時に盲男子の通所利用を開始した。しかし、間もなくして
「利用者は、盲女性のみ」に戻った。 
 1967年、越岡は永年の功績が称えられて「岩橋賞」を受賞したが、同年、みずから設立
した新しい建物の二階で病床に就き、誕生日である 8月 19日静かに 68歳の生涯を閉じた。 
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3） 「関西盲婦人ホーム」の活動とその実態 
 
（1）1965年ごろのホームの思い出 
 ここでは、1965年ごろに在籍したホームの入所者からの聴き取りを通して、当時のホー
ムの活動を再現してみたい。この聴き取りに協力してくれたのは、「甲東寮」に入所してい
た人なので、「昭和寮」のことではないが、それもほぼ同じと看做してよいであろう。 
 当時の入所者は、10名であった。鹿児島、熊本など、各地の盲学校を卒業したばかりの
盲女子が集まっていた。奄美大島から来た者もいた。入所期間は、ほぼ二、三年（「事業法」
で決められていたようである）で、出所は、本人の自発的な意志に任されていた。長い者
は、10年以上もいた人もある。出所の理由は、結婚が多かったようである。なかには、ア
メリカ留学をした者もいた。 
 この「関西盲婦人ホーム」をどのようにして知ったのかという問いに対して、この人は、
越岡ふみの出身校である大阪府立盲学校の出身者で、当時、越岡の姪が二人、ともに弱視
であったが、同級生にいて、入所前に体験入所をさせてもらったという。ここを選んだな
によりの理由は、町の按摩師（男子）のところでは、男女が夜雑魚寝をするような悪い環
境から逃れたかったからだと言う。同輩の人たちは、本人も含めて、当時盲人とすれば最
高の憧れであった「東盲」（東京教育大学教育学部特設教員養成部〈盲教育部〉・同付属盲
学校の略称、現筑波大付属視覚特別支援学校の前身）へ何らかの理由でいけなかった人達
の集まりであったと言う。その中の一人に、出所後は、郷里の県で、このホームのような
事業を行いたいと言っていた人もいた。 
 当時のホームでの毎日は、治療が中心で、一階の洋間にベッドを置き、外来の患者の治
療を交代で行った。また、呼ばれて出かけていくこともあった。その時は、タクシーを回
してこられることもあった。寮母は、食事の用意だけで、掃除、洗濯はみな入所者全員で
行った。ほかに事務員という者もおらず、金銭の管理も自分たちで行った。治療したお金
は、プールしておいて、治療ごとに申し出て、記録を残すというやり方で、そのお金は、
設備、備品などの購入や、日常の生活費、それに自分たちの小遣いに三区分されていて、
自主管理のもとに運営されていた。手芸や編み物の先生が外から来られて、手の空いてい
るものが習ったりした。聖書を読む時間などもあった。日曜の朝は、必ず教会に礼拝に出
かけた。 
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 この人も、二年後に、結婚を理由に出所したが、二、三年後に、通所のかたちで復帰し
たという。 
 この聴き取りから推測できる当時のホームは、将来に夢をもった、盲学校を出たばかり
の盲女子たちが全国から集まってきていて、 
活気に溢れていた。日常の生活や、活動の基本となる日課やルール、またキリスト教主義
による精神も、戦前のそれに近いものが感じられる。ただ戦前と違う点は、入所者が、盲
学校でしっかりと教育を受けた盲女子たちの集団であるということぐらいであろうか。ホ
ームは、本来の目的である、盲女子たちを職業的にも自立した社会人として世に送り出す
機関としての機能を十分に果していた。 
 断るまでもなく、この聴き取りの資料は、参考資料の域を出るものではない。 
 
（2） 『日本盲人社会福祉施設協議会会員施設要覧付録全国盲関係団体名簿』の記事 
 次に、『日本盲人社会福祉施設協議会会員施設要覧付録全国盲関係団体名簿』（1963年 7
月）に記載された「関西盲婦人ホーム」に関する記事を挙げてみよう。 
 
  社会福祉法人「関西盲婦人ホーム」 
  所在地 兵庫県西宮市北昭和町 152番地  電話 西宮（2）1353 
  経営主体及び代表者 社会福祉法人「関西盲婦人ホーム」理事長 広田正次郎 
  〈沿革〉 
  ① 昭和 5年 9月 現常務理事越岡ふみが、西宮市石訳町に盲人ホームを設け、心の 
   光を求めて集まってくる未婚の盲女子とともに鍼按業を営み、相互扶助の生活を始 
   めたのが、当ホームの起こりで、その後、年々各地から集まる希望者のために、次々 
   と各地に第二・第三・第四寮を増設し、キリスト教の信仰による更生事業を営んだ。 
  ② 昭和 15年 9月、前理事長喜久田倫章及び越岡ふみは上海に渡り、彼の地に上海盲 
   唖学校を設立して、盲唖者の教育指導に当たったが、第二次大戦のため已む無く学 
   校を閉鎖して、日本に帰還し、同年西宮市高木東犬飼町に設立事務所を設け、盲婦 
   人ホームの再建に着手した。 
  ③ 同 23年 11月、ヘレン・ケラー女史の来朝を機会に、西宮市北昭和町 152番地に 
   社団法人「関西盲婦人ホーム」（昭和寮）を建設。つづいて甲東寮（第二寮）と六甲 
   寮（第三寮）を設立した。 
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  ④ 昭和 27年 5月、「社会福祉事業法」に基づいて「法人」をそのまま「社会福祉法 
   人」に変更し、一段と社会福祉事業の性格を明らかにした。 
  ⑤ 昭和 29年、身障者特に盲人のための生活相談所を開設した。 
  〈施設の規模〉 
  ① 本院（昭和寮）定員 9名 建坪 50坪（木造瓦葺 2階建て）治療室・居室・浴室・ 
   炊事室・管理人室・便所 
  ② 甲東寮所在地 西宮市上太市 1丁目 80番地 定員 9名 建坪 40 坪（モルタル式   
   2階建て）治療室・居室・応接室・浴室・炊事室・管理人室・便所 
  〈職員の現況〉 
  寮母・常務理事（越岡ふみ）・事務職員（本田正成）・炊事婦（昭和寮及び甲東寮各 1 
  名） 
  〈事業の内容〉 
  当ホームは、キリスト教の信仰に基づく盲女子に対する授産・更生保護事業であり、 
  授産指導のほか、信仰生活の指導、教養のための音楽・英語・点字・社会・編み物・ 
  茶道・劇などをそれぞれ専門の先生によって、毎週時間割により指導している。 
  経営財源は、共同募金の配分金、米国ミルトン協会 10)及び一般からの寄付金並びに 
  入寮者の寮費によっており、経営をガラス張りとし、毎月末の会計は、役員と入寮者 
  の代表がともに精算に当たり、他日の家計実習にも資することとしている。 
  入寮資格は、盲学校卒業生または盲学校入学希望の未婚の盲女子、及び子女を伴わな 
  い離婚盲婦人または盲未亡人に限っている。 
 
これは、ホームに残されている唯一の外部資料である。越岡ふみが報告したものがそのま
ま記載されていると思われる。公式の記録としては、これに頼る以外いまのところ資料は
見つかっていない。 
 以上二つの資料によって当時の実情をいくらか知ることができるように思う。ひとつ特
記しておかなければならないのは、聴き取りの資料で見られることであるが、1965年当時
も、町の按摩師の職場がほとんど改善されていなくて、盲女子の置かれた環境が、俗悪な
状態のままであったという点で戦前とあまり変わっていないということである。中村京太
郎が、特にこの点に憂慮して、早急なホームの設立を考えたことは第 1節にも述べておい
た通りであるが、この考えは、再開されたホームでも、ずっと生きていることが知られる。 
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4） 越岡没後の「関西盲人ホーム」の推移 
 今駒泰成は『世界盲人百科事典』（日本ライトハウス, 1972）で、戦後に盲女子ホームと
して設置された施設に次のようなものを挙げている。1947年の九州ライトハウスの瀬尾真
澄によるもの、1948年の戸井健二のグリーハウス、1950年には、堺市に聖光盲女子学園、
さらに東京に聖ルカ盲女子学園があった。しかしこれらは間もなく廃止となって存続して
いない。いまも存続するのは、「関西盲婦人ホーム」（後に「関西盲人ホーム」と改称）以
外には、1957年に岐阜訓盲協会の盲人事業の一部として設置された「岐阜愛盲館婦人ホー
ム」と「山梨ライトハウス青い鳥ホーム」（盲人ホームとなってからは盲女子のみの施設で
はなくなった）だけである。なお、1958年に日本盲人伝道協議会の婦人部長平田美智子ら
によって作られた「東京サフランホーム」（2003年に廃止となった）があった。それにつ
づけて今駒は、これらの施設が、風紀上の健全な職場の提供、家庭環境に恵まれない盲女
子の保護、また、盲女子が相互に社会性を身につける協働研修の場、生活共同体の形成、
さらには結婚生活に至るまでの教養と生活訓練の場などを必要とすることから生まれたこ
とを指摘している。従ってこの盲女子ホームは、「生活保護施設ではなく、未婚の勤労盲女
子を収容し、働きながら学ぶことが基」本となる。越岡ふみによって戦後再会された「関
西盲婦人ホーム」は、時代の流れとともに目まぐるしく変化する社会情勢にあわせながら
も、これらの基本を堅持してきたのであった。ただ一事、盲人ホームに衣替えした時期に、
男子の通所を取り入れようとしたけれど、間もなく廃止となった。その理由は資料が残さ
れていないので、よく分からない。盲人ホームとなってからも設立の趣旨はそのまま引き
継がれていっている。 
 「関西盲人ホーム」の記録は、前記した 1963年のもの以来二十数年間それを見ることが
できないが、1990年からは現在に至るまで現施設長山口紀子の編集した「ホームだより」
が、年二回出されていて、それを通してホームの実情を知ることができる。以下はそれに
よってホームの現況を概観したものである。 
 
（1）ホームの使命と現実 
 1990年 5月 1日に発行された『ホームだより』第 1号で、当時理事長だった玉田敬次は
「創立者の精神であるキリスト教の愛と信仰に基づいて豊かな知性と教養を身につけ、は
り・きゅう・マッサージの治療によって自立して、現代の社会に力強く、喜びをもって生
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きられる失明女性を送り出していく重要な使命をもっています」と、ホームの果すべき使
命について述べている。ここには、中村京太郎と越岡ふみがこのホームを創設した当時の
使命感が正統に引き継がれてきているのがうかがえる。それはさておき、利用者の実情を
みてみよう。この年の在籍者は、昭和寮 11名、甲東寮 7名である。詳細にみてみると、昭
和寮は、26歳和歌山県立盲学校（6年目入寮）、26歳兵庫県立盲学校（4年目入寮）、26歳
大阪府立盲学校（4年目入寮）、23歳大阪府立盲学校（3年目入寮）、26歳兵庫県立盲学校
（2年目入寮）、24歳兵庫県立盲学校（2年目入寮）、20歳愛媛県立松山盲学校（2年目入
寮）、22歳大阪府立盲学校（1年目入寮）、42歳奈良県立盲学校（1年目入寮）、21歳兵庫
県立盲学校（1年目通所）、21歳和歌山県立盲学校（1年目入寮）、甲東寮は、47歳奈良県
立盲学校（8年入寮 1 年目通所）、29歳三重県立盲学校（7年目入寮）、40 歳岡山県立盲学
校（5年目入寮）、40歳熊本県立盲学校（3年目通所）、22歳三重県立盲学校（2年目入寮）、
23歳富山県立盲学校（2年目入寮）、24歳神戸市立盲学校（1年目入寮）となっている。入
寮期間が長期にわたる者が多いのが看て取れる。つまり利用者の新旧交代が停滞気味であ
ることは否めない。これがこの時期の現実であると言ってよい。この傾向は、年々顕著と
なってくる。さらに 1996 年に見られるように、利用者数が昭和寮 通所 3 名入寮 6名計 9
名、平均年齢 28.7歳 甲東寮 通所 3名入寮 1名計 4名、平均年齢 43.8歳 利用者合計 通
所 6名入寮 7名計 13名、平均年齢 33.3歳という数値からも分かる通り、利用者数が減少
化の傾向を見せ、そのうえ高年齢化してきている。2003年 7月現在では、昭和寮 入寮 4
名通所 1名・甲東寮通所 4名 計 9名と、さらに減少し、「盲人ホームの運営にも課題は多
く、三療の国家試験に合格する人が減っていること、重複障害をもつ人が増えてきている
ことなどから施設を利用できる視覚障害女性が減ってきています」と、『ホームだより』で
は記している。 
 このホームの現実を、水谷昌史は盲学校の変遷と関連づけながら次のように指摘する。
「1955から 70年ごろ盲学校は輝いていた。生徒数が最も多かった時代で、現在の三倍ぐ
らい。理療以外に職業選択の余地がなかっただけに、理療教育の水準は今より高く、クラ
ブ活動も多様だった。そんな中、教員と生徒による聖書研究会が各校で行われ、多くの青
年クリスチャンが育てられていた」と、言い、当時の若い女性信徒にとって、東の「サフ
ランホーム」と西の「関西盲婦人ホーム」は憧れの進路であったことを述べている。「関西
盲婦人ホーム」には、主として東海以西から優秀な、若い視覚障害女性が集まり、利用者
は、二つの寮合わせて20人を越え、各自が月に100人以上の患者を治療していたのである。
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しかし、山口紀子が指導員としてこのホームに勤めるようになった 1986年ごろからホーム
の様相が変わり始めた。盲生徒が減少しはじめ、世の中の風潮を反映してか、若いクリス
チャンも少なくなっていった。また、大学進学や新職域開拓が徐々に拡大して、進路の選
択肢も増えた。反面、軽度のほかの障害や病気があって、理療で職業的自立を果すことの
できない若者が次第に増えていく。「こうした盲学校の変化が、そのままホームにも反映し、
手に治療免許、胸に信仰を携えて、ホームの門をたたく若い女性が少なくなり、代わりに、
就職したものの適応できないひと、温泉街の施設所から逃げ出したひと、軽度の障害や病
気をもったひとなどがホームに縋るようになってきて、その傾向が今日までつづいている
のである」と、その実情を伝えている。 
 
（2）阪神淡路大震災とホーム 
 1995年 1月 17日に発生した阪神淡路大震災は、「関西盲人ホーム」に多大の被害を齎し
た。木造二階建ての甲東寮倒壊、鉄筋三階建ての昭和寮は、亀裂が大小十数か所という被
害を蒙った。当時昭和寮には 6名、甲東寮には 4名が居住していたが、昭和寮の全員は無
事、甲東寮では 1名が倒壊した建物の中に閉じ込められたが、近所の人に無事救出された。
ライフラインが遮断されていること、職員が出勤できないこと、地域の環境変化により危
険性があることなどを考慮して、「関西盲人ホーム」を一時閉鎖することにし、寮生全員を
郷里へ帰すこととなった。全員が無事であったことや、建物や備品などのしょり、保存な
どで大きなトラブルもなく過ぎたのは、この施設が地域と密着していたことが大きな力と
なった。 
 1996年に、甲東寮はいちはやく再建された。3月に完成、4月 1日には開始という運び
となった。甲東寮の再建には、地域の援助、中央競馬馬主社会福祉財団、国や県からの援
助、県社協や日盲人社協の援助、そして全国各地の有志から寄せられた寄付があったこと
を当時の理事長魚谷時太郎は竣工式の挨拶で言っている。この時の寄付に、広田正次郎未
亡人からの一千万円があったという。 
 甲東寮の再建に引き続いて昭和寮の全面改修に取り組み、これも翌 1997年 6月に完成を
見た。新装なった内部の設備で特記すべきものとしては、床暖房の明るい治療室、電動の
治療台 6床、トイレ、そして消防署の支持による音声装置のついた避難誘導装置、非常階
段、セコム社による 24時間警戒装置の導入などがある。当時の施設長鎌田は、できる限り
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のバリアフリーの工夫が施され、若い視覚障害の女性にふさわしい建物となることを考え
たと言っている。 
 阪神淡路大震災は、「関西盲人ホーム」にとって存続か廃止かの岐路に立たされた最大の
試練の時であった。しかしこの苦難を越えることのできたのは地域の力の大きかったこと
を理事長はじめ関係者たちが口をそろえて言っていることは見逃せない事実である。 
 
（3）ホームの新しい試みと課題 
 地域とのつながりや中高年からの中途失明についての相談の増加が、このホームに新し
い試みへと踏み出させる契機となり 1999年ごろからさまざまな取り組みが見られるよう
になる。それらの活動は、主に指導員によるものであった。まず最初は、1999年 12月か
ら 2000年 2月末までの三ヶ月間、「木口兵庫地域振興財団」の助成による近隣 4市（西宮・
芦屋・伊丹・宝塚）の中途失明者の社会的リハビリテーション調査研究を行ったことであ
る。それを、参考のために少し詳しく見ておきたい。以下「中途失明者社会的リハビリテ
ーション調査研究――近隣 4市における視覚障害者の日常生活訓練等の意識について」（ア
ンケート調査）から概要のみを摘記したものである。アンケート用紙は各市福祉課、視覚
障害者団体、眼科医を通して配布した 500余名中、回答者は 124名 その回答結果は、 
 ①男女比は 53.2％と 46.8% ②年齢は 14歳から 91歳平均 61.4歳 ③職業は無職 6割り有
職 4割（元税理士やトラックの運転手という回答もあった） ④障害原因は網膜色素変性症、
緑内障、網膜剥離、白内障、ベーチェット病、糖尿病など ⑤障害発生年齢は、どの年代で
も平均的に発生している ⑥視力は、視力 0が 4割少しは見える者 6割 ⑦居住地は各市と
も同じ程度 ⑧身体障害者手帳の所持率は 96.8%。これ以降は訓練関係⑨日常生活訓練（視
覚障害者が料理や掃除その他身の回りのことをする際の工夫などを習うことができる）は、
「知らない」25.9%「知っているが訓練を受けたことがない」44.0%「訓練を受けたい」21.1% 
⑩点字訓練（点字の読み書き）「知らない」15.4%「知っているが訓練を受けたことがない」
33.3%「訓練を受けたい」17.8% ⑪ワープロ訓練（視覚障害者用音声装置つきワープロ）「知
らない」33.0%「知っているが訓練を受けたことがない」46.1%「「訓練を受けたい」37.3% ⑫
白杖歩行訓練「知らない」21.4%「知っているが訓練を受けたことがない」30.8%「訓練を
受けたい」25.2%。⑨から⑫までを総合した「視覚障害者の社会的リハビリテーション訓練
を知っているか」という問いでは、比較的情報の得やすい視覚障害者団体に所属している
者でも、「知らない」23.9％ 「知ってはいるが訓練を受けたことがない」38.4％もあり、
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その中「訓練を受けたい」が 25.4％もあった。視覚障害者団体の存在さえ知らない中途失
明者では、数値がさらに高くなることは十分予測できる。この結果から考えられる課題と
して、ア) 視覚障害者リハビリテーションを含む各種福祉サービスの質の向上 イ) 視覚障
害者のリハビリテーションの存在と必要性の啓蒙 ウ) 関連機関との連携の強化の三点を
挙げている。特にホームとしては、ウ)を重視し、医療と福祉との間にあるといわれる溝を
取り除くことに努めたいとしている。 
 この調査研究は、報告書として公開されたもので、このホームの事業としては記念すべ
きものであった。その後医療関係との溝を埋めるということは、2001年度から理事として
兵庫医科大学眼科助教授山縣祥隆（ロービジョン担当、現在は眼科医院開業）を迎えるこ
ととなって実現し、それは他に見ることのできないホームの特性となった。2002年 8月に
ガイドヘルプ技術習得講習会を開いたが、受講者 2名（募集は 6名）で、この年かぎりで
中止している。以後は、外部で行われる講習会などに指導員が講師として出かけている。
山縣理事の提言で、2004年 7月から昭和寮 3階を広く視覚障害者に開放。2005年に数ヶ月
かけてガイドヘルパーに「困ったこと調査」としてアンケートを行っている。350名余り
に配布し、90名余りから回答があった。これとあわせて、利用者に介助に関するアンケー
ト調査も行った。なお、この調査では、「一般の人からの援助のありかた」についても調査
をしている。この当時のホームについては、『ホームだより』23号（2007 年 12月発行）を
見ると、鍼灸マッサージ師の資格を持つ視覚障害女性の職業的自立を支援することと、あ
わせて、中途視覚障害者の自立支援としての日常生活訓練（白杖による単独歩行、点字の
読み書き、パソコンの操作等）を行っていることが分かる。 
 これより遡るが、2005 年 12月発行の『ホームだより』20号の「編集後記」で、山口は
「本年は障害者自立支援法が通りました。障害者の生活をも圧迫することに、時代は厳し
く、痛みをもっていくことになります。当施設は現在、身体障害者法外の利用施設として
の位置づけであります。今後は、この自立支援法のもとにおける利用施設としての位置づ
けがされるようなことを聞いております」と、自立支援法のもとでの新たな出発を記して
いる。しかし 2012年現在においても、この「関西盲人ホーム」はそれ自体ほとんど変わっ
てはいない。さて、このホームを含めて盲人ホームが現在抱えている課題とは、運営困難
をどう打破するかということとともに、あるべき将来像をどう描いていくかということで
ある。まず、盲人ホームが運営困難になっているその理由としては、次のようなことが考
えられる。①職員確保や資金面など経営情況は厳しく、赤字運営となっているところが多
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い ②大半の施設が利用定員（20人以上）を下回っており、利用者確保が困難な情況にあ
る。また、利用者の年齢、経歴などが幅広く、利用者像が多様である ③盲人ホーム利用者
の利用期間が長期化しているなどということである。これらの現象は、盲人ホーム一般に
見られることであって、「関西盲人ホーム」もその例外ではない。その将来像についてはい
まだ手探り状態であることは、『ホームだより』の各所からもうかがい知ることができるよ
うに思う。 
 
5） ホームに生きる中村京太郎の精神 
 「関西盲人ホーム」は、前身の「関西盲婦人ホーム」からたどると、2012年現在で 82
年の長年月を数えることができる。1943（昭和 18）年に、激化した第二次世界大戦の戦火
のために一時中断の已むなきに至ったが、戦後いち早く再興をみて、1947（昭和 22）年 11
月から現在に至るまで、細々とではあるが続いてきた。 
 ここでは、戦後再開された「関西盲婦人ホーム」と、その後の「関西盲人ホーム」に創
業時の精神、特に中村京太郎の精神がどのように継承されてきているかを検証しておきた
い。まず、1948年 3月の「関西盲婦人ホーム趣意書」から見ていこう。戦後の荒廃した世
相の中から盲女子へいち早く手を差し伸べた盲女子ホーム設立の趣意書である。これは、
越岡ふみの署名があり、内容は、簡単なものであるが、ヘレン・ケラー再来日に際して、
日本にも盲女子ホームがあることを、ヘレン・ケラーを通して米国にも知ってもらいたい
という意気込みが感じられるものである。この「趣意書」では、「我が国に一箇所の完備せ
る盲女子の指導機関なきを遺憾に思い、過去十数年の経験に基づき、これを完成させ」と、
その裏づけとして越岡には自分が十数年の経験があることを誇りをもって述べている点が
注目される。その十数年とは、前節で取り上げた中村京太郎との「関西盲婦人ホーム」で
の経験である。特にキリスト教主義をその精神の根本に据え、精神修養を重んじながら鍼
治按摩マッサージの職業教育と実践を通してその技術の向上を目指し、自立した一社会人
としての盲女子を世に送り出してきた実績である。越岡ふみが再開した「関西盲婦人ホー
ム」は、戦前のそれをそのまま継承する施設であった。そのことは、「日本盲人社会福祉施
設協議会会員施設要覧付録全国盲関係団体名簿」（1963年）に記載された「事業の内容」
を見ても、それは 1938年に社会事業法によって届け出た「趣意書」に付けられた「規定」
をそのまま引き継いでいる。「関西盲婦人ホーム」の「昭和寮」が 1965年に改築され、地
域の者にも利用できるような盲人福祉センターの機能も含めて模様替えをした折にも、方
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針は変わることはなかった。また、その前年には「関西盲人ホーム」となったのであるが、
「入所者の聴き取り」からも分かるように、戦前のやり方がほぼ踏襲されている。 
 越岡ふみ没後も、ホームは創業者越岡の名のもとにその創業精神を継承してきている。
特に玉田敬次が理事長の時に改めてこのホームの基本理念であるキリスト教主義が確認さ
れている。しかし、1986年頃を境に盲学校の情勢が変化し、それとともにホームも自立し
た社会人としての盲女子を世に送り出す施設としての機能を保持しながらも次第に保護の
性格を強めてくるのが見受けられる。そうした推移とともに、この施設の地域との密着度
がさらに強まり、盲女子のみの盲人ホームとしての特色は残しても、他とあまり変わらな
い一般的な盲人ホームになりつつあると言ってよいであろう。 
 
おわりに 
 
 現在、盲人ホームで視覚障害女性のみの施設は、この「関西盲人ホーム」が唯一存続す
るだけとなっている。それは、視覚障害女性のみの施設の保持が、いかに困難であるかを
物語っている。 
 『ホームだより』毎号の後ろに掲載される「関西盲人ホーム施設利用者募集」では、「当
施設は、三療技術および日常生活に必要な技術の向上を目指す視覚障害女性を応援してい
ます。あなたも、一定期間施設を利用してみませんか。利用視覚 ①視覚障害女性で、鍼灸
マッサージ師免許取得者 ②三療技術の向上および日常生活に必要な技術の向上を目指す
方 ③年齢は、30歳ぐらいまで ④利用期間は 2年 ⑤その他詳細のことにつきましてはお
問い合わせください 応募方法・利用決定方法 所定用紙（申し込書、履歴書、推薦書）を
提出後、試験を行います」と書かれているが、しかし必ずしも文面通りにこの手続きを踏
んだ者のみが入所しているとは限らないのがホームの現実であった。このことは、既に前
で見てきたのであるが、辛うじて視覚障害女性のみの形態を保持してきたのは、このホー
ムが設立された当初の使命を守り抜こうとする施設関係者の努力と、それを援助する諸団
体（多くは教会関係）による寄付であった。 
 『ホームだより』28号（2009年 12がつ 20日発行）で理事長芹野俊郎は、「社会福祉法
人『関西盲人ホーム』は、今年で創立 80周年を迎えましたが、現在当ホームのように、利
用者が寮生活をしながら自立を目指して訓練を受けているところは全国でも珍しい施設と
なっています。（中略）このように盲人ホームは、利用者にとっては勿論のこと、ここに出
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入りする全ての人にとって、ここは一つの社会であり、共に生きる生活の場です。うれし
いことも辛いことも分け合って共に助け合う場所でなければなりません」と述べている。
この 80年余を施設として存続し得たという事実は、若い視覚障害女性に生きる力を与えつ
づけてきたこの施設の存在意義の大きさを如実に示しているとともに、全ての人が共に生
き、助け合う社会が実現されてきたからこそ存続し得たのだということも、またこの文章
を通してよく伝わってくるように思われる。 
 
注 
 
1) 「年譜」では 1925（大正 14）年 3月に「芦屋市盲女子保護協会設立」の記事がある。 
 なお付け加えておくと、「年譜」では、1916年 2月に「小石川区竹早町に盲女子寮設立」 
 とあり、1922年 3月に「盲女子寮理事長辞任」の記事がある。 
2) 『中村京太郎伝』の「ニューヨーク会議の思い出」p141で紹介されている。 
3) 『中村京太郎伝』の「中村京太郎の精神――盲女子ホーム」p255で触れられている。 
4) 1938（昭和 13）年に社会事業法第法律 59号が出され、「施設社会事業の範囲の指定」 
 第 1条で「事業経営者届出義務」が明記されている。 
5) 今日では原本を目にすることはできない。それ故に、『中村京太郎伝』での著者鈴木力 
 二による墨字訳をそのまま使うことにした。そのため、引用文には『中村京太 
 郎伝』の頁数を記した。 
6) 『中村京太郎伝』の「盲女子の問題」では、中村京太郎が、在米中の田守吉弘へ宛て 
 た数通の手紙が鈴木力二によって紹介されている。現在見ることができなく、『中村京太
郎伝』からこれも引用した。 
7) 『ホームだより』は、1990年 5月 1日に最初の第 1号が出され、その後、1991年に 
 第 2号が出たあと 3 年間の空白があり、1995年に特別号として阪神淡路大震災の特集 
 が組まれている。1997 年からは年 2回出されるようになり、2011年 12 月で 32号を数 
 えている。 
8) 2004年 7月に出た『ホームだより』に「視覚障害に関する相談」の案内が載っている。 
 その内容は、「①視覚障害者（弱視者も含む）のリファビリテーションについて――日常 
 生活に必要な技術等 白杖歩行・読み書き（点字手書き）・パソコン等 ②視覚障害者の誘 
 導について――視覚障害者の誘導法講習会等」である。これ以外に、さまざまな悩み相 
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 談にも応じ、自宅訪問も行っていることが『ホームだより』の随所に見られる。開設当 
 時は、中途失明者の悩み相談として設けられたものと思われる。 
9) 盲人ホームは、「社会福祉事業法」に基づく第 2種社会福祉事業の施設である。盲人ホ 
 ームの運営について（1962年 2月 27日社初第 109号厚生省社会局通知）により運営さ 
 れている。この通達の「盲人ホーム運営要綱」によると、①定義 あん摩師免許、はり師 
 免許、またはきゅう師免許を有する視覚障害者であって、自営しまたは雇用されること 
 の困難な者に対し、施設を利用させるとともに、必要な技術の指導を行い、盲人の自立 
 更生を図ることを目的とする ②運営 運営補助金と盲人ホーム設備を利用して得た利用 
 者の施術料 2割を越えない程度限度において、施術に伴う光熱水料、燃料費等の直接必 
 要な経費を徴収することができる ③定員 20名 面積 66.1平方米 設備ア)事務室または 
 盲人控え室並びに待合室 施術室 施術設備 電話設備 便所 消火設備および給配水設備 
 を設けなければならない い)待合室および施術室はあん摩師はり師きゅう師および柔道 
 整復師法施規則第 25条の規定に適合するものでなければならない ④職員 管理者 1名 
 （指導員を兼ねることができる） 指導員 1名（あん摩師はり師きゅう師の免許を有す 
 る）となっている。 
  盲人ホームのこれまでの経過を概略すると、視覚障害をもつあん摩 マッサージ 指圧 
 師、はり師、きゅう師（以下「アハキ師」と記載）の施策に関して 1962 年に厚生省社 
 会局長通知（社発第 109号）が通達され、盲人ホーム」が設置された。それ以前から自 
 治体や宗教団体などの支援を受けて運営されている施設がいくつかあったが、それらを 
 総合し、基準を定めて、国庫補助金を交付することにしたのである。当時のアハキ業界 
 は、前年の最高裁判決結果を受けて、療術の法的位置づけや既得権の容認問題などをめ 
 ぐり、揺れに揺れて混乱状態にあった。そうした当時の社会情勢を勘案し、この施設は 
 アハキ師免許を取得しただけでは実務につくのが困難な視覚障害者に対する有効な支援 
 策として、視覚障害関係団体の要望に応える意味から設置されたともいえる。 
  盲人ホームの制度発足 2年後の 1964年に、「アハキ法第 19条」にあん摩 マッサージ 
 指圧業を営む視覚障害者を保護するための条項が加えられた。いわゆる「歯止め条項」 
 と呼ばれるものである。この二つの施策により、視覚障害アハキ師の職業的自立に向け 
 た役割が期待され、盲人ホームは、1975年には全国に 35ヶ所が設置されるまでに至っ 
 た。しかしその後、一部の視覚障害アハキ師の間では、「盲人ホームは、独立開業が困難 
 な人の行く処」との誤解が広まり、盲学校などとの協力関係も薄れて、閉鎖が相次いだ。 
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 ところで近年、晴眼業者の増加や無資格営業者の横行に加え、厳しい経済不況のもとで、 
 「卒後研習の場」の復権とか「就労の場」の死守といって盲人ホームの機能が再評価さ 
 れてきている。 
  2006年度に「障害者自立支援法」が施行され、これにより盲人ホーム事業は同法の福 
 祉サービス体系に移行され、地域生活支援事業に位置づけられた。 
  2008年現在の全国での盲人ホームは 22施設（厚生労働省調べ）で、盲女子のみの施 
設は、「関西盲人ホーム」のみである。 
10) ジョン・ミルトン協会は、アメリカの盲人伝道を目的とする団体で、ニューヨークに
本部を置き、活動している。我が国の盲人キリスト教関連の団体とのつながりでいうと、
1948年のヘレン・ケラーの来朝から始まる。ヘレン・ケラーは、当時ミルトン協会の
総裁で、その来朝に合わせて総主事であったストファー夫妻も訪日した。その時、日本
の各地方に存在している盲学校や盲人施設の経営者たちが、彼を通してミルトン協会に
対し財力の援助を頼んだ。しかし、これはミルトン協会としては日本の事情がよくわか
らないし、いずれの施設に援助するかについても不明のため困惑し、日本キリスト教団
に相談をもとめ、日本においてもジョン・ミルトン協会のような超教派的な団体を組織
するならばそれと関係して一つは日本盲人の伝道を援助し、二つにはキリスト教主義の
盲人福祉施設を援助することにしてはどうかと画期的な意見を寄せてきたのである。そ
のことが契機となり、日本盲人キリスト教伝道協議会が誕生した。それ以来ミルトン協
会からの援助が始まった。 
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第 5章  熊谷鉄太郎と盲人牧師への道 
 
はじめに 
 
 熊谷鉄太郎と好本督、中村京太郎との関係を端的によく示すエピソードを『薄明の記憶』
から引用することでこの章を始めることとする。1912（明治 45）年 2月、中村京太郎の紹
介で神戸訓盲院に就職の決まった熊谷鉄太郎は、東京を去って関西の地に赴いた。「明治
45年初夏の頃、中村京太郎氏が、在英中の好本督氏の世話で英国へ留学することになり神
戸から鹿島立ったのです。日本開闢以来初めての盲人の『海外留学生』だというのに、わ
れわれ二、三人の友人が船まで見送っただけで、実に寂しい『鹿島立ち』でありました。
『めくらが外国へ行って、何を見てこられるというのか』というのが世間の態度であった
ようです。しかし、私にとってはこれが実に天下の一大事でありました。このとき私は、
『次の留学はおれだぞ』と、ひそかに決心のほぞを固めたのであります」と、その時のこ
とをまるで昨日のように熊谷鉄太郎は回顧している。高等教育や新職業の夢を語ってまわ
りから相手にもされなかった自分のいま目の前にその夢を実現した中村京太郎がいる。熊
谷の夢は、自分にも手の届きそうなところまできている予感が彼を鼓舞したことを、この
文章はよく示している。 
そして、「代が明治から大正にかわったのもこの年の夏のことでありました。中村京太
郎氏が英国へ着いて、好本先生と相談の結果、私は関西学院に入ることになりました。関
西学院にはすでに、私がかつて東京で世話になった曾木銀次郎氏と C・J・L・ベーツ先生
とが教授としてここに来ておられたのと、好本氏から吉岡院長に当てて依頼状が来ていた
ので、入学は簡単に許可され、翌大正二年の春私は関西学院神学部に学ぶこととなり、成
全寮に入寮し、晴眼学生と一緒に寮生活をすることになったのです。時に年まさに三十一
歳（数え年）――人生の半ばに達し家もなし得ず、妻子もなく、なにをぐずぐずしている
のだ？と、非難もされ、冷笑もされながら、私自身としては長年の夢の実現を見る喜びで
胸がいっぱいでありました。こうして私はとうとう高等教育の最後の階段を上ることにな
ったのであります」と、その後の経過を熊谷は記している（熊谷 1960:202-203）。学費は
好本督が出した。 
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 この話は、好本督が、中村京太郎と熊谷鉄太郎の二人を日本の盲人界における指導者と
して育て上げるために積極的に援助したことをよく物語っている。これを手始めに、好本
はその後も多くの有為の盲青年に経済的な援助をつづけたのであった。 
 
第 1節  熊谷鉄太郎と盲人福祉 ――盲人文化運動を中心に―― 
 
1） 盲人福祉に立ち上がった先覚者熊谷鉄太郎 
 明治以前の我が国の盲人は、当道という組織によってその職業である鍼按や音曲が保護
されてきた。しかし、1871（明治 4）年の当道の廃止は、それに代わるなんらの生活保障
を伴わなかったので、盲人の生活に大きな打撃を与えた。1878年、古河太四郎（1845-1907）
によって始まった盲唖院が京都に開設され、東京では 1880年に楽善会による訓盲院が設立
された。その後盲人鍼按家を中心にした私塾とか、あるいは同業組合の経営というかたち
で、または名望家や宗教者などの支持を得て設立された小規模な鍼按講習会や盲人教育会
が各地に見られるようになり、やがてそれらが盲学校に発展していった。1900年前後から
盲学校に学ぶものの数は急激に増してくるが、一方、早く職に就ける、従来からの徒弟制
度を選ぶ者も依然として多く、困窮に苦しむ者への公的な保護の手は、ほとんど差し伸べ
られることはなかった。また、「日本訓盲点字」の獲得は、盲人に大きな力を与えることと
なったが、実際は点字図書や、まして点字図書館などの設備もないままに、多くの盲人た
ちはその時代の文化から取り残されてきたのである。こうした状況の中で、盲人福祉に向
かって立ち上がった幾人かの先覚者がいた。その一人に熊谷鉄太郎（1883-1979）がいる。
熊谷についての先行研究は少ないが、それについては後述するとして、さしあたって岩橋
英行と本間一夫による熊谷の人物評について見ておこう。 
 岩橋英行は『青い鳥のうた――ヘレン・ケラーと日本』（日本放送出版協会 1980:94）で、
好本督（1878-1973）から中村京太郎 1)と熊谷鉄太郎へつづく人脈が、後の秋元梅吉
（1892-1975,「東京光の家」の創設者）や岩橋武夫（1898-1954,「日本ライトハウス」の
創設者）へと繋がったことを指摘し、その流れそのものが我が国の近代盲人福祉そのもの
であるとしている。 
 本間一夫 2)は、函館盲唖院で鍼按を学んでいたとき、その進路に三つの大きな指針を得
たと言う。その一つは、岩橋武夫の講演を聴いたことであり、いま一つは、同郷の先輩で
ある熊谷牧師の講演を聴いたことであった。そして好本の本を読んで、点字図書館のこと
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を知り、生涯の進む道を得たと彼の自伝『指と耳で読む』（岩波書店 1980:31）で述べてい
る。さらに本間は、「明治 16年、文化の光のなお届かなかった北海道の貧しい漁村に生ま
れ、幼くして天然痘に罹って失明し、両親とは生き別れるなど、熊谷の少年時代は逆境そ
のものであった。そうした中から志を立て、努力に努力を重ね、明治大正昭和の三代にわ
たって身をもって盲人の人間復興のため数々の足跡を残されたのである。その意味では、
熊谷の右に出る者はいない」と、玉田敬次著『熊谷鉄太郎――見果てぬ夢』（日本盲人福祉
研究会 1985）の「まえがき」で熊谷を高く評価している。また彼の忘れてはならない業績
として、1931年、ニューヨークで開かれた盲人福祉の国際会議に日本代表として出席した
ことや、タイ国の盲教育に貢献したことを挙げている。 
 以上の二人の人物評からも、熊谷鉄太郎が日本の盲人福祉にとって欠かすことのできな
い人物であることをみてとることができる。 
 
2） 熊谷鉄太郎についての先行研究 
 熊谷鉄太郎を取り上げた研究論文は皆無に等しい。谷合（1996）や鈴木（2008）のよう
に自伝によってその業績をまとめたものも見られるが、その大半は部分的なものに過ぎな
い。また谷合侑は、熊谷を盲人牧師として取り上げているが、盲人福祉の面では触れてい
ない。それは、熊谷が直接盲人福祉事業などで特に顕著な業績を挙げた人ではないので、
こうした取り上げ方もやむを得ないのかもしれない。 
本格的な伝記として取り組まれた先行文献に玉田敬次のものがある。なお、関宏之
（1983）でも熊谷鉄太郎と岩橋武夫の関係について、部分的に触れられた箇所が見られる
が、しかし、これも伝記として書かれたもので、検討しなければならない点を含んでいる。 
 ここで玉田敬次の著について触れておきたい。玉田は『熊谷鉄太郎――見果てぬ夢』で
書かれている熊谷の願いと目的を取り上げ、それが、たとえ盲人であっても、一人の人間
として晴眼者と同じように人間らしく生きることであり、また人間らしく生きるために社
会の理解を得ることであった点を指摘している。そのために熊谷は、盲人の教育、文化、
福祉にも強い関心を抱き、その運動にも参加したことを、執筆にあたっての基本的な視点
としている。この熊谷への視点については、異論のないところである。 
 本論文では、熊谷鉄太郎と「盲人文化運動」に焦点をしぼって取り上げることにした。
具体的には、彼が試みたという、「東亜盲人文化協会」に始まる一連の盲人文化運動を取り
上げて、盲人福祉に抱いていたその考えを見ていきたいと思う。 
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3） 熊谷鉄太郎について――自伝と略歴 
 
（1） 三つの自伝 
 さて、ここで「盲人文化運動」を取り上げるにあたって、熊谷の業績のうちでも重要な
部分を占める文書伝道としての三つの自伝について触れておきたい。 
最初の自伝は、1931 年に出版された『闇を破って』であり、それにつづくのが、第二次
世界大戦後の 1954年に出された『見えざる聖手』である。さらに最晩年の 1960年に書か
れた『薄明の記憶』がある。これらにはそれぞれ副題に自伝に関係することばが書き添え
られている。これら三冊の関連を見てみると、二冊目は、一冊目を縮約したかたちである
が、信仰上の迷いに終盤を費やした一冊目に対して、そのことは簡単に触れただけで、盲
教育や盲人福祉へ眼が向いている。一冊目では触れられなかった好本督の「英国の盲人」
を知ったことや、英語学習の苦心、点字書での読書などが記述され、それに「国際盲人事
業家会議」に出席したこととタイの盲教育のために渡航したときのことが加えられている。
三冊目は、自分の人生の総決算として一冊目二冊目を踏まえてまとめられている。そして
その終わりを、「得べくんばまたもめしひと生まれ来て見果てぬ夢の後を追ひなん」の歌で
閉じている。 
 ここで盲人文化運動に光を当ててこの三冊の自伝を見てみると、実は、熊谷は、一冊目
二冊目では彼が手がけた盲人文化運動のことは一言も触れていなくて、最終の自伝におい
て初めて大きくそれを取り上げているのである。それはなぜなのか。その疑問を解明する
ことが、本稿の主要な論点の一つとなる。論を進めていく前に、簡単にそれについての考
えをまとめておきたい。彼がはじめの二冊の自伝に盲人文化運動のことを書かなかったそ
の原因は、盲人文化運動にとって最初の試みであった「東亜盲人文化協会」の構想が失敗
に終わったことにあったと考えられる。大きな借財まで抱え込むことになってしまったそ
の活動を、牧師というその立場からは、とても表沙汰にはできなかったのであろう。しか
し、最晩年において「見果てぬ夢」を綴るとき、この「東亜盲人文化協会」に始まる一連
の盲人文化運動が、書き記さずにはおけなかった、自分の人生にとって重大な一事であっ
たことを思い返して書きとめたのである。この「東亜盲人文化協会」のことを、盲人福祉
における見逃せない動きとして唯一取り上げたのは大原社会問題研究所から出されていた
『日本社会事業年鑑（大正 10年版）』であった。近代盲人福祉史として書かれたものでは、
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山田（1987:85）にその記事に触れた指摘がある。ここでは、この「東亜盲人文化協会」に
託した熊谷鉄太郎の盲人福祉への考えをたどり、その先駆者的な識見を明らかにしたいと
思う。 
 
（2） 熊谷鉄太郎の歩んだ道のりとその人となり 
 熊谷鉄太郎は、1883年 5月 28日、北海道に生まれ、3歳の時に天然痘に罹り失明する。
13歳の時、青森の鍼院高井権益の門下に入り、三年間鍼按の修行をした後、独立し、深夜
按摩の治療に当たる。1900年札幌の北盲学校に入り、校長の大沢の誘いによって初めてキ
リスト教の教会に出席する。本来、無神論者だった彼は、点字聖書を読み、1900 年 8月、
札幌美以教会（現在の日本キリスト教団札幌教会）で三谷雅之助（1867- ？ ）によって洗
礼を受ける 3)。 
 1902年 1月官立東京盲唖学校に入学。そこで彼は、彼のその後の生き方の上で決定的な
影響を受けた体験をする。それは、好本督の『真英国』中の「英国の盲人」の文章を、盲
部主任の石川重幸（1857-1929）から読み聞かされ、盲人高等師範音楽学校のカリキュラム
や、盲弁護士ドクター・レンジャーや盲牧師マーストンの活躍、内外盲人協会の点字出版
事業などのことを知る。一冊の教科書さえ点字出版されたものがない我が国の現状に比べ、
イギリスの進んだ盲教育や盲人福祉に眼を開かされ、その文化の光に驚くとともに、晴眼
者と肩を並べて生きる姿に強い憧れを抱いた。そしてその時から、英語学習への激しい意
欲を燃え上がらせたのである。1904年 3月尋常科を卒業。1906年 3月鍼按科を卒業する。 
 東京盲唖学校同窓会誌『六星の光』第 40号に熊谷は、「多忙なる将来」という一文 4)を
載せている。この文章は、1906（明治 39）年 12月 28日に発行された『六星の光』に発表
されたもので、官立東京盲唖学校鍼按科を卒業して、横浜基督教訓盲院の教師となってか
ら一年弱を経た、彼 23歳のころに執筆したものである。これからの盲人のあり方に対して
発言したもので、その後も一貫して彼の生き方を支えた意見として注目すべきものである。
そこで彼は、「強き者も、弱き者も、みな等しくそれ相応の天職あり。この天職を全うする
使命を以って社会進歩に貢献せしむる所以の方法を教育と言う。国々の文明開化の程度を、
教育の普及如何によりて計るを得べし。されば、人々をして多くの社会の進歩を図らしめ
んと欲せば、多く彼等を教育せざるべからず。盲人教育の必要、またここに存せずんばあ
らず」と言って、日本の盲人の現状を、鍼按・音曲によって自活するのみでなく、晴眼者
が多くの才能を発揮するように盲人も多方面にわたる能力が開発される教育が望まれるこ
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とを説き、「人は多く教育せらるることによって多く社会を利し、多く社会を利することに
よって多く自らを幸福ならしむるを得べし。ここにおいてか、我が党の将来、いよいよ多
忙ならざるを得ず」と断りながら、「盲人界数次の改良、盲人団体の組織、盲人中等及び高
等教育、同じく幼稚園、新盲の救助、小僧按摩をその残酷なる師匠の手より救い出だして
これを教育すべき道、読書機関の準備、旧職業の保全及びその開業、新職業の発見等、吾
人の前途に塁々山をなして、問題はいずれもみな近く解決をぜっきゅう〈ママ〉しつつあ
るのみ」と、その取り組むべき問題を明確に提示している。 
 卒業後は、横浜基督教訓盲院・同愛訓盲院・神戸訓盲院（現在の兵庫県立視覚特別支援
学校の前身）の教師を経て、1913年 4月関西学院神学部（現在の関西学院大学神学部の前
身）に好本督の援助を受けて入学する。これは、彼が、好本督によって紹介された「英国
の盲人」を知って以来抱きつづけてきた夢の実現への第一歩であった。 
 
4） 牧師としての歩み 
 盲人文化運動について述べる前に、その運動の基盤となっていた牧師の歩みについて取
り上げておかなければならない。 
 『関西学院大学百年史』によると、神学部は本科（5年）、専攻科（1年）、別科（3年）
に分かれる。本科の入学資格は、中学校の卒業者に加えて「一ヵ年以上キリスト教会の会
員たる者に限る」とされていた。また、聴講生は、本科・別科とも「学生の定員に欠員あ
る時に限り」許可することがあると定められていた。このことからみて、熊谷は、別科の
聴講生としての扱いで関西学院に在籍したと考えてよい。1916年の『西部年会記録』5)に、
「関西学院神学部報告」として卒業生のことが記されているが、それには「3月学年末に
は 12名の卒業生と熊谷氏なる特別盲人の修業生とを出せり。蓋し神学部開設以来最多数の
卒業生たりしなり。しかして彼等は現に悉く福音宣伝に就事しつつある者なり」とある。
以下『西部年会記録』によって熊谷の足跡をたどってみよう。 
 
（１） 市岡講義所時代 
 『西部年会記録』1916（大正 5）年日本メソジスト教会第 9回西部年会記録第 9回西部
年会任命表（p26）に、「（大阪伝道教区）堀江講義所補助」の記事が見える。その翌年には、
「（大阪伝道教区）市岡講義所補助 熊谷鉄太郎」の記載がある。さらにその年の記録に、
「福島教会とともに、教区をなせるものは市岡講義所なり。この講義所は、もと堀江にあ
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りしが、伝道所を市岡に移転したり。熊谷鉄太郎氏、主任ウィクリー氏を助けらる。市岡
移転後、集会好評なり。新年度には必ず見るべき結果あるべし」の記載がある。こうした
記事を通して、1916年の春、三年間にわたる関西学院での勉強を終え、熊谷鉄太郎は教会
伝道の職に就き、大阪の市岡の牧師補助としてメソジスト教会から任命されたことが分か
る。その時のことを熊谷は、「私は、いよいよ人生の荒波の中へ、牧師という盲人の新職業
実現という負荷をもって出発することになったのでありました」（熊谷 1960:204）と『薄
明の記憶』で書いている。市岡は、開拓伝道なので、建物の建築から始めなければならな
かった。そこで一軒の民家を借り、講義所を開いた。初めは、日曜の夜の集会と、午後の
日曜学校を開講した。大阪のメソジスト教会としては、その頃東部教会・両国橋教会・福
島教会の三つの教会があり、それらの教会にもそれぞれいくつかの仕事をもっていた。さ
らに、一週二日ずつ神戸のランバス伝道女学校での外人講師の手伝いもあって、大変な忙
しさであった。 
 1921（大正 10）年『日本メソジスト教会第 14回西部年会記録』自 3月 10日至 3月 17
日（p30）では、「市岡講義所 伝道師熊谷鉄太郎」の記載があり、さらに「市岡講義所は熊
谷鉄太郎氏の担当なり。教勢相変わらず不振なり」の記事がつづいている。 
 
（2） 市岡講義所以後 
 日本メソジスト教会は任命制で、本部の任命により数年毎に転任する制度であった。熊
谷は任命により、1924（大正 13）年に山口県の柳井教会に移った。さらに 1927（昭和 2）
年には、宇部教会に転任した。『西部年会記録』に戻ろう。『昭和 3年（1928 年）日本メソ
ジスト教会第 21回西部年会記録』自 2月 1日至 2月 7日 第 21回西部年会教職界報告 7
に「伝道師にして執事の按手礼を受けんと欲する者 熊谷鉄太郎」の記事がある。熊谷は、
ここで初めて正式の牧師となった。そして、「伝道師名簿」（p734）に退隠伝道師として 4
名が挙がっているが、その最後に「昭和 15年退隠 神戸市灘区篠原中町 5丁目 664 執事
熊谷鉄太郎」の記載がある。本稿では、取りあえず彼の履歴に関する記事はここで止めて
おくことにする。 
 牧師の歩みを、もっとも早い自伝『闇を破って』から補ってみよう。この『闇を破って』
は、1931年に「キリスト教出版社」から出されたもので、その「自序」で、1925年から翌
年にかけて日本メソジスト教会の機関誌『教界時報』の付録「福音教化」に連載したもの
であることが分かる。出版されると好評で、1936年には第 5版を重ねている。この書につ
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づけて出版した『宗教の本質』（キリスト教出版社 1934）の「序に代えて」で、この『闇
を破って』の出版について「拙著『闇を破って』はこの体験を物語るものであるが、特に
その終わりのほうにある『東京へ出てから』という一項は、科学・哲学（特に仏教）等々
と、種々様々の渦巻きに捲き込まれ、危うく破船の憂き目を見んとした著者の悩みの記録
である」と述べている。1954年に出た第二の自伝『見えざる聖手』の「はしがき」では、
「1931年に『闇を破って』と題して自叙伝を出版し、その後、版を重ねること 8回、遂に
戦争になったので、そのまま立ち消えの姿になってしまいました。（中略）本書は、『闇を
破って』の単冊ではありません。全く新たに書き直したものであります」ということが断
られている。これは、『闇を破って』が信仰上の悩みを告白したのに対して、この書が福音
による救済の体験談として書かれたことを言うのである。 
 それでは牧師の歩みを『闇を破って』ではどう書いているか。それは、「そして遂にその
祈りが聴かれる時が来た。大正 2年の 4月、好本督氏の援助と関西学院の諸先生の好意と
によって、私は、同学院の神学部に聴講生として入学することを許されたのである。時に
年まさに 30歳。学院では、別科本科の差別なく、どのクラスにでも自由に聴講する特権が
与えられ、先生方や学生諸君の深い同情と行き届いた親切とによって 3年間の学窓生活を
無事に続けることができたのである。（中略）大正 5年の春、ひとまず関西学院の門を出づ
ることとなり、大阪北堀江の講義所に任地を与えられた。これは後に市岡講義所と変わっ
たものである。爾来、今日に至るまで伝道の聖職に携わらせていただいているのであるが、
伝道者としての今日までの働きには語るべき何らの成績もないことは、深く慙愧に堪えな
いものである」と、簡単に書き記しているに過ぎない。それにしても市岡時代を『闇を破
って』はあまりにもあっさり終わり過ぎている。その頃に彼が試みた一連の盲人文化運動
については一言も触れられていない。『闇を破って』の本旨が信仰上の魂の告白にあったの
で、盲人文化運動のことを記する余地がなかったと、一応納得できる結論が得られるとは
しても、しかし、1924 年に柳井教会に移ってからも、熊谷は音楽会や文化講演会などの盲
人文化運動を細々とではあるけれどつづけていたのである。福祉の道に献身することは決
して伝道から外れたことではない。しかし、彼の「伝道者としての今日までの働きには何
らの語るべき成績もない」という回顧には、苦渋が感じられる。なお熊谷は、戦後になっ
て 1946年から 1952年まで佐賀関教会の牧師に復帰している。『見えざる聖手』でも盲人文
化運動のことを書き記さなかったのは、牧師を隠退して間もなくのことであったからであ
ろう。それだけに、最晩年に至って盲人の果たし得なかった夢を追いつづける時、若き日
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に取り組んだ「東亜盲人文化協会」に始まる一連の盲人文化運動が蘇ってくるとともに、
一種の自負心がそこに感じられる。 
 
5） 熊谷鉄太郎の盲人文化運動 
 彼が手がけようとした盲人文化運動の活動は、市岡講義所の頃になされた。彼の 33歳か
ら 40歳にかけてのことである。この時期の 1918 年に、彼は 35歳で福永みねと結婚した。
岩橋武夫の関西学院での勉学を援助したのもこの頃である。『薄明の記憶』は、それらのこ
とを詳しく書き記している。ここでまず手始めに、『薄明の記憶』に記述された盲人文化運
動の初めの部分を見てみよう。 
 彼の手がけた盲人文化運動の最初は、「東亜盲人文化協会」設立の活動であった。「大阪
に赴任して間もない頃から、私は、『東亜盲人文化協会』という盲人の文化団体を作ろうと
計画をし始めたのであります。大阪に中央盲人会館を作り、盲人に関する調査研究活動を
行い、東亜の盲人文化の向上に寄与するために、上海・南京・尼港・香港などで宣教師の
経営する盲学校と連絡を取り、将来は英国のピアソン氏の経営する英国盲人協会 6)のよう
なものにまで発展させたいという構想をもっていたのであります」（熊谷 1960:208）とい
う記述からは、夢の実現のために彼がまわりの人たちに説いてまわったであろうその口吻
が感じられる。 
 
（1） 「東亜盲人文化協会設立趣意書」をめぐって 
 「東亜盲人文化協会」の構想は、熊谷鉄太郎個人によって醸成されてきたもので、彼は、
その構想をまずその周囲の人たちから説いてまわり、賛同者を得ることに努めた。賛同者
の多くはメソジスト教会関係の人たちであったようだ。大阪の盲人間にどれだけの賛同の
輪が広がりをもったのかは、不明である。出資者として米国南メソジスト教会監督ランバ
ス・WR（Lambuth Waltar Russell Thornton:1854-1921）の後援を得て、本格的に動きだし
たようである。趣意書やパンフレットを作成し、新聞社などにも働きかけて、事業は緒に
ついたと言う。しかし、この計画は、どこまで進んだのか、『大阪毎日新聞』や『大阪朝日
新聞』などには全く記事はなく、趣意書も、披見するかぎり辛うじて東京盲学校同窓会月
刊点字雑誌『六星の光』第 197号（1920年 4月 28日発行）と第 198号（1920年 5月 28
日発行）に、熊谷が、「大阪通信」として、この「東亜盲人文化協会設立趣意書」（以下「趣
意書」と記す）を寄せているのを見るのみである。 
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 ここからは「趣意書」によって「東亜盲人文化協会」の設立理念がいかなるものであっ
たかを見ることにしたい。第 197号の「大阪通信」では、「文化協会の趣意」と題して、最
近盲人教育や盲人社会事業に目覚しいもののある欧米でのヘレン・ケラー（Keller,Helen 
Adams:1880-1968）や逓信大臣として活躍したフォーセット（Fawcett,Henry:1833-1884）、
英国盲教育に尽くしたキャンベル（Francis J.Campbell:1832-1914）などの、盲人であり
ながら偉大な事業を成し遂げた人物を列挙し、文化の必要を説いている。そして、「趣意書」
が、彼の署名入りでそれにつづく第 198号に掲載されている。それは以下のようなもので
ある（点字の墨字訳は筆者）。「欧米盲人教育者の意見に従えば、盲人教育とは、失明によ
りて生じたる一切の障害物を取り除く（手段）であります。失明によりて生じたる一切の
障害物の取り除かれたる以上、盲人といえども、もはや（定めなきに）を託ちつつ（憂き
こと）を（のみ）とする憐れむべき喪失者でありません。生を楽しみ、人道を愛し、人類
の文化に貢献しつつ、これを共有する道理たる一個の人格であります。かくの如くなるは、
畢竟、教育機関や読書機関（点字出版所及び図書館）の設備乃至職業的に盲人を援助する
あらゆる機関が完備しておるからであります。現代は、組織、制度の世の中であります。
これが完全と不完全とは、社会が栄ゆるか滅ぶるかの分かれるところであります。まして、
五感中もっとも大切なる視力を失った人、目明きと肩を並べて、競争場裏に成功をおさめ
ようとするのは、必ずや完全なる組織、制度の援助がなくてはならぬことは、もっとも見
易い道理であります」と、自ら学んで知った欧米の事情を挙げて、盲人が、文明社会に晴
眼者と同等に肩を並べて生きていくための条件整備の必要を言う。 
 この考えは、1871年に山尾庸三（1837-1917）が太政官に建白した「盲唖学校ヲ創立セ
ラレンコトヲ乞フノ書」で、彼が英国の造船所で唖者が手話を通じてまわりの一般の人た
ちと意志を通じ、手際よく仕事をしていることを直接見て、教育の力を学んで帰った体験
から、「依是見之我国ノ盲唖ト雖モ教導宜ヲ得バ亦何ゾ然ラザラン然ルニコレヲシテ自ズカ
ラ存スル能ハズ飢寒ニ陥ラシム豈皇国ノ欠典ト言ワザルベケンヤ故ニ今西洋諸国ノ式ニ倣
イ先ズ盲学唖学ノ二校ヲ創建シ一校毎ニ男女二局ヲ分カチ教師ヲ外国ニ招キ以テ、天下ノ
盲唖ヲ教導シ」たならば、多年ならずして西洋諸国に追いつくことができると述べた内容
と軌を一にするがしかしそれのみではなく、さらに一歩を進めて、そこに盲人当事者の自
覚を見ることができる。その上、「現代は、組織、制度の世の中」とする社会認識にも、山
尾が、盲学校や聾唖学校の設立を民間の慈善に委ねようとした姿勢とは異なり、国にそれ
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を求めようとする、より積極的な姿勢が認められる。それは、熊谷が最も影響を受けた『真
英国』中の「英国の盲人」に見られる好本督の考えを継承するものと言ってよい。 
 「二十世紀の吾人は、盲人を按摩師としての外には能なき者のように見做したりする、
古めかしい間違った思想を捨てて、盲人を成るべく普通の人々と同様に取り扱うは勿論、
これに十分の教育を授けねばならぬ。その有する全ての才能と実力とを発揮して、十分に
これを活用せしめねばならぬ」（好本 1902：58）として、①義務教育 ②職業教育 ③高等
教育 ④海外留学生の四つを、「我が国盲人界の改良」に挙げた、そのことをより具体的に
引き継ごうとするものであることは、前に挙げておいた熊谷の「多忙なる将来」と題して
書いた一文と照らし合わせても明らかである。 
 つづけて、「翻って我が国 4万の盲人の現状は、いかがでありましょうか」とその現状に
眼を向け、盲人を教育する学校は 80ほどもあるがと断りながら、その内容の貧弱さを指摘
する。我が国では、日清・日露戦争後、教育の必要が見直され、盲人に対しても関心が向
けられるようになって、急速に盲学校が誕生した。1908年から 1922年の間に盲唖学校を
含めて盲学校は 57校の増加を数えた。しかし、その大半は、私営のものであり、公立は
27％に過ぎなかった。公立移管が進められるようになるのは「盲学校及聾唖学校令」が制
定される 1923年以後のことである。文部省（1958:77）によると 1922年の調査では、全学
齢児童の就学率は 99.30％に対して、盲学校児童生徒は学齢超過児を加えても 2473人で、
その就学率は 12.00％に過ぎなかったと言う。しかも、その教育内容は、教科書すらない
有様で、その設備の貧弱さを熊谷は周知していた。そして彼はさらに言う、読書機関や、
盲人の読むべき図書の乏しさを。「而して、これが現今我が国盲人界の実情であります。そ
の他の盲人援助事業には、ここに数え上げる程のものが、一つもないことを悲しまざるを
得ないのであります」と強調して、文化に見放された盲人の救助こそ緊急になされるべき
事業であることをこの趣意書で強く訴えている。そして、「ここに於いて、私ども同志とも
相図って東亜盲人文化協会を設立して、同朋盲人に対する私どものせめての一端を果した
いと思うのであります」と、趣意書は結んでいる。 
ここで一つ注目されるのは、尼港（マニラ）を含む東アジアに眼を広げている点である。
ここでいう「東亜」とは、儒教文化圏としての東アジアを名指す名称であろうが、マニラ
を含めて「東亜」とする考えには、岡田（2004:57）が「かつての中国の南海交易において
フィリピン方面を東洋と呼び、西洋とはインド洋方面を指したのである。そしてこの地理
的区分としての西洋がヨーロッパにまで拡大され、そこに文化的意義が生じるようになる。
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いわゆる東洋文化に対する西洋文化（文明）である」とする文化史的な見方が参考となる
であろう。「東亜」の語を、熊谷がここに使用した理由は示されてはいないが、しかし海外
に広く眼を向けた彼の、海外事情の理解をそこに読み取ることができるように思う。 
 この計画がランバス.W.Rの後援を得たことで、熊谷鉄太郎はその実現に邁進したことが
偲ばれる。無論牧師補助としての忠実な任務の遂行とともに、市岡講義所の信徒獲得にも
努力した上でのことである。彼の上司であるウィクリー（William Richard 
Weakley:1868-1938）は、彼のよき理解者であった。1922年にウィクリーは山口に移るが、
その翌々年の 1924年に熊谷が柳井教会に移ったのは、ウィクリーの力によったことを熊谷
は言っている 7)。 
 
（2） 「東亜盲人文化協会」の破綻 
 「東亜盲人文化協会」の計画は、1920年 2月 26日に発起人会が催されるまでに進んだ。
それは、『日本社会事業年鑑（大正 10年版）』（1921:91）が掲載した次のような記事から知
ることができる。「日本基督教界に於ける盲人牧師として知られた熊谷鉄太郎氏は今回中村
平三郎氏吉田利一郎氏、小泉鉄管商会主、早川商会主等を出資者として盲人をして人類の
文化を享有せしむる目的で点字翻案満三十年記念事業として東亜盲人文化協会を組織し、
二月二十六日大阪両国橋教会に於て発起人会を開催し」とあり、次の事業を計画している
（項目を示す漢数字は、見易くするために書き改めた）。 
 まず「内部的（対盲人界）」のうち「精神的（主として盲人界の知的及び霊性的啓発に務
む）」として、「①点字出版所及び点字貸し出し文庫の充実 ②未就学の盲人たちに点字を普
及するための短期点字講習会 ③点字の改良 ④盲人社会教育のための講演会・慰安会等の
開催 ⑤高等教育を受けんとする盲青年への援助 ⑥欧米先進国の盲人教育法の研究紹介 
⑦盲人及び盲人教育に関する内外の書籍及び参考品の蒐集 ⑧盲人の霊性を覚醒せしむる
宗教運動を興すこと ⑨内外の盲人に関する一切の事項を調査研究しこれを公表すること」
の 9項目を挙げている。 
 さらに「経済的（職業問題の解決）」としては、「⑩従来の職業の開業保全 ⑪盲人に適し
た新職業の研究紹介 ⑫盲人宿舎の設備 ⑬職業紹介を拓くこと」の 4項目を取り上げてい
る。 
 最後に「外部的（対一般社会）」として、「⑭盲人保護法制定の要求 ⑮点字公認運動 ⑯
鍼灸按摩の試験答案に点字の採用 ⑰国民のひとりとしての当然得られるべき諸権利の獲
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得 ⑱一般社会をして盲人問題に注目せしむるよう新聞雑誌の後援を求むること ⑲失明防
止及び視力保護問題に関し社会の注意を喚起するための宣伝運動」の 6項目が挙がってい
る。 
 これらの項目は、1906年に計画された好本督の「日本盲人会」のものと比べてみてもそ
の含む範囲の広範さとよく検討された内容の的確さが目につく。なかでも、「外部的（対一
般社会）」に眼を向けた点が新しい。この中で、点字投票の公認や失明防止などは当時盛り
上がりつつあった運動でもあった。また、1922年の「全国盲人文化大会」での決議事項と
比較してみても、「全国盲人文化大会」で決議された 48の項目の大半は、盲学校関係のも
のや鍼按関係のもので、それと比べて発起人会で討議した項目のうちで強いて欠けている
ものといえば、盲女子に関することぐらいである。しかし、「東亜盲人文化協会」は、この
発起人会の段階で終わったものらしく、実践にまでは至らなかったようである。 
 この発起人会にどのような人たちが参加したのかそれはこれ以外には分からない。出資
者の名が記されているのみである。ここで挙げられている中村平三郎は、メソジスト教会
の信徒を代表する人物で、後の関西学院の院主となる人である。吉田利一郎は、『南美宣教
五十年史』で中村と並んでよく出てくる人物で、御影教会の土地を寄付した人である。関
宏之（1983:17）に、「大正 11年、熊谷が中心となり、高尾亮雄、鳥居篤治郎、橋本喜四郎、
小林卯三郎、杉江泰一郎、岩橋武夫等は、『東亜盲人文化協会』を設立した」という文章が
見られるが、これは正確ではない。この「東亜盲人文化協会」の事業は、1921年 9月 26
日にランバス・WRが胆嚢炎の手術の結果が悪く、死亡したことで一頓挫するのである。さ
らに有力な後援者であった早川商会主が相次いで亡くなり、この事業は完全に破綻してし
まう。折悪しく戦後の不況で大きな借金を残す結果となってしまったのである。 
 この「東亜盲人文化協会」発起人会の記事に関しては、『救済研究』では「彙報」を含め
てどこにも見出すことができない。『救済研究』が取り上げなかった熊谷のこの「東亜盲人
文化協会」の活動を、大原社会問題研究所が『日本社会事業年鑑』に取り上げたことにつ
いては、高田慎吾や大林宗嗣の存在を無視することはできないであろう。ともにメソジス
ト教会とは関係の深い二人であった。 
 この後のことについては、現段階では自伝『薄明の記憶』によって知る以外に道がない。
自伝は、潤色や思い違いなど、資料として扱うには限界があるそのことを弁えながら、数
少ない資料による検討を加えつつ熊谷の見果てぬ夢としての懐古談に耳を傾けることにな
る。まず、熊谷は、「東亜盲人文化協会」の計画について『薄明の記憶』を書いた時点で追
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想している、自分がこころざした事業は、今日では故岩橋武夫氏の「大阪盲人ライトハウ
ス」によってその一端が実現されつつあると。しかし当時の情勢では、結局は単なる空想
で終わらざるを得なかったことを噛みしめている。そして、その破綻を「借金は背負い込
むし、下手にまごつけば牧師としての私の信用問題になるのです」と、今更のように思い
返している。あとに残った借財は、大阪日本橋北詰にあった法庵寺の住職和田達源 8)とい
う真言宗の僧侶が肩代わりしてくれて、後片付けが済んだという。 
 
（3） 「東亜盲人文化協会」以後 
 この後のことを『薄明の記憶』は、「私の事業はこうして失敗に終わりましたが、大阪に
おける私の盲人文化運動はこれから始まったのです。『東亜盲人文化協会』を契機として大
阪に新しい盲人文化運動の黎明が訪れたのであります。そして私は陰に陽にこれらの文化
運動のセンターに立っていました」（熊谷 1960:209）とつづけている。 
 その後の熊谷の活動は、大阪の盲人文化活動に目覚めた盲人たちとの協働活動となった
のであろう。しかし、企画・推進の中心に常に立っていた。そのメンバーがどのような人
たちであったのかは明確ではない。そこでまず手がけたのが「触覚による文化見学」であ
った。現代文明の利器を集めて、これを触覚によって実地見学させるという、盲人が触る
ことのできる展覧会であった。電気コンロから機関銃まで、こうした小さいものは、YMCA
で、飛行機や自動車などの大きいものは天王寺公会堂の前に並べた。当時としては全く斬
新的な企画であった。財政面で YMCAが全面的に援助をしてくれたという。さらに大阪にお
ける盲人文化活動の輪は、それ以後一層大きく広がっていった。 
 1922年 3月 27日から三日間の日程で、「全国盲人文化大会」を大阪で開催することとな
った。『救済研究』でも 10巻 1号でその予告を載せている。この大会の準備の運営には、
大阪盲人会の幹部が当たったが、大阪毎日新聞社慈善団の中村三徳（1873-1882,後に大阪
盲人会の会長に就任）と大阪市民館長志賀志那人（1892-1938,当時大阪府按摩マッサージ
連合会長に就任）の両名が献身的に協力している 9)。熊谷は、この大会の企画・推進の中
心にいた筈であるが、彼の名は出てこない。この大会については『大阪毎日新聞』も、大々
的に記事を載せている。 
 「全国盲人文化大会」は、中之島公会堂で二日間の大会をもった後、協議会を開いた。
参加団体 90、代表者 300 名に及び、盲人教育及び保護に関する事項 48を提出し、協議す
るという盛況であった。主催は、関西盲人団体連合会であった。全国の盲人がこれほどま
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での大規模な結集をみせたのは初めてのことで、この大会は、その後の各種の盲人運動を
活発にする大きな契機となったのである。 
 
6） 盲人文化運動が残したもの 
 「東亜盲人文化協会」の計画は、米国南メソジスト教会監督ランバス.W.Rの死によって
敢えなく瓦解する結果に終わった。熊谷鉄太郎が、盲人福祉事業に踏み出したその第一歩
からの大きな躓きであった。その後熊谷は、直接盲人福祉事業に関わることはなかった。
しかし、「東亜盲人文化協会」の事業が優れた計画であったことは、その「趣意書」からも、
また『日本社会事業年鑑（大正 10年版）』が取り上げたことからも頷けよう。岩橋武夫の
ライトハウス建設に先立つこと 15年ほども以前のことであったのである。この事業計画が
後にのこした影響はということになると、それをはっきりと跡付けるものはない。思うに、
「東亜盲人文化協会」の活動から始まった一連の盲人文化運動の記憶は、最晩年に至って
第三の自伝『薄明の記憶』で「見果てぬ夢」として呼び戻されるまで深く熊谷の胸中に秘
められていたのである。 
 しかし熊谷鉄太郎の盲人福祉事業にかけた願いは、彼の周辺の人たちによってさまざま
なかたちで結実を見ることとなる。岩橋武夫の「日本ライトハウス」や、本間一夫の「日
本点字図書館」などは、まさに熊谷が企てようとして果せなかった事業の実現であった。
岩橋と本間は、ともに関西学院に学んだ全盲の学生である。ほかに関西学院に学んだ全盲
の学生には、1940年に満州（中国の東北一帯の俗称）へ渡って「奉天盲人福祉教会」など
を設立した大村善永（1904-1989）があり、1959年に「島根ライトハウス」を設立した高
尾正徳（1915-1990）の名も挙げることができる。高尾は関西学院大学も卒業している。こ
うした人たちは、有形無形に、盲人として関西学院への門戸を最初に開いた熊谷から、な
んらかの影響を受けた人たちだと言ってよいであろう。 
 熊谷鉄太郎が我が国の盲人社会に多くの影響を残したのは、盲人福祉の実践面よりも、
むしろ自伝作者としての面と深く関わっている。その生き方自体が盲人たちの力強い指針
となり、盲人社会に新しい力を生み出す源泉ともなった。そのことを次節で見ておきたい。 
 
第 2節  熊谷鉄太郎の文書伝道 
 
1） 熊谷鉄太郎は、三冊の自伝をなぜ書いたのか 
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 熊谷鉄太郎に三冊の自伝があることについては前節でも述べたのであるが、ここでは、
この三冊を分析、検討して、熊谷の生きてきた軌跡とそれによる彼の目指した盲人がより
よくいきてゆく社会についてまとめることにしたい。 
 さて、それぞれの自伝がなぜ書かれたのかは、それぞれの自伝の「自序」と「はしがき」
で熊谷は詳しく書いている。そのことからまず見ていこう。 
 
（1）『闇を破って』と『見えざる聖手』の出版事情とその動機 
 熊谷鉄太郎が自伝らしいものを書いて発表したのは、『見えざる聖手』によると、1914
（大正 3）年に、「私は、英文で簡単な自叙伝を書いた。それが、カナダのある雑誌に掲載
され、さらに単行本として出版された。私の書いた英文が、活字になってアメリカ人に読
まれたのである。これは、私を非常に激励したに止まらず、私のための学資も作ってくれ
たのであった」と、言う。いまとなってはこの書を見ることはできないばかりでなく、ど
のような経緯でそれを書いたのかは分からないが、すでに関西学院に在学中に、後の自伝
のプロフィール（幼少年時代やキリスト教への入信など）がその時期までに出来上がって
いたことがこの記事から推察できる。 
 最初の自伝『闇を破って』は、1931（昭和 6）年の出版であるが、その出版事情は「自
序」に詳しい。それによると、「本書は、大正十四年から十五年にかけて、日本メソジスト
教会の機関誌たる教会時報の付録『福音教化』に連載したのを、そのまま単行本として出
版するようになったものであります。実はアチラからもコチラからも早く出版するように
というお奨めもあり、どうなっているのかというお問い合わせもあったにも拘らず、全体
に落ち着きがないような感がしたのと、終に近づいて少し急ぎ過ぎたため龍頭蛇尾に陥っ
ているような気がしてならないのとで、心にかかりながらも、つい今日まで打ち捨ててお
いた次第であります。今回、ニューヨーク市に開催される国際盲人大会への代表として渡
米する序を利用して、彼の地の伝道を応援すべく、在ロサンゼルスの友人、徳憲義氏が中
心となって、いろいろ案を立てているのでありますが、最近に至って、同氏から是非自叙
伝を書いて持ってくるようにとの手紙を受け取りました。しかし咄嗟の場合、新に書くと
云う事も出来ず、思案のあげく、思い当ったのは、曾て時報に書いたあれをそのまま印刷
して持って行こうと云うのでありました。然るに、揃えておいたと思った『福音教化』は、
あちらこちらに貸して読ませているうちに、失われたものと見えて、一回分だけ（東京へ
出てからのうち）ぬけている事を発見したのであります。それで、急にそこだけを書き加
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えましたから、多少無理なところがあるかもしれないと思います」と、いうのである。つ
まり、『闇を破って』は、もともと『教会時報』の付録「福音教化」に連載したものを、1931
年の国際盲人事業家会議に出席をするついでに、アメリカで伝道するために急遽単行本と
してまとめたのであった。 
 二番目の『見えざる聖手』は、1954（昭和 29）年 4月 20日に出版されたのであるが、
その出版事情は、「はしがき」と「基督教文書伝道会」の森恵泉が書いた「所感」とによっ
てそれを知ることができる。まず熊谷鉄太郎自身によって書かれた「はしがき」を見てみ
ると、「1931年に『闇を破って』と題して自叙伝を出版し、その後、版を重ねること八回、
ついに戦争になったので、そのまま立ち消えの姿になってしまいました。今般、友人森恵
泉氏のご好意により、新たに本書を公にすることになりました。本書は、『闇を破って』の
単冊ではありません。全く新たに書き直したものであります。自分の生涯を顧るとき、一々
名を挙げて感謝の意を表わさねばならない多くの恩人があります。ただし、限られた紙数
では、それも思うようにならないことをあい済まなく思い、ここにお詫びを申し上げる次
第であります」と、いうものである。つづけて「所感」を挙げることにする。それによる
と、「汚い小道に踏み躙られたがらくたの小石のような生い立ちの中から飛び出し、のしあ
げて遂に盲目の悲しい運命を征服し、教師としての立派な教養を身につけてキリスト教の
牧師となり、ニューヨークに開かれた国際盲人事業家会議に日本代表として出席するなど、
神の救いの恵みを国内国外に証言するに至った学友熊谷鉄太郎兄は、立志道中の人であり、
傑出した人物であるということができる人であります。私は、この優れた福音の伝道者を
一人でも多くの人々に紹介することが、終戦後の世道人心にいかに有意義であるかを思う
こと切なるものであります。本書を一読の諸氏により共感を与えられるならば、私のこの
上なき感謝であります」と、いうものである。 
つまり、この書は、敗戦後の人心の荒廃から新しい勇気をもって神の福音に生きるその
書たらんとして、前著『闇を破って』とは別個に書かれたものであることが分かる。両書
を読者の側から言うと、『闇を破って』の「序」で三谷雅之助が「北海の一寒村に生まれ、
三歳にして父母を離れ、四歳にして失明し、幼より孤独の逆境に人となられし君が、常に
信ずる神を愛する者、即ち御旨によりて召される者のために、全てのことをあい働きて益
となるの事実は、君の今日までの生涯において立証せらるる」と書いていることと、森恵
泉が『見えざる聖手』の「所感」で述べていることとは合致するように、熊谷鉄太郎の自
伝が、その逆境を生き抜き、盲人として人のなし得ない域にまで進めているその感動的な
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生涯に価値があると言ってよい。内容を目次でそれぞれたどってみると、次のようになる。
ぺーじも合わせて示すことにする。なお、右に記載した年齢は熊谷も断るように、満年齢
ではない。生年月日については記載がなく、旧暦 5月であったことのみが記されている。 
 
  『闇を破って』目次         年       年齢  ページ 
  わたしの生まれ出てきた世界   1883-1886     1-4    6-13 
  つづいて起こる不幸の数々一      1886  4 13-19 
  つづいて起こる不幸の数々二 
  （視覚に関する主なる記憶）   1886-1888   4-6 19-40 
  ツブラタケの夏小田西の冬   1888-1893   6 -11 40-46 
  小学校      1893-1895   11-13 46-51 
  青森における三年間     1895-1898   13-16  51-69 
  北海道に帰ってから      1898-1899   16-17   69-77 
  最暗黒の一年間            1899  1   17 77-85 
  危機一髪               1899       17 85-90 
  もつれた糸              1900       18    90-100 
  初めて列なった祈祷会         1900       18   100-110 
  兄弟姉妹               1900     18-18   110-112 
  賛美歌と聖書             1900       18     112-117 
  人生観の革命             1900       18     117-119 
  新しい悩み            1900-1901   18-19  120-121 
  日曜学校             1900-1901   18-19  121-123 
  少年禁酒軍と王女会        1900-1901   18-19  123-126 
  受洗                 1900       18     126-129 
  東京に出るまで            1901       19     129-135 
  東京へ出てから          1902-1906   20-27  136-147 
  現在に至るまで          1906-1927   27-48  147-153 
 
  『見えざる聖手』目次     年           年齢   ページ 
  親はなくとも子は育つ     1883-1895   1-13  7-17 
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  青森における三年間      1895-1898  13-16  18-21 
  再び小田西へ         1898-1899  16-17  21-22 
  泥沼における一年間      1899-1900  17-18  22-27 
  我が生涯の最大発見      1900-1902  18-20  27-36 
  点字の聖書          1900-1902  18-20  36-38 
  夢を追うて東京へ       1902-1913  20-31  38-43 
  吹き荒む思想の嵐       1902-1913  20-31  43-46 
  伝道生涯への推進       1913-1918  31-36  46-49 
  結婚――市岡にも春が来た   1918-1931  36-49  49-50 
  海の彼方の世界        1931-1943  49-61  50-60 
  海陸半年の大旅行       1943-1945  61-63  60-70 
 
以上で分かるように、『闇を破って』は 150ページ余の著書であり、『見えざる聖手』は
70ページの冊子である。両書ともにその内容を簡単に言うと、青森時代に知った東京盲唖
学校の存在と点字から惹き起こされた高等教育への憧れとその実現への努力、その結果と
して手中にした新職業（牧師）のストーリーをタテ糸に、人間的な苦悩と信仰の問題を随
所に織り込みながら悲惨な境遇と闘っていく姿を率直な筆致で書きとめている。また、随
所に、盲人心理や「触覚芸術」（筆者注 : 熊谷の造語）についての体験と自説を挿入して
いる。この内容で目につくのは、全体に『闇を破って』に比して『見えざる聖手』の幼少
時の叙述が簡単に済まされているのに、『闇を破って』では触れられることの少なかった祖
母についての叙述が見られることである。病弱で、病臥の床にふせりがちだった祖母に、
やさしくしてもらった思い出を述べて感謝のことばが添えられている。この祖母は、青森
から北海道へ行く船中で亡くなってしまうのであるが、両親に代わってその懐で育ててく
れた祖父のことよりも、特に取り上げて書かれている。これは、『見えざる聖手』の「はし
がき」で熊谷鉄太郎が、「自分の生涯を顧る時、一々名を挙げて感謝の意を表わさねばなら
ない多くの恩人があります」と言っていることの例と捉えてよいであろう。そうした眼で
『見えざる聖手』を読んでみると、そのような書かれかたをした箇所をいくつも挙げるこ
とができる。特に、恩師ウィクリーについて、その敬愛が尽くされている。それが、『闇を
破って』との書かれる動機の違いである。 
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 ここで最初の自伝『闇を破って』を書く動機となったものをその「はしがき」からみる
ことにしたい。「明治三十三年の春未だ浅き三月始頃の事である。北海道の原野は、まだ四、
五尺の雪の下にうずまって、静かに春を待っていた。乞食の様な風をした一人の盲目小僧
が『神なく望みなき』人生の砂漠に道を失い、世を怨み人を呪い乍ら、氷の様に冷たい胸
を抱いて、ゆくりなくも札幌美以教会の門を叩いた。此処には現に御影教会を預かってお
られる三谷先生が牧師として働いておられた。彼の盲目小僧は此処ではじめてキリストの
福音に接したのである。高尚深遠なこの御教は彼に取っては全く珍粉漢そのものに外なら
なかったのであるが、然るに、そのちんぷんかんな『福音の物語』に、彼の全生涯の進路
を全く新たなる方向に向かわしめばやまないものがあったとは、まことに不思議な事実で
はないか。『小説よりも不思議な事実』ではないか。温かい天父の愛の光に照らされては、
さしもに固い胸の氷も溶かされずにはいられなかった。溶けた氷の下からは新しい希望の
花が芽ぐみはじめた」と、述べ、「かくて、彼は其の前に展開しはじめた新天地探険の途に
登るべく、新らしく決心の臍を固めたのである。しかし、前人未踏の荒野であって、探険
の事業は容易なものではなかった。彼は全身全霊を傾倒して、此の事業に当ったのである」
と、書き進める。 
 「爾来二十五年の星霜は水の如くに流れ去った。しかして当時の盲目小僧は、目下宇部
（山口県）教会の牧師を拝命している。此の自叙伝は、彼自らの手になったものである。
思えば遥けき旅路であった。失望の沼、疑いの森、辛苦の山――如何に多くの難関を突破
した事であろう。私の自叙伝とは、此の間の苦心談に外ならないのである。長い年月の間、
或は物質的に、或は精神的に、不断の援助を与えられた多くの恩人がある。私の今日ある
は、全く此等恩人たちの賜物であるといわねばならない。受けた恵みの数々を思い起こせ
ば尽きざる感謝が胸に充ち、やがてははふりおつる熱涙を禁じ得ないのである。この感謝
の心の現れて文字となったものが、即ち此の自叙伝である」と、言う。これに付け加えて
熊谷は、「私の自叙伝は、私自身の世界に起こった出来事の記録である」と言い、しかし「そ
の『私自身の世界』というのが、問題となり得るのである。それはおそらく諸君の世界と
は全く異なるものであるかも知れない。蓋し私の世界に於いては、色彩というものが欠け
ているからである。普通の世界史に於いては、上古時代に遡るほど色彩の観念がぼんやり
としているが、近世に近づくに従って、多種多様な色彩の濃淡が、極めて微細なところま
で見分けられるようになって来る。しかるに『私自身の世界史』は全く之と反対で、十四、
五歳の頃迄は多少色彩の観念が残っているが、だんだん年月が経つに従ってそれが薄くな
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り、遂には地平線下に見失われてしまったのであった。主として聴覚と触覚とから築き上
げられた世界！それは諸君にとっては実に不思議な世界であらねばならない。『まるで、フ
ェアリーランド（お伽話の国）』でも歩いているような気がするに違いない。しかし、此の
フェアリーランドの隅から隅まで諸君を御案内することができれば、私の望みは達せられ
るのである。此の意味に於て、私の自叙伝は、盲人心理研究の材料であると同時に、日本
盲人教育の批評であらねばならない。そして、更に広い意味においては、人生に対する私
の批評――私の人生哲学――である」と、述べている。なお、この『闇を破って』につい
ては、1934（昭和 9）年 3月 2日に出版された『宗教の本質』の「序に代えて」で熊谷鉄
太郎は、「8、9歳の頃であった。ふと気がついてみれば、海上遥かに孤立している大巌の
上に独り取り残されているではないか。！…。淋しいとも、恐ろしいとも、こわいとも名
状し難い情緒が全身に漲って、声の限り助けを求めつつ、右に左に馳せ廻ったが、寄せて
は返す大波の他に答ふるものとてなかった。泣いて泣いて泣き切った時、汗びっしょりと
かいて、優しい爺ちゃの懐に寝ている自分を再び発見したのであった…。その時の気持ち
はいまなお忘れることのできない記憶の一つである。まあ、なんと恐ろしいことであった
ろう！。そして、まあ、なんと嬉しいことであったろう！。神なく、仏なく、世を呪い、
生を厭いつつ、北海沿岸に一人彷徨うているうちに、ゆくりなくも札幌メソジスト教会の
祈祷会に導かれ、ここに初めて天地の間に『愛の父君』のいまし給うことを知り、その御
懐に抱かれている自分を見出した時、幼少の頃見たあの恐ろしい夢を思い出さずにはいら
れなかったのである。あの夢こそは、実に私の全生涯の縮図であるように思われる、――
人生の荒野に、富もなく一人さまよう、堪えられぬ淋しさから、暖かき父の懐への躍進…、
これが私の生涯なのである。拙著『闇を破って』は、私のこの体験を物語るものであるが、
特に、その終わりのほうにある『東京へ出てから』という一項は、科学、哲学（特に）、仏
教等々と、種々様々の思想の渦巻きに捲き込まれ、危うく破船の憂き目を見んとした著者
の悩みの記録である」と、その動機に関わる文章を書き記している。 
 
（2）『薄明の記憶』の出版事情とその動機 
 熊谷鉄太郎の自伝から熊谷の生涯を時期区分する試みは、特になされてはいないが、私
なりにそれを行うとすれば、大きく四つに区分するのが適当ではないかと考えている。苦
難の幼少年時代、それにつづく入信による救済と学業の時代、そうして新職業に賭けた牧
師時代、そして晩年である。年齢でいうと、誕生から 1899（明治 32）年の 17歳までを第
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1期とし、第 2期を 1900（明治 33）年の 18歳から 1915（大正 4）年の 33 歳まで、第 3期
を 1916年の 34歳から 1950（昭和 25）年の 68歳まで、そして『薄明の記憶』執筆当時（1960
年）までが晩年である。『薄明の記憶』を、内容の量から見てみると、第 1期が全体の 5
割、第 2期が 3割、第 3期が 2割ということになる。晩年については特別に触れられては
いない。ページ数も前二書と比べて大幅に増え、239ページである。 
 次に「はしがき」を見ていくことにする。「これから書こうとしていることは、すべて私
自身の生活体験の記録であります。そして、これらの体験の背景になっているものは、『失
明』という重度のハンディキャップであります。ハンディキャップ。辞書にはこの語を定
義して『競技、競走、競馬等において優者に対する余計な負担、不利な条件』と書いてあ
ります。非常に足の早い者と遅い者とを同じトラックに立たせ、同じ時間にスタートを切
れば、足の遅い者の敗けるのは決まりきったことです。そこでこうした場合には、足の早
い者に何か重い物を負わせたり足をくくったりなどして、弱い者との力の平均を計らなけ
れば、その競走は不公平なものといわなければならないのです。こうして丈夫な者にかけ
られる負担が『重荷』、いわゆる『ハンディキャップ』なのであります。しかるに、人生の
競争場裡においては、なんの理由もなく初めから負いきれないほど重いハンディキャップ
を課せられて、同じスタートに立っている幾層倍も優った人々と同じように走らなければ
ならないように運命づけられている多くの者があります。最近ではこうした運命のもとに
呻吟している人々を『身体障害者』と呼んでいます。もちろんこれは英語の physically 
handicappedの直訳であることは御存知のとおりであります。さて、私は満三歳と六ヶ月
に失明し人生の第一歩において、すでに最も重いハンディキャップをかけられた者であり
ます。そして過去七十年の間、こうしたハンディキャップを負いながら凸凹だらけの人生
の競争場裡を走りつづけてきたのであります。私は今まさにゴールに入ろうとしているの
ですが、そのまえに自分の走ってきた道程をふり返って、その記録の一端を読者の前にく
りひろげてみたいという念願をおこしたのです。それは一には長い月日にわたって私を導
きたもうた目に見えない不思議な手、『みえざる御手』のあることを証したく、二には盲教
育、盲人福祉事業その他盲人関係の仕事に従事しておられるかたがたの参考にもと思う老
婆心から、三には盲児を持つ親兄弟や盲人の友となろうとしていられるかたがた、あるい
は盲人を友だちに持っている人々に対し、盲人の心理を幾分でも理解してよりよき盲人の
友となっていただきたいと思う心から、四には盲人として、それから人生のトラックに立
って勇敢に勝負を争わねばならない若い盲人諸君へのプレゼントとして、五にはいかに多
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くの盲人たちがこのきびしい人生という競争の場にあって血みどろになって戦っているか
という現実を、一般社会の人々に知ってもらいたい、という心からです」と、長い引用と
なったがその出版の動機が明快に記されている。「こうした目的をもって書かれる本であり
ますから、ときには第三者の立場に自分を立たせて自身の心理分析を試みることが多くあ
ると思います。それで、この本は『内省的盲人心理学』とも呼ばれるように考えます」と、
付け足し、この「内省的盲人心理学」とは、「盲人の本当の要求は、われわれの心の中（気
持）を知ってもらいたいということであります。『こういうことに対しては盲人の感情はど
んなに反応するか？』といったような日常茶飯事の実際問題を、もっともっと深く掘り下
げて研究してほしいということ」であると、言っている。そのためか、『闇を破って』でも
同じであるが、その生涯の基盤となり、人間性の根本が養われる第 1期の幼少年時代の記
録が全体の中のかなりな部分を占めることとなったのであろう。 
 
2） 新職業に夢をのせて 
 『薄明の記憶』は、前二書に比べて量が多くなっていることは前に触れたが、それは、
書かれた時期が最も後半であるからだけではない。同じ時期を書いていることがほとんど
で、『闇を破って』と、前半は内容的に変わることはないといってよい。その内容が最も違
ってくるのは、第 3期、牧師時代の前半、大阪の市岡時代のあたりである。そのことにつ
いては、前節でそれを大きく捉えて詳述したのであるが、ここではそれに続く部分のこと
を記述しておきたい。 
 全国盲人文化大会に次いで、行ったことをさらにつづけて挙げると、ロシアの盲人エロ
シェンコを大阪に呼んで、盲人を対象とした講演会を催している。また、大阪における按
摩徒弟並びに職人の収入調査をしたりもしている。それは、調査を材料として、彼等の経
済的立場を幾分でも有利に展開させようという考えからであったようである。これらのこ
とを書いた後で、熊谷鉄太郎は、三人の名を挙げて大阪の思い出として振り返っている。
その思い出とは、この回顧の脈絡を明らかにして言うとすれば、自らの新職業への挑戦が
牧師であり、新職業への可能性を広げる活動が盲人文化運動であった。しかし、盲人文化
運動のほうは、結果的に破綻してしまったのであるが、新職業への夢を三人の人物に彼は
託したのである。名前を挙げると、岩橋武夫であり、橋本喜四郎であり、杉江泰一郎であ
る。特に岩橋についての記述が長い。 
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 岩橋について語る熊谷の回顧のポイントの一つは、失明のどん底にあった岩橋に盲人の
伝統的な職業である鍼按ではなく、新しい職業への可能性を拓いたことである。そのため
に岩橋の関西学院への入学、英文学の勉強の援助を細かく書き記している。岩橋の側から
は、その受けた援助について述べている資料は見られないのであるが、熊谷のこの援助に
ついての言は信じてよいのではなかろうか 10)。なお岩橋が、関西学院を卒業後、エディン
バラ大学に学び、母校関西学院の講師となったことや「神の国運動」の講師として活躍し
たことを挙げている。回顧のポイントのその二つめは、その後の岩橋が、「愛盲運動」を興
し、点字出版や盲人社会福祉事業などをいろいろ計画し、実行していったことである。さ
らにヘレン・ケラーの助力を得て、「身体障害者福祉法」を実現させたこと。この項は、『薄
明の記憶』の最終におかれた「見果てぬ夢」とあい応ずる部分といってもよい。 
 橋本喜四郎については、彼の点字出版事業に期待を託したが、その早世を悼んでいる。
盲バイオリニスト杉江泰一郎は、京都盲唖学校を卒業後、東洋音楽学校でバイオリンを専
攻し、日本初めての盲バイオリニストとして世に立っていこうとしていたのであるが、し
かし、盲というハンディキャップのためにせっかく学んだ洋楽で身を立てることができな
いということを聞いて、熊谷は立ち上がった。これはゆゆしき問題である。単に杉江個人
の問題ではなく、日本盲人の将来にかかわる問題だと思った。熊谷は、彼の持論である新
職業論の立場からも見過ごすことのできない問題としてとらえたからである。按摩店にい
た杉江を家へ連れて帰り、三ヶ月その面倒をみた。その間、杉江の就職口で走り回り、大
阪盲唖学校の宮島校長によって同校の音楽教師助手となることができ、その翌年、正式な
音楽教師として採用されることとなった。杉江は、その後日本最初の盲人洋楽部を盲唖学
校内に創設した。しかし彼もまた、薄命に終わった盲人界のパイオニアであったことを熊
谷は悼んでいる。 
 『薄命の記憶』で特筆しなければならないのは、この自叙伝の最後に「見果てぬ夢」の
項を記していることである。そこで熊谷鉄太郎は、みずからの半生に寄せた述懐を記すの
である。「私は今、東京都下青梅市の郊外に、日本基督教団が最近新設した隠退牧師の老人
ホーム『信愛荘』に入って、静かにこれまで追ってきた夢の数々を追想しています」と彼
は静かな口調で語り始める。「『くだらない夢ばかり見ていたあげくの果ては、とうとうお
ばすて山か…鍼灸按摩にまさる立派な盲人の職業がこの世界にあるものか…』というメフ
ィストフェレスの笑い声が聞こえないわけではありません。しかし、私自身としては決し
て『くだらない』夢を見たとは思っていません。私の夢は日本盲界の夢なのです。私自身
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の終着駅はここ青梅市の一角でありましょう。しかし私の夢は私とともに、ここに葬られ
るものではありません。必ずいずれの日にか、誰か有意の盲青年が、未完成の私の夢を完
成してくれることと信じます」と、力強く言い切っている。そればかりでなく、「得べくん
ばまたもめしいと生まれ来て見はてぬ夢の後を追いなん」という短歌でみずからの飽くな
き願望を告白している。その彼にとっての「見果てぬ夢」とは、「『私もはばかりながら人
間よ』と大手を振って天下の大道を闊歩したいということです。――大学の教室において
も、盲学校の教壇においても、会社のデスクにおいても、工場のワークルームにおいても、
基本的人権を、晴眼者と同等のレベルで主張し、また尊重されるべきである、言いかえれ
ば温情や憐憫ではなく自由に出入りすることのできる世界を造りあげたいということであ
ります」という夢であった。 
 この文章の最後に、熊谷は、「意志のあるところに道あり」（この一文は、一般にはエジ
ソンのことばとして知られているが、だれが言ったのかは定かではない）ということばを
記している。 
 
3） 熊谷鉄太郎につづく自伝の盲人筆者 
 戦前に書かれた盲人の自叙伝としては、森恒太郎（盲天外）『一粒米』（博文館,1908）、
熊谷鉄太郎『闇を破って』（基督教出版社,1931）、岩橋武夫『光は闇より』（日曜世界社,1931）、
新里貫一『闇に閃く声なき声』（新報社,1936）の 4冊を挙げることができる。そのうち、
『一粒米』は、自叙伝というよりは、思想書といったほうがよいような内容である。これ
らに加えて、高木正年や好本督にも自叙伝としていわれる書があるが、それらは本人が自
らの手でまとめたものではなく、他人によってまとめられたものであるので、ここでは取
り上げることをしなかった。そこで、自叙伝として最も早いのは、熊谷の『闇を破って』
ということになる。『一粒米』以外は、キリスト教の信仰に貫かれた書として書かれている
が、これら 3冊に影響が見られるかということになると、難しい。特に『闇を破って』と
『光は闇より』との間が気になるが、『光は闇より』は、1931年 1月に出版されているの
で、直接には関係しないと考えるのが妥当であろう。新里貫一の『闇に閃く声なき声』は、
アメリカ在住の盲聾の伝道者の書である。その初版がいつであったかは初版本が残ってい
ないので分からないが、「はしがき」で、1934年 7月とあるので、その年に出版されたも
のと思われる。1936年のものは、第 5版である。「はしがき」でその出版の動機が記され
ていて、それによると、「本書は、私の逆境不遇の歴史的発表ではない。なぜならば、在米
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同朋間には私よりももっと不幸な方や、悲哀の境遇にある人が少なくないからである。し
かし私のような不遇逆境にあっても、神はその境遇を通して働きたまう御業の記録、即ち
いかなる境遇に落ちこんでも、主は御栄光のためにお用いくださることを如実に証せんと
したのが本書刊行の趣意であり、目的である」と、いうのであった。新里と熊谷とには交
流もあったようなので 11)、『闇を破って』が、1931 年の国際盲人事業家会議に出席の際、
アメリカにおける伝道活動の補助として出された経緯から見ても、新里の書にその影響は
あったのかもしれない。 
 戦後になってからのものになるが、熊谷鉄太郎の『薄命の記憶』（平凡社,1960）につづ
いて出された石松量蔵の『盲目の恩寵』（1965）や大村善永の『三死一生』（1988）などは、
三者がともに「日本盲人キリスト教伝道協議会のメンバーであり、盲人牧師としてのつな
がりの深さがこの 3書にも有形無形の成立理由となっているのではないだろうか。なお、
本間一夫の『指と耳で読む――日本点字図書館と私』（岩波書店,1980）も、熊谷の影響を
受けた書の一つに挙げることができるであろう 12)。 
 
おわりに 
 
 熊谷鉄太郎を盲人福祉の先覚者として取り上げることには異論を差し挟む人がいるかも
しれない。それは、熊谷には盲人福祉に目だった業績がないとするからであろう。玉田敬
次は、ある人が漏らした話として、熊谷が一ヶ所に止まることをしなかったことで大きな
仕事をなし得なかったのだということを書いている 13)。熊谷の事績を見てきて、その印象
は頷けるものがある。それとともに、次章でもしばしば指摘することになるが、運動の中
心にいても、その姿が見えてこない。しかし、これまで見てきたように熊谷の行動力に敬
服する人は多い。また、彼の発言に啓発された人たちのあったことからも、熊谷に対する
評価は盲人福祉の面でももっと本人が有する力量とか識見といった面からなされる必要が
あるように思う。 
 なお、熊谷鉄太郎については、エスペラントによる活動や、早過ぎた牧師引退の問題な
ど、後に残したもののあることを断っておきたい。 
 
注 
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1) 中村京太郎（1880-1964）は、『点字大阪毎日』（1943年に『点字毎日』と改題）の初 代
編集長である。好本督の援助を受けて英国へ留学した。我が国最初の全盲の留学生であ
る。 
2) 本間一夫（1915-2003）は、「日本点字図書館」の創設者である。関西学院で、岩橋武夫
の指導を受けた。 
3) 熊谷の洗礼については『札幌教会 75年史』（日本キリスト教団札幌教会,1964）に記載 
がある。なお、『闇を破って』で「身ぶるいするような責任の自覚が勃然として沸き起
ってきた」（熊谷 1931:126）と、その洗礼の瞬間を熊谷は感動的に記している。 
4) 墨字訳は、大塚美紀「資料紹介/点字雑誌『六星の光』掲載論稿[墨字訳]――刊行初期
に おける盲人の職業問題に関する論稿を中心に――」『東京社会福祉史研究』（2007）
に掲 載されたものを使用した。 
5) 『西部年会記録』は、1908年から 1931年までが 1-8回 9-10回 11-17回 18-21回 18-23 
回 22-24回の 6分冊となっており、1932年以後は、『東部・西部合同年会記録』として
まとめられている。 
6) アーサー・ピアソンは、第一次世界大戦の戦場で失明した軍人たち、多くは血気盛んな 
青年たちであったが、彼等の社会復帰への訓練のためのリハビリテーション・センター 
をロンドンに建設した。美しい庭園と訓練室、実習工場、事務所、倉庫、娯楽室、教会 
堂などを設けた。収容者が増加するにつれ、ロンドン郊外に支所を設け、戦傷失明者が 
有能な市民として社会に復帰することを助けた。彼等の職業は広い範囲にわたり、政治 
に、学問に、芸術に、あるいはスポーツマンとして名を挙げた人もいる。また、海外で
活躍する人も出た（『世界盲人百科事典』を参照した）。 
7) 『見えざる聖手』（1954:49）に、「大正 11年、ウィクレー先生が山口県徳山に転任とな
ったので、私も、先生に引っ張られて山口県柳井町の教会に転任することになった」と
ある。 
8) 関宏之（1983）によると、和田達源は、真言宗の僧侶であったが、キリスト教にも関 心
が高く、集会にもよく出かけていたと言う。また、エスペラントの会を法庵寺で行っ て
いた。以下は私の推測であるが、そのエスペラントの会は高尾亮雄が中心で、熊谷もそ
のメンバーの一人であったのではないだろうか。『薄明の記憶』によると、「触覚による
文化見学」の企画は高尾と熊谷の間でなされたことが知られる。このエスぺラントの会
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の繋がりで和田達源が「東亜盲人文化協会」の借財を肩代わりしてくれたとみるのが自
然である。 
9) 本間（1987）にこの記事が見える。 
10) 1919（大正 8）年に中村京太郎によって発刊された週刊雑誌『あけぼの』の創刊号に、
次のような記事がある。「写本所ができた」というタイトルにあたる文につづけて、「大
阪市西区市岡町 72 盲人メソジスト伝道師熊谷鉄太郎氏の骨折りで、今度、写本所がで
きた。当分のうちいがはん（ママ。一般）盲は（墨字訳者注; この後空白となり、次の
行につづいている。「は」は衍字か）人学生のため、無料にて（あるいは実費にて）そ
の教科書の不便あるいは困難ある青年のため、点字にて写本を引き受ける機関ができた。
蓋し、氏、数年の関西学院（ママ）生活中、高価なる値をは（墨字訳者注; この後空白
で次の行につづく。「は」の後につづけ符）らって得られた高貴なる実見の産物である。
兎に角、高等教育を受けんとする青年は、氏の新着手によって一障害物を取り除け得た
のである。ただし、当分のうち、英語教科書に限らるる由」（筆者注; 本文は点字。墨
字訳は筆者。句読点は適宜加えた）。この記事は、熊谷鉄太郎が写本所を作ったという
ニュースであるが、恐らく中村は、直接熊谷からの話をそのまま載せたのではなく、伝
わってきた話をニュースとして紹介したのであろう。この記事から、熊谷が岩橋武夫に
援助していたことを具体的に見てとることができる。なお、この記事には、「東亜盲人
文化協会」の名称は見られないので、それに至るまでの活動であったと、理解してよい
であろう。 
11)『闇に閃く声なき声』の（28）「赤旗と暗夜の視界」「故国における盲目の牧師石松量蔵
先生や熊谷鉄三郎先生（筆者注 : 太郎のあやまり）も、先年渡米されて、彼（筆者注 : 
「羅府日米新聞」主筆有富青山のこと）の遺影を訪れ、祈りをともにして、体験による
信仰を彼（筆者 : この「彼」は、新里自身のこと。この自叙伝は三人称で書かれてい
る）に示してくれた」（p124）と、ある。 
12) 『熊谷鉄太郎――見果てぬ夢』（日本盲人福祉研究会,1985）の「はしがき」で、本間
一夫は、同郷の牧師熊谷鉄太郎から強い影響を受けたことを書いている。 
13) 『熊谷鉄太郎――見果てぬ夢』（日本盲人福祉研究会,1985）に見える。 
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第 6章  ジャーナリスト中村京太郎と牧師熊谷鉄太郎 
 
はじめに 
 
 北海道大学総長佐藤昌介は『闇を破って』の序文で、「往年余が倫敦にありし日、ウエス
トミンスター寺院に日曜の礼拝に出席せるに、隣席に坐セル黒眼鏡の一青年ありしが、そ
れは失明の日本青年と分かって、懐かしく思われ、礼拝後に、渡英の目的を聞けば、万国
盲人会議出席のためなりとして、頗るその壮挙に感動することがあった。その際に心に浮
かびたるは、わが札幌教会にも失明の青年信徒ありて、逆境の生涯に奮闘しつつ、遂に霊
の光を認めて救われ、ますます救霊会に向上の一路をたどりているが、かくのごとき人こ
そ、必ず他日機会あらば、国際的に雄飛すること、この渡英の盲青年のごとくなるべしと、
予想したのであった」と、述べている。そのウエストミンスター寺院で会ったという一青
年は、英国留学中の中村京太郎であり、札幌教会の一青年とは、序文を頼んだ熊谷鉄太郎
であった。そうして佐藤が予想した通り、「わが札幌教会の失明信徒とは、誰あろう今の熊
谷鉄太郎牧師にして、果せるかな今回渡米して、万国盲人事業家大会に日本盲人代表者の
一人として出席」することとなった。無論、『点字大阪毎日』主筆の中村京太郎もその代表
者の一人であった。佐藤は、この二人の、尋常ではない行動力に驚嘆するとともに、その
ひたむきな向上心に予期するものがあったのである。 
 
第 1節  ジャーナリスト中村京太郎と牧師熊谷鉄太郎の誕生 
 
 「名古屋ライトハウス」の創設者の一人片岡好亀は、1923（大正 12）年に東京盲学校の
中等部鍼按科 1年に入学したが、ジャーナリストの中村京太郎や盲人牧師熊谷鉄太郎の存
在を知り、彼等に盲人の新しい生き方の目標となる人物像を見て、進むべき道として大い
に迷ったと言う 1)。1923年当時、鍼按、音曲ではなく盲人に新しい生きる道を切り開いた
先達としてすでに中村京太郎と熊谷鉄太郎が前途ある盲青年の目標となっていたことを知
る、これは一つの例である。それでは、ジャーナリスト中村京太郎と牧師熊谷鉄太郎がど
のようにして誕生したのか、そのことをまず見ていくことにしよう。 
 
1） ジャーナリスト中村京太郎の誕生 
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 中村京太郎は、『点字毎日』の中村として知られているが、彼が『点字大阪毎日』の編集
主任として招かれたのには、一つのエピソードが秘められていた。その経緯を、「大阪毎日
新聞社」外信部の河野三通士が「ことばの力」と題して『サンデー毎日』に紹介している。 
それによると、1912（大正 1）年、ロンドンで通信員として派遣されていた河野は、盲
人留学生中村京太郎と、その彼を経済的に援助していた好本督に出会った。その当時を振
り返って河野は、「夏のある午後私は、彼氏とオックスフォードの町外れの田ん圃道を散歩
していた時だった。だしぬけに好本氏は、『おい。君は、一番罪滅ぼしをしたらどうだ』と
いい出した。『罪滅ぼし。まだそんな悪いことをした覚えはないが』『いや、君の友人が悪
いことをしている』『僕の友人。どいつだ。名前を聞かしてくれ』『その名は、新聞記者と
いう。分かったか。君は、君の社はあるいはそうでないかも知らんが、とにかく記者には
意識的にか無意識的にか罪作りが多いのは事実だ。だから、よしんば君は悪いことをして
ないからといって、済ましているのはよくない。大いに善根を積んで、同業者の罪滅ぼし
をしたらどうか』『何かいい方法でもあるのか』『君の新聞社で点字新聞を出せ。頼む』『中
村君をくれるのだろうな』『もちろん』。それから十年の歳月が流れた。毎日新聞社で新築
記念に『何かいい仕事がなかろうか』という議が出された時に、私の頭に罪滅ぼしという
一つのことばが閃いた。点字新聞は、こうした縁で生まれたものである」（鈴木 1969:107）
と、書き記している。新聞社屋ができた時、当時の社長本山彦一が「これは、いい案だ。
是非やろう。損得などは問題ではない」と言って、決まったという。本山は、仮名文字論
者で、小西信八とも旧知の仲で、点字に対する理解があったのである。こうして『点字大
阪毎日』の初代編集長中村京太郎が誕生した。 
中村にとっては、新聞の編集は初めてではなかった。彼は、すでに点字新聞『あけぼの』
を 1919年から出し始めていた。その意味では、中村京太郎のジャーナリストへの道は予定
されていたと言ってよい。また、阿佐博は、中村がイギリス留学時代に、町田則文に報告
したイギリスの盲教育や盲人福祉に関するレポートは、その足で稼ぐ幅広さ、的確さ問題
点の把握そうしたことの一つ一つを取ってみても、彼がジャーナリストの素質を有する人
物であることを指摘している 2)。 
 
2） 牧師熊谷鉄太郎の誕生 
 次に牧師熊谷鉄太郎の誕生であるが、それには、彼の新職業論を見ることから始めなけ
ればならない。1931年にニューヨーク市で開かれた国際盲人事業家会議（The 
- 173 - 
 
International coference of the blind）で、彼は、年来の新職業論で熱弁を奮ったこと
が『薄明の記憶』に記されている。盲人に鍼按や音曲の道だけでなく、その人の能力に応
じた新職業の開発が持論であった。そして、それを自ら率先して実現に努める生き方を選
んできたのである。新職業への開眼は、東京盲唖学校に在学していた時に、好本督の『真
英国』の中の「英国の盲人」を知ったことからである。熊谷鉄太郎は、新職業論といった、
まとまった文章は書いていないが、東京盲唖学校を卒業して、横浜基督教訓盲院に勤務し
ていた時に、東京盲唖学校同窓会誌『六星の光』第 40号に書いた「多忙なる将来」という
一文で、自らが取り組むべき課題として、旧職業の保全と新職業の開発を挙げている。当
時、この新職業の開発が東京盲唖学校の同窓生の間で問題にされていたようで、同じ『六
星の光』第 58号（1908年 6月 28日発行）に、「我が盲人界の中心問題」と題する一文が
「一青年」の筆名で載せられている。そこには、「我が盲人界には、近く解決を要する問題
が実に多い。しかし、生活という二字が、その中で最も重きをなしておる。しかして、こ
れが解決は、職業教育によって得られるのである。故に、職業問題は、我が盲人界の中心
問題だと言うことができる」として新職業の開発を挙げている。趣旨は熊谷と類似するが、
文章の措辞の上から見て、この「一青年」は熊谷ではない。 
 さて、熊谷鉄太郎にとっての新職業は、牧師であった。彼は、英語を勉強したのも、キ
リスト教を直接学ぼうとする考えがあったことを言っている 3)。中村京太郎をイギリスへ
見送った時、好本さんの援助で次に留学するのは自分だと、密に考えたりもした。しかし、
その好本の助力で関西学院の神学部に入学することになったのである。熊谷に、新職業の
道が求められるままに開かれていったと言ってよい。三年間の学生生活を終えて、市岡に
伝道の生活が始まった時、電車にも飛び乗らなければならないほどの多忙であったが、彼
を奮い立たせたのは、牧師という新職業を選んで、これに挫ければ、「それみたことか。盲
人には盲人の職業がある」という嘲りを受けるであろう、その嘲りに抗する強い気持ちで
あった。このことを熊谷は、『薄明の記憶』で記しており、牧師熊谷鉄太郎の誕生は、自ら
が選んだ苦難の道への出発であった。 
 この章では、ジャーナリスト中村京太郎と牧師熊谷鉄太郎の活動を盲人福祉の流れに沿
って跡づけながら、彼等の果たしたその役割と意義を明らかにしていきたいと思う。 
 
第 2節  文筆の活動を通して 
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 ジャーナリスト中村京太郎と牧師熊谷鉄太郎の盲人福祉における活動を見ていこうとす
れば、事業とか運動という面では顕著なものを取り上げることはできない。それよりも、
文筆の活動を通してなされたものに顕著なものを見ることができる。ここでは、それぞれ
の文筆による活動の主なるものを取り上げてみたい。 
 
1） 熊谷鉄太郎の文筆による活動 
 まず初めに、文筆の活動としては中村京太郎よりは熊谷鉄太郎のほうから見ていくのが
順序である。中村の文筆活動は、『点字大阪毎日』の「評壇」においてなされる以前は、英
国留学中の報告を除けば、多いとは言えない。それに比べて、熊谷は、東京盲唖学校時代
からその同窓会誌である点字雑誌『六星の光』に旺盛な執筆活動を見せている。『六星の光』
に寄せた彼の論考の中から主だったものを列挙してみよう。 
 
  号数（年月）    題目 
  12号（1904・7）  盲人観 
  13号（1904・8）  盲人観 
  14号（1904・9）)  盲人観 
  16号（1904・11）  時代に対する吾人の責任 
  20号（1905・3）  塙保己一再生の声 
  21号（1905・5）  吾党の主張（其一） 
            按摩術を論ず 
  22号（1905・6）  吾党の主張（其一）（前号の続き） 
            起てよ吾党の青年男女 
  25号（1905・9）  教育ある盲女諸君に告ぐ 
  26号（1905・9）  吾党の主張（其二） 
  27号（1905・11）  吾党の主張第三（前承） 
  28号（1905・12）  緑葉女史に答う 
  29号（1906・1）   吾党の主張（其五） 
  30号（1906・2）  盲女教育の目的は如何 
  31号（1906・3）  誤解する勿れ 
  40号（1906・12）  多忙なる将来 
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  42号（1907・2）  盲人と読書 
  43号（1907・3）  盲人と読書 
  64号（1908・12）  最大の事業 
  65号（1909・1）   長生きの法 
  73号（1909・9）  瞽者の手引 
  75号（1909・11）  瞽者の目 
  81号（1910・5）  杉山検校の功績を思う 
  85号（1910・10）  文学論 
  92号（1911・5）  学問は何の為にするか 
  94号（1911・7）  盲人の友 アーミテージの伝（訳） 
  95号（1911・9）  盲人の友 アーミテージ伝其二（訳） 
 
このように、その論述した内容は多彩である。しかし、前節でも見てきたように、熊谷
は、盲人の生き方に対して早くから確乎とした自説を持っていたことが分かる。そうした
ものの一つである三回連載の「盲人観」を見ておこう。まず書き出しの部分は、「人に三個
の疑問あり。曰く、なにゆえに生まれしか、なにをなすべきや、いずくに行くべきや、こ
れなり。これを解釈するは、人生観にして、盲人観は、そのさらに複雑なるものなり。即
ち、吾はなにゆえに盲者に生まれしや。はた、なにゆえに多くの苦痛を受けざるべからざ
るか。朝には牛引くわらわべの罵るところとなり、夕べには水汲むはしための嘲る材料と
なる。めくらほど人間に似た虫はなし、昔は人か目のあとがあるとは、吾人をしていかな
る感情を起こさしむるか。要するに、盲人観は、これらの問題を研究し、吾人は、果たし
てこの世に存在すべき価値あるや。もしこれなしとせば、自殺を断行するのほかなかるべ
く、これありとせば、いかなる理由によるかとを定むるの道なり」と、疑問を発し、その
盲人観を展開している。「これに二大別あり。厭世的盲人観、これ多くは仏教より来るもの
にして、人生をもって大いなる迷いと見なし、肉体は業の集合物なりと説き、万有は無形
にしてみな真如の翳りと教う」として、まず仏教による盲人観が述べられる。つまり、「こ
の世における一切の現象は、これみな前世の報いなりと断定す」として、「従って盲人を観
ることも霜の如くなるを免れず。汝が盲者に生まれしは、前世に犯せる罪の報いなり。も
しこれより脱却せんと欲せば、現世において大いなる功徳を積むべし」というものである。 
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次に、＜キリスト教的盲人観＞が語られる。「二は、即ちキリスト教的盲人観にして、
余輩の常に集中するところなり。その説によれば、宇宙には自然至愛にして、しかも無限
の力を有する一大思想あり。これを天父と称す。神を信ずる者のためには万物みな働きて、
悉く益をなすとは、きつぜん〈ママ〉来るべき万物観なりとす。従って、不幸というもの
はなし。そは、無限の愛はこれを傍観するに忍びざればなり」として、十字架上のキリス
トの愛を説いて、「われは自然至愛なる神の子なりとの自覚、これなり。しかして彼の苦し
みと死とは、この福音を吾等に告ぐるための犠牲なりき」と、する。そうして、「むべなる
かな。人類は等しく神の子なりとは、かくてこそ盲者の意味も解釈せらるれ」と、その＜
キリスト教的盲人観＞をまとめている。ここに観る盲人観は、後の自叙伝『闇を破って』
につながる、一貫した熊谷の思想といってよい。 
 
2） 中村京太郎の文筆活動 
 中村京太郎の文筆面での活動を見ようとすれば、言うまでもなく『点字大阪毎日』での
主筆として奮ったその文筆に集約できる。以下それらの巻頭言に当たるものや、のちに「評
壇」と題して書いたものから少し抜き出して、検討してみよう。 
 まず何よりも、第１号（1922年５月１１日発行）「発刊のことば」から始めることにす
る。 
『点字大阪毎日』は、いよいよ本日第１号を発刊します。発刊の目的は、失明者に対
して自ら読み得る新聞を提供し、本社発行の各種の新聞と相俟ちて、新聞の文化的使
命を徹底せしめんとするにほかありません。かくして一方には、盲人に対し一個の独
立せる市民として社会に活動するに必要な知識と勇気と慰安とを与え、他方には、こ
れまで盲人に対して眠れる社会の良心を呼び覚まさんとするのであります。 
 盲人教育発達し、盲人の自覚せる欧米には、今日、普通人と盲人との差別ほとんど
撤廃せられ、盲人は、学芸に実務にその他社会各方面において普通市民と肩を並べて
活動しているのであります。悲しいかな、日本にはまだ盲人が自己の力に目覚めず、
社会もまた、盲人に対する人道的責任観念薄きため、失明者は全く廃人としての取り
扱いを受けている有様です。まことに文明国としての一大恥辱であります。『点字大阪
毎日』は、この恥辱を拭い去る文化的戦士として世に出でたのであります。 
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 読者諸君の愛護と私どもの奮闘とにより、本紙が健全なる発達を遂げ、日本におけ
る文明機関の逸として斯界の盲人界に気を吐く時期に一日も早く達せんことを衷心よ
り祈ります。 
文章は、格調高く、雄勁かつ簡潔な筆でこれから盲人界へ乗り出していく『点字大阪毎
日』の抱負と任務を書き記している。この文章で述べられた通り、『点字大阪毎日』が、そ
の後に見るように盲人の社会に果したその実績は、着実にその文化の光を浸透させていく
とともに、教育や福祉の面でも大きな推進力となり、盲人の自立を促し、かつ盲人の社会
的地位の向上に貢献した。この『点字大阪毎日』の発刊は、多くの盲人に勇気と力とを与
えたのである。 
 この発刊に寄せた読者の側からのことばとして、宮島茂次郎大阪市立盲唖学校長は、当
時の『大阪毎日新聞』（2月 15日朝刊）に、「盲目の眼があいた喜びと申しましょうか、あ
の点字新聞発行の社告を拝見して、実に言い知れぬ快感にうたれました。社告の出た日、
全校の生徒を集めて、週刊新聞発行の旨を伝えますと、何日から出るか、どのようなもの
が出るかと、私らが記者に向かって尋ねたい事柄を、一々尋ねに参る有様です。盲人の喜
びは、実際どんなでしょうか。社会奉仕の事業も随分多いでしょうが、点字新聞の発行ほ
ど深刻な意味をもったものは、恐らくありますまい」という熱烈な期待を述べている。 
 次に翌年の年頭にあたる３５号（1923年１月４日発行）「新年を迎えて」から始まる「盲
学校及聾唖学校令」に関連してなされた意見を見てみよう。「…『盲唖教育令』の発布せら
るる日もまさに近づいてきた。眠っている教育家に先んじて、役人のほうからこの議の義
務教育問題を解決しようとはちょっと皮肉な現状である…」という盲教育従事者への厳し
い批判で始まり、1923年 3月 8日発行の『点字大阪毎日』44号の巻頭言で、中村京太郎は、
「まず盲教師育成機関の充実を図れ」という提言をしている。 
 
 …目明きの教育が非常なる勢いをもって発達してきているのに反し、盲教育がかよ
うに遅れているのは、何がためであろうか。それには、いろいろの原因もあろうが、
第一に、今日まで間に合わせの教師のみ育成して、実力あり、充実した教師を養成
しなかったのが主な原因ではあるまいか。 
 今日、我が国における盲教師育成機関といえば、東京盲学校に師範科があるのみで、
ここから毎年二十人足らずの卒業生を出しているに過ぎない。しかもその師範科た
るや、技芸科の教師のみを養成して、盲教育上最も重大にして、最も必要なる普通
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科の教師の育成は、名のみにして、行われていなかった。昨年、普通科が設けられ
たとはいえ、これとても真に普通科の教師を作るが目的ではなく、中等教育修了の
中途失明者を救済するために設けられたのである。また、師範科、鍼按科にありて
も、将来、鍼按科の教師として必要な臨床的、実際的な教育を少しもなさず、ただ
机上の空論のみ教えて、徒に二ヵ年の歳月を費やさしめ、その間、得るところどれ
だけであろう。彼等が卒業するまでに幾人の患者に接し、幾種類の病気にぶつかっ
ているだろうか。僅か数人の患者と二、三の病気に対して実見しているに過ぎない。
かくてどうして十分なる確信と抱負とをもって教壇に立つことができようぞ。 
 
 そして、「いまや久しい間の問題であった盲唖教育令も発布されようとしている今日、盲
教師育成機関の充実を図ることは国家の急務である。敢えて当局者の覚醒を望む」と、「盲
学校及聾唖学校令」の実現が骨抜きにならないよう、それに見合った内容の充実を、盲人
社会自らの自覚に求めるとともに、盲教師養成機関の完備という具体的な提案でそれを求
めている。現実を見据えて、問題点を明らかにするその態度には、イギリスの留学中、各
地の施設や学校を見て回って報告書をまとめた中村のジャーナリストとしての眼が感じら
れる。これに関連して述べたいくつかの論も見ておこう。 
 1923年 4月 19日発行の『点字大阪毎日』５０号の巻頭言である「奨学資金を設けよ」
では、「盲人救済の根本策は、すでに失明した者を救済するにはこれに教育を施すよりほか
にいい方法はないので、その他は、枝葉のことと言ってもよいくらいである。盲人教育始
まって五十年とは耳に胼胝ができるほど聞くことで、牛の歩みの、よし遅くともと言うが、
草を食いつつのそりのそりとさまよっていては、とても返事の…」という発言が見える。
また、1923年 5月 3日発行の『点字大阪毎日』５２号の「若き盲教育家に告ぐ」では、「…
教育者の得意と長所とは、蓋しここにあらねばならぬ。省みて我が国の盲教育者のほとん
ど全て、その人格において、はた事業においてなに故にしかく不満足であろうかとの問題
は、今日の我が盲教育界において非常に重大な研究であらねばならぬ。盲学校にしてみる
と、右の教師たちは、校長はじめ大部分、一日働き、時間が終わると大急ぎで帰ってしま
う。これら二十人の盲教育者は、授業を片手間仕事にやっているので、これでどうして彼
らの教育が充実させられよう…」という盲教師に対する批判が見られる。これらを受けて、
さらに一歩を進め、展開した中村京太郎の重要な二つの論説を『点字大阪毎日』の「評壇」
から見ておこう。 
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 まずその一つは、1928年 8月 9日発行の『点字大阪毎日』に掲載された「真剣なる態度」
である。「全国盲教育研究大会の数日にわたる会議中、最も注意を惹いた一事は、若き教師
をして頗る真剣、真面目なる態度、その有益なる研究発表であった。先年ロンドンにおい
て開催された万国盲人大会席上、欧米各国から集まった権威ある盲教育家が、舌端火を吐
いて論戦し、会場を出ると、笑顔をもって手を握り合っていた。過ぎし日の記憶を呼び起
こして、記者（筆者注 : 中村京太郎自身のこと）は、言い知れぬ心強さを感ぜしと同時に、
我が国盲教育の前途を祝福せざるを得なかった。ただ、荒地のまま今日までほとんど手の
つけられていない我が国幾万の盲女子の現状を見る時、我らは、さらに盲女子のために特
に新たなる注意を切に望む。片手落ちの教育は決して我が国盲界の文化を完成することは
できない」と、いう盲女子教育への提言である。 
 さらにもう一つは、1926年 3月 15日発行の『点字大阪毎日』２００号の「評壇」で、
中村京太郎は、「開かるべき扉」という注目すべき一文をものしている。 
 
 盲人のために高等教育機関を開放せよとの叫びは、移りて我が盲人界の叫びとなし
たり。盲学校において授けらるる鍼按音楽の職業教育が、ゆめ粗にできないものの多
くあるのは言うまでもないが、多種多様の素質を持つ人間をこの職業のうちに追い込
めてしまうのは如何にしても残酷であり、不自然であり、不経済である。盲人は比較
的視力を要しない手業に長所があるとともに、それ以上頭を使ってする仕事により多
くの長所を見出す筈である。故に我等は、高等教育機関の開放のもとに天賦の才能を
磨くべき機会を求めねばならぬ。盲人に対する高等教育機関の開放は、等しく称えら
るところであり、昨年に於ける全国盲学校卒業者大会に於いては教育機会均等、高等
教育機関の開放に関する建議案を決議して主務官庁に提出されたのであるが、従来こ
れを求むるに先立ち更に押し開かねばならぬ所のあるのを省みず、高等専門学校の門
戸開放を叫ぶ前に中等教育修了の正式の入学資格を得る点に考えを及ぼしていないか
の如くみえるのを如何と思うのである。 
 
このように、「盲学校及聾唖学校令」に定められた中等部は、就業年限四ヵ年で、卒業
者は、普通中等教育終了者と認められるが、高等専門学校への入学資格がない。中等部の
在学年限を五ヵ年として正式な資格を得ることが、まず解決しなければいけないことだと
いう、時宜に叶った提言をしている。 
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第 3節  盲人福祉を目指して 
 
1） 近代盲人福祉の流れ 
 中村京太郎と熊谷鉄太郎が、我が国の盲人福祉に果した役割を見ていく前に、丸川仁夫
の『日本盲唖教育史』等の研究を参考として、明治 40年代から大正期、昭和初期にかけて
の盲教育と盲人福祉の流れを概観しておきたい。 
 我が国の盲教育と盲人福祉が大きく変動を見せるのは、明治 40年代から大正期にかけて
である。それは、全国規模の大会が持たれ、そこで当面する議案が決議されて、内務省や
文部省などに建議した。この動きが変動の推進力となったのである。その初めは、1907（明
治 40）年 5月の東京勧業博覧会開催を機として「日本盲唖学校教員会」の全国教員大集会
がもたれたことから始まる。これを第 1回として漸次開催されていった。それを挙げてい
くと、第 2回は、翌 1908 年 4月に、第 3回からは、「全国盲唖教育会」と改称し、規則を
定めた。その開催は、開催校であった東京盲唖学校の盲唖分離により少し遅れて 1911年 7
月にもたれた。第 4回は、1913（大正 2）年 10月に、第 5回は、1915年 7月に開催。つづ
いて第 6回は、1917年 7月に開催、参加者は約 70名であった。これまでの会は、政府の
主催したものは一つもなかったが、1919年 12月に開かれた全国盲唖学校校長会議は、政
府によって要請された最初の会議である。翌 1920 年 11月に第 7回「全国盲唖教育大会」
が開かれた。出席者約 100名であった。この会で、常設の「帝国盲教育会」の設立をみた。
この会の評議委員に中村京太郎の名前を認めることができる。さて、次にこれらの大会で
討議された主なる問題について整理してみよう。 
 まず盲唖教育関連のものから見ていくと、「盲唖教育令の制定」は、どの会議でもまず最
初に取り上げられる問題で、第 7回大会以後は、「盲唖教育令発布期成会」の運動となった。
「盲唖教育者を海外に留学させる」の問題は第 2回の時に討議され、第 5回大会でも校長
会議でも繰り返されている。「婦人保護やこれまでの盲唖児童数を一層正確に調査をし直す
こと」は、第 3回大会で公設の調査会設立が望まれた。なおこれは、校長会議でも議論さ
れている。「盲唖教育資格」が、第 6回大会で問題となっている。「盲唖教育を義務教育と
すること」は、第 3回大会で取り上げられて以後、それは繰り返し決議されている。その
他、「盲唖教員講習会開催を建議すること」（第 3回）、「各府県に公立盲唖学校を設置せら
れんことを誓願すること」（第 6回）、「盲唖の貧困者にして学齢に達したる場合には、市町
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村により相当の学資を給付する制を設けられんこと」（校長会議、第 7回）、「文部省奨励金
を増額すること」（校長会議）、「盲唖学校教員を養成せられたきこと」（校長会議、第 7回）、
「盲唖の学校に国庫より補助をなし、教員の優遇法を講ぜられんこと」（校長会議、第 7
回）「盲唖者保護法案を設けられんこと」（校長会議）、「盲唖学校職員生徒（保護者）に対
し、50人以下の団体といえども 50人以上の団体と同様に取り扱われたきこと」（校長会議）
などが取り上げられている。 
次に盲関係のものであるが、「失明予防」は、各回の大会で繰り返された。「点字郵便減
免」は、第 5回大会から、「議員選挙法においての点字を公認」は、第 4回大会の時から繰
り返し論じられている。「鍼灸術の採用を調査し、経穴解剖学及び」は、第 4回大会で問題
となった。それは経穴の数が流派によって異なることからきている。「鍼灸按に関する取締
り」は、第 1回大会で取り上げられ、実現を見たが、その後、マッサージ術の特別取り扱
いについての建議がなされた（第 6回）。「鍼灸按摩術試験を文部省にて施行するよう規則
改正」（校長会議）も出た。「点字図書の普及」については、この不十分なことは盲教育上
大きな障害であるとして、有益なる点字図書印刷所に国庫より補助金をという意見となっ
て建議された（第 5回大会）。校長会議では、点字教科書についての議論もあった。また、
鍼按の教科書を制定し、かつ廉価に供給するようとの建議可決もこの校長会議でなされた。
「教科書の内容」については、第 1回大会の決議として「盲唖の教科書は、文部省の国定
教科書による」ということになったが、多く議論も残され、第 5回大会でも論議され、そ
れ以後の大会でも繰り返されている。盲についての建議の多くは、点字についてであった
が、その他重要な議論も見られる。そうしたものを挙げると、「点字綴り方を一定する方法」
（第 2回大会、第 5回大会、第 7回大会）、「各学校に使用せらるる点字の略号」（第 5回大
会）、「盲人の新職業」（第 2回大会、第 5回大会）、「文部省認定の盲人中等科を設置せらる
ること」（第 7回大会）などが議論として出されている。 
 以上、明治 40年代から大正期前半までの盲人社会がその実現を望んだことを概観したの
であるが、その中心となる団体が、盲唖教育の関係者によって構成されているために、生
活に足を置いた問題というよりは、盲唖教育に比重が大きいのは否めない。つづいて大正
期後半から昭和初期へかけていかに展開していったのか確認しておこう。 
 「全国盲唖教育会」から新たに設置を見た「帝国盲教育会」は、1921年 7月に第 1回総
会を開いた。出席者は約 150名であった。「済生院」盲唖部を含めた盲教育関係者以外にも、
「日本盲人後援婦人会」、「日本盲人同志会」、「日本盲人協会」、「東京盲人保持協会」、「金
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沢病院」、「東京中原病院」、「あけぼの社」及び「大阪出版協会」、「救世軍」等の出席があ
った。「あけぼの社」は中村京太郎の出した点字新聞を指すのである。翌 1922年 4月に臨
時総会がもたれ、第 2 回総会は 1924年 5月に開かれた。翌 1925年 10月には第 3回総会、
つづいて 1926年 6月に第 4回総会が開かれている。1928（昭和 3）年 7月には第 5回総会
がもたれた。それでは、これらの「帝国盲教育会」総会で協議された主なる問題を見てみ
よう。 
 まず最初に取り上げておかなければならないのは、1923年の「盲学校及聾唖学校令」の
発布である。盲人界が長年つづけてきた運動の実現を見たのであった。言うまでもなく、
第 1回総会においても、臨時総会においてもそれは主要な議題であった。その他も、以前
から引き続いて討議されてきたものが大半であることは言うまでもない。それでは、この
期に上った問題を挙げていくと、まず、直接盲唖教育者の待遇改善に関するものでは、「公
立盲唖学校の教員に年功加俸を支給すること」「恩給法を制定すること」「職員待遇を実業
学校程度に引き上げ、統一すること」「初等部の設置せられた官公立盲唖学校教員の兵役を
公立学校同様に取り扱うこと」等、また教員の養成に関しては、「盲唖教員検定試験を制定
すること」「専門学校程度以上の官立盲唖教育者養成機関を設置すること」「盲人普通科教
員の養成」、さらにまた「盲唖教員海外視察派遣」などがある。教育それ自身においては、
「盲唖初等部を義務教育とすること」「児童に学資を給し、就学を奨励すること」「教授実
数の制定、教員定数の制定」「盲人に対し高等教育機関の門戸を開放」が議題となっている。
その他としては、「国立点字図書編纂並びに出版所設立」「盲教育に関する欧米著書類翻訳
発行のこと」、また「マッサージ師鍼師灸師法制定」、さらにより広い社会問題として「点
字投票公認のこと」「陪審法第 13条中盲の二字を削除せられたきこと」があり、「内国郵便
規則第 19条の 2並びに第 23条を改正されたきこと」を主張している。最後に、政府内部
の仕事として「文部省内に盲唖教育審議会を設置すること」「全国盲唖者数の調査」が要望
されている（丸川 1929:122-142）。 
 これらのうち、実現をみたものを最後に挙げておこう。政府の施策に関しては、1923年
8月 27日に勅令第 375号をもって発布をみた「盲学校及聾唖学校令」をまず挙げなければ
ならない。明治 20年ごろまではほとんど無視され、23年のころから暫く小学校に準じて
認められ始めた盲唖学校において実現をみた最も重要な法令である。それに伴い同月 29
日に、文部省令第 34号をもって「公立私立盲学校及聾唖学校規定」が公布された。「按摩
術営業取締り規則」及び「齋日休日営業取締り規則」は、1911年 8月 14日に内務省令第
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10及び 11号をもって発布を見ている。また、1920 年、内務省令第 9号をもって「按摩術
取締り規則」の改正があり、普通の按摩業者が妄りにマッサージ術を呼称することが禁止
された。「郵便規則」では、1917年 5月の逓信省令第 16号によって点字郵便が保護される
こととなった。「全国盲唖者数調査」に関しては、内務省衛生局が、1911年並びに 1913年
に本邦最初の盲人調査がなされ、1927年には、1925年に施行した「トラホーム」予防法の
検診で発見した失明者数の発表があった。 
 「点字投票公認」の運動は、地方団体によっても試みられ、1926年 7月、普通選挙制が
定められるとともに認められ、盲人も国民としての権利を行使することとなった。「盲唖児
童就学奨励」では、1928 年 10月 4日の文部省訓令第 16号の「学齢児童の就学を奨励し、
国民教育の普及徹底を期するは国運の進展上緊近の急務なり。さて今般、学齢児童を就学
奨励のため毎年国庫より補助金を支出し」という趣旨から「学齢児童就学奨励規定」が設
けられた。「留学生派遣」は、大正中期以降より見られるようになった。「盲人普通科教員
養成」の議は 1921年の「帝国盲教育会」第 1回総会で出されたのであるが、1923年に普
通科の新設をみ、約 20名の入学があった（丸川 1929:142-146）。 
 以上、明治 40年代から大正期及び昭和初期にかけての盲教育と盲人福祉の動きを概観し
てきたのであるが、この後は、これらのことと照応させつつ、中村京太郎と熊谷鉄太郎の 
盲人福祉における彼等の役割とその活動の意義を検討してみたい。 
 
2） 組織・運動 
 既述したように中村京太郎と熊谷鉄太郎が、盲人福祉にどのような役割を果したのかを
見ていこうとすれば、その資料の乏しさに直面せざるを得ない。それは、熊谷において一
層顕著である。資料としては、彼が書いた自伝に頼らざるを得ないのである。それに反し
て、中村の場合は、資料の乏しさには変わりはないが、比較的彼の行動は、記録に残って
いるものが多い。中村京太郎が衆目の一致する評価を受けるのに対し、熊谷鉄太郎は、運
動の渦中にいても、その姿を見せないで、陰の推進約に徹している人のように感じられる。 
 熊谷鉄太郎が大阪において盲人文化運動を行ったことについては、前章で主に『薄明の
記憶』を通して見てきたのであるが、それに重なる他の記事では熊谷に触れた記事は全く
見えてこない。 
 さて、この後、盲人福祉の上で二つの大きな大会を取り上げることになるのであるが、
それらは、それぞれ全国規模の大会としてその後の流れを先導することとなった大会であ
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り、また、熊谷鉄太郎や中村京太郎と深く関わる大会でもあるので、少し引用が長くなる
が、その要点とともに、全体像を示すことにした。 
 
（1）大阪市民館における盲人文化活動 
 二つの大会の記事に入る前に、熊谷鉄太郎に関するもので、一つ気になる記事を取り上
げておきたい。『救済研究』第 9巻・1921年 6月号「彙報」に、「大阪市民館盲人倶楽部発
会式」の記事が掲載されている。それは次のようなものである。 
 
今度東盲人保護会長菅野茂八郎氏の主唱に依り同志を糾合し市民の教化と娯楽の機
関として三十余万円を投じて設立し本月十九日開館式を挙行せる北区天神橋六丁目
大阪市民館内に表題の如き倶楽部を組織し其発会式を二十一日正午より同講堂に於
いて挙行したるが、設立の目的は市民館に於ける盲人教化並に娯楽の施設に於て盲人
社会文化生活の一中心と成らんとするに在りて、其目的を遂行せんが為に（第一）講
読会、講演会、講習会、盲人博愛会、文芸会、雄弁会、盲人青年会、同婦人会、点字
図書縦覧、失明防止運動等（第二）和洋音楽会、演芸会、盲人音楽会等其他高尚なる
慰安を与え興味の高尚を計るに努め、而して其定集会日は毎月第一日曜、十九日、二
十一日、二十五日の午前より午後五時迄とし、維持法は総て会員の会費及び寄付金に
依る事とせり 
 
ここに、述べられたこの事業の内容からすると、熊谷鉄太郎が試みようとした活動はほ
ぼ同趣のものである。ここに熊谷が参加していたのかどうかは彼の自伝『薄明の記憶』に
も触れられてはいない。無論熊谷は、市岡の伝道所で伝道師として在阪中で、「東亜盲人文
化協会」の運動は挫折したものの、彼なりの盲人文化運動は行っていたはずである。この
記事と熊谷が関係ないとすると、大阪には、熊谷とは別に盲人の文化活動に対するグルー
プが形成されていたことが分かる。 
 
（2）全国盲人文化大会 
 全国盲人文化大会になると、規模が大きく、大阪毎日新聞の記事でも見られるのである
が、熊谷の名は挙がってこない。まず、『救済研究』でも 10巻 1号で「全国盲人文化大会、
来る 2月 9日開催」という予告を載せている。この記事は、1922（大正 11）年 1月 18日
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の『大阪毎日新聞』で報道されたことと内容は同じであるが、新聞の方では、「大阪市内盲
人全部が発起のもとに組織された全国盲人文化大会」という紹介が見られる。この大会の
準備の運営には、大阪盲人会の幹部が当たったが、大毎慈善団の中村三徳（後に大阪盲人
会の会長に就任）と大阪市民館長志賀支那人（当時大阪府按摩マッサージ連合会長に就任）
の両名が献身的に協力している 4)。 
 さて、大会がいかなるものであったかを見てみると、『大阪毎日新聞』1922 年 3月 27日
朝刊の「盲人大会は、愈愈明日、遠く朝鮮からも参会 耳と手で大阪城見物もする」とい
う記事によると、大会前日は、次のようであった。 
 
関西盲人団体連合会主催本社後援「全国盲人文化大会」は愈愈明二十七日に迫った。
遠くは朝鮮方面東は東京新潟等、大阪の団体をのぞいても地方の各団体五十三、其人
数二百名之に大阪の三千名が加はつて全国最初の文化的意義のある盲人大会が、中之
島中央公会堂に開かれようとするのであるが、之等の人は、教育者は大阪盲唖学校に、
技術者は大阪盲人会に宿をとって、大会の前半日耳と手によって大阪城を見物し、本
社から提供の数百の手旗を、自動車にはためかせて、市内を走る筈である。 
 大会は、午後一時開会。各地代表者の議決報告。大会議決。各方面からの祝辞の
後、盲人代表者の短時間演説。佐多医大学長の講話があって、大会を終わり、さらに
午後七時から同所において盲人演芸大会を催すのである。 
 
 1922年 3月 27日（火）大会第 1日は、『大阪毎日新聞』28日夕刊によると、「本社後援
盲人文化大会第 1日 二人の女盲人も混じって、各地代表者会議」という見出しで、「文
化的に光明の世界へその第一歩を踏み出そうとする全国盲人文化大会の第 1日、各地代表
者会議は 27日午後 1時から中央公会堂の 3階で催された。集まった盲人代表者には、教
育家もあり、鍼灸マッサージなどの営業者や音楽家と、あらゆる盲人特殊の職業を網羅し
た全国の盲人を総動員のかたちで、遠くは海を越えて朝鮮からも参加している。二日目の
大会に、総盲人を代表して演説をする筈の花形、女子大学英文科出身の斉藤百合子女史の
顔も見える。香川県盲唖学校の山田すま子女史とともにただ二人の女性として異彩を放っ
ていた。代表者は全部で 63人だが、各地から馳せ参じた有力な盲人有志の数が増えて、
みな一様に臨時代表を希望するので、便宜上傍聴部席にある盲人にも発言権を与えて議事
を進めるという順序になった。点字のプログラムや議案を述べつつ、盲人の主張のために、
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見えない目をしばたたきながら顔に緊張の色を漲らしているのも、初めて見る、盛んな盲
人会議の場面だった。 
 
 会の劈頭、司会者から大会成立までの経過報告がありて、次に大会後援の本社本
山社長は、総盲人が感激の拍手に迎えられて壇上に進み、簡単に、そして懇切な挨拶
をこころみる。終わると、いよいよ 50余件の各盲人団体から提出に関わる議案につ
いて逐条審議が始まった。満場の拍手で推薦された慈善団の中村三徳氏が議長席に着
いたが、その頃には、代表者以外の盲人が傍聴席に溢れ、すさまじいばかりの盛況で
ある。議案の種類は、盲人教育令及び教育に関する件が 6件、点字に関する件 7件、
盲人選挙権に関する件が 3件、盲人保護に関する件 7件、盲人営業に関する件 6件、
その他の雑題 6件で、ほかに盲人に関する社会的施設に関する件ほか 13の話題があ
る。議案の盲人教育養成所設置について議論が始まったが、盲人代表としてのお歴々
であるだけに、質問や説も堂々たるものであった。議案のうち特に問題になったのは、
各地から一斉に出された盲教育令発布を文部省に建議する件と、選挙の投票に点字を
使用、公認を建議すること、大阪訓盲院提出の盲人の国勢調査を国勢院に建議するこ
となどで、問題が問題だけに、議場は特に非常な緊張味を示した。そしてこれらは、
いずれも代表者会議に委員付託となった明 28日の大会に献立はできあがった。中に
は盲女子の中性教育を排して、妻母教育をすることなどという盲人女性の悲しい告白
的議案もあって、熱誠な代表者が盲人文化のために盛んな気炎を上げつづけた。 
 
 大会第 2日を伝える『大阪毎日新聞』29日朝刊では、「花形の斉藤女史が総盲人の代表
演説 本山社長に感謝の決議」の見出しで、「本社後援全国盲人文化大会第 2日の光栄は涙
の出るばかりに緊張を見せたものである。河野本社外国通信部長の、点字新聞に関する講
演に引き続いて、各地方代表の 5分間演説の幕が切って落とされた。23 人の各地代表は、
朝鮮・鹿児島・金沢・東京・四国と、全日本の盲人国論壇の縮図である。中にも、大分盲
唖学校長陸軍中尉森清克氏は、厳しい軍服姿で、両眼に包帯を施し、「諸君、現今日本の盲
人保護救済事業は、あまりに軽んじられ、無視せられている」とて、電車に轢かれて死ん
だ失明廃兵の悲劇などを持ち出して、会衆に涙を拭わせ、大阪盲唖学校進藤赳は、盲人の
社会奉仕はまず盲人自身の保健衛生に注意することによって始まるとて、大いに雄弁を奮
った。 
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 次いで盲女子代表で、当日の花形、女子大学出身斉藤百合子女史は、軽い束髪に薄化粧
を施した顔の美しさを見せながら壇上の人となり、日本盲人の文化的活動の過去と現在を
説き来たり、聴衆を酔わせた。それより来会者一同 1500名、満場一致をもって今回の挙に
対して、大阪毎日新聞社の厚意を謝すとの感謝の意を、本山社長に贈ることに決し、佐多
博士の講演があって、昼の会を閉じた（後略）」と、報じている。 
 ちなみに、この大会で討議され、採択された議題は、以下の 48件であった。 
  イ 盲人教育令及び教育に関するもの 
  ロ 盲人教員養成所設置の件 
  ハ 各盲学校にかなり中等教員を採用すること 
  ニ 盲人の職業専門学校を設置せられたきこと 
  ホ 各地に官立盲人教育機関の設置並びに同じく図書館設置の件 
  ヘ 盲教育令を速やかに発布せられんことを文部省に建議するの件 
  ト 点字中等教科書を印刷せられんことを望む 
  チ いかにすれば全国の盲人に点字普及を速ならしむるを得べきか 
  リ 点字を国字と認むること 
  ヌ 普通小学校の科目の一科に点字を加えられんことを希望す 
  ル 郵便局において点字を採用せられたきこと 
  ヲ 点字出版事業を政府にて経営せられたきこと 
  ワ 時々各地に短期の点字講習会を催し、これの普及を図る件 
  カ 各種選挙の投票及び各種試験の答案に点字を使用することを公認せらるるよう、 
    その筋に建議するの件 
  ヨ 各図書館に点字書備え付けの件 
  タ 盲学校を有する都市において点字図書館を設置せられたきこと 
  レ 鍼灸医師法制定につき盲人の賛否如何 
  ソ 全国共通の鍼灸按摩マッサージの徒弟制定を強制しては如何 
  ツ 按摩術を盲人の専業にすること 
  ネ 鍼灸術者に医師同業の資格を付与すること 
  ナ 穴名を内務省令により定むること 
  ラ 体温器聴診器使用を内務省令により定むること 
  ム 汽車電車等に盲人は保護を要せず乗車することを承認せられたきこと 
- 188 - 
 
  ウ 盲人問題研究所を設置の件 
  ヰ 盲人及び付き添い人の鉄道及び軌道に乗る場合は一人分の賃金に改められたきこ 
    と 
  ノ 盲教育機関の施設団体の内容を調査して、確実なるものに対しては相当助成の方 
    法を講ぜられたきこと 
  オ 失明防止運動及び失明相談所を法人または官費によって設立されんことを望む 
  ク 貧困なる盲学校児童に対し当該市町村へ学資要求の件 
  ヤ 盲人保護として各駅において鉄道員より保護を与えられたきこと 
  マ 盲人の国勢調査を国勢員に建議すること 
  ケ 全国の盲人を悉く網羅せる常設の日本盲人会を組織しては如何 
  フ 帝国盲青年連合団設立の件 
  コ 日本盲人をして世界の文化を享有せしむるためにするテランド普及を図るの件 
  エ 全国有数の新聞雑誌社に対し盲人問題に関する記事の掲載を依頼するの件 
  テ 定設的の大日本盲人会を組織し各地方に支部を設置するの件 
  ア 鍼灸医師法制定の件につき諸君のご意見を承りたし 
  サ 鍼按マッサージ手の徒弟養成法を改正せられたきこと 
  キ 東盲師範科を始め各盲学校の鍼灸按摩科に対し鍼灸マッサージ按摩に各担任教授 
    を置き、各科分割教授をせられたきこと 
  ユ 全国の鍼灸経験者に経穴の意見を伺い、これを調査するため経穴調査会を組織せ 
    らるべく希望す 
  メ 鍼灸按マッサージを分科し各これを教授せられんことを望む 
  ミ 各地盲人会に特殊精神修養部を設くるの件 
  シ 盲人会館を建設すること 
  ヱ 純盲人技術学校を建設すること 
  ヒ 毎月 21日各社寺内における施按摩廃止の件 
  モ 按摩術者の招牌文字改造の件 
  セ 盲女子の中性教育を排し将来これを妻母たらしむべく教育すること 
  ス 少なくとも三府都市に官公立盲女学校の設置を望む 
  ン 一挙にして全国の盲人を普選運動に参加せしめられたきこと 
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 この「全国盲人文化大会」は、『薄命の記憶』に記述された熊谷鉄太郎の回顧によると、
「『触覚による見学』は、日本盲界始まって以来の歴史的大事件であったのですが、この成
功にすっかり気をよくした我々は、今度は『全国盲人文化大会』なるものを計画したので
す。大阪の中央公会堂で開かれたこの大会も、予想以上の成功でありましたが、勿論これ
も、日本盲界における最初の試みであったのです」と、語られているが、しかし、上に見
てきた『大阪毎日新聞』の記事からは、熊谷の姿は、どこにも見えてこない。『社会事業研
究』第 27巻第 5号（1939年 5月）で中村三徳は、大阪の盲人福祉事業を回顧して一文を
寄せている。それによると、「全国盲人文化大会」は、「元大阪市社会部長志賀支那人氏が、
大阪市立北市民館長（当時は単に市民館と称した）として、我国隣保事業の水先案内をさ
れたことは衆人の知るところであるが、氏は盲人保護事業に就いて亦大いなる理解があっ
た。大正十年頃、氏は盲人の大多数を会員とする大阪府按摩マッサージ師連合会長を引き
受けておられた。其等の関係もあったことと思われるが、大正十一年三月二十七、二十八
両日、大阪市中央公会堂に於いて全国盲人文化大会が開かれた時に、氏が館長である市民
館内に事務所を設置し又大会の決議事項を実行する面に於いても、その推進力となって尽
力せられたのであった」というように回顧されている。この大会での議決事項のうち、「盲
教育令の発布促進については、大会の翌日 3月 29日付けで文相宛「全国盲人文化大会」の
名を以って建議書を提出したことを言っている。建議書の文面は全文掲載されているが、
そこに連署した実行委員 29名の名前は記されていないので、そこに熊谷鉄太郎が加わって
いたかどうかは分からない。 
 
（3）「中央盲人福祉協会」主催「全国盲人保護並びに失明防止事業会議」 
 中村京太郎と熊谷鉄太郎の二人が盲人福祉の上で特筆される業績としては、国際盲人事
業家会議に日本代表として出席したことを挙げることができる。1931年にニューヨーク市
で開催された国際盲人事業家会議の日本代表は、東京盲学校長秋葉馬治・名古屋聾唖学校
長橋村徳一・台南盲学校長木村勤吾・『日刊東洋点字新聞』主幹木村柳太郎・『点字大阪毎
日』編集長中村京太郎・牧師熊谷鉄太郎の 6名であった。 
 この国際盲人事業家会議で熊谷鉄太郎は、日本代表として演説したことを、「年来の持説、
『新職業論』を展開し、文化交流の一環としての点字本の交換を提案しました」と、『薄明
の記憶』で記している。この会議での熊谷の活躍はこれのみではなく、後に中村京太郎が
『六星の光』に書いた記事によると、熊谷の英語力は抜群で、「本会議最後のセッションで、
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カナダ盲人協会総主事ベーカー氏が立って、『秋葉氏、私の名の出ている報告書は、時間も
少ないことであるから、秋葉氏の同意を得て、議長において読んでほしい』と述べると、
どう勘違いしたものか、秋葉校長は席を立って、登壇してしまった。こんな際どい場面に
も、会場の一隅から熊谷氏の助け舟が出てきたのを、僕は見て、嬉しく思った」というこ
ぼれ話を紹介している。会議中、熊谷は、秋葉に通訳をよくしていたとも語られている。 
一方、中村京太郎であるが、彼の活躍ぶりも、アメリカ在住の日本代表としてこの会議
に参加した田守良弘の書簡 5)が書き残している。それによると、「『点字定期刊行物等の分
科会で翁（筆者注: 中村京太郎を指す）は、『大阪毎日新聞社』が、一つ、日本盲人のため
多額の資金を投じ、利害を度外視して、『点字大阪毎日』を発行していること。一つ、日本
盲学校の児童生徒のため、1.点字教科書を発行していること、2.思想の構造とその発表法
練磨の目的で弁論大会を開催していること、3.健康増進、体育向上の目的で体育大会を開
催していること。一つ、一般盲人のために『大阪毎日慈善団』を作り、1.巡回点字講習会、
2.開眼検診を行っていること。一つ、一般社会への PR、折に触れ事に従って盲人の事情（例
えば交通の問題等）または盲人事業につき一般社会の理解と協力を促すための啓蒙運動に
邁進していることなどをこと細かに報告され、出席者の注目を集めた。報告し終わるやい
なや、ホームス議長（マチルダ・ジブラー点字社主幹）が、『日本でさえも点字週刊新聞を
発行している』と、語ったことに対し、『日本でさえもとの議長のことばには承服できない』
と、議長に詰め寄る一こまもあった」（鈴木 1969:139）という一場面を伝えている。 
 この国際盲人事業家会議後、中村京太郎と熊谷鉄太郎とが取った行動も対照的で、中村
は、帰国後国際盲人事業家会議の帰朝講演を表舞台で行っているのに対して、熊谷は、そ
の後ドルー大学に学んで、その翌年帰国している。ここでは中村京太郎が、「中央盲人福祉
協会」が主催する「全国盲人保護並びに失明防止事業会議」に出席して、国際盲人事業家
会議の報告をしているその全国規模の大会を取り上げてみたい。この会議は、「救護法」が
施行されるのに合わせてもたれた会議であり、特に開催の趣旨は、失明防止の運動を標榜
するものであった。1931（昭和 6）年の盲人福祉の事業として全国から関係する人々が参
加した会議で、はじめに会長の渋沢栄一の挨拶があり、全盲の衆議院議員高木正年の、自
己の経験に照らした盲人の生き方や、社会における盲人への援助のあり方についての講演
があった。この「中央盲人福祉協会」は、1928（昭和 3）年 5月に、「盲人の福祉増進と失
明防止運動」を標榜して設立されたもので、その趣意書を全国に配布して、全国の統一機
関となることを目指し、1929年 10月、米国の社会事業家マザー夫妻の来朝を機に起こさ
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れた盲人に対する社会事業の全国的統一機関として、会長に渋沢栄一、副会長に大久保利
武と新渡部稲造を推戴して組織された団体である。 
 この会議で、協議に先立って、『点字大阪毎日』主筆中村京太郎が演壇に立ったのは、「『国
際盲人社会事業会議』に出席して」6)と題した帰朝講演をするためであった。この講演は、
中央盲人福祉協会（1936:15-23）にその全文が掲載されている。以下、その講演内容の要
点を記し、それを通して、中村の盲人福祉に関する識見と実行力を明らかにしておきたい。 
 まず、米国大統領フーバー氏の肝いりで、4月 13日から 3週間にわたり、ニューヨーク
市において開かれた「国際盲人社会事業会議」について報告できる喜びを最初に述べて、
次のように記している。「盲人に関する国際的会議は、去る 1914年 6月、かの欧州大戦の
直前に、英国盲人社会事業団の主催によってロンドンに開かれました「第 4回インターナ
ショナル コンファレンス オブ ザ ブラインド」以来、今回の会議は実に 18年振りの
会議でありました。この過去 18年間に各国において研究された盲人教育の方法、盲人社会
事業の振興、発達の実情、その他盲人に対する器具、機械の発明などについて互いに報告
し、もって将来に向かって更にその発達を期し、且つ盲人の福祉増進を図り、併せて国際
的親善、融和を図ろうというのが、今回の会議の目的でありました。今度の会議に参加し
た国は、英・独・仏・伊・スペイン・スウェーデン・スイス・デンマーク・ベルギー・ポ
ーランド・ノルウェー・オーストリアなど、欧州列国を始め、日本・印度・支那・エジプ
ト・南ア・オーストラリア・ニュージーランド・コロンビア・チリ・メキシコ・カナダな
ど、実に 37ヶ国の多きに達し、これら参加国から出席した代表者は、約 300 名でありまし
た」と、話を切り出し、本会議が、4日間、ホテル「ペンシルバニア」の楼上において開
かれ、盲人に対する教育、職業、保護救済などに関し、各方面に亘って世界の権威者たち
が多年の経験と造詣ある薀蓄を傾けて講演し、かつ協議をしたことを述べている。 
また、午後から夜にかけては、いくつもに分かれて円卓会議が開かれ、それぞれ専門的
に討議研究したことにも触れた後、各国代表の講演の紹介に移り、オーストリア代表のオ
ルトマン博士の、今日各国の盲教育家が盲人に対する心理学的研究を疎にしている諸点を
述べて、初めから或る一定の職業、例えば箒作りであるとか、篭作りであるとかいうよう
な一定の職業に決めてしまって、メンタルテストも行わないで、十把一からげに片っ端か
らその職業にしてしまうのは、教育の本質から言ってはなはだ矛盾している。個性を標準
として、個人本位にやらなければならぬという意見や、ドイツ代表のストレール博士の、
盲人に対する高等教育の門戸開放を主張し、ドイツにおいては盲学生の 8%は高等教育を受
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けしむる可能性があり、卒業後、その教育によって頭脳の労働者、眼を要しない頭脳労働
のマーケットに送り出すことができる。故におおいに一般の高等教育機関が盲人のために
開放されねばならぬという主張を紹介している。これについては、イギリス、フランス、
ドイツ、アメリカでは、既に数十年前より一般高等教育機関を盲人に解放して、非常な好
成績を修めていることを、合わせて断って、さらにアジアにおいても日本が遅れているこ
とを強調し、盲人に対して高等教育機関の開放の必要を中村は力説した。 
 そこから話を一般盲人の生活に発展させて、職業の問題を取り上げ、欧米では、盲人の
ために特に工場を設けることも必要であるが、さらに一歩を進め、一般の工場に盲人を割
り込ませて、その分業制度によって盲人各自に適する仕事を選んで、彼等に与えようとい
う運動が起こっていることを紹介している。それに関連して、ドイツでは通勤のために手
引き犬が用いられているという興味深話を添えてもいる。それは、盲人を一個の市民とし
て、おのおのその持ち場によって国家に貢献せしめ、一人も無用な人間、徒食する者を作
らないという盲人の保護政策の一つであって、ドイツだけでなく、各国もまた、これを多
少自国に適するように変更して行っていることを、中村は、力を篭めて説いている。 
 中村の報告は、欧米でのラジオの普及に触れ、イギリスでは、盲人に対し、ラジオ聴取
料を免除し、その上、幾万というラジオセットを、希望に応じて無料で提供していること
を紹介し、また、アメリカでは、ラジオ聴取料は一般からも取ってはなく、ラジオセット
は、やはり製造会社の好意で、無料もしくは半額で、しかも優良セットを盲人に供給して
いることにも話を広げている。さらに、こうした日常生活に密着した制度の問題として、
乗車運賃の割引に話題を進め、アメリカでは、南太平洋鉄道会社を始め、大小の鉄道会社
では、盲人が手引きを連れて乗車する際は、手引きの電車賃が免除されることを紹介して
いる。その他、盲人に対する交通事故の防止策として白杖などが用いられるようになって
きたことにも触れている。 
 彼が英国留学で磨いたジャーナリストの眼でもって、進んだ文明国の盲人社会の実情を、
分析、説明し、そこで国際盲人社会事業会議での話題を終えている。 
 その後、話は、フィラデルフィア、ピッツバーグ、クリーブランド、ボストン、ニュー
ヨークなどの盲人に関する代表的な施設を見て回ったことへと進み、その見学旅行で中村
京太郎が最も関心を惹いたのは、視力保存学級と点字図書館であったことを述べている。
そして、最後に中村は、国際盲人社会福祉会議に出席して得た自らの結論を加えて講演を
閉じている。その結論とは、「（略）現下の我が国情に照らして実現の可能性あるもののみ
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を列挙致しますならば、1. 盲人に対し、義務教育制度の実施、2. 高等教育機関の開放、  
3. 公立図書館に点字図書部の設置、4. 小学校に視力保護学級の特設、5. 成人教育普及の
立場から、盲人に対し特に聴取料を免除してラジオの普及を図ること、6. 盲人が手引きを
伴い乗車または乗船する場合、手引きの汽車、電車賃金の免除、7. 盲人に対する職業保護
政策の確立、等々で、これらは特に緊急解決の必要に迫られている問題であると信じます」 
と、言うものである。この 1931（昭和 6）年 12月 2日、中央盲人福祉協会によって発行さ
れた『全国盲人保護並失明防止事業会議報告書』に掲載された中村京太郎の帰朝講演から
も、中村は、十分に国際盲人社会福祉会議の日本代表としての任務を果たしていることが
窺える。 
 
3） 事業 
 中村京太郎も熊谷鉄太郎も、自身が企てて盲人福祉事業に大きな業績を上げた人物では
ないことは序章においても断っている通りであるが、二人が盲人福祉事業に関心がなかっ
たのかというと、無論そうではない。好本督は、二人に、伝道と盲人福祉への献身を期待
して援助をつづけたのであった。そうして、二人も、ともにその道に自らを誠心誠意尽く
そうとしてきたことは、述べてきた通りである。中村の、『点字大阪毎日』の主筆としての
働きは、それ自体が、我が国の盲人社会への多大の貢献であり、盲人福祉事業として高く
評価されてしかるべき業績である。しかし、ここではそれはひとまず措くことにして、自
身が企てた盲人福祉事業について取り上げることにしよう。 
 中村京太郎は、1919（大正 8）年に点字週刊新聞『あけぼの』を創刊した。その創刊号
7)で中村は、「我が日本盲教育開始せられて既に 50年、『未だ一個の点字週刊新聞だになし』
とは、しばしば繰り返された愚痴であった。しかるに、いまや我が日本 10 万の盲人が目ざ
〈ママ〉めねばならぬ秋が来た。多言無用。ただ本紙の発刊決して偶然にあらざることを
帰せしめよ。本紙を『あけぼの』と命名したのは、嘗て日本盲界のために最後まで闘われ
た故左近允氏の高貴なる事業を記念せんためにほかならぬ。操業の歳、編集印刷ともに不
満足の点少なからざるを深く恥ず。願わくは読者諸君の助言に俟ち、漸次改めんことを」
（筆者注 : 本分は点字。墨字訳は筆者。句読点は適宜補った）と、「発刊のことば」で述
べている。この『あけぼの』の発刊は、巣鴨の自宅で極く粗末な製版機と手回しのローラ
ー印刷機をを備、編集から印刷まではほとんど独力で行った。幸い二この事業を奥村三策
未亡人が手伝ってくれた。また、この『あけぼの』の発刊が契機となり、1915年に秋元梅
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吉が「雑司ヶ谷信仰会」を結成して、第 1号・第 2号を出していた『信光』が、しばらく
途切れていたのをここで出すことになった。これには平方竜男、山下長一、鳥居篤治郎な
ども協力した。この『信光』は、好本督の助言で『信仰』となったという。『信仰』は、後
に「盲人キリスト信仰会」に引き継がれ、さらに「日本盲人キリスト教伝道協議会」の機
関誌として現在に及んでいる。 
 「雑司ヶ谷信仰会」は、主として東京盲学校の卒業生や在校生を対象に組織された会で
あった。ところが、雑誌『信仰』の読者は、次第に全国的に拡大し、入会者も全国的広が
りをみせるようになっていった。この頃、好本督は英国にあったが、資金を送って『信仰』
の発行を助けていた。この『信仰』の印刷が中村のところで行われるようになったのを機
に、「雑司ヶ谷信仰会」の事務所も、巣鴨の中村宅に移した。ここで、「雑司ヶ谷振興会」
が発展的に解消し、「盲人キリスト信仰会」の誕生となるのである。この会の発足に当たっ
て、好本督は、「盲人キリスト信仰会には、会長というものはありません。キリストが主で
いらせられるからです。また、特に事業を企てず、妄りに会の拡張を図らない。ただ祈り
つつ、上よりの導きのままに従って、御旨を行い、福音を伝え、奉仕に務め、また、道す
がら悩める友にゆき逢えば、よきサマリアびとになろうことをこころざす」と、述べてい
る。差し当たりこの会の日常的活動は、雑誌『信仰』を通じて、全国の盲人の霊の覚醒を
促すことと、念願の点字聖書全巻の印刷という大事業を遂行することであった。「盲人キリ
スト信仰会」の事務所は、中村宅においたので、中村の転居に伴って阿佐ヶ谷に移転した。
この阿佐ヶ谷の家へ、『あけぼの』の手伝いに大野加久二が通うようになる。 
 この後、中村京太郎は、『点字大阪毎日』の編集主任として関西に移ることとなり、「盲
人キリスト信仰会」は、秋元梅吉が中心となるのである。中村の『点字大阪毎日』での活
躍は、第 3章、第 4章で既に見てきた通りである。一方、牧師熊谷鉄太郎も、前章で詳細
に論じたので、具体的なことについてはここでは省略したい。ただ、熊谷の場合は、牧師
として一箇所に止まって、活動をつづけるということがなかったために、持続的な事業に
まで発展するものがなかった点を指摘しておきたい。 
 
第 4節  影響を受けた人たち 
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 中村京太郎を中心とした「盲人キリスト信仰会」の集まりは、後に我が国の盲人福祉に
顕著な業績を残した人たちの集まりでもあった。ここでは、その人たちを取り上げて、略
歴を通してその活動を記すことにする。 
 まず、記さなければならないのは、秋元梅吉（1892-1975）である。東京都の生まれで、
牛眼先天性緑内障のため生来視力が弱く、5歳の時に全盲となる。1906年東京盲唖学校鍼
按科に入学し、卒業後、英語学校に学び、さらに東京盲学校師範科に進む。この間、聖書
を知り、内村鑑三に出会い、クリスチャンとなった。1915年点字雑誌『信光』を発行して
盲人伝道を開始する。1919年「盲人キリスト信仰会」を中村京太郎とともに設立して、点
字新聞『あけぼの』、『信仰』、『盲女史の友』の発行、点字の訪問教授、キリスト教点字図
書の出版と貸し出し、家庭集会等の活動を行った。1922年より日本語点字聖書の出版に伊
藤福七とともに着手し、4年間で旧約聖書、新約聖書を完成させ、福音書は、盲学校や盲
人個人に寄贈した。また、後藤静香主催の「希望社」発行の点字雑誌『かがやき』の政策
にも協力した。1933年「盲人キリスト信仰会」を「東京光の家」と改称し、生活に困窮す
る盲人に宿泊の場を提供するなどの福祉事業を始める。1955年救護施設となり、1965年盲
人ホームを新設したりする。1974年授産施設を開設して、幅広い盲人福祉事業に多大の功
績を残した。 
 次に取り上げなければならない人物として、平方竜男（1889-1976）がある。彼は、茨城
県の生まれで、3歳の時、怪我がもとで失明した。1905年東京盲唖学校に入学し、在学中
にキリスト教と出会う。1910年東京盲学校技芸科鍼按科を卒業し、水戸で開業した。その
後、茨城盲唖学校の鍼の教師となる。イギリスから帰った中村京太郎の講演に感激して、
彼に近づく。彼の誘いがあって、同愛訓盲院の教員となり、中村と共同生活を始める。退
職後は、再び鍼治療院を開業して、臨床経験を積んだ。触診法と内部抵抗を鍼先の触覚で
捉えて治療する新しい鍼を提唱し、1952年鍼治療の理論と実技を学ぶ「鍼科学研究会」を
創設した。また、点字雑誌『鍼の研究』を創刊する。教えを求めて集まる若者に臨床経験
を積ませ、鍼の経験と人間形成の場を作るために 1954年「信愛福祉協会」を設立し、キリ
スト教信仰にもとづいた失明者更生施設「信愛ホーム」と点字出版所の事業を始める。点
字出版部門では、ギリシア語新約聖書全 11巻、ギリシア語・日本語対訳点字辞典全 10巻
を出版した。 
 さらに一人を加えるとすると、山下長一（1894-1985）を取り上げなければならないであ
ろう。彼の生まれは大分県で、3歳の時に失明した。山口県小野田の三療師に入門し、そ
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の後、大分盲唖学校に入学している。この頃、イギリスから帰って、全国を講演して回っ
ていた中村京太郎の存在を知って、彼に憧れる。流しの按摩治療をしながら学業をつづけ、
東京盲学校に進学した。当時は点字の読み物や教科書が少なく、書物の必要性を痛感し、
点字の印刷屋になろうと決意する。1919年東京盲学校師範科を卒業した後、米国聖書会社
に勤務し、点字聖書の製版を始め、旧約聖書の「詩篇」を完成させる。同年東京盲学校教
諭の小浜伊次郎から「大日本国民中学会」発行中学講義録の製版を委嘱され、引き受ける
ことになり、聖書会社を辞めて、原版の製作にとりかかる。生活維持のために 1922年から
同愛訓盲院（後の同愛盲学校）に半日勤務し、午後から製版をつづけた。一点突きの足踏
み軽便製版機による製版は、労力と時間を要紙、非常に骨の折れる仕事であったが、4年
有余の歳月をかけて、1923年に 1万 2千 4百頁全 63巻で全科目を完成させた。この講義
録は、全国の盲学校に寄贈され、盲学生の教育に多大な貢献をした。その後、三療家とし
て働き、1941年には「盲人経絡治療研究会」を結成し、その会長を務めた。この三名の他
に、鳥居篤治郎や肥後基一などの名が挙がってくる。 
 なお、大野加久二は、『あけぼの』の印刷で中村京太郎を助け、中村が『点字大阪毎日』
に移った時、同時に『点字大阪毎日』に中村の手伝いとして入社した。その略歴を記すと、
大野加久二（1897-1983）は、愛知県の生まれで、1920年東京美術学校洋画科在学中スペ
イン風邪によって失明した。2年で中退して、名古屋盲学校から東京盲学校師範科に進む。
『点字大阪毎日』創刊にあたり、主筆中村京太郎の助手として選ばれ、1922 年『大阪毎日
新聞社」に入社。創刊事務に当たり、以後、編集、点字製版、印刷などの仕事に従事する。
1944年中村京太郎の退職後に二代目編集長となる。1951年出版局参事となり、1952年定
年後も嘱託として勤務をつづけた。1954年国立神戸光明寮（後の神戸視力障害センター）
の教官となり、退官後は講師として 1968年まで指導にあたった。1948年「関西盲人キリ
スト信仰会」を設立し、「日本盲人会連合」結成とともに副会長に就任し、会の発展に貢献
するなど多方面で活躍した。1975年兵庫県点字図書館を設立し、初代館長となった。以上、
中村京太郎に直接影響を受けた人物について記したのであるが、言うまでもなく、この人
たちは、中村の背後にあって、常に資金援助とともに、助言と励ましをつづけた好本督の
影響も強く受けていた。 
 東京での盲人福祉の根が広がっていったのは、「盲人キリスト信仰会」に集まった人たち
がそれぞれの活動の場で自らの理想を実らせていったことが大きかったのに対し、関西で
は、唯一盲学生を受け入れた関西学院の「mastery for service」の精神を体現した盲人福
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祉への伝統が生まれた。ここでは、『関学ジャーナル』no126（1993,12,9）に掲載された「一
粒の麦」というシリーズに、宮田満雄（院長）の書いた文章でそれをたどることにする。
「第六話 本間一夫―視覚障害者福祉の系譜  みずからの困難を克服し、献身」という
題で書かれたものであるが、その中に「関西学院神学部で学んだ熊谷鉄太郎という牧師が
おられました。先生は、1883年、北海道の小漁村に生まれ、3歳の時に失明。17歳の時に、
不幸な幼少時を過ごした故郷を出奔し、札幌盲学校に学び、この間にキリスト教に入信。
さらに東京盲唖学校に学び、夜は英語と漢文を学ぶ努力をつづけ、その後、視覚障害者と
して初めて学院の神学部で学ぶこととなりました。後に各地の教会で働くかたわら、同じ
障害をもつ人々の文化運動を起こし、これに尽力されました」と、まず最初の入学者熊谷
鉄太郎について記している。つづけて、「1919年春、学院の英文科に一人の視覚障害学生
が入学しました。これが後に世界で十三番目の視覚障害者福祉施設「日本ライトハウス」
を大阪に設立された若き日の岩橋武夫先生でした。先生は、1898年大阪生まれですが、早
稲田大学に入学後、1917年に病を得て失明。死を決意するほどの苦悩の中で母の愛に触れ、
キリスト教に入信し、関西学院に入学することとなったのです。卒業後、えぢんばら大学
で修士の学位を取り、帰国後は、母校でも英文学の教鞭をとられました。幾度か渡米され、
ヘレン・ケラー女史とも親交を結び、視覚障害者の福祉のために多大な貢献をされました」
と、岩橋武夫に話が及んでいる。伝記からその略歴をまとめられているので、細かい点で
は問題もあるが 8)、よくまとまった文章である。そして、本題の本間一夫に話題を移して、
関西学院における盲人福祉の系譜を示している。 
 「一人の青年が、1933年に、函館の教会で『光は闇より』という岩橋先生の講演を聴き
ました。その翌年、この同じ青年は、別の教会で、熊谷牧師の説教を聴きました。この二
人の学院出身の指導者との出会いがこの青年を関西学院へと導くことになったのです。こ
の青年こそ、現在の日本点字図書館（新宿区高田馬場）理事長本間一夫先生です。実は、
先生は、5歳の時に失明。函館盲唖学卒業後、1936 年に学院の英文科に入学されました。
在学中に、ベーツ院長より洗礼を受け、卒業後、現在の点字図書館の前身である『日本盲
人図書館』を設立されました。それ以来、この事業を通してよいご奉仕をされています。
先生は、学院で最もよかったこととして、礼拝や賛美歌を歌ったり、宗教的な雰囲気に浸
れたこと、中でも人間にとって最も大切なのは、心だと教えられたことですと、述べてお
られます。それぞれに信仰を与えられ、自らの障害を克服し、同じ障害をもつ人々のため
に献身されたこれら先輩たちが残された伝統は、いまでも生きて働いています。聖書にあ
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る通り、全力を注いで主の業に励むとき、その労苦が無駄になることはないのです」と、
関西学院の誇るべき伝統の一つとして書き記している。この文章からも伺えるように、熊
谷鉄太郎から直接に影響を受けた人物を挙げるとなると、それは難しい。しかし、関西学
院の伝統のその最初に位置する彼の存在の意義は大きいのではないだろうか。 
 
おわりに 
 
 ジャーナリスト中村京太郎と牧師熊谷鉄太郎を近代盲人福祉の流れに沿って見てきたの
であるが、この後の岩橋武夫のライトハウスを通しての愛盲運動や秋元梅吉の「東京光の
家」を通しての盲人福祉事業が大きな成果を得て現在の盲人福祉に繋がっていく歴史への
展開まではここでは論じていない。それには、中村京太郎と秋元梅吉との関係を見ても、
中村が『点字大阪毎日』の編集長として大阪に去って以後、二人には、盲人福祉事業の上
で接点はない。岩橋武夫と熊谷鉄太郎とにも接点は見えてこない。例えば、岩橋が本格的
に盲人福祉事業に踏み出すあたりを、関宏之は、「岩橋は、『自分が柄にもなく書斎を出て、
社会事業に従事するのは、自分の内なる人が闇にとりまかれて、経済的・思想的・職業的・
教育的・文化的に、あらゆる意味から現代文化に取り残され、虐げられている人々のため
に働くことを決意させたからだ』と、語った。この年から日本ライトハウスには、詳細な
事業報告書が完備されるようになり、今日までの活動の推移を克明に知ることができる。
ここに至って岩橋は、実践の砦の主として掲げた理想を現実に移し、1936（昭和 11）年 4
月 19日、自分を盲人福祉事業に誘い、ライトハウス建設を決意させたロファス・グレーブ
ス・マザー夫妻を招いて、世界で 13番目のライトハウスの開館式を挙行した」（『わが国の
障害者福祉とヘレン・ケラー ――自立と社会参加を目指した歩みと展望』2002:21）と、
述べている。 
 
注 
 
1) 『視覚障害』259号（2009）に、原田良實が「先先達に学び、業績を知る」のシリーズ
で、「名古屋の地で教育・福祉向上に尽力 片岡好亀先生」と題して書いた文中に、
筆者が直接片岡から聞いたこととして記されている。 
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2) 阿佐博『中村京太郎――目を閉じてみるもの』（日本盲人福祉研究会,1987:52）に見え
る。 
3) 熊谷鉄太郎『薄命の記憶』で、彼が英語を学びたいと考えた理由に二つを挙げている。
その一つは、日本には読むべき点字書がないという事実に反し、好本督の『真英国』
によると、英国には内外古今の名著が点字で出版されている、それを読みたいという
ことであった。二つめは、いまでは自分の命となっているキリスト教にわからないこ
とが沢山ある、これをキリスト教の育った欧米の言語で直接学びたいということであ
った。 
4) 本間伊三郎『源流を探る――大阪の盲人福祉』に見える。 
5) この書簡は、『中村京太郎伝』に収載されているものを使用した。 
6) この会議は、「The International coference of the blind」と呼ばれるものであるが、
これを呼ぶのに我が国では幾通りかの呼称が見られる。本論文では、「国際盲人事業
家会議」の呼称を採用したが、ここでは、中村京太郎自身が「国際盲人社会福祉会議」
の呼称を使用しているので、敢えて統一はしなかった。恐らく「中央盲人福祉協会」
の趣旨に添ってそう呼んだものと思われる。 
7) 中村京太郎の出した『あけぼの』も、いくつかの号が筑波大学付属視覚特別支援学校
資料室に保存されていたのが最近確認された。創刊号もその一つである。 
8) 岩橋のエディンバラ大学での修士獲得に就いては、室田保夫に現地調査の報告がある。 
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結びに代えて 
 
 この研究は、「近代日本における『盲人福祉』の源流についての研究」として、好本督・
中村京太郎・熊谷鉄太郎の 3人の業績と思想を論じた。とりわけ 3人の系譜として個々の
生涯のみならず、その連続性に注目し、歴史的な背景とともに、その位置や意義を考察し
た。彼等の、我が国の盲人社会に残した業績は、盲人による人権の獲得や盲人の生活の近
代化という基礎づくりを基盤としてなされた新しい盲人福祉史の源流として評価されるべ
きものである。 
 具体的にいうと、好本督が『真英国』を出版して、その中の「英国の盲人」でイギリス
の進んだ盲教育や盲人福祉を我が国の盲人社会に紹介した 1902（明治 35）年から、中村京
太郎と熊谷鉄太郎が、ニューヨーク市で行われた「国際盲人事業家会議」に日本代表とし
て出席した 1931（昭和 6）年までを取り上げ、好本督・中村京太郎・熊谷鉄太郎の系譜を、
近代日本における盲人福祉の源流の一つとしてその活動を明らかにしようとしたのである。
岩橋武夫が、マザー夫妻を招いて、ライトハウスの開館式を行った 1936年はすぐこの後に
つづく。 
 キリスト教的精神が最もよく培われたオックスフォードで学んだ好本督は、その地で学
んだ隣人愛からイギリスの盲人福祉を我が国の盲人社会に紹介したのであった。それは、
自身も弱視というハンディキャップをもつ身として、遅れた我が国の盲人社会の隣人たち
へ、盲人たちが文明社会に積極的に生きているイギリスの盲教育や盲人福祉を紹介し、そ
の啓蒙と改良を試みようとしたからである。彼は、1902年に「英国の盲人」でそれを行っ
た。さらにイギリスにおける盲人福祉の研究を深め、1906年には、「英国の盲人」を整頓
増補した『日英の盲人』を点字本とともに出版し、イギリスの「内外盲人協会」（British and 
foreign blind Association）をモデルとした「日本盲人会」を計画し、実践に移した。こ
れは、鍼治按摩や音曲を職業としてきた我が国の盲人社会ではその職業教育や権利保全が
第一であったのに対して、盲人が文明社会に取り残されないようにとしてなされた点字図
書の出版や高等教育への援助などを目指すものであった。 
 この試みは、資金不足が原因で、挫折する結果となった。しかし、この「日本盲人会」
の構想は、現在の盲人福祉事業に繋がっていく原型であり、近代日本における盲人福祉の
一つの源流であった。好本督は、その後、実業に転じ、盲人福祉のための資金づくりに専
心することとなる。そして、自らが成し得なかった盲人福祉事業の夢を託す指導者を育成
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する側に回ったのであった。そうして好本によって選ばれたのが中村京太郎と熊谷鉄太郎
であった。 
 中村京太郎は、好本の援助を得て、全盲の人としては最初のイギリス留学を果した。そ
こで中村は、盲教育を中心に多くのことを学んだ。彼が成した最大の盲人福祉事業は、『点
字大阪毎日』の主筆としての活動であったことは言うまでもないが、その以前に、秋元梅
吉などと行った「盲人キリスト信仰会」の活動は、好本督の資金に支えられ、まさに好本
が抱きつづけてきた盲人福祉への夢の実現であった。『点字大阪毎日』の主筆となって以後、
点字投票公認運動では点字の市民権獲得に向けて健筆を奮い、また、長く悲惨な状態に放
置されていた盲女子の保護の問題に取り組んだ。盲学校出身の盲女子のために、職業教育
と、キリスト教的精神を中心とした修養によって自立した社会人として世に送り出す施設
「関西盲婦人ホーム」を越岡ふみとともに設立した。 
 熊谷鉄太郎は、東京盲唖学校に在学中、好本督の「英国の盲人」に触れ、イギリスの進
んだ盲教育や盲人福祉を通して新しい世界と文化の光に目覚めた。そして、英語学習への
意欲と新職業への憧れを抱いた。彼は、好本の援助を得て関西学院神学部に学び、牧師の
道を歩むこととなった。大阪の市岡で伝道に従事するかたわら、「東亜盲人文化協会」を構
想し、その実現に努力したが、不運な出来事がつづいて、実現を見なかった。その「東亜
盲人文化協会」は、彼に夢を与えつづけた好本の「英国の盲人」の具体化であり、好本の
「日本盲人会」の発展であった。その語熊谷は、盲人文化運動を次々と企画し、盲人社会
の文化向上のために活動した。また、彼の自伝を通しての文書伝道は、我が国の多くの盲
人たちを力づけ、自立した人間として世に立つことを助けた。 
 中村京太郎と熊谷鉄太郎は、盲人福祉の上で大きな流れを生む節目にその活躍を示して
いる。中村は、点字投票公認運動に『点字大阪毎日』の主筆として大きな働きを見せた。
また、「中央盲人福祉協会」主催の「全国盲人保護並びに失明防止事業会議」で、「国際盲
人社会事業会議」の帰朝講演を行っている。熊谷は、1922年の「全国盲人文化大会」の中
心にいて、その推進力となったことが自伝の記事から読み取れる。この大会は、全国規模
で、多数の参加者を集めた集会としては、最初のものであった。 
 とりわけ中村京太郎と熊谷鉄太郎の二人が、特筆されなければならないのは、全盲の二
人が、1931年にニューヨーク市で開かれた「国際盲人事業家会議」に日本代表として出席
したことである。このことに関連して、1937（昭和 12）年に来日したヘレン・ケラーが、
『関門日日新聞』に、日本の聾盲唖者の福祉事業に関しては、ライトハウスを除けば、『点
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字大阪毎日』を主体とした点字出版関係と、キリスト教の精神基盤を背景にした熊谷鉄太
郎をはじめとする盲人キリスト教徒のみであると語っているのは、恐らく「国際盲人事業
家会議」での中村京太郎や熊谷鉄太郎の印象が残っていたからであろう。 
 好本督が、我が国の盲人福祉事業を振り返ってその感慨を漏らした一文がある。それは、
「かく祈りつつ、神に聴きつつ、御導きのままに進むうちに、点字聖書も完成されたので
す。また、盲界の人物養成の道も開かれ、我が国の盲教育とその福祉にとって大事な文献
もでき、それに関する世論も朝野に喚起されて、その教育と福祉の事業が全国的に開かれ、
（中略）併し蒔いた種が意外なところに落ちて、意外に善き実を結んだ例も多くあります。
例えば、『大毎』の点字新聞や、今日の戦災失明者保護事業などがそれであります。また盲
人信者たちによりてキリスト教書類中百余種の良書が点字で出版されたり、昭和 5年盲女
子の保護救済のために模範的ホームが設けられたり、或いは、その性質において外国に劣
らぬ点字図書館や『ライト・ハウス』が創立されたり致しました」（好本 1949:154-155）
というもので、そこには、「日本盲人会」での苦い挫折から、中村京太郎や熊谷鉄太郎の時
代を経て岩橋武夫のライトハウスにまで発展した盲人福祉事業が回顧されている。 
 好本督によって目指された盲人福祉の夢が、岩橋武夫や秋元梅吉によって引き継がれ、
実を結んでいったことを好本の感慨はよく伝えている。言うまでもなく岩橋武夫や秋元梅
吉は現在行われている視覚障害者に対する福祉事業の生みの親といった存在であることに
だれも異議を差し挟む者はいないであろう。 
 最後に、冒頭の「はじめに」で指摘した課題について若干触れておきたい。戦後の視覚
障害者の置かれた社会環境に眼を転じてみると、新憲法による基本的人権の保障、また身
体障害者福祉法の成立は、障害者の生活の向上と自律に大きな力となった。そうして、長
年求めつづけてきた義務教育制の完全実施も学校教育法の成立によって実現したのである。
さらに全国組織である「日本盲人会連合」の結成を見ることとなる。こうしたことは、戦
前の盲人会がどの大会でも決議したことであった。また、高等教育に挑戦する視覚障害者
も多数出てくるようになり、大学側もその受け入れ態勢を整え始める。しかし、点字教科
書問題は依然として貧弱な施策のままに戦後長く放置されてきたことを忘れてはならない。
それに、長年求めつづけてきた雇用の問題も含めて、新職業の開発は果たしてどこまで進
んだであろうか。 
 好本督が取り組もうとした盲人福祉事業をここでもう一度思い起こしてみよう。彼が夢
見た盲人福祉の大半は、確かに実現を見たかもしれない。それとともに、中村京太郎が、
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『点字大阪毎日』の「評壇」で発言しつづけたことは、果たしてどの程度まで達成できた
かを考えてみたい。そして、晩年の熊谷鉄太郎の「見果てぬ夢」が、どれだけ実現できた
社会となっているかを我々は追求していかなければならない。このほど国の新しい障害者
基本計画の原案がまとまったというニュースを『点字毎日』4656号（2013・9・8発行）が
報じている。それによると、この基本計画は、障害者基本法に基づく第三次と位置づけら
れ、初めての五ヵ年計画となる。障害者の自立と社会参加を支援するための施策を 50分野
に整え、期間中に政府が講ずべき基本的な方向性と一部で数値目標を示している。基本的
な考えを総論として記述するが、障害者基本法に基づく「基本理念」と「基本原則」を改
めて掲げた上で、各分野に共通する横断的視点として、五つの基本姿勢を示した。一つめ
は、「障害者の自己決定の尊重および意志決定の支援」である。次には「当事者本位の総合
的な支援」が挙げられている。三つめは、「障害特性を配慮した支援」である。四つめは、
「アクセシビリティの向上」を取り上げている。最後に、「総合的かつ計画的な取り組みの
推進」が加えられているのである。この原案は、言うまでもなく、まだ実施に移されたも
のではない。しかし、基本的な考えは、変わることはないであろう。これらの五つは、こ
とばは変わっていても、好本督がイギリスの盲人福祉を我が国に紹介した理念と大きく隔
たるものではない。 
 さて、この研究は、あくまでも好本督・中村京太郎・熊谷鉄太郎の系譜に限って考究し
たもので、そのために「近代日本における『盲人福祉』の源流についての研究」としたの
である。言うまでもなく、この研究は、次の岩橋武夫や秋元梅吉の研究へと展開しなけれ
ばならない。振り返って考えてみれば、岩橋武夫や秋元梅吉の研究に比べて、この好本督・
中村京太郎・熊谷鉄太郎の系譜は、その意義の大きさに比して、研究が手薄な分野であっ
た。何よりもそれがこの研究に取り組ませた理由であった。 
 いま研究を終えるにあたって、好本督・中村京太郎・熊谷鉄太郎の系譜が、我が国の盲
人福祉に果した役割とその意義を明らかにする所期の目的を果して、ひとまずここで筆を
擱くこととするが、残された問題については今後筆者に課せられた課題としておきたい。 
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『長崎慈善会二十五年誌』（長崎盲唖学校二十五年誌他,1917） 
『創立六十年誌』（長崎県立盲学校,1958） 
梶本勝史『新聞報道でよみがえった私立佐世保盲唖学校』（2001） 
『50周年記念誌』（佐賀県立盲学校,1975） 
『大分県立盲唖学校規定』（大分県立盲唖学校,時期不詳） 
『創立五十周年記念誌』（大分県立盲学校,1958） 
『創立二十周年記念誌』（熊本県立盲唖学校,1931） 
『本校教育要覧』（熊本県立盲唖学校,1935） 
『熊本県立盲学校創立 70周年記念誌』（熊本県立盲学校,1981） 
『記念誌創立 50周年』（宮崎県立盲学校,1960） 
『あなたの両眼をいくらなら売りますか――身障者の発生防止を希って』（宮崎県立盲学校
創立五十周年記念事業実行委員会,1961） 
『鹿児島県立盲唖学校要覧鹿児島県立盲唖学校創立三十周年記念』（鹿児島県立盲唖学
校,1933） 
『侍従御差遣改築落成記念誌』（鹿児島県立盲唖学校,1936） 
『創立四十周年記念誌』（鹿児島県立盲唖学校,1943） 
『復刊南雲総次郎一生記（口述筆記）』（鹿児島県立鹿児島盲学校,1979） 
『創立 90週年記念誌』（鹿児島県立鹿児島盲学校,1993） 
有馬清一『南雲総次郎の生涯 改訂版 2版』（鹿児島県立鹿児島盲学校同窓会,2003） 
『沖縄盲教育 50年のあゆみ』（沖縄盲学校,1971） 
『創立 60周年記念誌』（沖縄県立沖縄盲学校,1983） 
『私立台北盲唖学校規則』（私立台北盲唖学校,1910） 
『台北州立台北盲唖学校一覧』（台北州立台北盲唖学校,1932） 
『台南慈恵院一覧』（台南慈恵院,1915） 
『総督府済生院を訪ふ記 朝鮮及満州』第 83号（1914） 
『朝鮮盲唖者統計要覧』（総督府済生院,1921） 
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『創立二十五年朝鮮総督府済生院盲唖部』（朝鮮総督府済生院盲唖部,1938） 
「済生院卒業生の活動状況」『『朝鮮社会事業』第 18巻第 5号（1940） 
金竜燮（「1998）朝鮮総督府に関する一考察――盲唖部を中心に――」『九州大学大学院教
育学研究紀要』創刊号 
※この項は、岸博実の作成になる未公開資料を参照した。 
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あとがき 
 
 本研究に取り組んだのは、2008年 4月、関西学院大学大学院人間福祉研究科博士課程後
期課程に入学した時からで、満六年の歳月が流れた。72歳から 78歳にかけてである。64
歳で完全失明し、「日本ライトハウス」でリハビリテーションを受けた後、社会福祉を学び
始めてから 11年目ということになる。多くの人の援助を受け、本研究の一区切りまでに至
った。 
 私は、生来、視力が弱く、両眼ともに 0.04という見え方であった。しかし、眼を近づけ
れば、どんな小さい字も読めたので、読書には不自由を感じたことはない。大学を卒業す
るまで、普通の学校生活を送ってきた。社会に出てからは、高等学校で、国語の教員とし
て長く勤めたのであるが、早くに白内障となり、何度か手術を重ねるうちに、網膜剥離に
よって失明に至ったのである。私が、本論文を完成させた大きな力となったのは、国語化
教員としての知識と、65歳を過ぎて習得した点字の読み書きであった。それに、言うまで
もなく、音声ソフトを使ったパソコンの利用があったからである。 
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資料 
『点字大阪毎日』総目次（大正編） 
 
〈解題〉 
 『点字大阪毎日』は、大正１１年５月１１日に創刊された、毎週木曜日発行の点字週刊
誌である。毎号１６ページで、時局に合わせて時事問題を取り上げたり、盲人にとって知
りたい知識やニュースを掲載している。主筆である中村京太郎は、おりおりに自分の意見
を述べる欄をとってきたが、大正 11年 9月 21日発行の第 20号から「巻頭言」とは断って
いないが、巻頭にさまざまな話題を取り上げて自分の意見を述べることが多くなった。昭
和に入ってから「評壇」の欄を設けて健筆を奮った。「評壇」が最初に「目次」に見えるの
は、大正 15年 9月 16 日発行の第 227号である。「スタイルの音」は、読者欄である。 
 
  大正１１年（創刊号から第３４号まで） 
・第１号（大正１１年５月１１日発行） 
「目次」  発刊の言葉。  首相の祝辞。  文相の祝辞。  ゼノア会議。 
支那擾乱――奉勅戦争。  英国皇太子のご来遊。  入れ目で見える。  ジー氏の演
奏会。  血に就いての研究。  肺病患者が治る。  ５月の園芸。  外国の 
点字雑誌と新聞。  盲界便り。  スタイルの音。  事件の歩み。  編集室より。 
・２号（大正１１年５月１８日発行） 
「目次」  内閣改造打ち切り。  奉天軍の大敗。  山東の撤兵完了。  加州土地
法は無効。  実業学校差別撤廃。  女人ばかりの能楽。  点字新聞の必要に就いて。  
改正治安警察法に就いて。  尾崎氏の意見。  北海道名物アイヌ。  半盲青年の努
力。  外国語点字雑誌と新聞。  恩讐の彼方に（つづき）。  盲界便り。  事件の
歩み。  編集室。 
・３号（大正１１年５月２５日発行） 
「目次」  ゼノア会議終了。  東三省独立。  盲声楽家リトルウッド氏轢き殺さる。  
漢文と習字の廃止。  文明利器を携えて北極へ。  盲人の濃い団結。  さらば日本
国民よ。  フランスにも盲人文化大会。  安心できぬ消毒。  内相の点字新聞参観。  
朝の村（短詩）。  小説恩讐の彼方に（３）。  盲界便り。  スタイルの音。  事
件の歩み。  読者諸君より。  祝賀状をいただき深く謝す。 
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・４号（大正１１年６月１日発行） 
「目次」  六月の暦。  ロシアと欧州。  その後の支那政局。  自ら見た大阪。  
社告。  盲人に対する社会教育。  ボストンより。  無代配布の外国点字雑誌。  煙
草は黴菌を殺さない。  小説恩讐の彼方に（４）。  環夫人演奏会。  盲界便り。  ス
タイルの音。  事件の歩み。 
・５号（大正１１年６月８日発行） 
「目次」  再び改造問題。  ドイツ賠償問題。  汝総統辞職す。  社会的疾病。  
賑わう東京府下の一模範村。  食物献立の陳列。  蚤取り粉と蚊遣り線香。  点字
本屋の番頭さん。  恩讐の彼方に（５）。  盲界便り。  事件の歩み。 
・６号（大正１１年６月１５日発行） 
「目次」  政友会内閣瓦壊。  辻内閣問題。  一足ずつ。  ロシア飢饉民に。  点
字投票有効。  ビタミンの話。  可愛らしい朝鮮娘の集まり。  軍楽隊の管弦楽。  
活動博へ盲人を招待。  恩讐の彼方に（６）。  盲界便り。  スタイルの音。  事
件の歩み。 
・７号（大正１１年６月２２日発行） 
「目次」  加藤新内閣。  南北統一の機運。  ヘーグ会議。  二十五年の回顧。  
夏の草花。  入梅と人殺し。  英国で奨学金給与生募集。  加藤新首相。  恩讐
の彼方に（７）。  盲界便り。  スタイルの音。  事件の歩み。 
・８号（大正１１年６月２９日発行） 
「目次」  シベリア撤兵決定。  欧米の現状。  支那の軍備縮小運動。  盲人葛
原勾当の日記（１）。  発行以来４２年のプログレス。  蝿が運ぶ病原菌。  メリー
内親王に盲人の献上物。  ゴーリキー氏はドイツに。  恩讐の彼方に（８）。  紡績
工場の歌。  盲界便り。  スタイルの音。  事件の歩み。 
・９号（大正１１年７月６日発行） 
「目次」  7月の暦。  東伏見宮薨去。  外相暗殺後のドイツ。  国際精神と教
育。  女教員大会。  カナリアの学校。  編集室より。  葛原勾当の日記（２）。  
家庭の話。  邦楽教育調査会の決議と建議。  欧州盲界近況。  恩讐の彼方に（９）。  
スタイルの音。  盲界便り。  事件の歩み。 
・１０号（大正１１年７月１３日発行） 
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「目次」  欧米のストライキと擾乱。  支那の馬賊。  各地の温度。  葛原勾当
の日記（３）。  通俗巡回文庫と露天文庫。  体中の無用な道具。  ドイツ失明軍人
の大会。  盲音楽家の逸話。  恩讐の彼方に（１０）。  お星さまが出たら（短詩）。  
盲界便り。  スタイルの音。  点字聖書の特価紹介。  事件の歩み。 
・１１号（大正１１年７月２０日発行） 
「目次」  倹約勉強主義の実行。  暗雲に閉ざされた欧米諸国。  に 高地方撤兵。  
葛原勾当の日記（４）。  音楽習いたさに密入国した少年。  飢えたる者へ。  赤ん
坊の展覧会。  紫外線の話。  保育夫のお巡りさん。  日本に珍しい共産村。  恩
讐の彼方に（１１）。  スタイルの音。  盲界便り。  事件の歩み。 
・１２号（大正１１年７月２７日発行） 
「目次」  海外の形勢。  ジャンクで太平洋横断。  後ろ影を見送って。  葛原
勾当の日記（５）。  灯台の渡り鳥。  支那盲人の英国見物。  浜寺のテント村。  紫
外線の話（中）。  恩讐の彼方に（１２）。  （短詩）蜩。  第１回懸賞文募集。  ス
タイルの音。  盲界便り。  事件の歩み。 
・１３号（大正１１年８月３日発行） 
「目次」  8月の暦。  事件の歩み。  内外の形勢。  最近支那を去ったえろし
ぇんこ氏。  ピアス党首のロウマンス。  紫外線の話（下）。  恩讐の彼方に（１３）。  
砂を食う日本人。  東京市の掃き溜めから電気が起こる。  ろんどん便り。  神戸
より。  スタイルの音。  （葛原勾当の日記は原稿不着の為今回は休み）。 
・１４号（大正１１年８月１０日発行） 
「目次」  第１回懸賞文募集。  事件の歩み。  内外の形勢。  盲人の裁判官。  
盲界便り。  葛原勾当の日記（６）。  虫の鳴き声。  吾輩の素姓（結核菌の身の上
話）（１）。  恩讐の彼方に（１４）。  編集室より。  スタイルの音。 
・１５号（大正１１年８月１７日発行） 
「目次」  内外の形勢。  事件の歩み。  イギリスの盲人は何をしてゐる？。  葛
原勾当の日記。  吾輩の素姓（結核菌の身の上話）。  童謡「泣く子盗ろ」。  スタ
イルの音。  盲界便り。  小説恩讐の彼方に。  編集室より。 
・１６号（大正１１年８月２４日発行） 
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「目次」  内外の形勢。  逝けるグリフィス氏。  事件の歩み。  重複と無駄骨
折り。  葛原勾当の日記。  吾輩の素姓（結核菌の身の上話）。  点字読み方競争会。  
小説恩讐の彼方に。  スタイルの音。  新刊紹介。 
・１７号（大正１１年８月３１日発行） 
「目次」  葛原勾当の日記。  盲女子語学教師。  事件のいろいろ。  小説恩讐
の彼方に。  吾輩の素姓（結核菌の身の上話）。  富士の歌。  盲界便り。  スタ
イルの音。 
・１８号（大正１１年９月７日発行） 
「目次」  9月の暦。  若き鍼按家よ立て。  米国盲人の統計。  事件のいろい
ろ。  小説恩讐の彼方に。  葛原勾当の日記。  英国盲界頼り。  愛媛より。  盲
界便り。 
・１９号（大正１１年９月１４日発行） 
「目次」  葛原勾当の日記。  匂いで色を見分ける不思議な盲唖の娘。  事件のい
ろいろ。  小説恩讐の彼方に。  吾輩の素姓。  イギリス盲界便り。  盲界便り。  
スタイルの音。 
・２０号（大正１１年９月２１日発行） 
「目次」  盲教育者の覚醒を促す。  葛原勾当の日記。  事件のいろいろ。  小
説恩讐の彼方に。  吾輩の素姓。  アメリカ盲界便り。  各府県の鍼灸按試験。  ス
タイルの音。 
・２１号（大正１１年９月２８日発行） 
「目次」  盲教育者の覚醒を促す。  この夏の日記より。  事件のいろいろ。  小
説恩讐の彼方に。  吾輩の素姓。  盲界便り。  スタイルの音。  点字書新刊紹
介。 
・２２号（大正１１年１０月５日発行） 
「目次」  10月の暦。  第１回懸賞文発表。  この夏の日記より。  事件のいろ
いろ。  （小説）恩讐の彼方に。  吾輩の素姓。  盲界便り。  スタイルの音。  
編集室より。  紹介。 
・２３号（大正１１年１０月１２日発行） 
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「目次」  盲人講演会。  懸賞文発表。  この夏の日記より。  紹介。  事件
のいろいろ。  小説恩讐の彼方に。  盲人ジョンストン博士の講演。  盲界便り。  
スタイルの音。 
・２４号（大正１１年１０月１９日発行） 
「目次」  予告（第１回盲人講演会の予告の通り）。  懸賞文発表。  天文博を見る。  
事件のいろいろ。  恩讐の彼方に。  コレラの起源。  ロンドンより。  盲界便
り。  紹介。 
・２５号（大正１１年１０月２６日発行） 
「目次」  社告。  懸賞文発表。  天文博を見る。  事件のいろいろ。  恩讐
の彼方に。  盲人ジョンストン博士の講演。  盲界便り。 
・２６号（大正１１年１１月２日発行） 
「目次」  社告。  盲人講演会。  事件のいろいろ。  教育記念日。  スタイ
ルの音。  紹介。 
・２７号（大正１１年１１月９日発行） 
「目次」  不就学盲児童の救済。  鍼灸医師法の怪。  盲人に西洋音楽。  思想
を見ぬ人々へ。  京都盲人文化大会。  事件のいろいろ。  盲人教育の方針。  廃
寺の月。  短詩四章。  習作 秋。  （講談）板垣退助。  盲界便り。 
・２８号（大正１１年１１月１６日発行） 
「目次」  最近の欧米盲人状態。  検事の栄進に就いて。  点字書紹介。  事件
のいろいろ。  （講談）板垣退助。  新文化に対する盲人の貢献。  盲界便り。  ス
タイルの音。 
・２９号（大正１１年１１月２３日発行） 
「目次」  盲人の宝庫。  ロシア飢饉地盲人救済基金。  募集 新年号詩歌募集。  
事件のいろいろ。  板垣退助。  最近の欧米盲人状態。  盲界便り。  スタイル
の音。 
・３０号（大正１１年１１月３０日発行） 
「目次」  最近の欧米盲人状態。  童謡二つ。  事件のいろいろ。  （講談）板
垣退助。  盲人の保護。  盲界便り。  社告。 
・３１号（大正１１年１２月７日発行） 
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「目次」  盲人の保護。  増えつつあるロシア盲人の為に。  事件のいろいろ。  
（講談）板垣退助。  ロシアから帰ったえろしぇんこ氏。  盲界頼り。  スタイル
の音。  ロシア盲人救済金報告。 
・３２号（大正１１年１２月１４日発行） 
「目次」  ロシアの飢饉に就いて。  編集室より。  事件のいろいろ。  （講談）
板垣退助。  第五回フランス盲人大会。  盲界便り。  スタイルの音。  ロシア
飢饉地盲人救済金報告。 
・３３号（大正１１年１２月２１日発行） 
「目次」  本年の盲界を顧みて。  第二回万国エスペランチスト大会。  クリスマ
スの前夜。  ロシア飢饉地盲人救済義捐金報告。  事件のいろいろ。  （講談）板
垣退助。  鍼灸医師法に就いて。  キャンベル嬢の在校五十年記念会。  盲界便り。 
・３４号（大正１１年１２月２８日発行） 
「目次」  今年を顧みて。  ロシアの我が友。  ロシア盲人救済金報告。  編集
室より。  事件のいろいろ。  板垣退助。  盲界便り。  スタイルの音。  紹
介。  欧米の盲界。 
 
  大正１２年（第３５号から第８６号まで） 
・第３５号（大正１２年１月４日発行） 
「目次」  社告。  新年を迎えて。  短歌。  妹に酔う心。  俺よりお前は偉
い。  慈善家の心。  事件のいろいろ。  ロシア飢饉盲人救済金報告。 
スウェーデン盲人の父ランドバー氏。  奥さんにも丁寧な挨拶。  短歌。  編集室
より。  （講談）板垣退助。  めくらを労わるいじらしい鼠。  短歌 俳句 短詩。  
新年の点字雑誌。 
・第３６号（大正１２年１月１１日発行） 
「目次」  社告。  殺すなかれ、盲人を持つ家族に。  ロシア飢饉地盲人救済金報
告。  事件のいろいろ  私の願いは聴かれた。  盲界便り。  本社慈善団の概況。  
スタイルの音。 
・第３７号（大正１２年１月１８日発行） 
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「目次」  懸賞文募集。  盲人講演会。  ロシア飢饉盲人救済金報告。  事件の
いろいろ。  盲界エピソード。  盲界便り。  （講談）板垣退助。  スタイルの
音。  紹介。 
・第３８号（大正１２年１月２５日発行） 
「目次」  無線電話に就いて。  ロシア飢饉地盲人救済金報告追加。  事件のいろ
いろ。  盲界エピソード。  盲界便り。  （講談）板垣退助。  紹介。  イギ
リスより。 
・第３９号（大正１２年２月１日発行） 
「目次」  盲人紐に就いて。  愛の手紙。  事件のいろいろ。  盲界エピソード。  
盲界便り。  （講談）板垣退助。  紹介。  最近の英国点字雑誌より。  懸賞文
募集。 
・第４０号（大正１２年２月８日発行） 
「目次」  社告。  盲人は西洋音楽語れ。  暁の山の雲。  事件のいろいろ。  盲
界エピソード。  盲界便り。  （講談）板垣退助。  人格者を校長に選べ。  ス
タイルの音。 
・第４１号（大正１２年２月１５日発行） 
「目次」  点字国定教科書の販売に就いて。  盲人紐の宣伝。  東京の梅の名所。  
事件のいろいろ。  盲界エピソード。  盲界便り。  （講談）板垣退助。  最近
の米国点字雑誌より。  スタイルの音。 
・第４２号（大正１２年２月２２日発行） 
「目次」  鍼灸マッサージ家の社会奉仕に就いて。  赤紐に対する一教育者の叫び。  
編集室より。  事件のいろいろ。  盲界便り。  （講談）板垣退助。  ドイツ盲
女協会の近況。  点字書紹介。  スタイルの音。 
・第４３号（大正１２年３月１日発行） 
「目次」  日本盲界の一解決。  顔面神経麻痺と催眠術。  タイプライターの紹介。  
事件のいろいろ。  盲界エピソード。  盲界便り。  板垣退助。  欧米の盲界。  
スタイルの音。 
・第４４号（大正１２年３月８日発行） 
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「目次」  まず盲教員養成機関の充実を図る。  青年の不真面目。  編集室より。  
事件のいろいろ。  盲界エピソード。  盲界便り。  （講談）板垣退助。  万国
盲人エスペランチストの活動。  スタイルの音。 
・第４５号（大正１２年３月１５日発行） 
「目次」  朝鮮の盲唖教育に就いて。  ただ一つの恩。  今年多いだいし病。   
事件のいろいろ。  盲界エピソード。  盲界便り。  板垣退助。  外国盲界時報  
スタイルの音。 
・第４６号（大正１２年３月２２日発行） 
「目次」  警戒を要するめくら杭。  盲人にも宣伝デー。  事件のいろいろ。  盲
界エピソード。  盲界便り。  板垣退助。  ストックホルム盲学校参観記。  編
集室より。  スタイルの音。 
・第４７号（大正１２年３月２９日発行） 
「目次」  鍼按界の新霊力。  マッサージと欧米盲教育者の態度。  事件のいろい
ろ。  盲界エピソード。  盲界便り。  （講談）板垣退助。  疲労と甘いもの。  
スタイルの音。 
・第４８号（大正１２年４月五日発行） 
「目次」  第二回懸賞文発表。  事件のいろいろ。  盲界エピソード。  盲界便
り。  板垣退助。  発明博覧会。  編集室より。 
・第４９号（大正１２年４月１２日発行） 
「目次」  木下博士の所説を駁す。  今年の医学大会。  事件のいろいろ。  盲
界便り。  （講談）板垣退助。  草花の種蒔き時。  イヤード博士の置き土産。  新
刊紹介。 
・第５０号（大正１２年４月１９日発行） 
「目次」  奨学資金を設けよ。  我が国の死亡率。  メートル法の宣伝。  事件
のいろいろ。  盲界便り。  板垣退助。  Ｙさんからの手紙。  アメリカ帰りの
伊藤忠。  虱を見たことがあるか。 
・第５１号（大正１２年４月２６日発行） 
「目次」  洋楽科を設置した大阪盲学校。  学児の死亡率。  春酣のわが楽題。  事
件のいろいろ。  盲界便り。  板垣退助。  統計に表れたるイギリスの盲人。  ス
タイルの音。 
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・第５２号（大正１２年５月三日発行） 
「目次」  社告。  若き盲教育者に告ぐ。  肺結核の伝染経路。  事件のいろい
ろ。  盲界便り。  私の思い出。  スタイルの音。  紹介。 
・第５３号（大正１２年５月十日発行） 
「目次」  驚くべき日本の盲界。  医者より見たる盲人マッサージ手。  今後の盲
人は西洋音楽へ。  イギリス盲界の中央機関。  （講談）大久保彦左衛門。  事件
のいろいろ。  盲界便り。  （探偵小説）稲妻物語。 
・第５４号（大正１２年５月１７日発行） 
「目次」  暗黒界の偉人杉山和一。  文部省がレコードを推薦。  浴剤スプリング。  
事件のいろいろ。  盲界便り。  （講談）大久保彦左衛門。  イギリス盲界の中央
機関。 
・第５５号（大正１２年５月２４日発行） 
「目次」  聞き捨てならぬＦ博士の所論。  また山に夏が来た。  クライスラーを
聴いて。  事件のいろいろ。  盲界便り。  （講談）大久保彦左衛門。  イギリ
ス盲界の中央機関。  スタイルの音。 
・第５６号（大正１２年５月３１日発行） 
「目次」  秩父宮殿下大臨。  藤波博士の盲人マッサージ手の説に就いて。  事件
のいろいろ。  盲界便り。  大久保彦左衛門。  英国皇后、点字図書館を訪わる。  
スタイルの音。 
（『点字大阪毎日』号外あり。） 
・５７号（大正１２年６月７日発行） 
「目次」  夏の子供の食品。  藤波博士の盲マッサージ手の説に就いて。  もくそ
う■の鍼灸。  事件のいろいろ。  盲界便り。（講談）大久保彦左衛門。  文相の訓
示。  スタイルの音。 
・第５８号（大正１２年６月１４日発行） 
「目次」  二週間を光って暮らす。  藤波博士の盲マッサージ手の説に就いて。  事
件のいろいろ。  盲界便り。  （講談）大久保彦左衛門。  無線電話の音楽会。  ス
タイルの音。 
・第５９号（大正１２年６月２１日発行） 
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「目次」  新職業メガネの検定。  藤波博士の説に就いて。  事件のいろいろ。  盲
界便り。  大久保彦左衛門。  ドイツ失明軍人のマッサージ及び音楽。  紹介。  ス
タイルの音。 
・第６０号（大正１２年６月２８日発行） 
「目次」  夏向きの展覧会。  オイシ・ヘイラーに就いて。  蓄音機の長所と短所。  
事件のいろいろ。  盲界便り。  大久保彦左衛門。  ドイツ失明軍人の音楽及びマ
ッサージ。  スタイルの音。 
・６１号（大正１２年７月５日発行） 
「目次」  笛の名人の演奏会で。  醜業婦の為に一生を捧げた伊藤氏。  夏期大学
と講習会。  繰り返し繰り返し。  事件のいろいろ。  盲界便り。  （講談）大
久保彦左衛門。  盲人の色彩鑑別の実験。  スタイルの音。 
・６２号（大正１２年７がつ１２日発行） 
「目次」  梅干の効用。  夏期講習会。  杉山検校のなくなった年。  事件のい
ろいろ。  盲界便り。  大久保彦左衛門。  盲人の色彩鑑別の実験。  スタイル
の音。  無駄話。 
・６３号（大正１２年７月１９日発行） 
「目次」  温泉の本体。  海と山とのテント村。  事件のいろいろ。  盲界便り。  
大久保彦左衛門。  ろんどんより。  スタイルの音。 
・６４号（大正１２年７がつ２６日発行） 
「目次」  盲人の盲教育者。  ローリッシュ夫人の講演。  大きに同情して。  事
件のいろいろ。  盲界便り。  （新講談）大久保彦左衛門。  ウェールズより。  紹
介。  スタイルの音。 
・６５号（大正１２年８がつ２日発行） 
「目次」  盲人の盲教育者。  温泉の本体。  海へ山へ。  事件のいろいろ。  盲
界便り。  大久保彦左衛門。  盲人も墨字が読める。  無駄話。  スタイルの音。 
・６６号（大正１２年８月９日発行） 
「目次」  転地と栄養。  温泉の本体。  事件のいろいろ。  盲界便り。  （講
談）大久保彦左衛門。  つんぼも話は聞ける。  無駄話。  スタイルの音。  寄
贈雑誌。 
・６７号（大正１２年８月１６日発行） 
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「目次」  エスペラント大会の盲人部。  カップさん■小僧から大統領に。  新大
統領クーリッジ氏。  盲人の為の巡回教授。  事件のいろいろ。  盲界便り。  （講
談）大久保彦左衛門。  聾唖学校教師から。  大統領夫人へ。  耳から指から。  ス
タイルの音。 
・６８号（大正１２年８月２３日発行） 
「目次」  第一回巡回盲学会。  温泉の本体。  事件のいろいろ。  盲界便り。  
御慶寿を記念する事業のいろいろ。  耳から指から。  スタイルの音。  寄贈雑誌。 
・６９号（大正１２年８月３０日発行） 
「目次」  第一回巡回盲学会。  娼妓を救う道。  日本盲界の誇り。  事件のい
ろいろ。  盲界便り。  美しい盲人。  逝ける加藤子爵。  断片二つ。 
・７０号付録 
盲学校及聾唖学校令発布。  文部省は官報を以って（録音ミスで以下不明） 
・７０号（大正１２年９月６日発行） 
「目次」  盲学校令出づ。  盲学校及聾唖学校令。  事件のいろいろ。  盲唖学
校規定（省令）。 
・７１号（大正１２年９月１３日発行） 
「目次」  屍の間にさまよう罹災民。  飛行機の上から。  被害時報。  一大火
葬場の如き横浜市。  盲唖学校規定。  盲界頼り。 
・７２号（大正１２年９月２０日発行） 
「目次」  先んじた同情の手。  遭難者の実話。  週間の出来事。  地震と津波
に挟み撃ちされた三浦半島 伊豆半島を巡りて。  盲界頼り。  編集室より。 
・７３号（大正１２年９月２７日発行） 
「目次」  災害の予防に就いて。  週間の出来事。  盲界便り。  （探偵小説）
緑死病。  震源地に就いて。 
・７４号（大正１２年１０月４日発行） 
「目次」  よみうり■に歌われた安政の大地震。  震災後の出版界。  週間の出来
事。  盲界便り。  （探偵小説）緑死病。  震源地に就いて。  東盲師範部規定。 
・７５号（大正１２年１０月１１日発行） 
「目次」  日本橋から富士が見える。  地震と火事に平気な家。  週間の出来事。  
盲界便り。  緑死病。  茅ヶ崎より。  にんてつ■の地震。 
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・７６号（大正１２年１０月１８日発行） 
「目次」  灰の中から。  週間の出来事。  盲界便り。  探偵小説（緑死病）。  罹
災盲人救済団の活動。 
・７７号（大正１２年１０月２５日発行） 
「目次」  地震学の御進講。  失意昂ずる盲人に就いて。  週間の出来事。  盲
界便り。  緑死病。  娘に手を引かれて。  スタイルの音。 
・７８号（大正１２年１１月１日発行） 
「目次」  鮮人百名を救う。  少年団の後援会。  蓄音機のおじさん。  週間の
出来事。  盲界便り。  （探偵小説）緑死病。  最近ロシアの盲界。  耳から指
から。  紹介。 
・７９号（大正１２年１１月８日発行） 
「目次」  巡回職業紹介所。  テント病院。  衛生展覧会。  週間の出来事。  盲
界便り。  （探偵小説）緑死病。  最近のロシアの盲界。  帝都復興の歌。  紹
介。 
・８０号（大正１２年１１月１５日発行） 
「目次」  その身を見よ。  衛生上の復興策。  交通博覧会。  週間の出来事。  
盲界便り。  緑死病。  欧州点字雑誌界の近況。 
・８１号（大正１２年１１月２２日発行） 
「目次」  島田三郎氏逝く。  週間の出来事。  盲界便り。  緑死病。  耳か
ら指から。  紹介。  スタイルの音。  蟋蟀の歌。 
・８２号（大正１２年１１月２９日発行） 
「目次」  点字投票に就いて。  衛生上の帝都復興策。  週間の出来事。  盲界
便り。  緑死病。  耳から指から。  スタイルの音。  童謡。 
・８３号（大正１２年１２月６日発行） 
「目次」  新しい力の芽生え。  なぜ今年は暖かいか。  諺のいろいろ。  週間
の出来事。  盲界便り。  （探偵小説）緑死病。  耳から指から。  スタイルの
音。 
・８４号（大正１２年１２がつ１３日発行） 
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「目次」  大正１２年の盲界。  正月の飾りは国旗で沢山。  週間の出来事。  盲
界便り。  （探偵小説）緑死病。  本社の巡回を。  盲学会。  スタイルの音。  
耳から指から。 
・８５号（大正１２年１２月２０日発行） 
「目次」  大正１２年の盲界。  年末の本屋の景気。  週間の出来事。  盲界便
り。  緑死病。  新盲学校令の実施方針に就いて。  盲人も働くドイツのシーメン
ス会社。 
・８６号（大正１２年１２月２７日発行） 
「目次」  本年の回顧。  週間の出来事。  盲界便り。  （童謡）サンタクロー
ス。  緑死病。  オーストリアの盲界の近況。  スタイルの音。 
 
  大正１３年（第８７号から第１３８号まで） 
・第８７号（大正１３年１月３日発行） 
「目次」  改造の第一歩。  震災後の日本。  （ゲーテ作）ファウストの梗概。  盲
人諸君に望む。  （新作滑稽講談）人形師佐平。  （笑話）金満先生。 
・第８８号（大正１３年１月１０日発行） 
「目次」  日本国民歌成る。  無線電話の実施。  御事ども。  週間の出来事。  
選挙に関する英国盲人の声。  盲界便り。  新盲学校令に就いて鳥居氏に答う。 
・第８９号（大正１３年１月１７日発行） 
「目次」  放浪時代の記念物。  教育上の立場から見た普選実施。  東宮永田女王
両殿下の御事ども。  週間の出来事。  新盲学校令に就いて鳥居氏に答う。  盲界
便り。  （探偵小説）緑死病。  ローマの廃兵院を訪れて。  御成婚奉祝頌歌。 
・第９０号（大正１３年１月２４日発行） 
「目次」  社告。  御成婚に就いて感ずること。  山響り八時間にわたる。  週
間の出来事。  盲界便り。  緑死病。  （降霊カ）に就いて。  スタイルの音。 
・第９１号（大正１３年１月３１日発行） 
「目次」  御成婚を祝いまつりて。  御成婚記念事業。  百万部と百号。  週間
の出来事。  再び新盲学校令に就いて。  緑死病。  盲界便り。  スタイルの音。 
・第９２号（大正１３年２月７日発行） 
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「目次」  御成婚奉祝盲人会。  御成婚記念事業。  週間の出来事。  盲界便り。  
（新講談）若き日の光圀。  再び新盲学校令に就いて。 
・第９３号（大正１３年２月１４日発行） 
「目次」  ああ ウイルソン氏。  御成婚記念事業。  週間の出来事。  盲界便
り。  若き日の光圀。  盲学校令運用の方針に就いて。 
・第９４号（大正１３年２月２１日発行） 
「目次」  社告。  諮問案を読みて。  杉山検校に贈位。  オーケストラに就い
て。  週間の出来事。  盲界便り。  若き日の光圀。  新盲学校令に就いて。  初
めての盲女篤行姉。 
・第９５号（大正１３年２月２８日発行） 
「目次」  オーケストラに就いて。  雪の展覧会。  音楽界の一元老。  週間の
出来事。  盲界便り。  （新講談）若き日の光圀。  印度マドラスの訓盲院。  ス
タイルの音。 
・９６号（大正１３年３月６日発行） 
「目次」  社告。  盲唖学校長会議。  こうちょうしょう■大会。  週間の出来
事。  盲界便り。  若き日の光圀。  校長会議の答申書。 
・９７号（大正１３年３月１３日発行） 
「目次」  無電 活動写真 オーケストラに就いて。  週間の出来事。  盲界便り。  
若き日の光圀。  アメリカの盲学校。  スタイルの音。 
・９８号（大正１３年３月２０日発行） 
「目次」  小鳥の会。  オーケストラの聴き方。  月を射撃する。  週間の出来
事。  盲界便り。  若き日の光圀。  指で墨字を読む。  スタイルの音。 
・９９号（大正１３年３月２７日発行） 
「目次」  オーケストラに就いて。  人工温泉薬。  新週間の出来事。  盲界便
り。  若き日の光圀。  盲婦人の中学教師。  孝行按摩の千ちゃん。 
・１００号（大正１３年４月３日発行） 
「目次」  光よ照らせ。  ボーイスカウト。  編集室より  出版部より。  週
間の出来事。  盲界便り。  （劇の梗概）のうぎ■。  各盲学校の卒業式。  感
ずべき盲青年。 
・１０１号（大正１３年４月１０日発行） 
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「目次」  盲界最初の来客。  発明展覧会。  週間の出来事。  盲界便り。  地
蔵経由来。  シゼラン■氏逝く。  東盲師範科卒業式。 
・１０２号（大正１３年４月１７日発行） 
「目次」  ダルトン式教授法。  出版部より。  週間の出来事。  盲界便り。  嬰
児殺し。  東盲師範部入学試験。  耳から指から。 
・１０３号（大正１３年４月２４日発行） 
「目次」  社告。  再び点字投票に就いて。  いよいよ実現した本社の無電放送。  
週間の出来事。  盲界便り。  今様薩摩琵琶。  新盲教育会総会議題。  耳から
指から。 
・第１０４号（大正１３年５月１日発行） 
「目次」  社告。  大分と佐世保の大会。  京都の記念博覧会。  さかりがり（「桜
狩」の誤り）。  週間の出来事。  盲界便り。  父帰る。  帝盲総会議題。  出
版部より。  耳から指から。 
・第１０５号（大正１３年５月８日発行） 
「目次」  社告。  神戸で開いた盲人会。  彗星の太陽面通過。  週間の出来事。  
盲界便り。  修禅寺物語。  岡山盲人文化大会。  耳から指から。  雀と爺さん。  
紹介。 
・１０６号（大正１３年５月１５日発行） 
「目次」  総選挙の後。  社告。  週間の出来事。  各地の点字投票運動。  阿
国と五平。  点字略字「２５点」。  盲界便り。 
・１０７号（大正１３年５月２２日発行） 
「目次」  社告。  帝盲総会に望む。  日本音楽の聴き方。  新代議士の党派別。  
週間の出来事。  盲界便り。  （探偵小説）名誉の犯罪。  略字問題。  選挙余
談。 
・１０８号（大正１３年５月２９日発行） 
「目次」  二十周年を迎えた神戸衛生院。  日本音楽の聴き方。  大阪での二周年
記念会。  社告。  週間の出来事。  盲界便り。  名誉の犯罪。  耳から指か
ら。  スタイルの音。 
・１０９号（大正１３年６月５日発行） 
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「目次」  帝盲総会と聾教育大会。  週間の出来事。  盲界便り。  名誉の犯罪。  
文部大臣の祝辞。  盲教育講演会。 
・１１０号（大正１３年６月１２日発行） 
「目次」  帝盲総会の大論戦。  大学殖民事業。  京都に開かれた二周年記念会。  
週間の出来事。  盲界便り。  名誉の犯罪。  諮問案答申。  耳から指から。  ス
タイルの音。 
・１１１号（大正１３年６月１９日発行） 
「目次」  東京に於けるタゴール氏の講演。  ロシアの友より。  週間の出来事。  
盲界便り。  （探偵小説）名誉の犯罪。  盲唖教育は義務教育なりや。  耳から指
から。  スタイルの音。 
・１１２号（大正１３年６月２６日発行） 
「目次」  戸外運動の季節。  日本女子オリンピック大会。  救護事業は一段落。  
週間の出来事。  盲界便り。  名誉の犯罪。  日本の盲人へよろしく。  耳から
指から。 
・１１３号（大正１３年７月３日発行） 
「目次」  重大なる結果。  一ヶ月の白粉代弐拾万円。  蛍に就いて。  週間の
出来事。  盲界便り。  （探偵小説）名誉の犯罪。  豪州の盲人。  耳から指か
ら。  点筆の音。 
・１１４号（大正１３年７月１０日発行） 
「目次」  松方公逝く。  巷に道を説く婦人たち。  蛍に就いて。  週間の出来
事。  盲界便り。  （探偵小説）名誉の犯罪。  イタリア最近の盲界。  耳から
指から。  点筆の音。 
・１１５号（大正１３年７月１７日発行） 
「目次」  メートル法に就いて。  脚気と食べ物。  週間の出来事。  盲界便り。  
名誉の犯罪。  印度の盲教育。  耳から指から。  点筆の音。 
・１１６号（大正１３年７月２４日発行） 
「目次」  自然の懐。  夏の特異な気象。  無電の実験講演会。  週間の出来事。  
盲界便り。  名誉の犯罪。  ドイツの盲界。  耳から指から。  紹介。  点筆
の音。 
・１１７号（大正１３年７月３１日発行） 
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「目次」  最初の日本一周飛行。  週間の出来事。  盲界便り。  名誉の犯罪。  
按摩の与市。  耳から指から。  点筆の音。  蝉のいろいろ。 
・１１８号（大正１３年８月７日発行） 
「目次」  日本一周飛行最後のコース。  「春風」号大阪に。  週間の出来事。  盲
界便り。  （探偵小説）名誉の犯罪。  醒めよ鍼按家諸君。  鳥の飛行力。  耳
から指から。 
・１１９号（大正１３年８月１４日発行） 
「目次」  中央衛生局の手。  バラック図書館の昨今。  伝染病の八割は消化器か
ら。  週間の出来事。  盲界便り。  名誉の犯罪。  醒めよ鍼按家諸君。  耳
から指から。  点筆の音。 
・１２０号（大正１３年８月２１日発行） 
「目次」  注意すべき傾向。  農業視察の為に欧米へ。  火星が近づく。  週間
の出来事。  盲界便り。  名誉の犯罪。  按摩改称論に就いて。  耳から指から。  
点字書紹介。 
・１２１号（大正１３年８月２８日発行） 
「目次」  一万哩記念鉄道構想。  新潟の博覧会。  樺太の旅。  週間の出来事。  
盲界便り。  名誉の犯罪。  その後の電気使用問題。  耳から指から。  点筆の
音。 
・１２２号（大正１３年９月４日発行） 
「目次」  盲教育界の元老。  市民性の脳炎に就いて。  樺太の旅。  週間の出
来事。  盲界便り。  （創作）桃太郎。  鍼灸夏季大学に臨みて。  耳から指か
ら。 
・１２３号（大正１３年９月１１日発行） 
「目次」  大きく揺れる地震は危なくない。  震災記念展覧会。  大地震の日の新
聞編集。  週間の出来事。  盲界便り。  桃太郎。  ニューヨークという所。  点
筆の音。 
・１２４号（大正１３年９月１８日発行） 
「目次」  市民性脳炎の病原。  支那軍人界の大立者。  週間の出来事。  盲界
便り。  桃太郎。  各地の試験期日。  アメリカ盲教育協会。  耳から指から。 
・１２５号（大正１３年９月２５日発行） 
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「目次」  ヨーロッパからの無電通信。  関東地方にまた地震。  支那軍人界の大
立者。  週間の出来事。  盲界便り。  桃太郎。  債券の籤当りに就いて。  耳
から指から。  点筆の音。 
・１２６号（大正１３年１０月２日発行） 
「目次」  料理学大家アシェフ博士。  支那軍人界の大立者。  南米の新日本村。  
週間の出来事。  盲界便り。  桃太郎。  国風音楽講習所。  鍼按雑話。  点
筆の音。  正誤。 
・１２７号（大正１３年１０月９日発行） 
「目次」  社告。  鉄道競争と審判委員の公表。  廃物からガス。  支那軍人界
の大立者。  週間の出来事。  盲界便り。  点字普及に就いて。  紹介。 
・１２８号（大正１３年１０月１６日発行） 
「目次」  社告。  空を仰いで二十五年。  来朝した支那の老碩儒。  無電の将
来。  週間の出来事。  盲界便り。  点字普及に就いて。  耳から指から。 
・１２９号（大正１３年１０月２３日発行） 
「目次」  （新講談）正雪の遺書（西井菊次郎）。  週間の出来事。  盲界便り。  虫
の歌（中村憲吉選）。  俳句（乾朴朴生選）。  （滑稽講談）忘れ使者（神田伯海）。  耳
から指から。 
・１３０号（大正１３年１０月３１日発行） 
「目次」  フランスの文豪逝く。  不良少年の多くは酒の罪。  読書。  週間の
出来事。  盲界便り。  米国の盲教育。  講習会に臨みて。  耳から指から。 
・１３１号（大正１３年１１月６日発行） 
「目次」  運動の盛んな国は強い国。  眼球の入れ替え。  読書。  自動車。  週
間の出来事。  盲界便り。  米国の盲教育。  点字普及に就いて。  耳から指か
ら。 
・１３２号（大正１３年１１月１３日発行） 
「目次」  大統領のいろいろ。  理科教科書のあら探し。  機関車のない汽車。  週
間の出来事。  盲界便り。  マッサージ 鍼灸師法。  点字の普及に就いて。  点
字書紹介。 
・１３３号（大正１３年１１月２０日発行） 
- 236 - 
 
「目次」  読書の目的と効能。  音楽教育の目的。  週間の出来事。  盲界便り。  
マッサージ 鍼灸師法。  和歌数首。  自分の骨を盲人に。  点筆の音。  耳か
ら指から。 
・１３４号（大正１３年１１月２７日） 
「目次」  家庭と電気。  音楽教育の目的。  週間の出来事。  盲界便り。   
・１３５号（大正１３年１２月４日） 
「目次」  故森巻耳追悼の歌。  市民性脳炎の病原体。  音楽教育の目的。  小
山代議士の報告。  週間の出来事。  盲界便り。  火災ロウマンス。  全国盲人
大会。  帝国鍼灸按学会。  耳から指から。 
・１３６号（大正１３年１２月１１日発行） 
「目次」  福岡盲唖学校長の奇禍■。  文化の発生地。  週間の出来事。  盲界
便り。  火災ロウマンス。  鍼灸医師法制定要項。  点筆の音。  耳から指から。 
・１３７号（大正１３年１２月１８日発行） 
「目次」  社告。  不思議な国。  暦に就いて。  週間の出来事。  盲界便り。  
本年の総会。  全国盲人大会に臨みて。  点筆の音。 
・１３８号（大正１３年１２月２５日発行） 
「目次」  今年を顧みて。  週間の出来事。  盲界便り。  本年総会の回顧。  逝
ける吉村福岡盲唖学校長。 
 
  大正１４年（第１３９号から第１９０号まで） 
・１３９号（大正１４年１月１日発行） 
一行、欄を空けて目次がつづく。 
新年を迎えて ２  （新講談）篭幽霊（国枝四郎） ３  歳旦歳暮の歌 １７  新
年の句 １９  （川柳）人さまざまのお正月 ２０  法螺先生の法螺旅行（ミュンヒ
ハクゼン物語） ２５  新春の室内遊戯 ３７ 
・１４０号（大正１４年１月８日発行） 
「目次」  ルイ・ブレイユ（短詩）。  無線電話の話。  時事。  日誌。  盲界
便り。  志摩のお正月。  点投の鑑定人となったことがある。  山色 天に連なる。   
・１４１号（大正１４年１月１５日発行） 
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「目次」  いよいよ寒に入った。  本社の新計画。  麗しき冬。  一週間。  盲
界便り。  医師法案に就いて。  宮内省の寄人と語る。   
・１４２号（大正１４年１月２２日発行） 
「目次」  風邪の予防。  隠れたる盲人の友。  麗しき冬。  一週間。  盲界
便り。  電気使用問題解決。  宮内省寄人と語る。 
・１４３号（大正１４年１月２９日発行） 
「目次」  山の色天に連なる。  加藤首相の演説。  一週間。  盲界便り。  御
歌所寄人と語る。  徒弟制度に就いて。 
・１４４号（大正１４年２月５日発行） 
「目次」  遠山教諭逝く。  衆議院予算会議に於ける有馬氏の質問と若槻内相の答弁。  
一週間。  盲界便り。  英国にも盲代議士。  社会の盲人に対する態度。 
・１４５号（大正１４年２月１２日発行） 
「目次」  逝ける横田専之助氏。  帝国議会。  一週間。  盲界便り。  黒い
雪や血の雪の正体。  徒弟教育に就いて。 
・１４６号（大正１４年２月１９日発行） 
「目次」  待てば海路の日和。  帝国議会。  一週間。  盲界便り。  御下賜
金を受けた盲学校。  子供の出来るビタミン。  辞書。 
・１４７号（大正１４年２月２６日発行） 
「目次」  盲学生の同盟休校。  社告。  帝国議会。  一週間。  盲界便り。  
肥えたくば水を飲め。  耳から指から。  盲人専業論に就いて。  点筆の音。 
・１４８号（大正１４年３月５日発行） 
「目次」  普選案に対する若槻内相の説明。  帝国議会。  一週間。  東盲のス
トライキ解決。  盲界便り。  一木、平民宮相。 
・１４９号（大正１４年３月１２日発行） 
「目次」  普選案を可決した日の衆議院。  一週間。  盲界便り。  水を飲め。  
耳から指から。  点筆の音。  出版部より。 
・１５０号（大正１４年３月１９日発行） 
「目次」  逝ける支那革命の母。  貴族院各案の情勢。  一週間。  盲界便り。  
水を飲め。  大毎社歌。  小西校長より。 
・１５１号（大正１４年３月２６日発行） 
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「目次」  点字教科書の問題。  盲学校卒業者大会。  一週間。  盲界便り。  黒
雲出でたが雨とはならず。  大毎社歌。 
１５２号（大正１４年４月２日発行） 
「目次」  社告。  学年の初め。  嫁入り前にひと勉強。  帝国議会最後の一週
間。  一週間。  盲界便り。  ノルウェーの盲人状態。  死人の眼を盲人に入れ
換える。 
・１５３号（大正１４年４月９日発行） 
「目次」 
社告。 １  大大阪記念博覧会。 無ぺーじ  一週間。 ９  盲界便り。 １４ 
１５４号（大正１４年４月１６日発行） 
「目次」  盲唖教育界の元号。  日本点字翻案の偉勲者。  全国日曜学校大会。  一
週間。  盲界便り。  盲界の急務。  談話室。  出版部より。  子守歌。 
・１５５号（大正１４年４月２３日発行） 
「目次」  故人となった平田伯。  朝顔の蒔き時。  一週間。  盲界便り。  東
盲入学試験問題。  点投有効と我等。 
・１５６号（大正１４年４月３０日発行） 
「目次」  普選案が通過した御礼。  始められた郵便飛行。  一週間。  盲界便
り。  夢から生まれたしょうきさん。 
・１５７号（大正１４年５月７日発行） 
「目次」  秩父宮様。  生きた学問は新聞紙で。  一週間。  盲界便り。  談
話室。 
・１５８号（大正１４年５月１４日発行） 
「目次」 
社告。 １  無線電話の話。 ２  ラヂオ雑話。 １１  天下一の下郎武人の意地。 
１３  一週間。 １７  盲界便り。 ２２  実現する空中車。 ３９ 
・１５９号（大正１４年５月２１日発行） 
「目次」  合図の喇叭。  （社告）本社後援の二大盲人大会。  一週間。  盲界
便り。  線字と点字。  耳から指から。 
・１６０号（大正１４年５月２８日発行） 
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「目次」  祝辞。  古沢先生。  一週間。  全国盲学校卒業者大会。  東京の
盲教育５０年祝賀会成る。  盲界便り。  盲教育の諸問題。  耳から指から。 
・１６１号（大正１４年６月４日発行） 
「目次」  全国盲人大会。  灰色の眼となった湯の町。  本土の打算。  一週間。  
盲界便り。  盲学校同窓会連盟。  春季部会。  週支部会。  大会の出席者へ。 
・１６２号（大正１４年６月１１日発行） 
「目次」  新逓信大臣安達賢豪さん。  点字日刊新聞生まる。  今が盛りの薔薇と
百合。  一週間。  盲界便り。  教育の意義。  出版部より。  紹介。 
・１６３号（大正１４年６月１８日発行） 
「目次」  秩父宮をお迎えした高砂族。  牡ただ一つ。  今年の梅雨。  一週間。  
盲界ニュース。  松葉の食い方。  盲同クラブの規則。 
・１６４号（大正１４年６月２５日発行） 
「目次」  鍼灸夏期大学。  矢島楫子刀自逝く。  夏みかんの脚気療法。  一週
間。  盲界ニュース。  新曲の妙味。  按摩の師匠に。 
・１６５号（大正１４年７月２日発行） 
「目次」  近づいた富士の山開き。  蚊。  歯医者。  一週間。  盲界ニュー
ス。  普選の実施と世界の思潮。 
・１６６号（大正１４年７月９日発行） 
「目次」  普選の実施と世界の思潮。  怪我人の不注意。  そぞろ言。  一週間。  
盲界ニュース。  黴の話。  点筆の音。 
・１６７号（大正１４年７月１６日発行） 
「目次」  海か山か。  ドイツの夏の家。  パリの盲学校を見て。  一週間。  盲
界ニュース。  世界一の軍艦「陸奥」。  紹介。 
・１６８号（大正１４年７月２３日発行） 
「目次」  社告。  手近い所から。  食物と病気。  夏向きの話。  一週間。  
盲界ニュース。  帝盲総会の議案。  スタイルの音。 
・１６９号（大正１４年７月３０日発行） 
「目次」  岩橋武夫氏の鹿島立ち。  箱崎丸より。  紳士の道。  一週間。  盲
界ニュース。  スイスの盲人。  幾日眠らずにおられるか。 
・１７０号（大正１４年８月６日発行） 
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「目次」  看板のやり替え。  ルイ・ブレイユに就いて。  一週間。  盲界ニュ
ース。  二盲のない国。  富士登山隊から。  時評の文句。 
・１７１号（大正１４年８月１３日発行） 
「目次」  新たに加わった三大臣。  覚え書。  一週間。  盲界ニュース。 
・１７２号（大正１４年８月２０日発行） 
「目次」  行啓を仰いだ樺太。  一週間。  盲界ニュース。  蝿の恐ろしさ。  看
板問題。 
・１７３号（大正１４年８月２７日発行） 
「目次」  ロシアの友より。  感謝状。  もの言う活動写真。  コレラが来た。  
一週間。  盲界ニュース。  クロスワードパズル。  紹介。 
・１７４号（大正１４年９月３日発行） 
「目次」  社告。  震災記念日を迎えた東京市。  一週間。  盲界ニュース。  懸
賞付き考えもの。  もの言う活動写真。  紹介。 
・１７５号（大正１４年９月８日発行） 
「目次」  九代の恥。  蝿の足にコレラ菌。  探険隊の成功。  一週間。  盲
界ニュース。  日米紛争未来記。  秋の七草と薬草。 
・１７６号（大正１４年９月１７日発行） 
「目次」  高津老師と吾輩。  新発明の体温器。  コレラの予防法。  一週間。  
盲界ニュース。  日米戦争未来記。  アメリカの読者より。 
・１７７号（大正１４年９月２４日発行） 
「目次」  自然に憧れて。  最近の蓄音機。  一週間。  盲界ニュース。  帝
盲総会の議題。  クロスワードの発表。  コレラに罹らぬ秘訣。 
・１７８号（大正１４年１０月１日発行） 
「目次」  国勢調査に就いて。  自然に憧れて。  一週間。  盲界ニュース。  耳
から指から。  懸賞付きクロスワード。  日米戦争未来記。 
・１７９号（大正１４年１０月８日発行） 
「目次」  社告。  新枢密院議長穂積さん。  自然に憧れて。  一週間。  盲
界ニュース。  日米戦争未来記。 
・１８０号（大正１４年１０月１５日発行） 
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「目次」  盲学生の体育デー。  職業婦人と雇い主。  一週間。  関西盲学生体
育大会。  盲世界ニュース。  日本の生んだ天才盲作曲家。  俳句。  天心円。 
・１８１号（大正１４年１０月２２日発行） 
「目次」  大分の総会。  日本の生んだ盲作曲家。  脚気と白米食。  一週間。  
盲界ニュース。  クロスワードの発表。  体育大会雑感。 
・１８２号（大正１４年１０月２９日発行） 
「目次」  社告。  大分の２総会。  一週間。  盲界ニュース。  諮問答申案。  
鍼灸マッサージ師法案要項。  帝盲総会雑感。 
・１８３号（大正１４年１１月５日発行） 
「目次」  （新講談）切れる刀。  （お話）滝沢寺の梅山さん。  （子守唄）三羽
の雀。  一週間。  盲界ニュース。  （新小説）金持ちと貧乏人。  クロスワー
ドパズル新問題。 
・１８４号（大正１４年１１月１２日発行） 
「目次」  火事は台所から。  塙検校の贈渡銀カップ。  一週間。  盲界ニュー
ス。  丙午の話。  新刊紹介。 
・１８５号（大正１４年１１月１９日発行） 
「目次」  点字読書機関に就いて。  現代の日本音楽。  一週間。  盲界ニュー
ス。  国民科。  廃物利用の話。 
・１８６号（大正１４年１１月２６日発行） 
「目次」  掘り出し物。  盗難予防は注意ひとつ。  子供のぺーじ。  一週間。  
盲界ニュース。  イタリアで点字機の懸賞募集。  大正の塩原太助。  皇孫御誕生
奉祝歌。 
・１８７号（大正１４年１２月３日発行） 
「目次」  社告。  赤ん坊の哺乳に就いて。  手紙書き。  一週間。  盲界ニ
ュース。  クロスワードパズルの発表。  大正の塙保己一。 
・１８８号（大正１４年１２月１０日発行） 
「目次」  社告。  皇孫御養育の御革新。  第２回国勢調査の結果。  一週間。  
盲界ニュース。  鍼灸師法反対運動。  紹介。 
・１８９号（大正１４年１２月１７日発行） 
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「目次」  社告２件。  随喜溢れ歓声湧く。  お喜びは言葉に尽くせぬ。  皇孫
御教育の御革新。  一週間。  盲界ニュース。  大阪府按摩連合会に与う。  本
年に於ける盲界。 
・１９０号（大正１４年１２月２４日発行） 
「目次」  社告。  本年の回顧。  一週間。  盲界ニュース。  エディンバラ
より。  本年の盲界。 
 
  大正１５年（第１９１号から第２４１号まで） 
・１９１号（大正１５年１月１日発行） 
「目次」  点字界の第 2世紀。  太陽を作るテラン教授の大計画。  歳旦歳暮の雑
詠。  松風物語。  （新講談）歌作り。  点字出版界の五十年。  膝栗毛物語。 
・１９２号（大正１４年１月７日発行） 
「目次」  ブライユの記念日。  五十年後の太平洋。  暗黒の中に「ウーサンの夜」
は演奏された。  一週間。  盲界ニュース。  帝盲総会所感。 
・１９３号（大正１５年１月２１日発行） 
「目次」  社告。  上野に開かれた楽園の扉。  一週間。  盲界ニュース。  帝
盲総会所感。 
・１９４号（大正１５年１月２８日発行） 
「目次」  加藤首相の施政方針演説。  一週間。  盲学生雄弁大会。  盲界ニュ
ース。  粕井清。  帝盲総会所感。 
・１９５号（大正１５年２月４日発行） 
「目次」  逝ける加藤首相。  一堂に会した十一校の盲学生。  一週間。  盲界
ニュース。  クロスワードの発表。  エス語万国大会。 
・１９６号（大正１５年２月１１日発行） 
「目次」  紀元節。  新宰相若槻礼次郎氏。  帝国議会。  一週間。  盲界ニ
ュース。  エス語万国大会。  紹介いろいろ。 
・１９７号（大正１５年２月１８日発行） 
「目次」  逝ける盲人の友。  帝国議会。  一週間。  盲界ニュース。  御奨
励金下賜。 
・１９８号（大正１５年２月２５日発行） 
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「目次」  手探りの見合い。  幕は開く小鳥王国。  帝国議会。  一週間。  盲
界ニュース。  盲学校職員調査。  受験の栞。 
・１９９号（大正１５年３月４日発行） 
「目次」  逝ける富岡教諭。  開かるべき扉。  帝国議会。  一週間。  盲界
ニュース。  日本のマッサージ界近況。  受験の栞。  紹介。 
・２００号（大正１５年３月１１日発行） 
「目次」  開かるべき扉。  帝国議会。  一週間。  盲界ニュース。  断食に
就いて。   
・２０１号（大正１５年３月１８日発行） 
「目次」  盲教員の待遇改善を図れ。  生まれ出た労働農民党の新首領 杉山元治郎
君。  帝国議会。  一週間。  盲界ニュース。  男の子を生む秘訣。  スタイ
ルの音。 
・２０２号（大正１５年３月２５日発行） 
「目次」  春の休み 自然に親しませよ。春、春。  帝国議会。  一週間。  盲
界ニュース。  按摩専業の請願。  新しい村の盲詩人。 
・２０３号（大正１５年４月１日発行） 
「目次」  東京の新取締り規定。  帝国議会。  一週間。  盲界ニュース。  食
物化学。 
・２０４号（大正１５年４月８日発行） 
（「目次」という体裁はなくなる。） 
社告。  編集室より。  つくしんぼう。  改正される国税。  国税いろいろ。  週
間の出来事。  秩父宮妃殿下の候補者。  内閣の新政策。  聖徳太子法要 報徳会。  
恩給を減らす。  後藤氏立つ。  北京総攻撃。  褒賞が同名の他人に渡る。  盲
界ニュース。  盲人調査。  失明救済。  学校より。  点投祝賀会。  電話機
とタイプライター。  入れ歯に使う金と銀。  恋の芝居見たまま。 
・２０５号（大正１５年４月１５日発行） 
点字毎日記者小畠氏逝く。  逝ける穂積男。  改正された国税いろいろ。  北極探
険。  大島大将逝く。  週間の出来事。  枢副議長。  農民組合。  赤城が原
買収事件。  視学官会議。  矯風大会。  無軌動法。  海外ニュース。  北京
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のクーデター。  世間さまざま。  東盲師範部入学者氏名。  盲界ニュース。  各
地より。  差し引き勘定。  東盲師範入学試験問題。 
・２０６号（大正１５年４月２２日発行） 
平民通称倉富翁。  地方税の改正。  週間のニュース。  海外ニュース。  訪日
機続々飛来。  世間さまざま。  盲界ニュース。  兵盲の互助資金。  出発に際
して 上。  東盲師範入学試験問題。 
・２０７号（大正１５年４月２９日発行） 
結核退治 上。  李王殿下の薨去。  松下事件。  週間の出来事。  地方長官会
議。  警察部長会議。  海外ニュース。  世間さまざま。  帰化僧の碑を建つ。  
盲界ニュース。  近畿部会。  各地より。  出発に際して 下。 
・２０８号（大正１５年５月６日発行） 
結核退治。  逝ける川村元帥。  週間の出来事。  海外の邦人数。  駅長さんも
巡査に。  特等待合室廃止。  メーデー。  松下事件。  秩父丸遭難。  労働
学校。  海外ニュース。  排日支那。  アメリカに上陸した秋葉教諭。  世間さ
まざま。  偽博士。  汽車に乗る人々へ。  盲界ニュース。  講演会。  日盲
研究会生まる。  各地より。  英国に於ける盲人救済事業。  政治家に万節は大切。  
耳から指から。 
・２０９号（大正１５年５月１３日発行） 
児童芸術祭。  英国総同盟罷業の起こるまで。  週間の出来事。  海外ニュース。  
世間さまざま。  ラヂオのぺーじ。  盲界ニュース。  大阪盲人会の改革。  学
校より。  各地より。  英国に於ける盲人救済事業。  外来語の書き方統一。  牛
に音楽を聴かせて乳を多く搾る。 
２１０号（大正１５年５月２０日発行） 
同上罷業。  北極探険の一番乗り。  週間の出来事。  海外ニュース。  ポーラ
ンドの革命。  世間さまざま。  盲界ニュース 同窓連盟総会 研究大会 東盲旅行
団。  学校より。  点毎参観者。  各地より。  英国に於ける盲人救済事業。  点
毎放送局。  耳の世界。 
・２１１号（大正１５年５月２７日発行） 
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脚気の原因研究に就いて。  週間の出来事。  海外ニュース。  竜野の六人殺しは
警備■の単独凶行。  盲界ニュース。  人事。  補助金。  大正篤行禄下賜。  各
地より。  帝盲総会の議題。 
・２１２号（大正１５年６月３日発行） 
脚気の原因研究に就いて。  爆発と洪水。  週間の出来事。  海外ニュース。  世
間さまざま。  盲働連盟の規約。  耳から指から。  盲界ニュース。  盲人大会。  
各地より。  英国に於ける盲人救済事業。  海外の盲界。  アメリカに点字雑誌二
つ。  新刊紹介。 
・２１３号（大正１５年６月１０日発行） 
内閣改造成る。  週間の出来事。  去りゆく千石鉄道大臣。  また新光線発見さる。  
小学校教師の上告。  列車時間の大改正。  海外ニュース 盲界ニュース。  英国
に於ける盲人救済事業。  盲界ニュース。 
・２１４号（大正１５年６月１７日発行） 
帝盲日労総会。  松下事件いよいよ拡大。  英露関係の緊張。  週間の出来事。  世
間さまざま。  帝盲総会雑感。  盲働連盟雑感。  盲界ニュース。 
・２１５号（大正１５年６月２４日発行） 
乞食厳禁。  帝大に於ける物療講座。  裸体検査で一問題。  週間の出来事。  海
外ニュース。  世間さまざま。  盲界ニュース。  大阪府令改正。  各地より。  
紹介。  耳から指から。  ドイツの盲人（上）。 
・２１６号（大正１５年７月１日発行） 
社告。  除外される鍼灸按。  蓋を開けた子供博覧会。  落ち着かぬフランス内閣。  
勇敢なる女踏み切り番。  週間の出来事。  海外ニュース。  世間さまざま。  盲
界ニュース。  納涼博へ点毎の出品。  支那で点毎大評判。  学校より。  本社
の催し物。  ドイツの盲人。 
・２１７号（大正１５年７月８日発行） 
「目次」  （新講談）高下駄物語。  （童話）それからの桃太郎。  盲界ニュース。  
週間の出来事。   
・２１８号（大正１５年７月１５日発行） 
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青年訓練所。  青木鉄道次官の進退問題。  故千葉杉山鍼按校長の叔母が老いのさす
らい。  週間の出来事。  アジア民族大会。  海浜学校。  海外ニュース。  世
間さまざま。  盲界ニュース。  ドイツの盲人 下。 
・２１９号（大正１５年７月２２日発行） 
子供博に就いて。  摂政宮ｇ御近情。  列車の時間が変わる。  長野県知事襲撃事
件。  週間の出来事。  海外ニュース。  世間さまざま。  盲界ニュース。  最
近起こった盲界の悲劇二つ。 
・２２０号（大正１５年７月２９日発行） 
台湾総督上山。  昔を今の江戸の名物。  法隆寺五重塔の謎解かる。  支那の形勢。  
一日補助貨幣交換の手数料が貰える。  週間の出来事。  海外ニュース。  世間さ
まざま。  大阪盲人の子供博見学。  盲界ニュース。  学校より。  当てになら
ぬ目。 
・２２１号（大正１５年８月５日発行） 
五十年後の太平洋。  日本盲教育同志倶楽部。  週間の出来事。  海外ニュース。  
世間さまざま。  盲界ニュース。  盲人万国大会。  石川重幸翁。  経穴に関す
る研究。 
・２２２号（大正１５年８月１２日発行） 
学歴。  週間の出来事。  関東地方の地震。  アメリカへ。  海外ニュース。  研
究会雑感。  盲界ニュース。  アメリカより。 
・２２３号（大正１５年８月１９日発行） 
殺人講習会。  南支那に伸びる赤い手。  郵便年金令。  御料地払い下げ問題。  週
間の出来事。  世間さまざま。  盲界ニュース。  つんぼの歴史と鉄道省。  マ
ッサージ 目をつぶすものにあらず。 
・２２４号（大正１５年８月２６日発行） 
盲唖児童創作品。  動物の愛護。  怪文書事件に対する宮内省の声明。  当分は奉
天派の天下。  週間の出来事。  海外ニュース。  世間さまざま。  北欧盲人文
化大会。  盲人ニュース。  盲人診療。  ヒマラヤの峯 上。 
・２２５号（大正１５年９月２日発行） 
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男女同権。  殿様の哀れな死。  朴烈夫妻怪写真事件。  最近のスポーツ。  週
間の出来事。  海外ニュース。  世間さまざま。  盲界ニュース。  講習会。  新
築。  日本按摩とマッサージ。  ヒマラヤの峯 下。 
・２２６号（大正１５年９月９日発行） 
新学期始まる。  富士山麓の大岩窟。  点字書の郵便料値下げ。  朴 えつ■問題。  
支那の天下分け目の戦い。  週間の出来事。  国際連盟そうさき■の前途に黒い影。  
世間さまざま。  暴風雨と被害。  盲界ニュース。  秋を飾る本社の事業いろいろ。  
点投の喜び。 
２２７号（大正１５年９月１６日発行） 
社告。  点毎評壇。  小川前法相の声明書。  形勢あるいは一変か。  週間の出
来事。  海外ニュース。  世間さまざま。  盲界ニュース。  子供博出品。  出
品こーる■感謝状。  点字講習会。  盲教師の少女虐待事件。  一茶の晩年。 
・２２８号（大正１５年９月２３日発行） 
ただ一つの非常口。  急転直下 大臣。  前速水蔵相。  怪写真を持ち出した石黒
の手紙。  蒋 孫両氏手を握る。  点字の書置きを前にして恋を語る。  週間の出
来事。  海外ニュース。  世間さまざま。  盲界ニュース。  近畿句会。  産
業博へ点毎より出品。  長野盲唖の寄付問題。  青森県の失明救済。 
・２２９号（大正１５年９月３０日発行） 
社告。  盲人の女給殺しの公判。  秋の句三つ。  直訴事件。  神戸の殺人鬼捕
らわる。  南支那に於ける英国の地位。  週間の出来事。  世間さまざま。殺人鬼
熊とは。  盲界ニュース。 
・２３０号（大正１５年１０月７日発行） 
（新講談）身代わり飴屋。  （童話）鸚鵡のルリちゃん。  秋の歌。  （創作）お
軽の死。  （俳句）秋の句。  地方長官大移動。  週間の出来事。  海外ニュー
ス。  盲界ニュース。 
・２３１号（大正１５年１０月１４日発行） 
盲学生体育大会。  郵便年金法。  点字の戸籍届は無効。  週間の出来事。  海
外ニュース。按摩の三人斬り。  盲界ニュース。 
・２３２号（大正１５年１０月２１日発行） 
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犠牲■。  ものとひととの利用更生。  青木次官問題とはどんなものか。  週間の
出来事。  海外ニュース。  盲界ニュース。  盲唖者の一人旅。 
・２３３号（大正１５年１０月２８日発行） 
盲学生体育デー。  皇室諸制令■。  立松元判事の声明書。  海外ニュース。  週
間の出来事。  盲界ニュース。  盲唖の一人旅。 
・２３４号（大正１５年１１月４日発行） 
隠れたる女王。  西久保東京新市長。  聖上陛下の御日常。  開かれた汎太平洋学
術会議。  週間の出来事。  盲界ニュース。  盲学生の軍事教練。  点筆の音。 
・２３５号（大正１５年１１月１１日発行） 
開校■された女性の声。  日本人の先祖は南から。  救世軍の由来と使命。  注目
される松下事件の展開。  海外ニュース。  週間の出来事。  盲界ニュース。  盲
唖者の一人旅。 
・２３６号（大正１５年１１月１８日発行） 
元気漲る盲学生の競技。  日本人は移住民族でない。  若槻首相告訴事件。  週間
の出来事。  海外ニュース。  盲界ニュース（盲学生の競技大会）。  盲唖者の一人
旅。 
・２３７号（大正１５年１１月２５日発行） 
巡回点字文庫。  華やかに踊る須波判事。  永井元警察部長の話。  暦の改正三案。  
週間の出来事。  海外ニュース。  盲界ニュース。 
・２３８号（大正１５年１２がつ２日発行） 
起こるべき教え。  病人調べ。  医者にかかれぬ人のために医療改善。  岩迫氏の
告訴状。  ムッソリーニ氏と魔除けの日本刀。  海外ニュース。  週間の出来事。  
盲界ニュース。 
・２３９号（大正１５年１２月９日発行） 
社告。  我等の武器。  若槻首相に辞職を勧む。  今議会に提出される法律案。  小
僧あがりの青年高文にパス。  張作霖氏乗り出しの二面。  週間の出来事。  盲界
ニュース。 
・２４０号（大正１５年１２月１６日発行） 
社告。  現代政治の醜行為■を排す。  聖上の御容態。  わけが分からぬ大使干渉。  
家事の習慣。  海外ニュース。  週間の出来事。  盲界ニュース。 
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・２４１号（大正１５年１２月２３日発行） 
聖上陛下の御悩御平癒を祈り奉る。  聖上御容態。  元老大官に拝謁を賜う。  聖
上の御病室。  お若い時の陛下。  各地盲人の赤誠。  海外ニュース。  週間の
出来事。  盲界ニュース。 
 
 
